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のの
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世世
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影影
響響

立立
太太
子子
没没
年年
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后后
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秋秋
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嶋嶋
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嶋嶋
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発発
祥祥

神神
話話
とと
王王
権権

夫夫
餘餘
とと
高高
句句
麗麗
のの
始始
祖祖
神神
話話

檀檀
君君
神神
話話
のの
陰陰
影影

文文
化化
のの
経経
路路

日日
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とと
加加
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へへ
のの
疑疑
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金金
官官
加加
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王王
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のの
出出
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忍忍
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耳耳
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王王
権権
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始始
めめ
のの
くく
りり
言言
～～
列列
島島
のの
古古
代代
史史
～～

日日
本本
はは
極極

東東

き
ょ
く
と
う

とと
いい
わわ
れれ
るる
。。

フフ
ァァ
ーー
イイ
ーー
スス
トト
のの
訳訳
とと
思思
わわ
れれ
るる
がが
、、「「
遠遠
東東
」」
のの
意意
味味
かか
らら
すす
れれ
ばば
適適
訳訳
でで

はは
なな
いい
。。

島島
崎崎
藤藤
村村
はは
、、「「
黒黒
船船
」」
をを
「「
極極
東東
へへ
のの
道道
をを
拓拓
くく
もも
のの
」」
とと
いい
っっ
てて
、、
はは
じじ
めめ

てて
ここ
のの
語語
をを
使使
っっ
たた
。。
朝朝
鮮鮮
・・
日日
本本
・・
満満
州州
をを
含含
めめ
てて
言言
っっ
たた
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
がが
、、

「「
夜夜
明明
けけ
前前
」」
をを
書書
いい
たた
藤藤
村村
にに
しし
てて
みみ
れれ
ばば
、、
事事
実実
上上
日日
本本
のの
代代
名名
詞詞
のの
つつ
もも

りり
だだ
っっ
たた
でで
ああ
ろろ
うう
。。
太太
平平
洋洋
戦戦
争争
後後
はは
、、
日日
本本
にに
極極
東東
軍軍
事事
委委
員員
会会
がが
置置
かか
れれ
、、

極極
東東
軍軍
事事
裁裁
判判
もも
ああ
っっ
たた
かか
らら
、、
日日
本本
人人
はは
なな
んん
とと
なな
くく
ここ
のの
「「
極極
東東
」」
のの
語語
をを
、、

日日
本本
をを
指指
すす
言言
葉葉
のの
よよ
うう
にに
思思
っっ
てて
いい
るる
。。

原原
義義
はは
「「
遠遠
東東
」」
でで
ああ
るる
かか
らら
、、
世世
界界
かか
らら
みみ
るる
ここ
のの
語語
のの
意意
味味
はは
、、
ひひ
たた
すす

らら
具具
体体
的的
でで
ああ
るる
。。
広広
くく
はは
東東
アア
ジジ
アア
一一
帯帯
をを
指指
しし
たた
。。
アア
ジジ
アア
をを
西西
・・
中中
央央
・・

東東
南南
・・
東東
、、
ああ
るる
いい
はは
近近
東東
・・
中中
東東
・・
遠遠
東東
なな
どど
にに
分分
けけ
るる
すす
ここ
しし
狭狭
いい
視視
点点
でで



はは
、、
とと
くく
にに
東東
中中
国国
・・
東東
シシ
ベベ
リリ
アア
・・
朝朝
鮮鮮
・・
日日
本本
をを
指指
しし
てて
言言
っっ
たた
。。
東東
南南
アア

ジジ
アア
のの
東東
端端
にに
位位
置置
すす
るる
ベベ
トト
ナナ
ムム
半半
島島
やや
フフ
ィィ
リリ
ピピ
ンン
もも
含含
むむ
ここ
とと
もも
ああ
っっ
たた
。。

つつ
まま
りり
フフ
ァァ
ーー
イイ
ーー
スス
トト
はは
つつ
ねね
にに
「「
遠遠
東東
」」
でで
ああ
っっ
たた
。。
極極
東東
はは
誤誤
訳訳
でで
ああ

るる
。。そそ

のの
たた
めめ
かか
、、
日日
本本
語語
のの
「「
極極
東東
」」
はは
現現
在在
でで
もも
語語
義義
がが
ああ
いい
まま
いい
でで
ああ
るる
。。

朝朝
鮮鮮
・・
日日
本本
をを
とと
くく
にに
そそ
うう
呼呼
ぶぶ
ここ
とと
がが
ああ
るる
。。
ニニ
ュュ
アア
ンン
スス
的的
にに
日日
本本
をを
のの
みみ

指指
すす
ここ
とと
もも
ああ
るる
。。
そそ
れれ
以以
上上
のの
広広
がが
りり
はは
、、
語語
感感
のの
上上
かか
らら
はは
ああ
まま
りり
感感
じじ
らら

れれ
なな
いい
。。
辞辞
書書
をを
ひひ
いい
てて
初初
めめ
てて
何何
事事
かか
了了
解解
しし
たた
氣氣
にに
なな
るる
がが
、、
ここ
のの
納納
得得
もも

いい
うう
なな
れれ
ばば
二二
重重
のの
誤誤
謬謬
でで
ああ
ろろ
うう
。。
正正
しし
いい
のの
はは
つつ
ねね
にに
なな
んん
とと
なな
くく
とと
いい
うう

感感
覚覚
のの
方方
でで
ああ
るる
。。

言言
葉葉
がが
ここ
のの
よよ
うう
にに
一一
人人
歩歩
きき
すす
るる
のの
はは
殆殆
どど
摂摂
理理

せ
つ
り

とと
いい
っっ
てて
もも
いい
いい
がが
、、
そそ

のの
後後
押押
しし
をを
しし
たた
のの
はは
、、
ここ
のの
「「
極極
東東
」」
とと
いい
うう
文文
字字
のの
もも
つつ
、、
なな
にに
かか
しし
らら
光光

輝輝
をを
感感
じじ
るる
語語
呂呂
なな
のの
でで
はは
なな
いい
かか
。。
背背
景景
にに
はは
輪輪
郭郭
のの
くく
っっ
きき
りり
しし
たた
近近
代代
史史

がが
ああ
るる
。。

わわ
れれ
わわ
れれ
もも
西西
欧欧
人人
とと
いい
うう
言言
葉葉
をを
よよ
くく
つつ
かか
っっ
てて
きき
たた
。。
西西
洋洋
人人
とと
いい
うう
言言

いい
方方
もも
ああ
るる
。。
概概
念念
はは
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
異異
なな
るる
がが
、、
いい
まま
西西
ヨヨ
ーー
ロロ
ッッ
パパ
人人
とと
いい
うう
言言

いい
方方
にに
違違
和和
感感
がが
なな
いい
のの
はは
、、
アア
ジジ
アア
にに
対対
比比
すす
べべ
きき
ヨヨ
ーー
ロロ
ッッ
パパ
をを
、、
ああ
きき
らら

かか
にに
東東
西西
にに
分分
けけ
てて
いい
るる
かか
らら
にに
ほほ
かか
なな
らら
なな
いい
。。
よよ
っっ
てて
たた
つつ
文文
化化
のの
差差
違違
のの

たた
めめ
でで
ああ
るる
。。

そそ
れれ
でで
もも
ここ
のの
差差
はは
僅僅
少少
でで
ああ
っっ
たた
。。
ヨヨ
ーー
ロロ
ッッ
パパ
はは
一一
つつ
とと
いい
うう
概概
念念
はは
そそ

れれ
よよ
りり
つつ
よよ
いい
もも
のの
がが
ああ
っっ
たた
。。
キキ
リリ
スス
トト
教教
文文
明明
とと
いい
うう
、、
大大
いい
なな
るる

軛軛
く
び
き

のの

たた
めめ
でで
ああ
るる
。。
ここ
のの
教教
義義
がが
排排
他他
的的
にに
佇佇
立立
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
以以
外外
のの
大大
地地
とと
民民
族族

をを
異異
教教
徒徒
とと
呼呼
びび
、、
厳厳
しし
くく
対対
峙峙
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
っっ
たた
。。

ヨヨ
ーー
ロロ
ッッ
パパ
とと
いい
うう
言言
葉葉
がが
、、
ここ
のの
種種
のの
文文
化化
的的
なな
均均
一一
性性
をを
前前
提提
とと
すす
るる
なな

らら
、、
アア
ジジ
アア
世世
界界
はは
とと
てて
もも
均均
一一
とと
はは
いい
ええ
なな
いい
。。
文文
化化
的的
にに
もも
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
独独
自自

なな
もも
のの
をを
もも
つつ
。。
なな
にに
よよ
りり
ヨヨ
ーー
ロロ
ッッ
パパ
でで
はは
根根
幹幹
でで
ああ
っっ
たた
宗宗
教教
文文
化化
はは
、、
アア

ジジ
アア
でで
はは
一一
つつ
のの
まま
とと
まま
りり
もも
もも
たた
なな
かか
っっ
たた
。。
とと
くく
にに
東東
アア
ジジ
アア
、、
とと
りり
わわ
けけ

中中
国国
中中
原原
でで
はは
、、
宗宗
教教
はは
いい
わわ
ばば
枝枝
葉葉
のの
文文
化化
でで
ああ
っっ
たた
。。

古古
代代
的的
なな
視視
点点
でで
みみ
るる
とと
、、
ここ
のの
ここ
とと
がが
奇奇
妙妙
なな
暗暗
号号
にに
思思
ええ
るる
。。



そそ
うう
思思
ええ
るる
のの
がが
当当
然然
でで
、、
そそ
もも
そそ
もも
世世
界界
をを
東東
西西
にに
分分
けけ
るる
とと
いい
うう
概概
念念
がが

存存
在在
しし
なな
かか
っっ
たた
。。
東東
アア
ジジ
アア
のの
例例
かか
らら
すす
れれ
ばば
、、
唯唯
一一
中中
国国
中中
原原
のの
文文
明明
だだ
けけ

がが
世世
界界
のの
中中
心心
にに
ああ
っっ
たた
。。
そそ
のの
余余
はは
すす
べべ
てて
辺辺
境境
でで
ああ
るる
。。

日日
本本
のの
古古
代代
史史
にに
つつ
いい
てて
語語
るる
とと
きき
、、
ここ
のの
ここ
とと
がが
いい
わわ
ばば
普普
遍遍
的的
なな
背背
景景
条条

件件
でで
ああ
っっ
たた
とと
いい
っっ
てて
いい
いい
。。
ここ
れれ
にに
従従
ええ
ばば
、、
中中
国国
中中
原原
たた
るる
大大
陸陸
をを
起起
点点
とと

すす
るる
周周
辺辺
地地
域域
はは
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
的的
確確
なな
呼呼
称称
でで
呼呼
ばば
れれ
るる
。。
かか
っっ
てて
満満
州州
とと
いい
っっ

たた
地地
域域
はは
「「
東東
北北
」」
でで
ああ
っっ
たた
。。
朝朝
鮮鮮
はは
「「
半半
島島
」」
でで
ああ
っっ
たた
。。
日日
本本
はは
「「
列列
島島
」」

でで
ああ
っっ
たた
。。

ここ
れれ
らら
がが
単単
にに
地地
理理
的的
概概
念念
でで
なな
くく
、、
歴歴
史史
的的
なな
そそ
れれ
でで
ああ
るる
ここ
とと
はは
、、
古古
代代

にに
ああ
っっ
てて
いい
かか
なな
るる
政政
治治
的的
・・
文文
化化
的的
なな
活活
動動
もも
、、
文文
明明
のの
枠枠
組組
かか
らら
逃逃
れれ
よよ
うう

がが
なな
いい
かか
らら
でで
ああ
るる
。。
恩恩
沢沢

お
ん
た
く

でで
ああ
りり

楔楔
く
さ
び

でで
もも
ああ
るる
。。

大大
陸陸
・・
東東
北北
・・
半半
島島
・・
列列
島島
とと
いい
うう
水水
平平
的的
なな
概概
念念
にに
おお
いい
てて
、、
なな
おお
とと
くく
にに

日日
本本
のの
列列
島島
とと
しし
てて
のの
特特
殊殊
性性
がが
ああ
るる
とと
すす
れれ
ばば
、、
一一
海海
をを
隔隔
てて
、、
そそ
のの
たた
めめ
にに

人人
的的
・・
文文
化化
的的
なな
伝伝
播播
なな
いい
しし
交交
流流
がが
ひひ
とと
つつ
のの
クク
ッッ
シシ
ョョ
ンン
をを
もも
つつ
とと
いい
うう
ここ

とと
でで
ああ
ろろ
うう
。。

ここ
れれ
はは
中中
央央
文文
化化
のの
影影
響響
のの
濃濃
淡淡
のの
差差
にに
過過
ぎぎ
なな
いい
がが
、、
高高
文文
化化
のの
直直
接接
支支
配配

がが
起起
ここ
らら
なな
かか
っっ
たた
とと
いい
うう
点点
だだ
けけ
はは
、、
留留
意意
ささ
れれ
てて
然然
るる
べべ
きき
でで
ああ
ろろ
うう
。。
現現

在在
もも
まま
たた
極極
東東
のの
名名
でで
東東
アア
ジジ
アア
かか
らら
峻峻
別別
ささ
れれ
るる
根根
拠拠
でで
ああ
るる
。。
生生
いい
立立
ちち
のの

差差
違違
とと
いい
っっ
てて
もも
いい
いい
。。

ここ
のの
評評
価価
のの
見見
積積
りり
はは
、、
しし
かか
しし
でで
きき
るる
だだ
けけ
正正
確確
でで
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。

古古
代代
日日
本本
をを
列列
島島
とと
いい
うう
範範

疇疇

は
ん
ち
ゅ
う

でで
みみ
れれ
ばば
、、
まま
ずず
もも
っっ
てて
中中
国国
中中
原原
のの
動動
向向
、、

なな
らら
びび
にに
東東
北北
・・
半半
島島
のの
趨趨
勢勢

す
う
せ
い

がが
もも
たた
らら
すす
事事
態態
とと
密密
接接
不不
可可
分分
でで
ああ
っっ
たた
。。
そそ

れれ
がが
前前
提提
にに
ああ
っっ
てて
、、
なな
おお
独独
自自
性性
とと
いい
うう
もも
のの
がが
、、
列列
島島
のの
生生
態態
的的
なな
環環
境境
とと

そそ
れれ
がが
育育
むむ
様様
式式
にに
由由
来来
しし
たた
のの
でで
ああ
るる
。。

日日
本本
のの
古古
代代
史史
のの
研研
究究
対対
象象
がが
、、
とと
りり
ああ
ええ
ずず
東東
北北
・・
半半
島島
のの
そそ
れれ
とと
併併
せせ
てて

行行
わわ
れれ
はは
じじ
めめ
たた
とと
いい
うう
現現
在在
のの
状状
況況
はは
よよ
ろろ
ここ
ぶぶ
べべ
きき
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。
とと
くく
にに

一一
部部
のの
考考
古古
学学
者者
たた
ちち
のの
、、
古古
代代
高高
句句

こ
う
く

麗麗り

・・
百百
済済

く
だ
ら

・・
新新
羅羅

し
ら
ぎ

のの
考考
古古
学学
的的
なな
究究
明明
とと

並並
行行
しし
つつ
つつ
列列
島島
のの
曙曙
をを
みみ
つつ
めめ
てて
いい
くく
姿姿
勢勢
はは
、、
古古
代代
史史
のの
維維
新新
をを
みみ
るる
想想
いい

がが
すす
るる
。。



古古
代代
にに
おお
けけ
るる
列列
島島
はは
、、
従従
来来
思思
うう
以以
上上
にに
半半
島島
かか
らら
のの
影影
響響
をを
つつ
よよ
くく
受受
けけ

たた
とと
思思
うう
。。
就就
中中
文文
化化
のの
みみ
なな
らら
ずず
人人
的的
なな
流流
入入
にに
よよ
るる
そそ
れれ
もも
、、
国国
家家
的的
なな
影影

響響
がが
ああ
っっ
たた
。。
邪邪
馬馬
臺臺
国国
もも
ふふ
くく
めめ
るる
黎黎
明明
のの
時時
代代
はは
もも
ちち
ろろ
んん
、、
四四
世世
紀紀
かか
らら

七七
世世
紀紀
にに
いい
たた
るる
大大
和和
のの
時時
代代
にに
おお
いい
てて
はは
、、
百百
済済
人人
・・
加加
羅羅

か

ら

人人
・・
新新
羅羅
人人
のの
大大

量量
のの
渡渡
来来
がが
ああ
っっ
たた
。。

そそ
れれ
らら
がが
いい
ずず
れれ
もも
国国
家家
のの
基基
盤盤
とと
体体
制制
をを
つつ
くく
るる
にに
力力
とと
なな
っっ
たた
ここ
とと
はは
議議

論論
のの
余余
地地
がが
なな
いい
。。
そそ
のの
上上
でで
いい
うう
のの
だだ
がが
、、
日日
本本
列列
島島
のの
スス
タタ
ンン
スス
はは
、、
ここ
れれ

をを
直直
裁裁
にに
受受
容容
すす
るる
のの
でで
なな
くく
、、
なな
にに
かか
しし
らら
独独
特特
のの
フフ
ィィ
ルル
タタ
ーー
をを
通通
しし
てて
受受

けけ
入入
れれ
てて
いい
っっ
たた
たた
らら
しし
いい
。。
オオ
リリ
ジジ
ナナ
リリ
テテ
ィィ
ーー
とと
いい
うう
もも
のの
がが
つつ
とと
にに
保保
たた

れれ
つつ
づづ
けけ
てて
いい
たた
とと
いい
うう
感感
触触
はは
つつ
よよ
いい
もも
のの
がが
ああ
るる
。。

ちち
なな
みみ
にに
ここ
れれ
らら
のの
文文
化化
をを
間間
断断
なな
くく
受受
けけ
入入
れれ
たた
列列
島島
のの
意意
識識
のの
レレ
ベベ
ルル
とと

しし
てて
はは
、、
少少
なな
くく
とと
もも
七七
世世
紀紀
まま
でで
のの
そそ
れれ
はは
、、
高高
文文
化化
にに
対対
すす
るる
限限
りり
なな
きき
憧憧

憬憬
でで
ああ
っっ
たた
。。
百百
済済
・・
加加
羅羅
・・
新新
羅羅
のの
文文
化化
とと
人人
にに
対対
すす
るる
、、
つつ
ねね
にに
継継
続続
的的
なな

尊尊
重重
をを
とと
もも
なな
っっ
てて
いい
たた
。。

たた
とと
ええ
ばば
大大
王王
氏氏
にに
ああ
っっ
てて
はは
そそ
のの
尊尊
重重
のの
度度
合合
はは
とと
くく
にに
つつ
よよ
いい
もも
のの
がが
ああ

っっ
たた
がが
、、
既既
にに
草草
期期
のの
四四
世世
紀紀
中中
葉葉
かか
らら
半半
島島
出出
自自
のの
女女
子子
をを
尊尊
貴貴
のの
血血
筋筋
とと
しし

てて
みみ
なな
しし
てて
遇遇
しし
たた
事事
実実
がが
ああ
るる
。。
そそ
のの
嚆嚆
矢矢

こ
う
し

がが
気気

お
き

長長

足足

な
が
た
ら
し

姫姫
ひ
め

でで
ああ
っっ
たた
。。

気気
長長
足足
姫姫
はは
、、
おお
そそ
らら
くく
四四
世世
紀紀
のの
後後
半半
はは
じじ
めめ
てて
半半
島島
にに
渡渡
っっ
たた
大大
和和
のの
武武

将将
がが
、、
現現
地地
のの
貴貴
種種
なな
るる
女女
をを
略略
奪奪
しし
てて
かか
つつ
ここ
れれ
をを
生生
んん
だだ
。。
気気
長長
足足
姫姫
のの
系系

譜譜
はは
そそ
のの
父父
をを
息息

お
き

長長
宿宿
禰禰

な
が
の
す
く
ね

王王
お
う

とと
いい
いい
、、
そそ
のの
母母
はは
新新
羅羅
王王
子子
天天
日日

あ
め
の
ひ

矛矛
ほ
こ

のの
後後
裔裔
葛葛

城城
高高
額額
比比
売売
とと
いい
うう
。。
しし
かか
しし
そそ
のの
子子
息息
長長
垂垂
比比
売売
のの
妹妹
にに
まま
たた
虚虚
空空
津津
比比
売売

そ

ら

つ

ひ

め

がが

いい
るる
とと
ここ
ろろ
をを
みみ
るる
とと
、、
ここ
のの
葛葛
城城

か
つ
ら
ぎ

もも
虚虚
空空
津津
もも
ひひ
とと
しし
くく
加加
羅羅
まま
たた
はは
加加
羅羅

か

ら

城城ぎ

のの
転転
にに
ほほ
かか
なな
らら
なな
いい
。。

そそ
のの
半半
島島
出出
自自
のの
第第
二二
のの
例例
はは
、、
仁仁
徳徳
がが
応応
神神
とと
争争
っっ
てて
手手
にに
入入
れれ
たた
とと
いい
うう

妃妃
日日
向向

ひ
む
か

のの
髪髪

か
み

長長
媛媛

な
が
ひ
め

でで
ああ
るる
。。
書書
紀紀
はは
日日
向向
諸諸

県県

も
ろ
が
た
の

君君
き
み

牛牛
う
し

のの
娘娘
とと
いい
うう
がが
、、
仁仁
徳徳
とと

そそ
のの
髪髪
長長
媛媛
のの
子子
はは
、、
大大

お
ほ

草草
く
さ

香香
か
の

皇皇
子子

み

こ

とと
幡幡
梭梭

は
た
び
の

皇皇
女女

ひ
め
み
こ

のの
兄兄
妹妹
とと
伝伝
ええ
るる
。。
ここ
のの
二二
人人

はは
仁仁
徳徳
のの
子子
のの
履履
中中
紀紀
・・
允允
恭恭
紀紀
にに
出出
現現
すす
るる
がが
、、
そそ
のの
孫孫
安安
康康
・・
雄雄
略略
のの
時時
代代

にに
もも
出出
てて
くく
るる
かか
らら
、、
後後
者者
はは
そそ
のの
後後
をを
繋繋
いい
でで
きき
たた
第第
三三
世世
代代
のの
兄兄
妹妹
でで
ああ
ろろ

うう
。。



いい
ずず
れれ
にに
しし
てて
もも
、、
ここ
のの
兄兄
妹妹
のの
名名
はは
特特
徴徴
的的
でで
ああ
っっ
たた
。。
書書
紀紀
・・
古古
事事
記記
でで

もも
類類
例例
のの
すす
くく
なな
いい
「「
幡幡

は
た

」」
をを
冠冠
すす
るる
のの
でで
ああ
るる
。。

大大
草草
香香
皇皇
子子
のの
大大
草草
香香
はは
大大
日日
下下
のの
意意
でで
地地
名名
をを
いい
うう
かか
らら
、、
本本
名名
はは
そそ
のの
妹妹

とと
同同
様様
、、
幡幡
梭梭
皇皇
子子
でで
ああ
っっ
たた
。。

ここ
のの
「「
幡幡
」」
をを
冠冠
すす
るる
書書
紀紀
・・
古古
事事
記記
のの
初初
出出
はは
、、
すす
なな
わわ
ちち
瓊瓊
瓊瓊

に

に

杵杵ぎ

のの
母母
でで

ああ
るる
万万
幡幡
豊豊
秋秋
津津
師師
比比
賣賣

よ
ろ
づ
は
た
と
よ
あ
き
つ
し
ひ
め

（（
栲栲
幡幡

た
く
は
た

千千
々々
姫姫

ち

ぢ

ひ

め

））
でで
ああ
っっ
たた
。。
幡幡

は
た

はは
要要
すす
るる
にに
「「
秦秦

は
た

」」

にに
通通
じじ
、、「「
はは
たた
」」
ああ
るる
いい
はは
「「
ぱぱ
たた
」」
はは
半半
島島
のの
言言
葉葉
でで
海海
をを
意意
味味
すす
るる
のの
でで
ああ

るる
。。
ちち
なな
みみ
にに
万万
幡幡
豊豊
秋秋
津津
媛媛
はは
瓊瓊
瓊瓊
杵杵
のの
母母
でで
ああ
るる
がが
、、
忍忍
穂穂
耳耳
のの
妃妃
でで
ああ
るる

のの
でで
はは
なな
いい
。。
本本
書書
がが
全全
編編
をを
通通
じじ
てて
主主
張張
すす
るる
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
るる
がが
、、
書書
紀紀
・・
古古

事事
記記
がが
ああ
ええ
てて
系系
譜譜
をを
いい
じじ
らら
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
状状
況況
でで
、、
なな
にに
よよ
りり
残残
すす
べべ

くく
心心
しし
たた
のの
はは
、、
該該
当当
すす
るる
人人
物物
のの
母母
のの
名名
でで
ああ
っっ
たた
。。

そそ
のの
理理
由由
はは
大大
王王
家家
をを
継継
ぐぐ
べべ
きき
血血
統統
がが
、、
もも
っっ
ぱぱ
らら
姻姻
族族
（（
特特
定定
婚婚
姻姻
氏氏
族族
））

のの
母母
のの
貴貴
種種
性性
にに
ああ
っっ
たた
たた
めめ
でで
ああ
るる
。。
大大
王王
家家
のの
血血
をを
つつ
なな
ぐぐ
ここ
とと
はは
衆衆
知知
のの

ここ
とと
でで
ああ
っっ
てて
、、
そそ
のの
格格
式式
はは
ひひ
たた
すす
らら
母母
のの
血血
筋筋
にに
ああ
っっ
たた
。。
しし
たた
がが
っっ
てて
例例

ええ
ばば
兄兄
弟弟
をを
父父
子子
とと
しし
たた
時時
、、
兄兄
たた
るる
父父
のの
后后
妃妃
とと
しし
てて
記記
録録
ささ
れれ
たた
もも
のの
はは
、、

実実
のの
そそ
のの
后后
妃妃
でで
なな
くく
弟弟
王王
のの
母母
后后
をを
示示
すす
もも
のの
でで
ああ
っっ
たた
。。

ひひ
るる
がが
ええ
っっ
てて
東東
アア
ジジ
アア
すす
なな
わわ
ちち
中中
国国
・・
東東
北北
・・
半半
島島
・・
列列
島島
にに
おお
いい
てて
、、

互互
いい
にに
共共
通通
すす
るる
文文
明明
のの
顔顔
とと
いい
うう
もも
のの
はは
ああ
っっ
たた
でで
ああ
ろろ
うう
かか
。。
共共
通通
性性
はは
疑疑

問問
がが
ああ
るる
がが
、、
おお
おお
まま
かか
なな
原原
点点
たた
るる
べべ
きき
もも
のの
はは
二二
つつ
ああ
っっ
たた
。。
むむ
ろろ
んん
中中
国国

中中
原原
にに
発発
生生
しし
たた
そそ
れれ
とと
、、
北北
アア
ジジ
アア
にに
拠拠
っっ
たた
騎騎
馬馬
民民
族族
文文
化化
でで
ああ
るる
。。

後後
者者
にに
つつ
いい
てて
はは
匈匈
奴奴
のの
そそ
れれ
がが
、、
圧圧
倒倒
的的
なな
影影
響響
をを
及及
ぼぼ
しし
たた
でで
ああ
ろろ
うう
。。

ここ
れれ
はは
とと
くく
にに
王王
権権
のの
由由
来来
にに
かか
かか
わわ
るる
。。

前前
者者
にに
つつ
いい
てて
はは
西西
周周
・・
東東
周周
（（
春春
秋秋
・・
戦戦
国国
））
のの
八八
世世
紀紀
にに
わわ
たた
るる
、、
いい
わわ

ゆゆ
るる
封封
建建
時時
代代
のの
そそ
れれ
がが
基基
本本
的的
なな
文文
化化
的的
性性
向向
をを
築築
きき
上上
げげ
たた
。。
ここ
のの
衰衰
微微
しし

たた
王王
家家
をを
背背
景景
とと
すす
るる
列列
国国
競競
合合
のの
時時
代代
にに
対対
しし
てて
感感
じじ
るる
自自
然然
なな
親親
近近
感感
はは
、、

日日
本本
のの
文文
化化
的的
基基
盤盤
へへ
のの
無無
意意
識識
のの
影影
響響
をを
示示
唆唆
すす
るる
もも
のの
でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
時時
代代
はは
いい
わわ
ゆゆ
るる
諸諸
子子
百百
家家
のの
時時
代代
でで
ああ
っっ
たた
。。
孔孔
孟孟
老老
壮壮
ばば
かか
りり
でで
はは

なな
いい
、、
墨墨
家家

ぼ
く
か

・・
史史
家家
のの
時時
代代
でで
もも
ああ
っっ
たた
。。

墨墨
家家
がが
報報
わわ
れれ
るる
ここ
とと
すす
らら
求求
めめ
ぬぬ
、、
博博
愛愛
とと
献献
身身
にに
よよ
るる
救救
済済
活活
動動
にに
徹徹
しし



てて
いい
たた
ここ
とと
はは
よよ
くく
知知
らら
れれ
てて
いい
るる
。。
まま
たた
史史
家家
がが
司司
馬馬
遷遷
のの
時時
代代
にに
いい
たた
っっ
てて

もも
、、
父父
子子
兄兄
弟弟
でで
家家
業業
をを
繋繋
ぎぎ
、、
真真
実実
のの
記記
録録
のの
たた
めめ
にに
はは
死死
しし
てて
なな
おお
ここ
れれ
をを

厭厭
わわ
なな
かか
っっ
たた
ここ
とと
もも
周周
知知
のの
ここ
とと
でで
ああ
っっ
たた
。。

崔崔
抒抒

さ
い
じ
ょ

とと
いい
うう
権権
臣臣
がが
斉斉
のの
荘荘
公公
をを
殺殺
しし
たた
時時
、、
斉斉
のの
大大
史史

た
い
し

（（
史史
家家
））
がが
ここ
れれ
をを

「「
弑弑
逆逆

し
ぎ
ゃ
く

」」
とと
書書
いい
てて
殺殺
ささ
れれ
、、
後後
をを
継継
いい
だだ
弟弟
たた
るる
大大
史史
もも
まま
たた
そそ
うう
書書
いい
てて
殺殺

ささ
れれ
、、
ささ
らら
にに
そそ
のの
弟弟
がが
立立
っっ
てて
「「
弑弑
逆逆
」」
とと
書書
いい
たた
時時
、、
つつ
いい
にに
崔崔
抒抒
はは
ここ
れれ

をを
生生
かか
しし
たた
とと
いい
うう
。。
ちち
なな
みみ
にに
ここ
れれ
をを
風風
聞聞
しし
たた
地地
方方
のの
南南
史史
（（
史史
家家
））
がが
、、

大大
史史
悉悉
くく
死死
んん
だだ
とと
聞聞
いい
てて
竹竹
簡簡
をを
執執
っっ
てて
駆駆
けけ
つつ
けけ
たた
がが
、、「「
すす
でで
にに
書書
けけ
りり
」」

とと
聞聞
いい
てて
帰帰
っっ
てて
いい
っっ
たた
。。

司司
馬馬
遷遷
もも
まま
たた
皇皇
帝帝
にに
立立
てて
るる
「「
本本
紀紀

ほ
ん
き

」」
をを
、、
高高
祖祖

こ
う
そ

劉劉

邦邦

り
ゅ
う
ほ
う

のの
後後
にに
立立
てて
るる
べべ

きき
「「
宣宣

せ
ん

帝帝
て
い

本本
紀紀
」」
をを
立立
てて
ずず
、、「「
呂呂ろ

大大
后后

た
い
こ
う

本本
紀紀
」」
をを
立立
てて
てて
いい
るる
。。
実実
質質
帝帝
国国
をを

運運
営営
しし
たた
のの
はは
宣宣
帝帝
でで
なな
くく
そそ
のの
母母
たた
るる
呂呂
大大
后后
でで
ああ
っっ
たた
とと
主主
張張
しし
てて
いい
るる
のの

でで
ああ
るる
。。

宗宗
教教
はは
ここ
れれ
をを
をを
もも
つつ
ここ
とと
なな
くく
、、
理理
性性
をを
のの
みみ
もも
っっ
てて
築築
きき
上上
げげ
てて
いい
っっ
たた

ここ
のの
多多
岐岐
多多
様様
なな
文文
明明
のの
ああ
りり
かか
たた
はは
、、
率率
直直
にに
感感
嘆嘆
すす
るる
ばば
かか
りり
でで
ああ
るる
。。
ギギ

リリ
シシ
ャャ
がが
つつ
くく
っっ
たた
文文
明明
がが
ここ
れれ
にに
比比
肩肩
すす
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。
そそ
ここ
にに
はは
おお
そそ
らら
くく

殷殷
がが
拠拠
っっ
てて
たた
っっ
たた
呪呪

術術

じ
ゅ
じ
ゅ
つ

とと
卜卜
占占

ぼ
く
せ
ん

のの
政政
治治
はは
なな
かか
っっ
たた
。。
メメ
ソソ
ポポ
タタ
ミミ
アア
やや
エエ

ジジ
ププ
トト
のの
非非
人人
間間
的的
なな
偶偶
像像
崇崇
拝拝
もも
なな
かか
っっ
たた
。。

いい
わわ
ゆゆ
るる
愚愚
かか
なな
因因
習習
ささ
ええ
ここ
れれ
をを
除除
けけ
ばば
、、
わわ
れれ
わわ
れれ
はは
そそ
ここ
のの
現現
代代
とと
おお

なな
じじ
理理
性性
とと
感感
性性
をを
みみ
てて
もも
いい
いい
のの
でで
ああ
るる
。。

使使
命命
感感
もも
まま
たた
同同
様様
でで
ああ
るる
。。
史史
家家
のの
使使
命命
感感
はは
すす
なな
わわ
ちち
個個
人人
のの
信信
念念
のの
もも

とと
にに
ああ
っっ
たた
。。
そそ
のの
上上
でで
国国
家家
のの
ああ
るる
べべ
きき
態態
度度
にに
及及
んん
だだ
。。
ささ
らら
にに
天天
下下
のの
理理

想想
のの
観観
念念
とと
いい
うう
もも
のの
がが
ああ
っっ
たた
。。
漢漢
のの
四四
〇〇
〇〇
年年
にに
わわ
たた
るる
時時
代代
をを
通通
じじ
てて
、、

ここ
のの
西西
周周
・・
東東
周周
のの
時時
代代
のの
文文
化化
はは
至至
上上
のの
もも
のの
でで
ああ
っっ
たた
。。
そそ
のの
思思
想想
とと
観観
念念

がが
、、
文文
化化
のの
核核
とと
しし
てて
東東
北北
・・
半半
島島
・・
列列
島島
をを
たた
ええ
まま
なな
くく
洗洗
っっ
てて
いい
たた
。。

すす
べべ
てて
文文
明明
はは
辺辺
境境
にに
そそ
のの
古古
様様
式式
がが
残残
るる
。。
列列
島島
にに
ああ
っっ
てて
はは
そそ
れれ
がが
とと
くく

にに
顕顕
著著
でで
ああ
っっ
たた
とと
思思
うう
。。
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第第
一一
節節

書書
紀紀
のの
紀紀
年年

<<

書書
紀紀
のの
編編
纂纂
方方
針針>>

日日
本本
のの
古古
代代
史史
はは
、、
旧旧
式式
のの
写写
真真
機機
をを
扱扱
うう
のの
にに
似似
てて
いい
るる
。。
ここ
のの
種種
のの
機機
械械

はは
露露
出出
計計
がが
なな
かか
っっ
たた
りり
シシ
ャャ
ッッ
タタ
ーー
速速
度度
にに
ばば
らら
つつ
きき
がが
ああ
っっ
たた
りり
でで
、、
めめ
っっ

たた
にに
うう
まま
くく
動動
かか
なな
いい
。。
いい
わわ
ゆゆ
るる
機機
械械
のの
癖癖
をを
のの
みみ
ここ
みみ
、、
そそ
れれ
なな
りり
にに
蓄蓄
ええ

たた
知知
識識
をを
駆駆
使使
しし
てて
やや
っっ
とと
思思
いい
にに
近近
いい
作作
画画
がが
いい
くく
つつ
かか
出出
来来
るる
。。
そそ
のの
余余
はは

すす
べべ
てて
実実
像像
でで
ああ
るる
がが
真真
実実
でで
はは
なな
いい
。。

実実
像像
でで
ああ
っっ
てて
真真
実実
でで
はは
なな
いい
もも
のの
はは
、、
いい
くく
らら
でで
もも
ああ
るる
。。
古古
代代
史史
にに
ああ
っっ

てて
はは
、、
金金
石石
文文
がが
そそ
うう
でで
ああ
るる
。。
ほほ
とと
んん
どど
絶絶
対対
的的
なな
存存
在在
にに
思思
ええ
るる
がが
、、
解解
釈釈

はは
、、
全全
くく
一一
つつ
とと
ここ
ろろ
にに
収収
斂斂
しし
てて
いい
かか
なな
いい
。。
不不
確確
定定
なな
要要
素素
がが
拭拭
いい
きき
れれ
なな

いい
。。
いい
ちち
どど
解解
釈釈
をを
誤誤
れれ
ばば
、、
際際
限限
のの
なな
いい
自自
己己

じ

こ

撞撞

着着

ど
う
ち
ゃ
く

にに
おお
ちち
いい
るる
。。

そそ
れれ
なな
らら
文文
献献
にに
頼頼
るる
方方
がが
はは
るる
かか
にに
まま
しし
でで
ああ
ろろ
うう
。。
文文
献献
はは
とと
もも
かか
くく
もも

体体
系系
的的
にに
存存
在在
しし
てて
いい
るる
。。
点点
でで
なな
くく
線線
でで
ああ
りり
、、
そそ
れれ
もも
時時
間間
のの
経経
過過
のの
なな
かか

にに
ああ
るる
。。
虚虚
像像
もも
多多
いい
がが
、、
実実
像像
もも
多多
くく
ああ
るる
。。
整整
理理
がが
つつ
くく
もも
のの
なな
らら
、、
そそ
のの

なな
かか
かか
らら
真真
実実
へへ
至至
るる
途途
もも
ああ
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。

もも
とと
もも
とと
ここ
うう
しし
たた
事事
情情
はは
、、
わわ
れれ
わわ
れれ
にに
遺遺
ささ
れれ
てて
いい
るる
古古
代代
のの
文文
献献
史史
料料

がが
きき
わわ
めめ
てて
数数
少少
なな
くく
、、
まま
たた
内内
容容
がが
不不
備備
でで
ああ
るる
とと
いい
うう
点点
にに
起起
因因
すす
るる
。。
日日

本本
書書
紀紀
そそ
しし
てて
古古
事事
記記
でで
ああ
るる
。。
そそ
のの
成成
立立
のの
時時
期期
とと
背背
景景
のの
たた
めめ
にに
、、
ここ
のの
二二

書書
にに
すす
ぐぐ
れれ
てて
参参
考考
にに
すす
べべ
きき
史史
料料
はは
ほほ
かか
にに
なな
いい
。。
現現
在在
にに
残残
るる
、、
ああ
るる
いい
はは

逸逸
文文
とと
しし
てて
伝伝
ええ
るる
そそ
のの
他他
のの
史史
料料
（（
聖聖
徳徳
太太
子子

し
ょ
う
と
く
た
い
し

伝伝
で
ん

・・
旧旧
事事
本本

く

じ

ほ

ん

紀紀き

なな
どど
））
もも
、、
要要

はは
日日
本本

に
ほ
ん

書書
紀紀

し
ょ
き

・・
古古
事事
記記

こ

じ

き

をを
、、
辛辛
うう
じじ
てて
補補
足足
すす
るる
にに
たた
りり
るる
だだ
けけ
でで
ああ
るる
。。

かか
とと
いい
っっ
てて
同同
時時
代代
史史
料料
とと
しし
てて
価価
値値
のの
たた
かか
いい
、、
中中
国国
のの
史史
書書
（（
魏魏ぎ

志志し

倭倭
人人

わ
じ
ん

伝伝
で
ん

・・
宋宋
書書

そ
う
し
ょ

倭倭わ

国国
伝伝

こ
く
で
ん

なな
どど
））
をを
金金
科科
玉玉
条条

き
ん
か
ぎ
ょ
く
じ
ょ
う

とと
すす
るる
ここ
とと
もも
適適
切切
でで
はは
なな
いい
。。
視視
線線

もも
異異
なな
るる
しし
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
かか
けけ
離離
れれ
たた
時時
代代
をを
点点
でで
捉捉
ええ
てて
記記
述述
すす
るる
たた
めめ
にに
、、

ここ
れれ
をを
連連
綿綿
とと
しし
てて
理理
解解
すす
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
なな
いい
。。
歴歴
史史
のの
輪輪
郭郭

り
ん
か
く

をを
把把
握握
すす
るる
ここ

とと
がが
不不
可可
能能
でで
ああ
るる
。。
輪輪
郭郭
をを
描描
かか
ずず
しし
てて
歴歴
史史
をを
繰繰
るる
ここ
とと
はは
、、
つつ
まま
りり
はは
枝枝



葉葉
をを
見見
てて
木木
をを
語語
るる
ここ
とと
にに
等等
しし
いい
。。

わわ
れれ
わわ
れれ
がが
古古
代代
史史
をを
しし
てて
知知
ろろ
うう
とと
すす
るる
なな
らら
、、
どど
れれ
だだ
けけ
不不
備備
でで
ああ
ろろ
うう

とと
ひひ
たた
すす
らら
日日
本本
書書
紀紀
つつ
いい
でで
古古
事事
記記
かか
らら
始始
めめ
、、
まま
たた
そそ
ここ
へへ
帰帰
っっ
てて
いい
かか
なな

けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。
ここ
れれ
がが
もも
のの
のの
道道
理理
でで
ああ
るる
とと
思思
うう
。。

日日
本本
書書
紀紀
をを
ひひ
らら
いい
てて
みみ
よよ
うう
。。
とと
りり
ああ
ええ
ずず
輪輪
郭郭
をを
掴掴
むむ
たた
めめ
にに
はは
いい
ちち
どど

全全
編編
をを
通通
読読
しし
たた
いい
。。
そそ
のの
たた
めめ
にに
はは
現現
代代
語語
訳訳
のの
ほほ
うう
がが
いい
いい
がが
、、
ここ
れれ
はは
宇宇

治治
谷谷
孟孟
氏氏
のの
文文
庫庫
本本
のの
訳訳
がが
適適
当当
でで
ああ
るる
とと
思思
うう
。。
細細
部部
はは
岩岩
波波
のの
日日
本本
古古
典典
文文

学学
大大
系系
をを
参参
照照
すす
れれ
ばば
いい
いい
。。
文文
庫庫
版版
もも
出出
てて
いい
るる
。。

史史
書書
とと
しし
てて
ここ
れれ
をを
通通
読読
すす
るる
とと
、、
むむ
ろろ
んん
いい
くく
つつ
もも
のの
疑疑
念念
がが
湧湧
いい
てて
くく
るる

がが
、、
そそ
ここ
かか
らら
しし
だだ
いい
にに
問問
題題
のの
焦焦
点点
もも
絞絞
らら
れれ
てて
くく
るる
。。

そそ
もも
そそ
もも
日日
本本
書書
記記
（（
以以
下下
書書
紀紀
））
はは
勅勅

撰撰

ち
ょ
く
せ
ん

のの
正正
史史
でで
ああ
っっ
たた
。。
そそ
しし
てて
なな

がが
くく
虚虚
妄妄
のの
書書
とと
いい
わわ
れれ
てて
きき
たた
。。

ここ
のの
見見
解解
はは
もも
ちち
ろろ
んん
正正
しし
いい
がが
、、
異異
論論
がが
まま
っっ
たた
くく
なな
いい
わわ
けけ
でで
はは
なな
いい
。。

いい
わわ
ゆゆ
るる
津津
田田
史史
学学
はは
そそ
れれ
にに
先先
だだ
つつ
時時
代代
のの
非非
科科
学学
的的
なな
評評
価価
をを
徹徹
底底
的的
にに
否否

定定
しし
たた
。。
ひひ
とと
つつ
のの
時時
代代
のの
清清
算算
でで
ああ
りり
、、
そそ
のの
後後
のの
穏穏
当当
でで
科科
学学
的的
なな
史史
料料
批批

判判
がが
ここ
ここ
かか
らら
始始
まま
っっ
たた
のの
でで
ああ
るる
かか
らら
ここ
れれ
はは
了了
とと
しし
たた
いい
。。
たた
だだ
ここ
のの
他他
者者

をを
圧圧
倒倒
すす
るる
影影
響響
力力
のの
なな
かか
でで
、、
書書
紀紀
はは
いい
っっ
とと
きき
外外
国国
史史
料料
のの
補補
完完
的的
なな
引引
用用

物物
にに
なな
りり
ささ
がが
っっ
たた
。。
いい
まま
辛辛
うう
じじ
てて
復復
権権
がが
はは
かか
らら
れれ
よよ
うう
とと
しし
てて
いい
るる
がが
、、

動動
きき
はは
散散
発発
的的
でで
まま
とと
まま
っっ
たた
方方
向向
をを
もも
っっ
てて
いい
なな
いい
よよ
うう
にに
見見
ええ
るる
。。

ここ
うう
しし
たた
背背
景景
にに
はは
、、
書書
紀紀
のの
紀紀
年年
はは
信信
じじ
がが
たた
いい
がが
記記
事事
はは
いい
かか
ほほ
どど
かか
史史

実実
をを
反反
映映
しし
てて
いい
るる
だだ
ろろ
うう
とと
いい
うう
、、
かか
なな
りり
曖曖
昧昧

あ
い
ま
い

なな
観観
念念
がが
存存
在在
すす
るる
とと
思思
うう
。。

何何
にに
よよ
らら
ずず
曖曖
昧昧
ささ
とと
いい
うう
もも
のの
はは
放放
っっ
てて
おお
いい
てて
いい
いい
もも
のの
でで
はは
なな
いい
。。

そそ
もも
そそ
もも
歴歴
史史
書書
とと
いい
うう
もも
のの
はは
、、
仮仮
にに
正正
確確
無無
比比
なな
記記
述述
をを
もも
っっ
てて
しし
てて
もも
、、

なな
おお
記記
述述
者者
もも
一一
部部
でで
ああ
るる
時時
代代
のの
影影
響響
をを
受受
けけ
るる
。。
まま
しし
てて
国国
撰撰

こ
く
せ
ん

のの
史史
書書
でで
ああ

れれ
ばば
、、
ささ
らら
にに
色色
濃濃
くく
権権
力力
のの
影影
響響
をを
受受
けけ
るる
。。
ここ
のの
受受
けけ
かか
たた
にに
濃濃
淡淡
がが
ああ
っっ

たた
とと
しし
てて
本本
質質
はは
すす
ここ
しし
もも
変変
わわ
らら
なな
いい
。。
ここ
のの
点点
でで
はは
書書
紀紀
もも
同同
等等
でで
ああ
っっ
てて
、、

史史
書書
とと
いい
うう
なな
らら
書書
紀紀
もも
全全
しし
史史
書書
でで
ああ
るる
。。
虚虚
妄妄
のの
書書
とと
いい
わわ
れれ
るる
のの
はは
、、
そそ

のの
紀紀
年年
、、
とと
くく
にに
継継
体体

け
い
た
い

なな
いい
しし
雄雄

略略

ゆ
う
り
ゃ
く

以以
前前
のの
紀紀
年年
にに
巨巨
大大
なな
引引
きき
延延
ばば
しし
がが
ああ

りり
、、
そそ
れれ
がが
一一
縷縷
のの
整整
合合
性性
をを
もも
もも
たた
ぬぬ
よよ
うう
にに
見見
ええ
るる
かか
らら
でで
ああ
るる
。。



曖曖
昧昧
でで
なな
いい
態態
度度
とと
いい
うう
もも
のの
はは
、、
論論
理理
的的
にに
ここ
れれ
をを
全全
否否
定定
すす
るる
かか
ああ
るる
いい

はは
論論
理理
的的
にに
そそ
のの
理理
由由
をを
みみ
つつ
けけ
てて
ここ
れれ
をを
肯肯
定定
すす
るる
かか
のの
どど
ちち
らら
かか
でで
ああ
るる
。。

否否
定定
すす
るる
のの
はは
簡簡
単単
でで
ああ
るる
。。
とと
りり
ああ
ええ
ずず
肯肯
定定
しし
てて
みみ
よよ
うう
。。
つつ
まま
りり
書書
紀紀

にに
ああ
っっ
てて
ここ
のの
虚虚
妄妄

き
ょ
も
う

のの
紀紀
年年
のの
引引
きき
延延
ばば
しし
はは
、、
基基
本本
的的
かか
つつ
重重
要要
なな
編編
纂纂

へ
ん
さ
ん

方方
針針

でで
ああ
っっ
たた
とと
、、
まま
ずず
認認
めめ
てて
しし
まま
おお
うう
。。
そそ
しし
てて
ささ
らら
にに
一一
つつ
、、
時時
のの
書書
紀紀
のの
編編

者者
にに
しし
てて
ここ
のの
引引
きき
のの
ばば
しし
をを
すす
るる
際際
にに
原原
典典
とと
しし
たた
正正
確確
なな
紀紀
年年
がが
ああ
っっ
たた
とと

仮仮
定定
しし
よよ
うう
。。

ここ
のの
議議
論論
はは
どど
ここ
にに
いい
きき
つつ
くく
だだ
ろろ
うう
かか
。。
ここ
れれ
がが
ここ
のの
節節
のの
課課
題題
でで
ああ
るる
。。

七七
、、
八八
世世
紀紀
とと
いい
うう
時時
代代
はは
、、
日日
本本
がが
国国
際際
化化
のの
一一
歩歩
をを
ああ
ゆゆ
みみ
つつ
つつ
、、
一一
方方

でで
半半
島島
かか
らら
孤孤
立立
しし
てて
いい
くく
とと
いい
うう
切切
迫迫
しし
たた
認認
識識
がが
ああ
っっ
てて
、、
王王
化化

お
う
か

思思
想想
ああ
るる

いい
はは
小小
中中
華華
思思
想想
にに
のの
めめ
りり
ここ
んん
でで
いい
るる
時時
代代
でで
ああ
っっ
たた
。。
矜矜
持持

き
ょ
う
じ

のの
たた
めめ
にに
万万
世世

一一
系系
のの
大大
王王
とと
そそ
のの
始始
源源
のの
大大
王王
のの
即即
位位
をを
、、
悠悠

久久

ゆ
う
き
ゅ
う

のの
かか
なな
たた
へへ
追追
いい
やや
るる
必必

要要
がが
ああ
っっ
たた
。。

書書
紀紀
ばば
かか
りり
でで
はは
なな
いい
。。
十十
二二
世世
紀紀
にに
でで
きき
たた
朝朝
鮮鮮
のの
史史
書書
三三
国国

さ
ん
ご
く

史史
記記

し

き

（（
以以
下下

史史
記記
））
でで
もも
、、
同同
じじ
くく
そそ
のの
始始
祖祖
王王
をを
遥遥
かか
なな
過過
去去
へへ
ひひ
きき
延延
ばば
しし
たた
。。
そそ
のの
編編

纂纂
のの
実実
際際
的的
なな
始始
まま
りり
はは
、、
新新
羅羅
のの
中中
興興
のの
祖祖
真真

し
ん

興興
こ
う

王王
お
う

のの
時時
代代
でで
ああ
っっ
たた
。。
六六
世世

紀紀
後後
葉葉
、、
日日
本本
でで
はは
欽欽

き
ん

明明
め
い

のの
治治
世世
時時
でで
ああ
るる
。。
そそ
れれ
がが
すす
なな
わわ
ちち
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
時時
代代

のの
要要
請請
でで
ああ
っっ
たた
のの
だだ
ろろ
うう
。。
書書
紀紀
のの
紀紀
年年
がが
不不
毛毛
のの
紆紆
余余
曲曲
折折

う
よ
き
ょ
く
せ
つ

をを
みみ
たた
のの
はは
一一

にに
ここ
のの
たた
めめ
でで
ああ
っっ
たた
。。

ここ
れれ
をを
編編
纂纂
のの
思思
想想
とと
いい
おお
うう
。。
ああ
ええ
てて
そそ
うう
言言
うう
。。

ここ
のの
とと
きき
書書
紀紀
のの
編編
者者
がが
もも
っっ
てて
いい
たた
記記
録録
がが
何何
でで
ああ
りり
、、
どど
のの
程程
度度
のの
もも
のの

でで
ああ
るる
かか
はは
むむ
ろろ
んん
はは
かか
りり
知知
れれ
なな
いい
。。
しし
かか
しし
なな
がが
らら
正正
史史
とと
いい
うう
位位
置置
づづ
けけ

でで
ここ
のの
編編
纂纂
にに
かか
かか
っっ
たた
編編
者者
たた
ちち
にに
とと
っっ
てて
、、
そそ
のの
使使
命命
はは
まま
ずず
もも
っっ
てて
史史
実実

のの
正正
確確
なな
年年
表表
をを
つつ
くく
るる
ここ
とと
にに
ああ
っっ
たた
。。
ここ
のの
ここ
とと
にに
大大
きき
なな
重重
みみ
がが
ああ
るる
ここ

とと
はは
、、
いい
まま
もも
日日
々々
にに
多多
くく
のの
企企
業業
のの
社社
史史
がが
生生
まま
れれ
てて
くく
るる
ここ
とと
をを
想想
起起
すす
れれ

ばば
よよ
いい
。。

社社
史史
のの
編編
纂纂
のの
最最
初初
のの
仕仕
事事
はは
まま
ずず
年年
表表
のの
作作
成成
でで
ああ
るる
。。
記記
録録
やや
事事
実実
のの
取取

材材
はは
すす
べべ
てて
断断
片片
でで
ああ
っっ
てて
、、
当当
初初
はは
相相
互互
にに
なな
んん
のの
関関
りり
もも
もも
たた
なな
いい
かか
にに
みみ

ええ
るる
。。
年年
表表
のの
なな
かか
にに
位位
置置
づづ
けけ
るる
ここ
とと
にに
よよ
っっ
てて
、、
はは
じじ
めめ
てて
経経
緯緯

け
い
い

がが
格格
別別
のの



意意
味味
をを
もも
っっ
てて
見見
ええ
てて
くく
るる
。。
歴歴
史史
のの
誕誕
生生
でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
ここ
とと
はは
現現
在在
にに
生生
きき
てて
いい
るる
事事
象象
をを
記記
述述
すす
るる
にに
ああ
たた
っっ
てて
もも
そそ
うう
なな
のの

でで
ああ
りり
、、
数数
百百
年年
のの
歴歴
史史
をを
語語
るる
たた
めめ
にに
はは
いい
っっ
そそ
うう
自自
明明
のの
ここ
とと
でで
ああ
ろろ
うう
。。

書書
紀紀
がが
原原
典典

げ
ん
て
ん

とと
しし
たた
、、
おお
そそ
らら
くく
国国
家家
のの
力力
量量
でで
ああ
らら
ゆゆ
るる
史史
料料
をを
一一
度度
すす
べべ

てて
昇昇
華華
ささ
せせ
てて
ひひ
とと
つつ
のの
原原
典典
とと
しし
たた
もも
のの
がが
存存
在在
しし
たた
とと
思思
うう
。。
そそ
れれ
がが
紀紀
年年

にに
おお
いい
てて
、、
正正
確確
をを
期期
しし
たた
もも
のの
でで
ああ
っっ
たた
かか
どど
うう
かか
はは
測測
りり
知知
れれ
なな
いい
がが
、、
国国

撰撰
なな
らら
でで
はは
のの
膨膨
大大

ぼ
う
だ
い

なな
史史
料料
をを
精精
査査
しし
つつ
くく
しし
、、
そそ
れれ
なな
りり
のの
水水
準準
をを
超超
ええ
るる
にに

いい
たた
っっ
たた
もも
のの
にに
違違
いい
なな
いい
。。
書書
紀紀
のの
編編
者者
はは
ここ
れれ
をを
編編
纂纂
とと
記記
述述
のの
基基
礎礎
にに
置置

いい
たた
。。
多多
くく
のの
伝伝
承承
やや
挿挿
話話

そ
う
わ

もも
そそ
のの
中中
にに
含含
まま
れれ
てて
いい
たた
。。

留留
意意
すす
べべ
きき
はは
、、
ここ
のの
まま
とと
まま
っっ
たた
原原
典典
にに
とと
りり
ああ
ええ
ずず
思思
想想
のの
入入
るる
余余
地地
はは

なな
いい
とと
いい
うう
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。
思思
想想
がが
歪歪
めめ
るる
のの
はは
、、
そそ
ここ
にに
実実
在在
すす
るる
テテ
キキ
スス
トト

なな
のの
でで
ああ
りり
、、
そそ
れれ
をを
作作
為為
ああ
るる
いい
はは
歪歪
像像

わ
い
ぞ
う

しし
、、
関関
係係
をを
捏捏
造造

ね
つ
ぞ
う

まま
たた
仮仮
託託

か
た
く

すす
るる
のの

でで
ああ
るる
。。
テテ
キキ
スス
トト
以以
前前
にに
思思
想想
がが
伝伝
承承
をを
、、
ああ
るる
いい
はは
史史
実実
をを
創創
るる
とと
いい
うう
推推

測測
はは
穏穏
当当
でで
なな
いい
。。
現現
実実
的的
でで
もも
なな
いい
。。

ここ
のの
辺辺
のの
事事
情情
はは
単単
純純
にに
今今
日日
的的
問問
題題
とと
しし
てて
考考
ええ
てて
いい
いい
。。
日日
本本
人人
のの
生生
真真

面面
目目
ささ
とと
いい
うう
国国
民民
的的
性性
格格
もも
健健
在在
でで
ああ
るる
。。
古古
代代
にに
ああ
っっ
てて
もも
文文
化化
のの
幹幹
とと
いい

うう
もも
のの
はは
、、
そそ
のの
本本
質質
がが
変変
わわ
るる
ここ
とと
がが
なな
いい
。。
現現
在在
のの
感感
性性
がが
捉捉
ええ
るる
、、
ああ
るる

もも
のの
をを
見見
るる
姿姿
勢勢
・・
態態
度度
とと
いい
うう
もも
のの
はは
、、
ほほ
とと
んん
どど
古古
代代
人人
のの
そそ
れれ
とと
変変
わわ
らら

なな
いい
でで
ああ
ろろ
うう
。。
時時
代代
とと
場場
所所
をを
超超
ええ
てて
なな
おお
編編
者者
やや
執執
筆筆
者者
がが
事事
実実
をを
歪歪
めめ
るる

ここ
とと
はは
なな
いい
。。
そそ
れれ
はは
個個
人人
にに
拠拠
っっ
てて
たた
つつ
責責
務務
感感
にに
由由
来来
すす
るる
。。
そそ
のの
責責
務務
のの

よよ
っっ
てて
たた
つつ
とと
ここ
ろろ
がが
国国
家家
でで
ああ
れれ
ばば
、、
なな
おお
ささ
らら
のの
ここ
とと
でで
ああ
ろろ
うう
。。

歪歪
めめ
るる
のの
はは
事事
実実
のの
解解
釈釈
でで
ああ
っっ
てて
、、
まま
たた
過過
去去
にに
すす
るる
願願
望望
のの
投投
影影
でで
ああ
っっ

てて
、、
本本
筋筋
でで
はは
なな
いい
。。
まま
しし
てて
やや
先先
にに
創創
作作
がが
ああ
っっ
てて
、、
ここ
れれ
をを
史史
実実
にに
とと
りり
ここ

むむ
よよ
うう
なな
ここ
とと
はは
起起
ここ
りり
得得
なな
いい
。。

わわ
れれ
わわ
れれ
はは
だだ
かか
らら
、、
ここ
のの
種種
のの
書書
紀紀
のの
原原
典典
のの
存存
在在
をを
前前
提提
とと
しし
てて
、、
ここ
のの

記記
事事
とと
不不
審審

ふ
し
ん

なな
係係
年年
もも
まま
たた
どど
ここ
かか
でで
合合
理理
的的
なな
、、
ああ
るる
いい
はは
後後
世世
のの
人人
間間
がが
ここ

れれ
をを
復復
元元
でで
きき
るる
痕痕
跡跡
をを
のの
ここ
しし
たた
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
とと
いい
うう
可可
能能
性性
をを
考考
ええ
るる
べべ

きき
だだ
とと
思思
うう
。。
犯犯
罪罪
がが
まま
まま
そそ
のの
痕痕
跡跡
をを
残残
すす
のの
はは
、、
不不
可可
知知
的的
なな
理理
由由
にに
よよ
るる

のの
でで
はは
なな
くく
、、
発発
見見
せせ
らら
れれ
るる
のの
をを
望望
んん
でで
そそ
うう
すす
るる
のの
でで
ああ
るる
。。



ささ
てて
本本
題題
でで
ああ
るる
。。

書書
紀紀
とと
古古
事事
記記
をを
通通
読読
すす
るる
とと
、、
まま
ずず
いい
くく
つつ
かか
のの
基基
本本
的的
なな
フフ
ィィ
ルル
タタ
ーー
がが
、、

ここ
ここ
にに
かか
かか
っっ
てて
いい
るる
ここ
とと
がが
見見
ええ
てて
くく
るる
。。
真真
っっ
先先
にに
感感
じじ
るる
ここ
とと
はは
、、
むむ
ろろ

んん
紀紀
年年
のの
引引
きき
延延
ばば
しし
にに
ほほ
かか
なな
らら
なな
いい
がが
、、
たた
とと
ええ
ばば
紀紀
年年
をを
引引
きき
延延
ばば
しし
たた

のの
はは
、、
大大
王王
ばば
かか
りり
でで
なな
くく
たた
ぶぶ
んん
編編
纂纂
時時
にに
ああ
っっ
てて
朝朝
廷廷
にに
重重
きき
のの
ああ
っっ
たた
一一

部部
のの
豪豪
族族
たた
ちち
のの
紀紀
年年
もも
、、
そそ
れれ
なな
りり
にに
ひひ
きき
のの
ばば
ささ
れれ
たた
らら
しし
いい
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。

まま
たた
ひひ
きき
のの
ばば
すす
にに
ああ
たた
っっ
てて
はは
、、
書書
紀紀
・・
古古
事事
記記
とと
もも
記記
事事
にに
互互
換換
性性
がが
ああ
りり
、、

なな
にに
かか
そそ
れれ
にに
先先
立立
ちち
、、
そそ
うう
いい
うう
スス
タタ
イイ
ルル
のの
影影
響響
をを
うう
けけ
たた
、、
よよ
りり
旧旧
きき
編編

纂纂
史史
書書
がが
ああ
っっ
たた
らら
しし
いい
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。

後後
者者
のの
点点
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
そそ
もも
そそ
もも
ひひ
きき
のの
ばば
すす
方方
法法
にに
、、
書書
紀紀
・・
古古
事事
記記
とと

もも
、、
共共
通通
のの
方方
法法
・・
手手
段段
をを
もも
ちち
いい
たた
よよ
うう
にに
見見
ええ
るる
かか
らら
でで
ああ
るる
。。
有有
体体
にに
いい

ええ
ばば
、、
大大
王王
のの
紀紀
年年
のの
、、
特特
にに
そそ
のの
即即
位位
元元
年年
をを
前前
王王
、、
前前
々々
王王
へへ
とと
統統
一一
的的
にに

仮仮
託託
しし
てて
いい
っっ
たた
とと
思思
うう
。。
ここ
れれ
がが
事事
実実
でで
ああ
れれ
ばば
、、
ここ
れれ
だだ
けけ
でで
もも
編編
纂纂
方方
法法

にに
、、
もも
とと
もも
とと
ひひ
とと
つつ
のの
確確
とと
しし
たた
方方
向向
性性
がが
ああ
っっ
たた
ここ
とと
をを
意意
味味
すす
るる
ここ
とと
にに

なな
るる
。。

共共
通通
のの
方方
向向
・・
手手
段段
とと
いい
うう
ここ
とと
のの
意意
味味
をを
具具
体体
的的
にに
説説
明明
しし
よよ
うう
。。
書書
紀紀
とと

古古
事事
記記
のの
没没
年年

ぼ
つ
ね
ん

干干
支支

か
ん
し

がが
そそ
のの
典典
型型
でで
ああ
るる
。。

<<

古古
事事
記記
のの
没没
年年
干干
支支>>

古古
事事
記記
にに
はは
、、
のの
べべ
一一
五五
ヶヶ
所所
にに
大大
王王
のの
没没
年年
干干
支支
がが
記記
録録
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
書書

紀紀
のの
よよ
うう
にに
編編
年年
体体
でで
書書
かか
れれ
てて
いい
なな
いい
たた
めめ
にに
、、
古古
事事
記記
でで
年年
代代
をを
推推
定定
すす
るる

のの
はは
、、
ここ
のの
干干
支支
しし
かか
なな
いい
。。
書書
紀紀
のの
干干
支支
とと
単単
純純
にに
比比
較較
すす
るる
とと
、、
一一
見見
書書
紀紀

ほほ
どど
ひひ
きき
のの
ばば
ささ
れれ
てて
いい
なな
いい
よよ
うう
にに
見見
ええ
るる
。。

ここ
のの
古古
事事
記記
のの
没没
年年
干干
支支
はは
、、
従従
来来
ここ
れれ
をを
正正
確確
ああ
るる
いい
はは
ほほ
ぼぼ
正正
確確
とと
みみ
らら

れれ
てて
きき
たた
とと
いい
うう
経経
緯緯
がが
ああ
るる
。。
定定
説説
とと
いい
っっ
てて
いい
いい
。。
ひひ
ろろ
くく
敷敷
衍衍

ふ
え
ん

しし
てて
いい
てて
、、

中中
国国
のの
四四
世世
紀紀
のの
同同
時時
代代
史史
料料
とと
しし
てて
価価
値値
のの
高高
いい
宋宋
書書
のの
紀紀
年年
とと
比比
較較
ささ
れれ
るる

のの
はは
、、
たた
いい
てて
いい
ここ
のの
干干
支支
でで
ああ
るる
。。
ここ
れれ
はは
しし
かか
しし
まま
っっ
たた
くく
のの
誤誤
解解
だだ
とと
思思



うう
。。ああ

らら
かか
じじ
めめ
留留
意意
しし
てて
おお
くく
べべ
きき
ここ
とと
でで
ああ
るる
がが
、、
ここ
のの
説説
のの
とと
おお
りり
古古
事事
記記

のの
紀紀
年年
がが
ほほ
ぼぼ
正正
確確
でで
、、
書書
紀紀
のの
そそ
れれ
がが
ひひ
とと
りり
大大
幅幅
にに
ひひ
きき
のの
ばば
ささ
れれ
てて
いい
るる

とと
すす
れれ
ばば
、、
逆逆
にに
書書
紀紀
とと
古古
事事
記記
はは
ああ
るる
程程
度度
のの
類類
似似
以以
上上
のの
互互
換換
性性
なな
いい
しし
補補

完完
性性
をを
もも
たた
なな
いい
。。
そそ
のの
みみ
なな
もも
とと
にに
、、
統統
一一
しし
たた
ひひ
とと
つつ
のの
方方
向向
性性
をを
もも
たた
ずず
、、

参参
照照
しし
たた
同同
一一
のの
旧旧
きき
編編
纂纂
史史
書書
なな
どど
もも
もも
たた
なな
いい
。。
ひひ
いい
てて
はは
同同
一一
のの
王王
化化
思思

想想
なな
いい
しし
小小
中中
華華
主主
義義
なな
どど
をを
もも
たた
なな
いい
。。

編編
纂纂
物物
とと
いい
うう
もも
のの
はは
、、
もも
とと
もも
とと
そそ
うう
いい
うう
もも
のの
でで
ああ
るる
。。

そそ
うう
でで
なな
かか
っっ
たた
らら
、、
書書
紀紀
とと
古古
事事
記記
はは
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
孤孤
高高

こ
こ
う

をを
保保
ちち
、、
輪輪
郭郭
もも
細細

部部
のの
文文
脈脈
のの
類類
似似
もも
もも
たた
ずず
、、
むむ
ろろ
んん
そそ
のの
編編
者者
のの
王王
統統
にに
かか
かか
わわ
るる
記記
述述
態態
度度

もも
必必
ずず
隠隠
ささ
れれ
たた
まま
まま
でで
ああ
ろろ
うう
。。
実実
際際
はは
そそ
うう
でで
はは
なな
いい
。。
書書
紀紀
とと
古古
事事
記記
はは

要要
すす
るる
にに
よよ
くく
似似
てて
いい
てて
、、
いい
わわ
ばば
相相
互互
にに
互互
換換
性性

ご
か
ん
せ
い

・・
補補
完完

ほ
か
ん

性性
せ
い

をを
もも
つつ
。。
そそ
のの
似似

てて
いい
るる
程程
度度
もも
かか
なな
りり
高高
度度
でで
、、
つつ
まま
りり
はは
編編
纂纂
のの
始始
まま
っっ
たた
時時
期期
がが
近近
接接
すす
るる

かか
らら
とと
いい
うう
よよ
うう
なな
事事
情情
にに
よよ
るる
のの
でで
なな
くく
、、
参参
照照
しし
たた
同同
一一
史史
料料
のの
編編
纂纂
方方
針針

をを
遵遵
守守
すす
るる
とと
いい
うう
基基
本本
的的
なな
性性
格格
にに
よよ
るる
のの
だだ
とと
思思
うう
。。

書書
紀紀
とと
大大
きき
なな
違違
いい
がが
ああ
るる
とと
いい
うう
古古
事事
記記
のの
大大
王王
没没
年年
干干
支支
もも
、、
どど
うう
見見
ええ

よよ
うう
とと
、、
要要
はは
記記
載載
ささ
れれ
たた
王王
名名
のの
前前
王王
・・
前前
々々
王王
のの
そそ
れれ
なな
のの
でで
ああ
りり
、、
ここ
のの

いい
わわ
ばば
先先
験験
的的
なな
前前
提提
のの
もも
とと
でで
、、
書書
紀紀
とと
はは
わわ
ずず
かか
にに
手手
法法
をを
変変
ええ
てて
援援
用用
しし

たた
結結
果果
なな
のの
だだ
とと
思思
うう
。。
古古
事事
記記
がが
書書
紀紀
ほほ
どど
ひひ
きき
のの
ばば
ささ
れれ
てて
いい
なな
いい
とと
いい
うう

のの
はは
、、
決決
しし
てて
正正
確確
なな
話話
でで
はは
なな
いい
。。

書書
紀紀
とと
古古
事事
記記
のの
そそ
れれ
をを
対対
照照
しし
なな
がが
らら
、、
ここ
のの
証証
拠拠
をを
見見
てて
みみ
よよ
うう
。。



書書
紀紀
・・
古古
事事
記記
係係
年年
比比
較較
表表

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

書書
紀紀

古古
事事
記記

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

大大
王王

即即
位位
元元
年年

治治
世世

没没
年年

没没
年年

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

神神
武武

辛辛
酉酉

33 00 11
77 66

丙丙
子子

33 11 66

綏綏
靖靖

庚庚
申申

33 22 00
33 33

壬壬
子子

33 55 22

安安
寧寧

癸癸
丑丑

33 55 33
33 88

庚庚
寅寅

33 33 00

愨愨
徳徳

辛辛
卯卯

33 33 11
33 44

乙乙
丑丑

33 00 44

考考
昭昭

丙丙
寅寅

33 00 66
88 33

戊戊
子子

33 22 88

考考
安安

己己
丑丑

33 22 99
11 00 22

庚庚
午午

33 77 00

考考
霊霊

辛辛
未未

33 11 11
77 66

丙丙
戌戌

33 22 66

考考
元元

丁丁
亥亥

33 22 77
55 77

癸癸
未未

33 22 33

開開
化化

甲甲
申申

33 22 44
66 00

癸癸
未未

33 22 33

崇崇
神神

甲甲
申申

33 22 44
66 88

辛辛
卯卯

33 33 11

戊戊
寅寅

33 11 88

垂垂
仁仁

壬壬
辰辰

33 33 22
99 99

庚庚
午午

33 77 00

景景
行行

辛辛
未未

33 77 11
66 00

庚庚
午午

33 77 00

成成
務務

壬壬
未未

33 77 11
66 00

庚庚
午午

33 77 00

乙乙
卯卯

33 55 55

仲仲
哀哀

壬壬
申申

33 77 22
99

庚庚
辰辰

33 88 00

壬壬
戌戌

33 66 22

神神
功功

辛辛
巳巳

33 22 11
66 99

己己
丑丑

33 88 99

応応
神神

庚庚
寅寅

33 99 00
44 11

庚庚
午午

44 33 00

甲甲
午午

33 99 44

仁仁
徳徳

癸癸
酉酉

44 33 33
88 77

己己
亥亥

33 99 99

丁丁
卯卯

44 22 77

履履
中中

庚庚
子子

44 00 00
66

乙乙
巳巳

44 00 55

壬壬
申申

44 33 22

反反
正正

丙丙
午午

44 00 66
55

庚庚
戌戌

44 11 00

丁丁
丑丑

44 33 77

允允
恭恭

壬壬
子子

44 11 22
44 22

癸癸
巳巳

44 55 33

甲甲
午午

44 55 44

安安
康康

甲甲
午午

44 55 44
33

丙丙
申申

44 55 66

雄雄
略略

丁丁
酉酉

44 55 77
22 33

己己
未未

44 77 99

己己
巳巳

44 88 99

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --



ここ
のの<<

書書
紀紀
・・
古古
事事
記記
係係
年年
比比
較較
表表>>

はは
雄雄

略略

ゆ
う
り
ゃ
く

かか
らら
神神
武武

じ
ん
む

にに
いい
たた
るる
二二
二二
王王
のの
、、

書書
紀紀
とと
古古
事事
記記
のの
没没
年年
をを
、、
特特
にに
干干
支支
をを
基基
本本
とと
しし
てて
並並
べべ
たた
もも
のの
でで
ああ
るる
。。

単単
純純
なな
認認
識識
とと
しし
てて
（（
仮仮
定定
とと
いい
っっ
てて
もも
いい
いい
））、、
書書
紀紀
のの
雄雄
略略
没没
年年
（（
四四
七七
九九
））、、

応応
神神
没没
年年
（（
四四
三三
〇〇
））
はは
ここ
れれ
をを
正正
しし
いい
とと
すす
るる
。。
もも
しし
かか
しし
てて
正正
しし
いい
かか
もも
知知

れれ
なな
いい
もも
のの
とと
しし
てて
、、
垂垂

す
い

仁仁
に
ん

没没
年年
（（
三三
七七
〇〇
））、、
考考

こ
う

昭昭
し
ょ
う

没没
年年
（（
三三
二二
八八
））、、
神神
武武

没没
年年
（（
三三
一一
六六
））
をを
とと
るる
。。

そそ
のの
他他
のの
書書
紀紀
のの
大大
王王
紀紀
年年
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
そそ
のの
記記
述述
すす
るる
干干
支支
のの
絶絶
対対
年年
代代

はは
ここ
れれ
をを
無無
視視
すす
るる
（（
ここ
のの
後後
もも
無無
視視
すす
るる
））。。
ああ
るる
時時
代代
にに
おお
いい
てて
はは
、、
一一
代代
のの

大大
王王
にに
のの
みみ
係係
年年
はは
ここ
れれ
をを
通通
年年
とと
しし
、、
そそ
のの
余余
はは
穏穏
当当
なな
年年
代代
にに
ああ
てて
はは
めめ
てて

考考
ええ
てて
差差
しし
つつ
かか
ええ
なな
いい
。。
なな
にに
よよ
りり
簡簡
便便
でで
ああ
るる
。。

すす
なな
わわ
ちち
ここ
のの
没没
年年
干干
支支
のの
西西
暦暦
表表
示示
はは
、、
書書
紀紀
のの
雄雄
略略
没没
年年
以以
下下
二二
王王
かか
らら

五五
王王
のの
係係
年年
をを
とと
りり
ああ
ええ
ずず
ベベ
ーー
スス
とと
しし
てて
、、
おお
おお
まま
かか
にに
穏穏
当当
とと
思思
わわ
れれ
るる
係係

年年
をを
ああ
てて
はは
めめ
たた
。。
むむ
ろろ
んん
書書
紀紀
のの
記記
述述
上上
のの
そそ
れれ
とと
はは
合合
致致
しし
なな
いい
。。
異異
同同
がが

起起
ここ
りり
うう
るる
のの
はは
六六
〇〇
年年
単単
位位
でで
ああ
るる
のの
でで
、、
決決
定定
的的
にに
はは
間間
違違
わわ
なな
いい
筈筈
でで
ああ

るる
。。ここ

うう
しし
てて
みみ
るる
とと
、、
書書
紀紀
とと
古古
事事
記記
のの
紀紀
年年
はは
確確
かか
にに
一一
見見
かか
けけ
離離
れれ
てて
いい
るる

よよ
うう
にに
見見
ええ
るる
がが
、、
ここ
れれ
はは
次次
のの
よよ
うう
にに
論論
理理
的的
なな
修修
正正
がが
容容
易易
にに
でで
きき
るる
。。
大大

王王
紀紀
年年
がが
ひひ
きき
のの
ばば
ささ
れれ
てて
いい
るる
、、
とと
いい
うう
前前
提提
にに
立立
てて
ばば
、、
ああ
たた
りり
まま
ええ
のの
結結

論論
とと
もも
いい
ええ
るる
。。

修修
正正
をを
説説
明明
しし
やや
すす
いい
よよ
うう
にに<<

古古
事事
記記
修修
正正>>

比比
較較
表表
をを
参参
照照
すす
るる
。。

修修
正正
のの
論論
理理
的的
根根
拠拠
はは
単単
純純
でで
ああ
るる
。。

書書
紀紀
のの
応応

お
う

神神
じ
ん

紀紀
はは
事事
実実
上上
成成

せ
い

務務む

・・
仲仲

哀哀

ち
ゅ
う
あ
い

・・
神神

じ
ん

功功
ぐ
う

・・
応応
神神
のの
四四
王王
のの
治治
世世
をを
カカ

ババ
ーー
しし
てて
いい
るる
とと
思思
うう
。。
そそ
しし
てて
書書
紀紀
はは
そそ
のの
没没
年年
をを
応応
神神
のの
もも
のの
とと
しし
てて
正正
確確

にに
記記
述述
しし
、、
即即
位位
年年
をを
おお
なな
じじ
くく
成成
務務
のの
そそ
れれ
にに
仮仮
託託
しし
たた
。。

古古
事事
記記
もも
同同
じじ
くく
そそ
のの
即即
位位
年年
をを
成成
務務
にに
仮仮
託託
しし
たた
がが
、、
編編
纂纂
上上
そそ
のの
没没

年年
しし
かか
記記
述述
すす
るる
ここ
とと
がが
なな
かか
っっ
たた
たた
めめ
にに
、、
応応
神神
のの
没没
年年
もも
まま
たた
成成
務務
にに
仮仮
託託

しし
たた
。。

ここ
れれ
だだ
けけ
でで
ああ
るる
。。
きき
わわ
めめ
てて
論論
理理
的的
なな
手手
法法
でで
ああ
るる
。。



書書
紀紀
・・
古古
事事
記記
係係
年年
比比
較較
表表

古古
事事
記記
修修
正正

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

書書
紀紀

古古
事事
記記

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

大大
王王

即即
位位
元元
年年

治治
世世

没没
年年

没没
年年

修修
正正
没没
年年

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

神神
武武

辛辛
酉酉

33 00 11
77 66

丙丙
子子

33 11 66

戊戊
寅寅

33 11 88

綏綏
靖靖

安安
寧寧

愨愨
徳徳

考考
昭昭

丙丙
寅寅

33 00 66
88 33

戊戊
子子

33 22 88

考考
安安

己己
丑丑

33 22 99
11 00 22

庚庚
午午

33 77 00

考考
霊霊

考考
元元

開開
化化

乙乙
卯卯

33 55 55

崇崇
神神

戊戊
寅寅

33 11 88

壬壬
戌戌

33 66 22

垂垂
仁仁

壬壬
辰辰

33 33 22
99 99

庚庚
午午

33 77 00

景景
行行

辛辛
未未

33 77 11

成成
務務

乙乙
卯卯

33 55 55

甲甲
午午

33 99 44

仲仲
哀哀

壬壬
戌戌

33 66 22

神神
功功

66 99

己己
丑丑

33 88 99

丁丁
卯卯

44 22 77

応応
神神

庚庚
寅寅

33 99 00
44 11

庚庚
午午

44 33 00

甲甲
午午

33 99 44

壬壬
申申

44 33 22

仁仁
徳徳

癸癸
酉酉

44 33 33

丁丁
卯卯

44 22 77

丁丁
丑丑

44 33 77

履履
中中

壬壬
申申

44 33 22

反反
正正

丁丁
丑丑

44 33 77

允允
恭恭

甲甲
午午

44 55 44

甲甲
午午

44 55 44

安安
康康

33

丙丙
申申

44 55 66

雄雄
略略

丁丁
酉酉

44 55 77
22 33

己己
未未

44 77 99

己己
巳巳

44 88 99

己己
巳巳

44 88 99

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --



細細
部部
のの
説説
明明
をを
しし
よよ
うう
。。

典典
型型
的的
なな
紀紀
年年
がが
応応
神神
のの
そそ
れれ
でで
ああ
るる
。。

そそ
のの
元元
年年
はは
、、
書書
紀紀
にに
よよ
れれ
ばば
三三
九九
〇〇
年年
、、
書書
紀紀
のの
文文
脈脈
をを
詳詳
細細
にに
辿辿
るる
とと
、、

景景
行行
のの
没没
年年
とと
みみ
なな
ささ
れれ
るる
、、
神神
功功
没没
年年
六六
九九
年年
（（
三三
八八
九九
年年
））
なな
らら
びび
にに
景景

け
い

行行
こ
う

五五
六六
年年
（（
おお
なな
じじ
くく
三三
八八
九九
年年
））
のの
翌翌
年年
、、
すす
なな
わわ
ちち
成成
務務
元元
年年
でで
ああ
ろろ
うう
。。
成成

務務
のの
没没
年年
はは
、、
治治
世世
四四
年年
後後
のの
垂垂
仁仁
紀紀
（（
書書
紀紀
のの
記記
載載
はは
景景
行行
紀紀
））
六六
〇〇
年年
（（
三三

九九
三三
年年
））
でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
辺辺
のの
説説
明明
はは
ああ
ええ
てて
ささ
らら
りり
とと
いい
くく
ここ
とと
にに
すす
るる
。。
ここ
のの
章章
をを
通通
じじ
てて
明明

らら
かか
にに
しし
てて
いい
くく
とと
いい
うう
ここ
とと
でで
了了
解解
ささ
れれ
たた
いい
。。
ひひ
とと
つつ
だだ
けけ
言言
っっ
てて
おお
けけ
ばば
、、

書書
紀紀
のの
景景
行行
のの
治治
世世
六六
〇〇
年年
のの
うう
ちち
、、
最最
後後
のの
四四
年年
間間
はは
、、
実実
はは
成成
務務
のの
そそ
れれ
でで

ああ
っっ
たた
。。
書書
紀紀
はは
近近
江江
のの
高高

た
か

穴穴
あ
な

穂穂
ほ
の

宮宮
み
や

とと
書書
きき
、、
成成
務務
のの
宮宮
をを
記記
しし
てて
いい
なな
いい
がが
、、

古古
事事
記記
はは
高高
穴穴
穂穂
宮宮
のの
治治
世世
はは
成成
務務
のの
もも
のの
でで
ああ
っっ
たた
とと
記記
録録
しし
てて
いい
るる
。。
書書
紀紀

のの
意意
図図
的的
なな
作作
為為
でで
ああ
りり
、、
そそ
うう
すす
るる
にに
ああ
たた
っっ
てて
はは
、、
そそ
れれ
なな
りり
のの
理理
由由
がが
ああ

っっ
たた
。。

いい
ずず
れれ
にに
せせ
よよ
書書
紀紀
とと
古古
事事
記記
がが
、、
どど
うう
いい
うう
視視
点点
でで
大大
王王
紀紀
年年
をを
ああ
つつ
かか
っっ

たた
のの
かか
がが
ここ
ここ
にに
明明
らら
かか
にに
なな
るる
。。
すす
なな
わわ
ちち
応応
神神
紀紀
はは
事事
実実
上上
、、
そそ
のの
治治
世世
四四

一一
年年
をを
成成
務務
・・
仲仲
哀哀
・・
神神
功功
・・
応応
神神
のの
四四
王王
をを
通通
じじ
四四
三三
〇〇
年年
にに
没没
しし
てて
いい
るる
。。

古古
事事
記記
もも
同同
じじ
くく
ここ
れれ
をを
成成
務務
元元
年年
にに
仮仮
託託
しし
たた
。。
たた
だだ
前前
述述
のの
よよ
うう
にに
そそ
れれ
とと

同同
時時
にに
応応
神神
のの
没没
年年
もも
成成
務務
治治
世世
四四
年年
没没
にに
仮仮
託託
しし
たた
。。

没没
年年
干干
支支
しし
かか
記記
ささ
なな
かか
っっ
たた
古古
事事
記記
にに
はは
、、
そそ
うう
すす
るる
以以
外外
ほほ
かか
にに
方方
法法
はは

なな
いい
。。
そそ
のの
結結
果果
がが
古古
事事
記記
のの
応応
神神
没没
甲甲
午午
（（
三三
九九
四四
））
でで
ああ
っっ
たた
とと
思思
うう
。。
書書

紀紀
でで
算算
出出
すす
るる
とと
ここ
れれ
はは
三三
九九
三三
年年
にに
なな
りり
、、
両両
書書
のの
記記
述述
はは
事事
実実
上上
一一
年年
異異
なな

るる
。。雄雄

略略
没没
年年
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
書書
紀紀
（（
四四
七七
九九
））
とと
古古
事事
記記
（（
四四
八八
九九
））
でで
一一
〇〇
年年

違違
うう
。。
しし
かか
しし
書書
紀紀
がが
雄雄
略略
元元
年年
とと
すす
るる
丁丁
酉酉
（（
四四
五五
七七
））
はは
、、
安安
康康

あ
ん
こ
う

没没
年年
にに
仮仮

託託
しし
たた
允允

い
ん

恭恭
ぎ
ょ
う

のの
没没
年年
でで
ああ
るる
丙丙
申申
（（
四四
五五
六六
））
のの
翌翌
年年
をを
いい
うう
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。

すす
るる
とと
そそ
ここ
にに
即即
位位
しし
たた
のの
はは
木木き

梨梨
な
し

でで
ああ
るる
。。



以以
下下
木木
梨梨
・・
安安
康康
・・
市市
辺辺

い
ち
の
べ

とと
つつ
づづ
きき
、、
雄雄
略略
はは
四四
六六
五五
年年
にに
即即
位位
しし
たた
。。
雄雄
略略

紀紀
もも
のの
べべ
四四
王王
かか
らら
でで
きき
てて
いい
るる
。。
雄雄
略略
紀紀
にに
ああ
るる
、、
呉呉

く
れ

のの
使使
いい
をを
接接
待待
すす
るる
記記

事事
はは
雄雄
略略
一一
四四
年年
でで
ああ
りり
、、
ここ
れれ
はは
文文
脈脈
かか
らら
しし
てて
雄雄
略略
没没
年年
のの
前前
年年
のの
記記
事事
でで

ああ
るる
。。
しし
たた
がが
っっ
てて
古古
事事
記記
はは
そそ
のの
元元
年年
をを
事事
実実
上上
のの
雄雄
略略
元元
年年
とと
しし
てて
ここ
れれ
をを

記記
述述
しし
たた
。。
伝伝
承承
はは
治治
世世
二二
三三
年年
でで
ああ
っっ
たた
かか
らら
、、
そそ
ここ
かか
らら
起起
算算
しし
てて
、、
没没
年年

己己
巳巳
（（
四四
八八
九九
））
をを
記記
録録
しし
たた
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。
実実
際際
はは
そそ
のの
二二
三三
年年
はは
四四
八八
七七
年年

にに
なな
るる
。。
二二
年年
のの
差差
はは
允允
恭恭
のの
没没
年年
にに
書書
紀紀
とと
二二
年年
のの
差差
がが
ああ
るる
ここ
とと
とと
関関
係係
すす

るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。

ちち
なな
みみ
にに
後後
述述
すす
るる
、、
立立
太太
子子
没没
年年
（（
立立
太太
子子
年年
のの
翌翌
年年
がが
当当
王王
没没
年年
））
とと
いい

うう
仮仮
定定
をを
ここ
ここ
にに
援援
用用
すす
るる
とと
、、
事事
態態
はは
ささ
らら
にに
明明
らら
かか
にに
なな
るる
。。
すす
なな
わわ
ちち
允允

恭恭
紀紀
にに
よよ
るる
木木
梨梨
のの
立立
太太
子子
はは
二二
三三
年年
、、
允允
恭恭
没没
年年
はは
そそ
のの
二二
四四
年年
でで
ああ
りり
、、
ここ

のの
允允
恭恭
のの
立立
太太
子子
没没
年年
をを
西西
紀紀
四四
五五
六六
年年
とと
すす
るる
允允
恭恭
元元
年年
はは
四四
三三
三三
年年
でで
ああ
るる
。。

<<

立立
太太
子子
没没
年年
修修
正正>>

をを
参参
照照
しし
てて
ほほ
しし
いい
。。

書書
紀紀
・・
古古
事事
記記
係係
年年
比比
較較
表表

立立
太太
子子
没没
年年
修修
正正

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

書書
紀紀

古古
事事
記記

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

大大
王王

即即
位位
元元
年年

治治
世世

没没
年年

没没
年年

修修
正正
没没
年年

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

応応
神神

庚庚
寅寅

33 99 00
44 11

庚庚
午午

44 33 00

甲甲
午午

33 99 44

壬壬
申申

44 33 22

仁仁
徳徳

癸癸
酉酉

44 33 33

丁丁
卯卯

44 22 77

丁丁
丑丑

44 33 77

履履
中中

壬壬
申申

44 33 22

反反
正正

丁丁
丑丑

44 33 77

允允
恭恭

（（44 33 33

））

22 44
44 55 66

甲甲
午午

44 55 44

甲甲
午午

44 55 44

安安
康康

33

丙丙
申申

44 55 66

雄雄
略略

丁丁
酉酉

44 55 77
22 33

己己
未未

44 77 99

己己
巳巳

44 88 99

己己
巳巳

44 88 99

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

22 44

立立
太太
子子
没没
年年



ここ
ここ
でで
允允
恭恭
元元
年年
とと
いい
うう
四四
三三
三三
年年
はは
応応
神神
のの
没没
四四
三三
〇〇
年年
のの
三三
年年
後後
（（
没没
年年

かか
らら
はは
四四
年年
後後
））
でで
ああ
りり
、、
ここ
れれ
はは
応応
神神
のの
没没
後後
にに
「「
三三
年年
のの
空空
位位
」」
がが
ああ
っっ
たた

とと
いい
うう
書書
紀紀
のの
記記
述述
かか
らら
しし
てて
、、
允允
恭恭
でで
なな
くく
仁仁
徳徳

に
ん
と
く

のの
元元
年年
にに
違違
いい
なな
いい
。。
すす
なな

わわ
ちち
允允
恭恭
のの
治治
世世
はは
、、
仁仁
徳徳
、、
履履
中中

り
ち
ゅ
う

、、
反反
正正

は
ん
ぜ
い

、、
允允
恭恭
のの
四四
王王
かか
らら
なな
っっ
てて
いい
るる
。。

四四
王王
とと
いい
うう
のの
はは
、、
応応
神神
、、
雄雄
略略
のの
場場
合合
とと
おお
なな
じじ
でで
ああ
るる
。。

神神
武武
紀紀
もも
まま
たた
書書
紀紀
とと
古古
事事
記記
のの
紀紀
年年
をを
表表
のの
よよ
うう
にに
適適
当当
にに
当当
てて
はは
めめ
たた
結結

果果
をを
、、
そそ
のの
まま
まま
理理
解解
すす
れれ
ばば
よよ
いい
。。
神神
武武
のの
即即
位位
がが
紀紀
元元
前前
六六
六六
〇〇
年年
辛辛
酉酉
とと

信信
ずず
るる
人人
はは
いい
なな
いい
とと
思思
うう
がが
、、
古古
事事
記記
のの
崇崇す

神神
じ
ん

没没
年年
干干
支支
のの
たた
めめ
にに
、、
二二
世世
紀紀

末末
かか
らら
三三
世世
紀紀
初初
頭頭
にに
かか
けけ
てて
存存
在在
しし
たた
とと
思思
うう
人人
はは
いい
るる
だだ
ろろ
うう
。。
しし
かか
しし
古古

事事
記記
のの
そそ
れれ
もも
要要
すす
るる
にに
崇崇
神神
でで
なな
くく
、、
書書
紀紀
とと
おお
なな
じじ
くく
神神
武武
没没
年年
のの
仮仮
託託
なな

のの
でで
ああ
るる
。。
書書
紀紀
のの
神神
武武
没没
年年
はは
三三
一一
六六
年年
、、
古古
事事
記記
でで
はは
三三
一一
八八
年年
でで
ああ
るる
。。

二二
年年
違違
うう
。。

とと
ここ
ろろ
でで
神神
武武
のの
没没
年年
がが
そそ
のの
十十
六六
年年
（（
三三
一一
六六
））
なな
らら
、、
即即
位位
はは
辛辛
酉酉
（（
三三

〇〇
一一
））
にに
なな
るる
。。
辛辛
酉酉
はは
いい
わわ
ゆゆ
るる
讖讖
緯緯

し
ん
い

思思
想想
のの
「「
革革
命命
」」
にに
よよ
っっ
てて
神神
武武
元元
年年

をを
そそ
れれ
にに
なな
ぞぞ
らら
ええ
たた
。。
しし
たた
がが
っっ
てて
ここ
のの
三三
〇〇
一一
年年
はは
、、
そそ
のの
前前
後後
三三
〇〇
年年
以以

内内
かか
らら
そそ
ここ
へへ
もも
っっ
てて
きき
たた
筈筈
でで
ああ
るる
。。
三三
〇〇
一一
年年
以以
降降
のの
可可
能能
性性
はは
、、
書書
紀紀
のの

王王
代代
をを
とと
りり
ああ
ええ
ずず
遵遵
守守
すす
るる
限限
りり
はは
ああ
りり
得得
なな
いい
かか
らら
、、
神神
武武
のの
即即
位位
はは
二二
七七

一一
年年
かか
らら
三三
〇〇
一一
年年
のの
間間
にに
ああ
るる
とと
思思
っっ
てて
いい
いい
。。

ここ
のの
点点
、、
安安
本本
美美
典典
氏氏
はは
そそ
のの
著著
「「
神神
武武
東東
遷遷
」」
にに
おお
いい
てて
、、
数数
理理

す
う
り

文文
献献
学学

ぶ
ん
け
ん
が
く

をを

援援
用用
しし
たた
大大
王王
のの
治治
世世
年年
数数
をを
割割
りり
だだ
しし
てて
一一
定定
のの
解解
決決
をを
みみ
てて
いい
るる
。。
飛飛
鳥鳥
・・

奈奈
良良
時時
代代
のの
二二
〇〇
代代
でで
平平
均均
治治
世世
がが
一一
〇〇･･

三三
三三
年年
、、
敏敏

び
ん

達達
た
つ

かか
らら
雄雄
略略
のの
九九
代代
でで

一一
〇〇･･

四四
四四
年年
でで
ああ
るる
かか
らら
、、
安安
康康
かか
らら
神神
武武
にに
いい
たた
るる
二二
〇〇
代代
はは
永永
くく
てて
一一
〇〇
年年
、、

おお
そそ
らら
くく
一一
〇〇
年年
をを
きき
るる
だだ
ろろ
うう
とと
いい
うう
。。

ここ
れれ
にに
関関
係係
しし
てて
、、
そそ
もも
そそ
もも
応応
神神
以以
前前
のの
大大
王王
位位
のの
継継
承承
がが
すす
べべ
てて
父父
子子
間間

にに
限限
るる
とと
いい
うう
記記
述述
にに
、、
まま
ずず
もも
っっ
てて
無無
理理
がが
ああ
るる
。。
氏氏
のの
計計
算算
でで
はは
、、
三三
二二
代代

用用
明明
かか
らら
現現
在在
まま
でで
のの
父父
子子
継継
承承
率率
はは
四四
五五
．．
九九
パパ
ーー
セセ
ンン
トト
でで
ああ
るる
。。
応応
神神
以以

前前
神神
武武
まま
でで
のの
父父
子子
継継
承承
はは
、、
すす
くく
なな
くく
とと
もも
そそ
のの
半半
ばば
程程
度度
はは
兄兄
弟弟
継継
承承
でで
なな

けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。



そそ
ここ
でで
氏氏
のの
結結
論論
はは
、、
神神
武武
のの
即即
位位
をを
三三
世世
紀紀
のの
二二
八八
〇〇
年年
代代
にに
おお
いい
たた
。。
きき

わわ
めめ
てて
適適
切切
なな
主主
張張
でで
ああ
るる
とと
思思
うう
。。
つつ
いい
でで
にに
いい
うう
なな
らら
、、
ここ
のの
点点
でで
考考
昭昭
のの

没没
年年
もも
同同
様様
でで
ああ
るる
。。
書書
紀紀
にに
おお
けけ
るる
考考
昭昭
元元
年年
とと
ささ
れれ
るる
三三
〇〇
六六
年年
はは
、、
係係
年年

のの
見見
当当
かか
らら
はは
かか
っっ
てて
たた
ぶぶ
んん
綏綏
靖靖
のの
即即
位位
元元
年年
でで
ああ
ろろ
うう
。。
垂垂
仁仁
のの
そそ
れれ
もも
考考

霊霊
元元
年年
へへ
のの
仮仮
託託
にに
違違
いい
なな
いい
。。

書書
紀紀
とと
古古
事事
記記
はは
、、
編編
纂纂
にに
ああ
たた
っっ
てて
結結
局局
同同
じじ
種種
類類
のの
史史
料料
、、
特特
にに
編編
纂纂
物物

をを
参参
照照
しし
てて
いい
るる
。。
係係
年年
はは
基基
本本
的的
にに
同同
一一
のの
手手
法法
にに
負負
っっ
てて
いい
てて
、、
たた
だだ
微微
妙妙

にに
そそ
のの
試試
算算
のの
視視
点点
がが
異異
なな
るる
だだ
けけ
なな
のの
だだ
ろろ
うう
。。

<<

天天
皇皇
記記

て
ん
の
う
き

・・
国国
記記

こ
く
き

等等
のの
影影
響響>>

ここ
のの
対対
照照
表表
でで
、、
書書
紀紀
とと
古古
事事
記記
とと
にに
どど
のの
大大
王王
代代
でで
もも
数数
年年
のの
差差
がが
ああ
るる
。。

ここ
れれ
にに
つつ
いい
てて
はは
今今
後後
のの
確確
実実
をを
期期
すす
たた
めめ
にに
、、
触触
れれ
てて
おお
かか
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな

いい
。。そそ

もも
そそ
もも
古古
事事
記記
にに
はは
、、
王王
代代
のの
起起
算算
にに
おお
いい
てて
異異
同同
がが
ああ
っっ
たた
。。「「<<

書書
紀紀
・・

古古
事事
記記
係係
年年
比比
較較
表表>>

古古
事事
記記
修修
正正
」」
でで
応応
神神
（（
記記
載載
はは
履履
中中
））
のの
没没
をを
、、
古古
事事
記記

はは
四四
三三
二二
年年
とと
しし
てて
いい
るる
がが
、、
書書
紀紀
でで
はは
四四
三三
〇〇
年年
でで
ああ
るる
。。
二二
年年
違違
うう
。。
書書
紀紀

にに
おお
けけ
るる
四四
三三
二二
年年
はは
菟菟
道道
稚稚

う
ぢ
の
わ
き

朗朗
子子

い
ら
つ
こ

のの
没没
年年
でで
ああ
りり
、、
古古
事事
記記
はは
おお
そそ
らら
くく
、、
そそ

のの
翌翌
年年
のの
仁仁
徳徳
元元
年年
のの
指指
示示
のの
たた
めめ
にに
、、
ここ
のの
没没
年年
をを
もも
っっ
てて
きき
たた
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。

允允
恭恭
のの
没没
もも
四四
五五
四四
年年
とと
すす
るる
がが
、、
書書
紀紀
（（
修修
正正
））
でで
はは
四四
五五
六六
年年
でで
ああ
るる
。。
雄雄

略略
にに
つつ
いい
てて
はは
前前
にに
言言
っっ
たた
。。

理理
由由
はは
しし
かか
しし
ここ
うう
しし
たた
起起
算算
のの
異異
同同
のの
たた
めめ
だだ
けけ
でで
もも
なな
いい
。。
大大
王王
のの
元元
年年

のの
設設
定定
とと
いい
うう
概概
念念
がが
そそ
もも
そそ
もも
異異
なな
っっ
てて
いい
たた
可可
能能
性性
もも
ああ
るる
。。
踰踰ゆ

年年
ね
ん

元元
年年

が
ん
ね
ん

制制

（（
前前
王王
没没
年年
践践
祚祚
、、
翌翌
元元
年年
））
とと
没没
年年
称称
元元

ぼ
つ
ね
ん
し
ょ
う
げ
ん

制制
（（
前前
王王
没没
年年
即即
位位
元元
年年
、、
ここ
れれ

はは
三三
国国
史史
記記
がが
遵遵
守守
しし
てて
いい
るる
））
のの
差差
異異
でで
ああ
るる
。。

書書
紀紀
はは
基基
本本
的的
にに
踰踰
年年
元元
年年
をを
遵遵
守守
しし
てて
いい
るる
。。
事事
実実
上上
崩崩
れれ
るる
場場
合合
もも
係係
年年

をを
変変
更更
しし
てて
まま
でで
ここ
れれ
にに
対対
処処
しし
てて
いい
るる
らら
しし
いい
。。
ここ
れれ
にに
対対
しし
てて
、、
古古
事事
記記
はは

かか
なな
らら
ずず
しし
もも
ここ
れれ
にに
従従
っっ
てて
はは
いい
ずず
、、
没没
年年
称称
元元
制制
をを
基基
本本
とと
しし
、、
一一
部部
にに
踰踰



年年
元元
年年
制制
をを
用用
いい
てて
いい
るる
よよ
うう
にに
思思
うう
。。
異異
同同
のの
原原
因因
はは
おお
おお
むむ
ねね
書書
紀紀
のの
ほほ
うう

にに
ああ
るる
よよ
うう
でで
ああ
るる
。。

ちち
なな
みみ
にに
書書
紀紀
にに
おお
いい
てて
はは
、、
基基
本本
とと
すす
るる
踰踰
年年
元元
年年
制制
がが
崩崩
れれ
やや
すす
かか
っっ
たた
。。

特特
殊殊
例例
とと
いい
うう
にに
はは
ほほ
どど
遠遠
くく
、、
譲譲
位位
やや
弑弑
逆逆
ああ
るる
いい
はは
纂纂
奪奪

さ
ん
だ
っ

なな
どど
いい
くく
つつ
かか
のの

ケケ
ーー
スス
でで
没没
年年
称称
元元
制制
をを
余余
儀儀
なな
くく
ささ
れれ
たた
筈筈
でで
ああ
るる
。。

とと
ここ
ろろ
でで
ここ
のの
二二
制制
はは
、、
言言
葉葉
とと
しし
てて
分分
かか
りり
にに
くく
くく
説説
明明
上上
混混
乱乱
のの
もも
とと
にに

なな
りり
そそ
うう
でで
ああ
るる
。。
どど
のの
場場
合合
もも
践践
祚祚
年年
にに
年年
号号
をを
かか
ええ
るる
のの
だだ
かか
らら
、、
ここ
れれ
をを

祚祚
年年
元元
年年
とと
しし
てて
統統
一一
しし
てて
おお
ここ
うう
。。
踰踰
年年
（（
改改
元元
））
はは
即即
位位
年年
元元
年年
すす
なな
わわ
ちち

践践
祚祚
翌翌
年年
、、
祚祚
年年
（（
改改
元元
））
はは
践践
祚祚
年年
元元
年年
とと
いい
うう
区区
別別
でで
ああ
るる
。。

ささ
てて
ここ
うう
しし
たた
微微
妙妙
なな
異異
同同
をを
除除
いい
てて
はは
、、
書書
紀紀
とと
古古
事事
記記
はは
、、
基基
本本
的的
にに
同同

一一
のの
思思
想想
のの
みみ
なな
らら
ずず
、、
同同
一一
のの
方方
法法
なな
いい
しし
手手
段段
をを
もも
っっ
てて
記記
述述
しし
たた
。。
ここ
のの

場場
合合
、、
そそ
のの
史史
料料
とと
なな
っっ
たた
のの
はは
、、
帝帝

て
い

紀紀き

、、
旧旧
辞辞

き
ゅ
う
じ

、、
諸諸
氏氏
のの
古古
記記

こ

き

、、
地地
方方
のの
伝伝
記記

で
ん
き

、、

そそ
のの
他他
のの
記記
録録
、、
縁縁
起起

え
ん
ぎ

そそ
しし
てて
百百
済済

く
だ
ら

のの
史史
書書
（（
百百
済済
記記
、、
百百
済済
新新
撰撰
、、
百百
済済
本本
記記
））

なな
どど
でで
ああ
るる
がが
、、
問問
題題
のの
編編
纂纂
方方
法法
のの
根根
幹幹
史史
料料
とと
なな
っっ
たた
のの
はは
、、
曽曽
我我

そ
が
の

馬馬
子子

う
ま
こ

とと

聖聖

徳徳

し
ょ
う
と
く

とと
がが
編編
集集
しし
たた
とと
いい
うう
「「
天天
皇皇
記記
及及
びび
国国
記記
・・
臣臣
連連
伴伴
造造
国国
造造
百百
八八
十十
部部

并并
公公
民民
等等
本本
記記
（（
天天
皇皇
記記
・・
国国
記記
等等
））」」
でで
ああ
っっ
たた
でで
ああ
ろろ
うう
。。

「「
天天
皇皇
記記
・・
国国
記記
等等
」」
はは
、、
推推
古古
二二
八八
年年
（（
六六
二二
八八
年年
））
制制
作作
のの
記記
事事
がが
ああ
るる

がが
、、
ここ
れれ
はは
古古
事事
記記
のの
完完
成成
とと
いい
わわ
れれ
るる
和和
銅銅
七七
年年
（（
七七
一一
二二
年年
））、、
書書
紀紀
のの
完完
成成

とと
すす
るる
養養
老老
四四
年年
（（
七七
二二
〇〇
年年
））
のの
おお
よよ
そそ
一一
世世
紀紀
弱弱
のの
前前
でで
ああ
るる
。。

ちち
なな
みみ
にに
ここ
のの
時時
代代
ここ
そそ
、、
日日
本本
がが
世世
界界
、、
少少
なな
くく
とと
もも
環環
中中
国国
大大
陸陸
国国
家家
世世

界界
のの
一一
員員
とと
しし
てて
のの
立立
場場
をを
自自
他他
とと
もも
にに
認認
識識
しし
、、
かか
つつ
ここ
れれ
をを
小小
帝帝
国国
主主
義義
にに

まま
でで
昇昇
華華
しし
たた
時時
代代
でで
ああ
りり
、、
先先
のの
ふふ
たた
りり
はは
、、
そそ
のの
先先
駆駆
者者
でで
ああ
っっ
たた
のの
だだ
とと

思思
うう
。。

ここ
のの
ここ
とと
がが
大大
きき
なな
意意
味味
をを
もも
つつ
。。
冒冒
頭頭
にに
述述
べべ
たた
よよ
うう
にに
、、
書書
紀紀
もも
古古
事事
記記

もも
とと
もも
にに
そそ
のの
編編
纂纂
をを
天天
武武
朝朝
にに
始始
めめ
たた
。。「「
大大
王王
はは
神神
にに
しし
ああ
れれ
ばば
」」
とと
いい
っっ
たた

天天
武武
のの
勅勅
令令
でで
ああ
るる
。。
大大
和和
のの
過過
去去
三三
〇〇
〇〇
年年
以以
上上
のの
歴歴
史史
のの
なな
かか
でで
、、
絶絶
対対
のの

権権
威威
をを
築築
きき
ああ
げげ
たた
最最
初初
のの
大大
王王
でで
ああ
りり
、、
ここ
とと
編編
纂纂
にに
ああ
っっ
たた
っっ
てて
もも
そそ
のの
意意

向向
はは
絶絶
大大
なな
もも
のの
がが
ああ
っっ
たた
にに
違違
いい
なな
いい
。。
しし
かか
しし
結結
果果
とと
しし
てて
そそ
のの
影影
響響
はは
小小

ささ
なな
もも
のの
でで
ああ
っっ
たた
とと
思思
うう
。。



書書
紀紀
をを
通通
読読
すす
るる
とと
、、
特特
にに
天天
武武
つつ
いい
でで
持持
統統
のの
影影
響響
をを
うう
けけ
たた
とと
思思
わわ
れれ
るる

いい
くく
つつ
かか
のの
筋筋
だだ
てて
がが
見見
ええ
るる
。。
しし
かか
しし
そそ
れれ
以以
上上
でで
もも
以以
下下
でで
もも
なな
いい
。。「「
現現
人人

神神
」」
たた
るる
天天
武武
にに
ああ
っっ
てて
なな
おお
、、
書書
紀紀
やや
古古
事事
記記
のの
編編
纂纂
にに
つつ
いい
てて
はは
ささ
ほほ
どど
強強

いい
圧圧
力力
をを
行行
使使
しし
なな
かか
っっ
たた
。。
すす
くく
なな
くく
とと
もも
編編
纂纂
方方
針針
にに
口口
をを
出出
ささ
なな
かか
っっ
たた
。。

そそ
のの
根根
拠拠
がが
ああ
るる
。。

書書
紀紀
・・
古古
事事
記記
のの
基基
本本
的的
なな
編編
纂纂
方方
針針
のの
最最
たた
るる
もも
のの
はは
、、
ほほ
かか
なな
らら
ぬぬ
大大
王王

紀紀
年年
のの
引引
きき
延延
ばば
しし
でで
ああ
っっ
たた
。。
うう
ちち
そそ
のの
典典
型型
とと
しし
てて
つつ
とと
にに
指指
摘摘
ささ
れれ
るる
のの

はは
、、
むむ
ろろ
んん
神神
武武
のの
建建
国国
紀紀
元元
年年
辛辛
酉酉
でで
ああ
るる
。。
ここ
れれ
はは
那那
珈珈
通通
世世
氏氏
以以
来来
、、
推推

古古
九九
年年
辛辛
酉酉
（（
六六
〇〇
一一
））
のの
一一
蔀蔀
一一
二二
六六
〇〇
年年
をを
ささ
かか
のの
ぼぼ
るる
、、
西西
紀紀
前前
六六
六六
〇〇

年年
とと
ささ
れれ
てて
いい
たた
。。

代代
表表
的的
なな
論論
客客
とと
しし
てて
大大
和和
岩岩
雄雄
氏氏
をを
ああ
げげ
れれ
ばば
、、
氏氏
はは
ここ
れれ
をを
批批
判判
しし
、、
一一

〇〇
世世
紀紀
のの
文文
章章
博博
士士
三三
善善
清清
行行
のの
「「
革革
命命

か
く
め
い

勘勘
か
ん

文文
も
ん

」」
をを
引引
用用
しし
、、
一一
蔀蔀
をを
一一
三三
二二
〇〇

年年
とと
しし
てて
、、
斉斉
明明
七七
年年
辛辛
酉酉
（（
六六
六六
一一
））
すす
なな
わわ
ちち
天天
智智
称称
制制
元元
年年
をを
起起
点点
とと
すす

るる
、、
そそ
のの
一一
三三
二二
〇〇
年年
前前
（（
前前
六六
六六
〇〇
））
をを
建建
国国
紀紀
元元
とと
しし
たた
。。
ここ
のの
議議
論論
はは
讖讖

緯緯
論論
とと
しし
てて
まま
っっ
たた
くく
正正
当当
だだ
がが
、、
書書
紀紀
をを
検検
証証
すす
るる
とと
いい
うう
立立
場場
でで
はは
決決
しし
てて

そそ
うう
でで
はは
なな
いい
。。

議議
論論
のの
骨骨
子子
はは
、、
一一
にに
「「
革革
命命
」」
とと
いい
うう
べべ
きき
重重
要要
事事
件件
がが
、、
ここ
のの
斉斉

さ
い

明明
め
い

七七
年年

にに
ああ
っっ
てて
推推
古古

す
い
こ

九九
年年
にに
はは
なな
いい
とと
いい
うう
事事
実実
でで
ああ
るる
。。
そそ
のの
通通
りり
でで
、、
斉斉
明明
七七
年年

はは
、、
斉斉
明明
がが
新新
羅羅
侵侵
攻攻
途途
中中
のの
七七
月月
にに
筑筑
紫紫
にに
没没
しし
天天
智智
がが
事事
実実
上上
ここ
のの
後後
をを
襲襲

っっ
たた
年年
でで
ああ
るる
。。
形形
式式
上上
のの
天天
智智
即即
位位
はは
そそ
のの
六六
年年
後後
でで
ああ
るる
。。
神神
武武
のの
建建
国国
元元

年年
革革
命命
のの
年年
をを
算算
出出
すす
るる
起起
点点
とと
すす
るる
にに
はは
、、
うう
っっ
てて
つつ
けけ
のの
事事
件件
でで
ああ
っっ
たた
。。

うう
っっ
てて
つつ
けけ
のの
事事
件件
でで
ああ
るる
ここ
とと
がが
作作
為為
的的
でで
もも
ああ
るる
。。

推推
古古
九九
年年
にに
はは
、、
特特
別別
なな
記記
事事
はは
なな
にに
もも
なな
いい
。。
聖聖
徳徳
がが
斑斑
鳩鳩

い
か
る
が

にに
宮宮
をを
興興
てて
たた

とと
ああ
るる
ばば
かか
りり
でで
ああ
るる
。。
たた
だだ
しし
一一
〇〇
年年
にに
はは
、、
来来
目目
王王
子子
をを
新新
羅羅
征征
討討
将将
軍軍
とと

しし
筑筑
紫紫
にに
至至
っっ
たた
、、
とと
ああ
るる
。。
つつ
いい
でで
ここ
うう
いい
うう
記記
事事
もも
ああ
るる
。。

冬冬
一一
〇〇
月月
、、
百百
済済
のの
僧僧
観観
勒勒

か
ん
ろ
く

来来
けけ
りり
。。
仍仍よ

りり
てて
暦暦
本本
及及
びび
天天
文文
地地
理理

のの
書書
、、
并并
せせ
てて
遁遁

と
ん

甲甲
こ
う

方方

術術

ほ
う
じ
ゅ
つ

のの
書書
をを
貢貢
るる
。。
是是
のの
時時
にに
、、
書書
生生
三三
、、
四四



人人
選選
びび
てて
観観
勒勒
にに
学学
びび
習習
わわ
しし
むむ
。。
陽陽
胡胡
史史
のの
祖祖
玉玉
陳陳
暦暦
法法

れ
き
ほ
う

をを
習習
うう
。。

大大
友友
村村
主主
高高
聡聡
天天
文文
遁遁

て
ん
も
ん
と
ん

甲甲
こ
う

をを
学学
ぶぶ
。。
山山
背背
臣臣
日日
立立
方方

術術

ほ
う
じ
ゅ
つ

をを
学学
ぶぶ
。。
皆皆

学学
びび
てて
業業
をを
成成
しし
つつ
。。

「「
皆皆
学学
びび
てて
業業
をを
なな
しし
つつ
」」
とと
いい
うう
、、
ここ
のの
推推
古古
一一
〇〇
年年
のの
記記
事事
をを
率率
直直
にに
評評

価価
すす
べべ
きき
だだ
とと
思思
うう
。。
暦暦
はは
六六
世世
紀紀
のの
欽欽
明明
のの
時時
代代
にに
すす
でで
にに
入入
っっ
てて
いい
たた
。。
もも

っっ
とと
いい
うう
なな
らら
五五
世世
紀紀
のの
たた
ぶぶ
んん
雄雄
略略
のの
時時
代代
にに
すす
でで
にに
そそ
のの
根根
幹幹
がが
伝伝
わわ
っっ
てて

いい
たた
。。
しし
かか
しし
、、
そそ
れれ
はは
暦暦
博博
士士
とと
いい
うう
人人
をを
導導
入入
しし
たた
のの
でで
ああ
っっ
てて
、、
暦暦
のの
運運

用用
もも
そそ
のの
人人
にに
任任
せせ
たた
のの
でで
ああ
るる
。。

観観
勒勒
はは
そそ
れれ
とと
はは
違違
いい
、、
暦暦
のの
技技
術術
つつ
いい
でで
思思
想想
をを
大大
和和
にに
伝伝
ええ
たた
。。
推推
古古
とと

いい
うう
漢漢
風風

謚謚
お
く
り
な

をを
改改
めめ
てて
みみ
なな
おお
ささ
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。
豊豊

と
よ

御御
食食
屋屋

み
か
し
き
や

姫姫
ひ
め

とと
いい
うう

和和
風風
謚謚
をを
もも
つつ
ここ
のの
大大
王王
はは
、、
そそ
のの
多多
様様
なな
事事
績績
にに
かか
かか
わわ
らら
ずず
推推
古古
とと
謚謚
ささ
れれ

たた
のの
でで
ああ
るる
。。
ここ
れれ
がが
聖聖
徳徳
とと
曽曽
我我

そ
が
の

馬馬
子子

う
ま
こ

のの
編編
んん
だだ
とと
いい
うう
天天
皇皇
記記
・・
国国
記記
等等
とと

関関
係係
しし
てて
いい
なな
いい
はは
ずず
はは
なな
いい
。。

思思
うう
にに
そそ
のの
とと
きき
玉玉
陳陳
がが
習習
得得
しし
たた
暦暦
法法
はは
技技
術術
にに
習習
得得
のの
比比
重重
がが
ああ
っっ
てて
、、

讖讖
緯緯
のの
思思
想想
はは
形形
骸骸
的的
かか
ああ
るる
いい
はは
簡簡
略略
なな
もも
のの
でで
ああ
っっ
たた
。。
聖聖
徳徳
とと
曽曽
我我
馬馬
子子

はは
ここ
れれ
をを
概概
要要
にに
おお
いい
てて
援援
用用
しし
、、
大大
和和
のの
暦暦
法法
実実
施施
のの
年年
をを
起起
点点
にに
、、
一一
二二
六六

〇〇
年年
ささ
かか
のの
ぼぼ
っっ
たた
神神
武武
建建
国国
元元
年年
辛辛
酉酉
をを
算算
出出
しし
たた
にに
違違
いい
なな
いい
。。
ここ
れれ
がが
素素

直直
なな
考考
ええ
かか
たた
でで
ああ
るる
。。

大大
王王
紀紀
年年
をを
悠悠

久久

ゆ
う
き
ゅ
う

のの
かか
なな
たた
へへ
追追
いい
やや
っっ
たた
のの
もも
、、
建建
国国
元元
年年
をを
前前
六六
六六
〇〇

年年
にに
ささ
かか
のの
ぼぼ
らら
せせ
たた
のの
もも
、、
要要
すす
るる
にに
天天
皇皇
記記
・・
国国
記記
等等
のの
編編
者者
でで
ああ
っっ
たた
とと

思思
うう
。。
書書
紀紀
とと
古古
事事
記記
はは
ここ
のの
方方
針針
をを
基基
本本
的的
にに
遵遵
守守
しし
たた
。。
建建
国国
元元
年年
のの
設設
定定

はは
、、
そそ
もも
そそ
もも
大大
王王
紀紀
年年
のの
ひひ
きき
のの
ばば
しし
とと
密密
接接
なな
関関
係係
がが
ああ
っっ
たた
。。
いい
わわ
ばば
編編

纂纂
方方
針針
そそ
のの
もも
のの
でで
ああ
るる
とと
いい
っっ
てて
いい
いい
。。
そそ
れれ
でで
なな
おお
、、
書書
紀紀
おお
よよ
びび
古古
事事
記記

のの
基基
本本
的的
骨骨
格格
はは
、、
推推
古古
のの
時時
代代
のの
天天
皇皇
記記
・・
国国
記記
等等
にに
拠拠
っっ
てて
いい
るる
のの
でで
ああ
るる
。。

天天
皇皇
記記
・・
国国
記記
等等
はは
逸逸
文文
すす
らら
残残
らら
なな
いい
かか
らら
、、
むむ
ろろ
んん
ここ
のの
ここ
とと
はは
確確
実実
にに

証証
明明
すす
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
なな
いい
。。
だだ
かか
らら
、、
わわ
れれ
わわ
れれ
はは
やや
はは
りり
書書
紀紀
とと
古古
事事
記記
をを

もも
っっ
てて
、、
ここ
のの
話話
をを
つつ
づづ
けけ
るる
しし
かか
なな
いい
。。
たた
だだ
そそ
のの
編編
纂纂
方方
針針
にに
おお
いい
てて
、、
そそ



うう
しし
たた
過過
去去
のの
史史
書書
にに
決決
定定
的的
なな
影影
響響
をを
受受
けけ
たた
ここ
とと
をを
認認
識識
しし
つつ
つつ
ああ
らら
たた
めめ

てて
検検
討討
をを
つつ
づづ
けけ
れれ
ばば
よよ
いい
。。

話話
をを
もも
とと
にに
戻戻
そそ
うう
。。

書書
記記
かか
らら
そそ
のの
紀紀
年年
をを
復復
元元
すす
るる
手手
掛掛
かか
りり
はは
、、
なな
おお
はは
っっ
きき
りり
しし
なな
いい
。。
しし

かか
しし
本本
来来
途途
方方
もも
なな
くく
複複
雑雑
なな
筈筈
もも
なな
いい
。。
いい
くく
つつ
かか
のの
根根
拠拠
のの
ああ
りり
そそ
うう
なな
記記

事事
とと
、、
根根
拠拠
のの
なな
いい
記記
事事
とと
をを
つつ
きき
ああ
わわ
せせ
てて
、、
意意
図図
的的
にに
仮仮
託託
ささ
れれ
てて
いい
るる
かか

もも
知知
れれ
なな
いい
文文
脈脈
をを
とと
りり
ああ
ええ
ずず
挙挙
げげ
てて
みみ
るる
。。
そそ
のの
上上
でで
ここ
れれ
らら
のの
文文
脈脈
がが
どど

れれ
だだ
けけ
体体
系系
的的
にに
つつ
かか
わわ
れれ
てて
いい
るる
かか
をを
調調
べべ
てて
みみ
るる
。。
ここ
うう
いい
うう
作作
業業
のの
くく
りり

返返
しし
でで
、、
たた
ぶぶ
んん
そそ
うう
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
とと
いい
うう
書書
記記
のの
編編
者者
のの
意意
図図
しし
たた
スス
タタ
イイ

ルル
がが
いい
くく
つつ
かか
想想
定定
でで
きき
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。

スス
タタ
イイ
ルル
のの
うう
ちち
でで
、、
ここ
のの
後後
のの
記記
述述
のの
たた
めめ
にに
、、
ここ
ここ
でで
とと
りり
ああ
ええ
ずず
いい
くく

つつ
かか
のの
仮仮
定定
をを
提提
起起
しし
てて
おお
きき
たた
いい
。。
以以
下下
のの
記記
述述
はは
ここ
れれ
らら
のの
仮仮
定定
のの
うう
ええ
にに

なな
りり
たた
つつ
がが
、、
そそ
のの
たた
めめ
にに
、、
再再
構構
成成
ささ
れれ
たた
そそ
れれ
はは
つつ
まま
るる
とと
ここ
ろろ
、、
古古
代代
史史

のの
結結
構構
壮壮
大大
なな
虚虚
構構
とと
もも
なな
りり
得得
るる
ここ
とと
をを
ああ
らら
かか
じじ
めめ
注注
意意
しし
てて
おお
きき
たた
いい
。。

<<

立立
太太
子子

り
っ
た
い
し

没没
年年
・・
立立
后后

り
っ
こ
う

元元
年年
・・
斎斎
宮宮

さ
い
ぐ
う

元元
年年
とと
いい
うう
仮仮
定定>>

仮仮
定定
はは
まま
ずず
、、
つつ
ぎぎ
のの
三三
項項
目目
でで
ああ
るる
。。

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

立立
太太
子子
没没
年年

立立
太太
子子
記記
事事
のの
翌翌
年年
をを
当当
王王
没没
年年
とと
すす
るる

立立
后后
元元
年年

立立
后后
記記
事事
のの
前前
年年
をを
当当
王王
元元
年年
とと
すす
るる

斎斎
宮宮
元元
年年

斎斎
宮宮
記記
事事
のの
翌翌
年年
をを
当当
王王
元元
年年
とと
すす
るる

斎斎
宮宮
記記
事事
のの
当当
年年
はは
斎斎
宮宮
践践
祚祚
年年

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

次次
いい
でで
ササ
ブブ
的的
なな
援援
用用
仮仮
定定
でで
ああ
るる
。。



-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

遷遷
宮宮
元元
年年

遷遷
宮宮
記記
事事
のの
当当
年年
をを
当当
王王
元元
年年
とと
すす
るる

陵陵
葬葬
元元
年年

陵陵
葬葬
記記
事事
のの
翌翌
年年
をを
当当
王王
元元
年年
とと
すす
るる

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

簡簡
単単
にに
意意
味味
だだ
けけ
述述
べべ
てて
おお
くく
ここ
とと
にに
しし
たた
いい
。。
そそ
れれ
がが
なな
ぜぜ
そそ
うう
なな
のの
かか
とと

いい
うう
理理
由由
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
ここ
のの
種種
のの
仮仮
定定
のの
成成
りり
たた
ちち
かか
らら
しし
てて
、、
繁繁
雑雑
でで
もも
ああ

りり
省省
略略
しし
たた
いい
。。
仮仮
定定
とと
そそ
のの
検検
証証
はは
当当
然然
そそ
のの
相相
互互
のの
対対
照照
のの
くく
りり
返返
しし
にに
よよ

るる
のの
でで
、、
以以
下下
のの
すす
べべ
てて
のの
記記
述述
がが
いい
わわ
ばば
ここ
のの
理理
由由
のの
拠拠
っっ
てて
立立
つつ
とと
ここ
ろろ
でで

ああ
るる
。。

立立
太太
子子
没没
年年
とと
はは
、、
書書
記記
のの
立立
太太
子子
記記
事事
のの
ああ
らら
わわ
れれ
たた
年年
がが
、、
そそ
のの
記記
事事
をを

通通
じじ
てて
いい
るる
大大
王王
のの
事事
実実
上上
のの
没没
年年
でで
ああ
りり
、、
没没
年年
とと
記記
録録
ささ
れれ
てて
いい
るる
紀紀
年年
はは

そそ
のの
紀紀
年年
のの
延延
長長
線線
上上
にに
ああ
りり
、、
該該
当当
すす
るる
後後
代代
のの
大大
王王
（（
例例
ええ
ばば
四四
代代
後後
のの
大大

王王
））
のの
没没
年年
でで
ああ
るる
。。

ちち
なな
みみ
にに
雄雄
略略
とと
応応
神神
はは
ここ
のの
立立
太太
子子
没没
年年
とと
没没
年年
がが
一一
致致
すす
るる
。。
垂垂
仁仁
はは
一一

年年
違違
いい
でで
おお
おお
まま
かか
にに
一一
致致
すす
るる
。。
先先
にに
述述
べべ
たた
大大
王王
紀紀
年年
のの
基基
本本
的的
なな
構構
造造
がが
、、

たた
とと
ええ
ばば
四四
代代
以以
上上
前前
のの
大大
王王
のの
元元
年年
かか
らら
当当
王王
没没
年年
まま
でで
をを
通通
ずず
るる
なな
らら
、、
そそ

のの
際際
のの
ここ
れれ
をを
記記
録録
すす
るる
手手
法法
もも
ああ
るる
程程
度度
想想
像像
でで
きき
るる
。。
他他
のの
重重
要要
項項
目目
でで
事事

実実
上上
のの
没没
年年
等等
をを
仮仮
託託
すす
るる
のの
でで
ああ
るる
。。
立立
太太
子子
没没
年年
とと
いい
うう
概概
念念
はは
なな
かか
でで
もも

もも
っっ
とと
もも
穏穏
当当
なな
手手
法法
にに
違違
いい
なな
いい
。。

立立
后后
元元
年年
とと
はは
、、
立立
后后
記記
事事
のの
ああ
らら
わわ
れれ
たた
年年
がが
すす
なな
わわ
ちち
当当
王王
のの
二二
年年
でで
ああ

りり
、、
しし
たた
がが
っっ
てて
当当
王王
のの
即即
位位
元元
年年
はは
そそ
のの
前前
年年
でで
ああ
るる
。。
雄雄
略略
かか
らら
神神
武武
にに
いい

たた
るる
二二
二二
王王
のの
かか
なな
りり
のの
大大
王王
はは
二二
年年
立立
后后
とと
しし
てて
いい
るる
。。

斎斎
宮宮
とと
いい
うう
のの
はは
、、
書書
紀紀
のの
基基
本本
的的
なな
観観
念念
のの
なな
かか
でで
、、
大大
王王
のの
践践
祚祚
（（
即即
位位

のの
ここ
とと
でで
ああ
るる
がが
書書
紀紀
のの
扱扱
いい
のの
なな
かか
でで
はは
、、
即即
位位
はは
ここ
れれ
をを
元元
年年
一一
月月
なな
どど
とと

しし
てて
、、
践践
祚祚
とと
区区
別別
しし
てて
いい
るる
））
のの
儀儀
礼礼
のの
ひひ
とと
つつ
でで
ああ
るる
。。
しし
たた
がが
っっ
てて
斎斎
宮宮

のの
記記
事事
のの
ああ
らら
わわ
れれ
たた
年年
がが
当当
王王
践践
祚祚
のの
年年
でで
ああ
りり
、、
翌翌
年年
がが
元元
年年
でで
ああ
るる
。。
斎斎



宮宮
記記
事事
はは
雄雄
略略
以以
前前
にに
おお
いい
てて
、、
次次
のの
四四
条条
がが
ああ
るる
。。

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

崇崇
神神
六六
年年

豊豊
鍬鍬
入入
姫姫
をを
斎斎
宮宮
にに

垂垂
仁仁
二二
五五
年年

倭倭
姫姫
をを
斎斎
宮宮
にに
（（
豊豊
鍬鍬
にに
替替
ええ
））

景景
行行
二二
十十
年年

五五
百百
野野
皇皇
女女
をを
斎斎
宮宮
にに
（（
倭倭
姫姫
替替
らら
ずず
））

雄雄
略略
三三
年年

斎斎
宮宮
のの
栲栲
幡幡
皇皇
女女
自自
刃刃

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

雄雄
略略
三三
年年
のの
記記
事事
はは
特特
殊殊
だだ
がが
、、
栲栲

た
く

幡幡
は
た

をを
伊伊
勢勢
にに
派派
遣遣
しし
たた
大大
王王
まま
たた
王王
子子
がが

罪罪
をを
得得
てて
没没
しし
、、
ここ
れれ
にに
連連
座座
しし
てて
自自
刃刃
しし
たた
よよ
うう
にに
読読
めめ
るる
。。
雄雄
略略
紀紀
がが
木木
梨梨

軽軽
元元
年年
かか
らら
始始
まま
るる
たた
めめ
にに
、、
ここ
れれ
はは
木木
梨梨
のの
廃廃
嫡嫡
にに
とと
もも
なな
うう
事事
件件
でで
ああ
ろろ
うう
。。

景景
行行
二二
十十
年年
のの
記記
事事
はは
景景
行行
がが
そそ
のの
皇皇
女女
をを
斎斎
宮宮
とと
しし
てて
派派
遣遣
しし
たた
記記
事事
でで
ああ

るる
がが
、、
前前
王王
垂垂
仁仁
のの
派派
遣遣
しし
たた

倭倭
や
ま
と

姫姫
ひ
め

をを
罷罷
免免

ひ
め
ん

しし
てて
いい
なな
いい
。。
罷罷
免免
はは
原原
則則
とと
しし

てて
派派
遣遣
のの
主主
のの
没没
まま
たた
罪罪
にに
とと
もも
なな
うう
もも
のの
でで
、、
ここ
ここ
でで
はは
そそ
うう
でで
はは
なな
いい
かか
らら
、、

垂垂
仁仁
のの
没没
にに
よよ
るる
のの
でで
なな
くく
ほほ
かか
のの
事事
情情
がが
ああ
るる
。。

垂垂
仁仁
のの
倭倭
姫姫
はは
異異
論論
のの
なな
いい
践践
祚祚
事事
例例
でで
、、
かか
つつ
伊伊
勢勢
斎斎
宮宮
のの
嚆嚆
矢矢
でで
ああ
っっ
たた
。。

二二
五五
年年
にに
はは
大大
和和
にに
次次
いい
でで
忍忍
坂坂
ささ
らら
にに
適適
地地
をを
辿辿
っっ
てて
二二
六六
年年
にに
伊伊
勢勢
にに
至至
っっ

たた
。。崇崇

神神
のの
豊豊

と
よ

鍬鍬
す
き

はは
斎斎
宮宮
記記
事事
のの
初初
出出
でで
、、
当当
初初
はは
磯磯
城城

し

き

瑞瑞
垣垣
宮宮

み
ず
か
き
の
み
や

のの
宮宮
城城
のの
なな
かか

にに
ああ
っっ
たた
。。
次次
いい
でで
笠笠
縫縫
邑邑

か
さ
ぬ
ひ
の
む
ら

にに
祀祀
っっ
たた
。。

つつ
づづ
いい
てて
ササ
ブブ
的的
なな
仮仮
定定
とと
しし
たた
遷遷
宮宮
元元
年年
はは
、、
書書
紀紀
にに
よよ
れれ
ばば
ほほ
ぼぼ
即即
位位
元元

年年
とと
とと
もも
にに
宮宮
をを
たた
てて
るる
とと
ああ
るる
かか
らら
、、
基基
本本
的的
にに
はは
元元
年年
のの
記記
事事
でで
ああ
るる
。。
践践

祚祚
年年
（（
即即
位位
元元
年年
のの
前前
年年
））
のの
場場
合合
もも
ああ
るる
。。
特特
殊殊
なな
例例
とと
しし
てて
はは
崇崇
神神
三三
年年
のの

磯磯
城城
瑞瑞
垣垣
宮宮
遷遷
宮宮
がが
ああ
るる
。。

同同
じじ
くく
陵陵
葬葬
元元
年年
もも
編編
者者
のの
観観
念念
とと
しし
てて
、、
没没
年年
のの
翌翌
年年
をを
そそ
のの
年年
とと
すす
るる
記記

事事
がが
一一
般般
的的
でで
ああ
るる
。。
陵陵
墓墓
のの
築築
造造
にに
期期
間間
をを
要要
しし
たた
ここ
とと
をを
いい
うう
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。

まま
たた
ここ
のの
場場
合合
、、
陵陵
葬葬
のの
記記
事事
はは
即即
位位
しし
たた
当当
王王
にに
かか
かか
わわ
るる
かか
らら
、、
当当
王王
元元
年年

をを
意意
味味
すす
るる
ここ
とと
とと
なな
るる
がが
、、
実実
際際
はは
没没
年年
がが
すす
なな
わわ
ちち
陵陵
葬葬
のの
年年
でで
ああ
っっ
たた
でで



ああ
ろろ
うう
。。

ここ
れれ
らら
のの
仮仮
定定
にに
加加
ええ
てて
、、
ささ
らら
にに
ひひ
とと
つつ
のの
派派
生生
的的
なな
仮仮
定定
をを
述述
べべ
てて
おお
かか

なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。
先先
にに
述述
べべ
たた
よよ
うう
にに
、、
紀紀
年年
をを
特特
定定
すす
るる
にに
ああ
たた
っっ
てて
はは
、、

書書
紀紀
にに
ああ
っっ
てて
いい
くく
つつ
かか
本本
来来
のの
踰踰
年年
元元
年年
にに
もも
とと
るる
とと
見見
らら
れれ
るる
記記
事事
がが
ああ
るる
。。

一一
見見
隠隠
ささ
れれ
てて
いい
てて
、、
そそ
のの
つつ
どど
混混
乱乱
すす
るる
がが
、、
見見
過過
ごご
すす
わわ
けけ
にに
はは
いい
かか
なな
いい
。。

たた
とと
ええ
ばば
敏敏
達達
元元
年年
四四
月月
即即
位位
のの
記記
事事
なな
どど
はは
そそ
のの
典典
型型
でで
ああ
るる
。。

<<

雄雄
略略
～～
推推
古古
紀紀
年年
表表>>

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

書書
紀紀

古古
事事
記記

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

大大
王王

即即
位位
元元
年年

治治
世世

没没
年年

没没
年年

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

雄雄
略略

丁丁
酉酉

44 55 77
22 33

己己
未未

44 77 99

己己
巳巳

44 88 99

清清
寧寧

庚庚
申申

44 88 00
55

甲甲
子子

44 88 44

顕顕
宗宗

乙乙
丑丑

44 88 55
33

丁丁
卯卯

44 88 77

仁仁
賢賢

戊戊
辰辰

44 88 88
11 11

戊戊
辰辰

44 99 88

武武
烈烈

己己
卯卯

44 99 99
88

己己
卯卯

55 00 66

継継
体体

丁丁
亥亥

55 00 77
22 55

辛辛
亥亥

55 33 11

丁丁
未未

55 22 77

安安
閑閑

甲甲
寅寅

55 33 44
22

乙乙
卯卯

55 33 55

乙乙
卯卯

55 33 55

宣宣
化化

丙丙
辰辰

55 33 66
44

己己
未未

55 33 99

欽欽
明明

庚庚
申申

55 44 00
33 22

辛辛
卯卯

55 77 11

敏敏
達達

壬壬
辰辰

55 77 22
11 44

乙乙
巳巳

55 88 55

甲甲
辰辰

55 88 44

用用
明明

丙丙
午午

55 88 66
22

丁丁
未未

55 88 77

丁丁
未未

55 88 77

祟祟
峻峻

戊戊
申申

55 88 88
55

壬壬
子子

55 99 22

壬壬
子子

55 99 22

推推
古古

癸癸
丑丑

55 99 33
33 66

戊戊
子子

66 22 88

戊戊
子子

66 22 88

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --



まま
ずず
敏敏
達達
のの
没没
年年
がが
書書
紀紀
でで
はは
乙乙
巳巳
（（
五五
八八
五五
））、、
古古
事事
記記
でで
はは
甲甲
辰辰
（（
五五
八八
四四
））

でで
ああ
るる
ここ
とと
にに
注注
意意
しし
たた
いい
。。

書書
紀紀
にに
よよ
れれ
ばば
、、
敏敏
達達
はは
壬壬
辰辰
（（
五五
七七
二二
））
四四
月月
にに
即即
位位
しし
、、
そそ
のの
五五
月月
のの
条条

にに
、、
高高
麗麗
使使

こ
う
ら
い
し

はは
いい
まま
何何
処処
にに
いい
るる
かか
とと
曽曽
我我
馬馬
子子
にに
訊訊
ねね
てて
いい
るる
。。
そそ
のの
記記
事事
にに

注注
しし
てて
、、
ここ
のの
高高
麗麗
使使
はは
前前
年年
越越
のの
国国
にに
漂漂
着着
しし
たた
とと
ああ
るる
がが
、、
欽欽

き
ん

明明
め
い

紀紀
にに
はは
ここ

のの
漂漂
着着
はは
そそ
のの
三三
一一
年年
とと
ああ
りり
そそ
のの
二二
年年
前前
でで
ああ
るる
。。
しし
たた
がが
っっ
てて
、、
敏敏
達達
元元
年年

のの
ここ
のの
記記
事事
はは
、、
前前
年年
のの
欽欽
明明
三三
二二
年年
（（
五五
七七
一一
））、、
すす
なな
わわ
ちち
欽欽
明明
没没
年年
のの
そそ
れれ

とと
みみ
れれ
ばば
文文
脈脈
がが
通通
るる
。。
欽欽
明明
没没
年年
のの
三三
二二
年年
ここ
そそ
敏敏
達達
元元
年年
でで
ああ
っっ
たた
とと
思思
うう
。。

つつ
まま
りり
壬壬
辰辰
（（
五五
七七
二二
））
でで
なな
くく
辛辛
卯卯
（（
五五
七七
一一
））
でで
ああ
るる
。。
敏敏
達達
のの
即即
位位
がが
例例

外外
的的
にに
四四
月月
でで
ああ
るる
とと
述述
べべ
てて
いい
るる
のの
もも
、、
ここ
れれ
をを
示示
唆唆
しし
てて
いい
るる
よよ
うう
にに
見見
ええ

るる
。。ちち

なな
みみ
にに
書書
紀紀
にに
はは
、、
欽欽
明明
がが
そそ
のの
死死
にに
先先
だだ
っっ
てて
敏敏
達達
にに
譲譲
位位
しし
たた
かか
のの
よよ

うう
なな
記記
事事
もも
ああ
るる
。。

しし
かか
しし
書書
紀紀
はは
そそ
のの
基基
本本
的的
見見
解解
かか
らら
践践
祚祚
元元
年年
をを
とと
らら
なな
かか
っっ
たた
。。
敏敏
達達
がが

乙乙
巳巳
（（
五五
八八
五五
））
にに
没没
しし
てて
いい
るる
なな
らら
、、
そそ
のの
治治
世世
はは
一一
五五
年年
だだ
がが
、、
踰踰
年年
元元
年年

をを
遵遵
守守
しし
たた
たた
めめ
、、
そそ
のの
治治
世世
はは
一一
四四
年年
でで
ああ
っっ
たた
。。
すす
るる
とと
古古
事事
記記
がが
ここ
れれ
をを

どど
うう
処処
理理
しし
たた
かか
がが
分分
かか
るる
。。
践践
祚祚
元元
年年
すす
なな
わわ
ちち
辛辛
卯卯
（（
五五
七七
一一
））
をを
敏敏
達達
元元

年年
とと
しし
たた
のの
でで
ああ
るる
。。
たた
だだ
しし
治治
世世
はは
ここ
れれ
をを
書書
紀紀
とと
同同
じじ
くく
一一
四四
年年
とと
しし
たた
。。

ここ
れれ
がが
書書
紀紀
がが
敏敏
達達
没没
をを
乙乙
巳巳
（（
五五
八八
五五
））
とと
しし
、、
古古
事事
記記
がが
甲甲
辰辰
（（
五五
八八
四四
））

とと
しし
たた
理理
由由
でで
ああ
っっ
たた
。。
しし
たた
がが
っっ
てて
結結
果果
にに
一一
年年
のの
異異
同同
がが
ああ
るる
のの
はは
古古
事事
記記

のの
方方
がが
粗粗
雑雑
でで
ああ
っっ
たた
たた
めめ
でで
ああ
るる
。。
しし
かか
しし
即即
位位
のの
背背
景景
をを
記記
録録
すす
るる
姿姿
勢勢
にに

おお
いい
てて
はは
、、
古古
事事
記記
がが
よよ
りり
適適
切切
でで
ああ
ろろ
うう
。。

とと
にに
かか
くく
敏敏
達達
にに
おお
いい
てて
はは
、、
受受
禅禅

じ
ゅ
ぜ
ん

にに
よよ
るる
祚祚
年年
元元
年年
のの
伝伝
承承
がが
確確
とと
しし
てて
ああ

っっ
たた
。。
そそ
れれ
でで
なな
おお
、、
治治
世世
年年
だだ
けけ
はは
両両
書書
にに
共共
通通
にに
しし
てて
重重
いい
伝伝
承承
でで
ああ
っっ
たた

とと
すす
れれ
ばば
、、
係係
年年
にに
冠冠
すす
るる
今今
後後
のの
検検
討討
にに
、、
ひひ
とと
つつ
のの
材材
料料
がが
ああ
たた
ええ
らら
れれ
たた

ここ
とと
にに
なな
るる
。。

ちち
なな
みみ
にに
古古
事事
記記
はは
、、
即即
位位
元元
年年
はは
統統
一一
的的
にに
ここ
れれ
をを
記記
ささ
なな
いい
。。
没没
年年
をを
書書

くく
ばば
かか
りり
でで
ああ
るる
。。
しし
かか
しし
即即
位位
元元
年年
をを
記記
録録
すす
るる
とと
すす
れれ
ばば
、、
ここ
ここ
にに
用用

よ
う

明明
め
い

即即

位位
元元
年年
をを
書書
紀紀
とと
同同
じじ
くく
丙丙
午午
（（
五五
八八
六六
））
とと
書書
いい
たた
とと
思思
うう
。。
敏敏
達達
没没
年年
のの
二二



年年
後後
でで
ああ
るる
。。
事事
実実
とと
異異
なな
るる
二二
年年
後後
のの
即即
位位
とと
いい
うう
、、
ここ
のの
不不
規規
則則
なな
記記
述述
のの

仕仕
方方
はは
、、
践践
祚祚
元元
年年
をを
扱扱
うう
書書
紀紀
・・
古古
事事
記記
のの
編編
纂纂
方方
針針
のの
一一
つつ
でで
ああ
っっ
たた
とと
思思

うう
理理
由由
がが
ああ
るる
。。

古古
事事
記記
はは
検検
証証
しし
よよ
うう
がが
なな
いい
がが
、、
書書
紀紀
にに
はは
ここ
のの
時時
代代
をを
除除
くく
前前
代代
のの
大大
王王

のの
記記
録録
にに
多多
くく
ここ
のの
記記
述述
法法
がが
みみ
らら
れれ
るる
。。

もも
とと
もも
とと
受受
禅禅
をを
はは
じじ
めめ
とと
すす
るる
祚祚
年年
元元
年年
制制
はは
、、
以以
外外
にに
もも
弑弑
逆逆
ああ
るる
いい
はは

女女
王王
のの
退退
位位
なな
どど
いい
くく
つつ
かか
のの
理理
由由
でで
行行
わわ
れれ
たた
。。
ここ
れれ
がが
つつ
ねね
にに
書書
紀紀
とと
古古
事事

記記
のの
対対
照照
でで
解解
かか
れれ
れれ
ばば
問問
題題
はは
なな
いい
がが
、、
古古
事事
記記
のの
没没
年年
干干
支支
はは
記記
載載
例例
がが
ああ

まま
りり
にに
乏乏
しし
いい
。。
書書
紀紀
のの
記記
述述
のの
背背
後後
にに
かか
くく
れれ
てて
いい
るる
ここ
のの
記記
述述
法法
をを
、、
ああ
らら

かか
じじ
めめ
整整
理理
しし
てて
おお
かか
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。

ここ
れれ
をを
仮仮
にに
、、
特特
殊殊
月月
即即
位位
なな
らら
びび
にに
特特
殊殊
年年
即即
位位
とと
いい
うう
ここ
とと
にに
すす
るる
。。
書書

紀紀
全全
編編
をを
通通
じじ
てて
、、
ここ
のの
特特
殊殊
月月
即即
位位
・・
特特
殊殊
年年
即即
位位
とと
みみ
らら
れれ
るる
記記
述述
はは
一一
二二

条条
ああ
るる
。。

<<

特特
殊殊
月月
即即
位位
とと
特特
殊殊
年年
即即
位位
にに
つつ
いい
てて>>

まま
ずず
一一
覧覧
しし
よよ
うう
。。

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

綏綏
靖靖
元元
年年

一一
月月
即即
位位

特特
殊殊
年年
即即
位位
（（
三三
年年
））

愨愨
徳徳
元元
年年

二二
月月
特特
殊殊
月月
即即
位位

考考
昭昭
元元
年年

一一
月月
即即
位位

特特
殊殊
年年
即即
位位
（（
二二
年年
））

景景
行行
元元
年年

七七
月月
特特
殊殊
月月
即即
位位

仲仲
哀哀
元元
年年

一一
月月
即即
位位

特特
殊殊
年年
即即
位位
（（
二二
年年
））

仁仁
徳徳
元元
年年

一一
月月
即即
位位

特特
殊殊
年年
即即
位位
（（
三三
年年
））

履履
中中
元元
年年

二二
月月
特特
殊殊
月月
即即
位位

允允
恭恭
元元
年年

十十
二二
月月
特特
殊殊
月月
即即
位位

特特
殊殊
年年
即即
位位
（（
二二
年年
））

安安
閑閑
元元
年年

一一
月月
即即
位位

特特
殊殊
年年
即即
位位
（（
三三
年年
））



敏敏
達達
元元
年年

四四
月月
特特
殊殊
月月
即即
位位

考考
徳徳
元元
年年

六六
月月
特特
殊殊
月月
即即
位位

天天
武武
二二
年年

二二
月月
特特
殊殊
月月
即即
位位

特特
殊殊
年年
即即
位位
（（
二二
年年
））

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

簡簡
単単
なな
説説
明明
をを
加加
ええ
るる
。。

天天
武武

て
ん
む

はは
前前
年年
にに
践践
祚祚
しし
翌翌
年年
をを
踰踰
年年
元元
年年
とと
しし
てて
いい
るる
。。
通通
常常
とと
おお
なな
じじ
でで
ああ

るる
。。
ここ
ここ
にに
即即
位位
とと
いい
うう
のの
はは
事事
実実
条条
即即
位位
式式
でで
ああ
るる
かか
らら
、、
天天
武武
をを
もも
っっ
てて
はは

じじ
めめ
てて
即即
位位
とと
即即
位位
儀儀
礼礼
をを
分分
けけ
たた
のの
でで
ああ
るる
。。
しし
たた
がが
っっ
てて
ここ
れれ
はは
特特
殊殊
なな
表表

記記
でで
はは
ああ
るる
がが
、、
異異
常常
なな
記記
事事
でで
はは
なな
いい
。。
まま
たた
考考

こ
う

徳徳
と
く

はは
己己
巳巳
のの
変変
（（
太太
化化
のの
改改

新新
））
のの
起起
きき
たた
、、
そそ
のの
六六
月月
にに
皇皇
極極
のの
譲譲
位位
をを
うう
けけ
てて
即即
位位
しし
たた
のの
でで
ああ
るる
かか
らら
、、

明明
確確
なな
受受
禅禅
にに
よよ
るる
祚祚
年年
改改
元元
でで
ああ
るる
。。
書書
紀紀
もも
ここ
れれ
まま
でで
踰踰
年年
元元
年年
制制
をを
当当
てて

はは
めめ
たた
りり
しし
なな
いい
。。

敏敏
達達
はは
先先
述述
しし
たた
。。
安安
閑閑

あ
ん
か
ん

もも
そそ
のの
経経
緯緯
かか
らら
しし
てて
継継
体体
のの
譲譲
位位
でで
ああ
りり
、、
そそ
のの

趣趣
旨旨
のの
記記
事事
もも
ああ
るる
。。
特特
殊殊
年年
即即
位位
とと
しし
てて
操操
作作
がが
しし
てて
ああ
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。
係係
年年

のの
修修
正正
がが
必必
要要
でで
ああ
るる
。。

允允
い
ん

恭恭
ぎ
ょ
う

はは
病病
のの
たた
めめ
即即
位位
がが
遅遅
れれ
たた
とと
いい
いい
異異
常常
はは
なな
いい
。。
履履
中中
はは
敏敏
達達
とと
同同

じじ
くく
、、
そそ
のの
元元
年年
のの
記記
事事
がが
即即
位位
前前
期期
のの
そそ
れれ
とと
重重
複複
がが
見見
らら
れれ
るる
かか
らら
、、
理理
由由

はは
分分
かか
らら
なな
いい
がが
祚祚
年年
改改
元元
なな
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。
ここ
れれ
もも
修修
正正
をを
要要
すす
るる
。。

仁仁
徳徳
はは
菟菟
道道
王王
子子
とと
位位
をを
譲譲
りり
ああ
いい
、、
即即
位位
前前
のの
空空
位位
にに
はは
然然
るる
べべ
きき
理理
由由
がが

ああ
っっ
たた
。。

仲仲
哀哀
・・
考考
昭昭
・・
綏綏

す
い

靖靖
ぜ
い

にに
はは
然然
るる
べべ
きき
説説
明明
がが
なな
いい
がが
、、
景景
行行
はは
そそ
のの
即即
位位
にに
ああ

たた
っっ
てて
「「
年年
号号
をを
変変
ええ
るる
」」
とと
明明
記記
ささ
れれ
てて
いい
るる
かか
らら
、、
先先
述述
のの
よよ
うう
にに
ここ
れれ
はは

譲譲
位位
なな
どど
祚祚
年年
改改
元元
にに
ああ
たた
るる
とと
思思
うう
。。
纂纂
奪奪

さ
ん
だ
つ

かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。

ささ
てて
、、
ここ
ここ
でで
はは
特特
殊殊
月月
即即
位位
のの
ああ
っっ
たた
大大
王王
のの
次次
王王
まま
たた
次次
々々
王王
にに
ああ
っっ
てて
、、

かか
なな
らら
ずず
特特
殊殊
年年
即即
位位
がが
起起
ここ
っっ
てて
いい
るる
ここ
とと
にに
留留
意意
しし
たた
いい
。。
敏敏
達達
のの
例例
とと
おお

なな
じじ
くく
、、
治治
世世
のの
年年
数数
にに
確確
とと
しし
たた
伝伝
承承
がが
ああ
っっ
てて
なな
おお
ここ
れれ
をを
没没
年年
称称
元元
とと
すす

れれ
ばば
、、
当当
王王
のの
没没
年年
はは
一一
年年
遡遡
るる
ここ
とと
にに
なな
りり
、、
次次
王王
等等
のの
即即
位位
はは
前前
王王
没没
年年
のの



翌翌
々々
年年
つつ
まま
りり
ここ
ここ
にに
一一
年年
のの
差差
違違
をを
生生
ずず
るる
ここ
とと
にに
なな
るる
。。

敏敏
達達
のの
没没
年年
をを
、、
書書
紀紀
がが
乙乙
巳巳
（（
五五
八八
五五
年年
））、、
古古
事事
記記
がが
甲甲
辰辰
（（
五五
八八
四四
年年
））

とと
しし
てて
いい
るる
のの
はは
、、
先先
述述
のの
よよ
うう
にに
ここ
のの
理理
由由
にに
よよ
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。

ちち
なな
みみ
にに
推推
古古
のの
治治
世世
をを
書書
紀紀
がが
三三
六六
年年
とと
しし
、、
他他
のの
上上

宮宮

じ
ょ
う
ぐ
う

聖聖

徳徳

し
ょ
う
と
く

関関
係係
記記
事事

（（
法法
王王

ほ
う
お
う

帝帝
説説

て
い
せ
つ

なな
どど
））
がが
三三
七七
年年
とと
しし
てて
、、
とと
もも
にに
没没
年年
はは
戊戊
子子
（（
六六
二二
八八
年年
））
とと

しし
てて
いい
るる
のの
もも
ここ
のの
たた
めめ
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。
つつ
まま
りり
はは
前前
王王
崇崇す

峻峻
し
ゅ
ん

がが
弑弑
逆逆
にに
よよ

っっ
たた
たた
めめ
にに
、、
例例
外外
的的
にに
祚祚
年年
改改
元元
をを
宣宣
しし
たた
とと
いい
うう
可可
能能
性性
がが
ああ
るる
。。

書書
紀紀
はは
結結
局局
譲譲
位位
はは
ここ
れれ
をを
除除
いい
てて
、、
とと
もも
かか
くく
もも
全全
編編
をを
通通
じじ
てて
踰踰
年年
元元
年年

のの
制制
をを
遵遵
守守
しし
てて
いい
るる
よよ
うう
にに
見見
ええ
るる
。。（（
古古
事事
記記
はは
ここ
のの
点点
微微
妙妙
なな
揺揺
れれ
がが
ああ

るる
））
しし
たた
がが
っっ
てて
書書
紀紀
にに
おお
いい
てて
はは
、、
ここ
ここ
にに
見見
らら
れれ
るる
いい
くく
つつ
かか
のの
譲譲
位位
等等
のの

修修
正正
をを
勘勘
案案
すす
るる
とと
すす
れれ
ばば
、、
特特
殊殊
月月
即即
位位
はは
ここ
れれ
をを
祚祚
年年
改改
元元
おお
よよ
びび
元元
年年
とと

しし
、、
特特
殊殊
年年
即即
位位
のの
紀紀
年年
もも
まま
たた
そそ
のの
一一
年年
をを
遡遡
っっ
てて
復復
元元
しし
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな

いい
とと
思思
うう
。。

以以
上上
がが
書書
紀紀
をを
しし
てて
、、
紀紀
年年
のの
復復
元元
をを
すす
るる
基基
本本
的的
仮仮
定定
のの
概概
要要
でで
ああ
るる
。。
そそ

うう
複複
雑雑
でで
もも
なな
いい
。。

ささ
てて
歴歴
史史
はは
一一
国国
のの
歴歴
史史
でで
はは
なな
いい
。。
他他
のの
国国
家家
とと
のの
かか
かか
わわ
りり
がが
ああ
っっ
てて
成成

立立
すす
るる
。。
記記
録録
のの
存存
在在
しし
なな
いい
歴歴
史史
がが
ああ
りり
ええ
なな
いい
よよ
うう
にに
、、
歴歴
史史
はは
記記
録録
とと
いい

うう
意意
識識
とと
概概
念念
のの
もも
とと
にに
誕誕
生生
すす
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。
本本
題題
をを
ささ
らら
にに
進進
めめ
るる
前前
にに
、、

列列
島島
にに
間間
断断
なな
くく
影影
響響
をを
与与
ええ
つつ
づづ
けけ
たた
大大
陸陸
とと
半半
島島
のの
情情
勢勢
をを
みみ
てて
おお
かか
なな
けけ

れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。



第第
二二
節節

大大
陸陸
とと
半半
島島

<<

鳥鳥
瞰瞰
すす
るる
視視
点点>>

岡岡
田田
英英
弘弘
氏氏
のの
「「
倭倭
国国
」」
とと
いい
うう
本本
がが
ああ
るる
。。
ここ
れれ
以以
上上
はは
なな
いい
簡簡
潔潔
なな
題題
名名

をを
もも
つつ
ここ
のの
本本
はは
、、
つつ
ねね
にに
書書
店店
のの
棚棚
にに
ああ
るる
静静
かか
なな
ベベ
スス
トト
セセ
ララ
ーー
のの
ひひ
とと
つつ

なな
のの
だだ
がが
、、
古古
代代
史史
とと
いい
うう
分分
野野
でで
はは
まま
ずず
手手
にに
とと
っっ
てて
みみ
るる
べべ
きき
一一
冊冊
でで
ああ
るる

とと
思思
うう
。。
分分
かか
りり
にに
くく
くく
とと
もも
すす
れれ
ばば
恣恣
意意
的的
にに
なな
りり
がが
ちち
なな
古古
代代
史史
論論
のの
なな
かか

でで
、、
簡簡
にに
しし
てて
要要
をを
得得
たた
通通
史史
でで
ああ
るる
。。

印印
象象
的的
なな
のの
はは
、、
歴歴
史史
をを
しし
てて
小小
気気
味味
よよ
くく
鳥鳥
瞰瞰
すす
るる
視視
野野
なな
のの
だだ
とと
思思
うう
がが
、、

そそ
のの
視視
野野
のの
もも
とと
とと
なな
るる
レレ
ンン
ズズ
がが
いい
いい
。。
氏氏
はは
そそ
のの
題題
にに
かか
かか
わわ
らら
ずず
、、
日日
本本

のの
古古
代代
史史
にに
先先
だだ
っっ
てて
まま
ずず
中中
国国
のの
歴歴
史史
かか
らら
はは
じじ
めめ
、、
そそ
のの
影影
響響
のの
多多
寡寡
をを
半半

島島
でで
計計
りり
つつ
いい
でで
日日
本本
列列
島島
へへ
のの
波波
及及
をを
計計
測測
すす
るる
。。

そそ
のの
計計
るる
距距
離離
計計
はは
たた
とと
ええ
ばば
人人
口口
とと
いい
うう
秤秤
でで
ああ
るる
がが
、、
ここ
うう
しし
たた
定定
規規
をを

ああ
てて
てて
みみ
るる
とと
、、
歴歴
史史
そそ
のの
もも
のの
輪輪
郭郭
がが
よよ
くく
みみ
ええ
てて
くく
るる
らら
しし
いい
。。

中中
国国
のの
人人
口口
はは
夏夏か

・・
殷殷

い
ん

・・

周周
し
ゅ
う

のの
時時
代代
はは
とと
もも
かか
くく
、、
戦戦
国国

せ
ん
ご
く

・・
春春

秋秋

し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

まま
でで
はは

せせ
いい
ぜぜ
いい
数数
百百
万万
にに
とと
どど
まま
っっ
てて
いい
たた
。。
秦秦

し
ん

（（
前前
二二
二二
一一
年年
））
次次
いい
でで
前前
漢漢

ぜ
ん
か
ん

（（
前前

二二
〇〇
二二
年年
））
がが
勃勃
興興
すす
るる
にに
おお
よよ
んん
でで
急急
激激
なな
膨膨
張張
がが
はは
じじ
まま
りり
、、
わわ
ずず
かか
半半
世世

紀紀
後後
のの
漢漢
のの
武武
帝帝
のの
時時
代代
にに
至至
っっ
てて
、、
人人
口口
はは
一一
挙挙
にに
五五
千千
万万
をを
超超
ええ
たた
。。
前前
漢漢

のの
末末
かか
らら
後後
漢漢

ご
か
ん

のの
はは
じじ
めめ
にに
一一
時時
期期
一一
千千
万万
台台
まま
でで
減減
じじ
るる
ここ
とと
がが
ああ
っっ
たた
がが
、、

ささ
らら
にに
そそ
のの
後後
にに
再再
びび
五五
千千
万万
台台
にに
回回
復復
しし
てて
後後
漢漢
のの
末末
まま
でで
かか
わわ
らら
なな
かか
っっ
たた

とと
いい
うう
。。

延延
べべ
四四
〇〇
〇〇
年年
間間
でで
ああ
るる
。。「「
漢漢
のの
平平
和和
」」
でで
ああ
っっ
たた
。。

後後
漢漢
末末
のの
一一
八八
四四
年年
、、
黄黄
巾巾

こ
う
き
ん

のの
乱乱
がが
興興
りり
、、
四四
〇〇
年年
後後
にに
三三
国国

さ
ん
ご
く

時時
代代

じ
だ
い

にに
入入
るる
。。

人人
口口
もも
激激
減減
しし
、、
三三
国国

さ
ん
ご
く

鼎鼎
立立

て
い
り
つ

のの
時時
代代
のの
そそ
れれ
はは
五五
百百
万万
でで
ああ
っっ
たた
とと
いい
うう
。。
二二
六六

五五
年年
晋晋
がが
統統
一一
しし
たた
とと
きき
一一
時時
一一
千千
万万
台台
にに
もも
どど
しし
たた
がが
、、
三三
〇〇
〇〇
年年
にに
はは
八八
王王

のの
乱乱
がが
おお
ここ
りり
、、つつ
いい
でで
五五ご

胡胡こ

十十

六六

じ
ゅ
う
ろ
く

国国
こ
く

時時
代代

じ
だ
い

ささ
らら
にに
南南
北北
朝朝

な
ん
ぼ
く
ち
ょ
う

時時
代代

じ
だ
い

にに
突突
入入
すす
るる

にに
及及
んん
でで
、、
ここ
れれ
をを
通通
ずず
るる
延延
べべ
三三
〇〇
〇〇
年年
のの
間間
、、
人人
口口
はは
数数
百百
万万
台台
でで
推推
移移
しし



てて
回回
復復
すす
るる
ここ
とと
がが
なな
かか
っっ
たた
。。

五五
八八
九九
年年
にに
隋隋

ず
い

がが
統統
一一
をを
果果
たた
しし
、、
六六
一一
八八
年年
にに
はは
隋隋
をを
襲襲

お
そ

っっ
たた
唐唐

と
う

のの
建建
国国
がが

成成
るる
とと
、、
中中
国国
のの
人人
口口
はは
再再
びび
五五
千千
万万
台台
をを
擁擁
すす
るる
にに
至至
っっ
たた
。。
後後
漢漢
末末
以以
来来
四四

世世
紀紀
ぶぶ
りり
のの
ここ
とと
でで
ああ
っっ
たた
。。

唐唐
はは
そそ
のの
後後
九九
〇〇
七七
年年
まま
でで
王王
朝朝
をを
続続
けけ
のの
べべ
三三
〇〇
〇〇
年年
余余
のの
勢勢
威威
をを
誇誇
っっ
たた
。。

「「
唐唐
のの
平平
和和
」」
でで
ああ
るる
。。

そそ
のの
中中
国国
文文
明明
のの
発発
祥祥
はは
黄黄
河河

こ
う
が

中中
流流
域域
のの
いい
わわ
ゆゆ
るる
中中

原原

ち
ゅ
う
げ
ん

のの
地地
でで
ああ
っっ
たた
。。

特特
筆筆
すす
べべ
きき
はは
そそ
のの
後後
一一
九九
世世
紀紀
にに
至至
るる
おお
よよ
そそ
四四
〇〇
〇〇
〇〇
年年
のの
間間
、、
ひひ
たた
すす

らら
アア
ジジ
アア
のの
文文
明明
のの
中中
心心
地地
とと
しし
てて
存存
在在
しし
つつ
づづ
けけ
たた
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。
アア
ララ
ブブ
世世

界界
やや
ヨヨ
ーー
ロロ
ッッ
パパ
とと
比比
べべ
てて
特特
異異
なな
そそ
れれ
とと
いい
っっ
てて
いい
いい
。。

そそ
しし
てて
そそ
のの
たた
めめ
にに
中中
国国
はは
悠悠
久久
のの
歴歴
史史
をを
通通
じじ
てて
、、
そそ
のの
外外
延延

が
い
え
ん

のの
国国
家家
まま
たた

都都
邑邑

と
ゆ
う

にに
対対
しし
強強
くく
永永
続続
的的
なな
影影
響響
力力
をを
行行
使使
しし
つつ
づづ
けけ
たた
。。
中中
国国
自自
体体
のの
国国
家家
的的

なな
変変
動動
とと
ここ
れれ
にに
とと
もも
なな
うう
人人
口口
のの
増増
減減
はは
、、
直直
ちち
にに
外外
延延
のの
支支
配配
・・
被被
支支
配配
のの

度度
合合
をを
決決
めめ
、、
まま
たた
はは
国国
家家
興興
亡亡
のの
引引
きき
がが
ねね
とと
なな
っっ
たた
。。
そそ
のの
東東
北北
部部
にに
位位
置置

しし
たた
東東
北北
（（
東東
北北
三三
省省
））
とと
半半
島島
にに
おお
いい
てて
はは
、、
つつ
まま
りり
はは
ここ
のの
ここ
とと
がが
とと
くく
にに

顕顕
著著
でで
ああ
っっ
たた
。。

東東
北北
とと
半半
島島
にに
焦焦
点点
をを
ああ
てて
なな
がが
らら
ここ
のの
悠悠
久久
のの
経経
緯緯
をを
みみ
てて
みみ
よよ
うう
。。

王王
朝朝
のの
始始
まま
りり
はは
夏夏か

とと
いい
うう
がが
、、そそ
のの
存存
在在
はは
確確
認認
ささ
れれ
てて
いい
なな
いい
。。たた
だだ
殷殷

い
ん

のの

遺遺
跡跡
のの
下下
層層
にに
竜竜

山山

り
ゅ
う
ざ
ん

文文
化化
、、
ささ
らら
にに
下下
層層
にに

仰仰

韶韶

ぎ
ょ
う
し
ょ
う

文文
化化
がが
認認
めめ
らら
れれ
るる
かか
らら
、、

そそ
れれ
らら
がが
そそ
のの
痕痕
跡跡
でで
ああ
るる
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。

司司
馬馬
遷遷

し

ば

せ

ん

はは
史史
記記
のの
記記
述述
をを
五五
帝帝
かか
らら
始始
めめ
てて
夏夏
・・
殷殷
・・
周周
へへ
とと
続続
けけ
てて
いい
るる
。。

三三
皇皇
五五
帝帝
とと
いい
うう
がが
三三
皇皇
をを
無無
視視
しし
てて
いい
るる
かか
らら
、、
史史
家家
司司
馬馬
遷遷
はは
五五ご

帝帝
て
い

かか
らら
がが

歴歴
史史
だだ
とと
みみ
なな
しし
たた
よよ
うう
でで
ああ
るる
。。
すす
るる
とと
夏夏
はは
竜竜
山山
にに
五五
帝帝
はは
仰仰
韶韶
にに
比比
定定
ささ

れれ
るる
とと
いい
うう
説説
がが
ああ
るる
がが
、、
どど
うう
でで
ああ
ろろ
うう
かか
。。

甲甲
骨骨
文文
をを
もも
つつ
殷殷
かか
らら
真真
のの
歴歴
史史
時時
代代
がが
始始
まま
るる
とと
しし
よよ
うう
。。

殷殷
はは

商商
し
ょ
う

とと
もも
いい
うう
。。
元元
々々
はは
商商
がが
正正
しし
くく
、、
そそ
のの
始始
祖祖
のの
契契

せ
つ

がが
夏夏
にに
よよ
っっ
てて

河河
南南

か
な
ん

のの
商商
とと
いい
うう
地地
にに
封封
じじ
らら
れれ
てて
いい
たた
ここ
とと
にに
よよ
るる
。。
甲甲
骨骨
文文
もも
おお
しし
なな
べべ
てて

商商
とと
ああ
るる
。。
自自
らら
そそ
うう
名名
乗乗
っっ
たた
。。

殷殷
のの
湯湯

と
う

王王
お
う

がが
夏夏
のの
傑傑

け
つ

王王
お
う

をを
伐伐
っっ
てて
王王
朝朝
をを
始始
めめ
たた
のの
はは
、、
おお
よよ
そそ
前前
一一
八八
世世
紀紀



とと
みみ
らら
れれ
るる
がが
、、
いい
くく
どど
かか
遷遷
都都
をを
くく
りり
返返
しし
たた
後後
、、
前前
一一
四四
世世
紀紀
にに
第第
一一
九九
代代

般般
庚庚
王王
がが
安安
陽陽

あ
ん
よ
う

（（
殷殷
墟墟

い
ん
き
ょ

））
にに
遷遷
都都
しし
てて
、、
以以
降降
都都
はは
滅滅
亡亡
（（
前前
一一
〇〇
二二
七七
））
まま
でで

ここ
のの
地地
をを
動動
かか
なな
かか
っっ
たた
。。
ここ
のの
安安
陽陽
がが
もも
とと
殷殷
とと
いい
うう
地地
でで
ああ
っっ
たた
たた
めめ
にに
傍傍

かか
らら
はは
殷殷
とと
呼呼
ばば
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
っっ
たた
。。
史史
記記
もも
殷殷
とと
すす
るる
。。

ここ
のの
安安
陽陽
のの
時時
代代
がが
事事
実実
上上
殷殷
のの
興興
隆隆
期期
でで
ああ
っっ
たた
。。
出出
土土
すす
るる
甲甲
骨骨

こ
う
こ
つ

文文
ぶ
ん

もも
般般

庚庚
王王
以以
降降
のの
記記
録録
をを
残残
しし
、、
史史
記記
のの
記記
載載
とと
もも
整整
合合
すす
るる
ここ
とと
がが
分分
かか
っっ
てて
いい
るる
。。

すす
でで
にに
文文
字字
をを
もも
っっ
てて
いい
たた
ここ
のの
高高
文文
化化
がが
、、
外外
延延
のの
どど
のの
地地
域域
まま
でで
影影
響響
をを

及及
ぼぼ
しし
てて
いい
たた
のの
かか
はは
明明
らら
かか
でで
はは
なな
いい
。。
実実
際際
的的
なな
勢勢
力力
版版
図図
はは
そそ
のの
興興
隆隆
期期

にに
おお
いい
てて
もも
、、
せせ
いい
ぜぜ
いい
黄黄
河河
中中
流流
域域
一一
帯帯
にに
過過
ぎぎ
なな
かか
っっ
たた
がが
、、
文文
化化
のの
及及
んん

だだ
範範
囲囲
はは
広広
くく
、、
南南
はは
後後
世世
のの
楚楚そ

・・
南南
蛮蛮

な
ん
ば
ん

、、
北北
もも
後後
世世
のの
燕燕

え
ん

のの
版版
図図
にに
迫迫
るる
勢勢
いい

でで
ああ
っっ
たた
らら
しし
いい
。。

しし
かか
しし
そそ
ここ
まま
でで
でで
ああ
るる
。。
文文
明明
のの
波波
及及
すす
るる
かか
たた
ちち
はは
一一
律律
でで
なな
いい
かか
らら
一一

概概
にに
はは
いい
ええ
なな
いい
がが
、、
殷殷
のの
文文
化化
がが
東東
北北
・・
半半
島島
にに
まま
でで
到到
達達
しし
たた
とと
はは
とと
てて
もも

思思
ええ
なな
いい
。。
おお
そそ
らら
くく
殷殷
滅滅
亡亡
後後
西西
周周
がが
北北
方方
にに
封封
じじ
たた
燕燕
のの
立立
国国
とと
、、
そそ
のの
首首

都都
・・
薊薊

け
い

（（
北北
京京

ぺ
き
ん

））
のの
誕誕
生生
とと
にに
深深
くく
かか
かか
わわ
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。

すす
なな
わわ
ちち
殷殷
はは
安安
陽陽
遷遷
都都
（（
前前
一一
四四
世世
紀紀
））
のの
後後
、、
いい
くく
ぶぶ
んん
版版
図図
をを
後後
退退
しし

なな
がが
らら
悠悠
久久
のの
三三
世世
紀紀
をを
経経
世世
しし
、、
前前
一一
一一
世世
紀紀
新新
興興
のの

周周
し
ゅ
う

にに
攻攻
めめ
らら
れれ
滅滅
亡亡

（（
前前
一一
〇〇
二二
七七
年年
））
すす
るる
。。

殷殷
にに
代代
わわ
っっ
たた
西西
周周
（（
前前
一一
〇〇
二二
七七
～～
前前
七七
七七
〇〇
））
はは
、、
建建
国国
にに
とと
もも
なな
いい
封封

建建
制制
をを
敷敷
いい
てて
各各
地地
にに
諸諸
侯侯
をを
封封
じじ
たた
がが
、、
北北
方方
にに
はは
同同
姓姓
（（
姫姫き

））
のの
召召

公公

し
ょ
う
こ
う

をを

封封
じじ
たた
。。

ここ
れれ
がが
燕燕
でで
ああ
るる
。。
そそ
のの
首首
長長
はは
「「
侯侯
」」
でで
ああ
っっ
たた
がが
「「
公公
」」
ささ
らら
にに
「「
王王
」」

をを
称称
しし
たた
。。

召召
はは
周周
とと
同同
じじ
くく
姫姫
姓姓
なな
がが
らら
周周
とと
はは
別別
のの
国国
でで
もも
とと
もも
とと
周周
のの
南南
方方
にに
ああ
っっ

てて
自自
立立
しし
てて
いい
たた
がが
、、
周周
がが
殷殷
をを
攻攻
めめ
るる
にに
ああ
たた
っっ
てて
ここ
れれ
をを
取取
りり
込込
みみ
同同
盟盟
国国

とと
しし
たた
とと
いい
うう
。。
殷殷
のの
制制
圧圧
はは
周周
召召
同同
盟盟
のの
成成
果果
とと
いい
うう
評評
価価
がが
ああ
るる
。。
薩薩
長長
同同

盟盟
のの
よよ
うう
なな
もも
のの
でで
ああ
るる
。。
ちち
なな
みみ
にに
ここ
のの
殷殷
周周
革革
命命
はは
「「
周周
はは
旧旧
邦邦
とと
雖雖
もも
其其

のの
命命
はは
維維こ

れれ
新新

あ
ら

たた
なな
りり
」」
とと
修修
辞辞
ささ
れれ
たた
がが
、、
革革
命命
のの
語語
をを
嫌嫌
っっ
たた
明明
治治
政政
府府
はは

ここ
れれ
にに
倣倣
っっ
てて
「「
維維
新新
」」
とと
しし
たた
のの
でで
ああ
るる
。。



燕燕
はは
西西
周周
のの
時時
代代
をを
通通
じじ
ささ
らら
にに
東東
周周
のの
春春
秋秋
（（
前前
七七
七七
〇〇
～～
前前
四四
〇〇
三三
））
戦戦

国国
（（
前前
四四
〇〇
三三
～～
前前
二二
二二
一一
））
をを
経経
てて
、、
秦秦
のの
成成
立立
（（
前前
二二
二二
一一
））
にに
とと
もも
なな
っっ

てて
滅滅
亡亡
すす
るる
まま
でで
、、
おお
よよ
そそ
八八
〇〇
〇〇
年年
とと
いい
うう
長長
大大
なな
期期
間間
をを
そそ
のの
北北
方方
にに
播播
拠拠

ば
ん
き
ょ

しし
続続
けけ
たた
。。

史史
記記
のの
文文
脈脈
かか
らら
すす
るる
とと
燕燕
がが
侯侯
都都
とと
しし
たた
のの
はは
、、
薊薊

け
い

（（
北北
京京
））
でで
はは
なな
かか
っっ

たた
よよ
うう
でで
ああ
るる
。。
薊薊
にに
遷遷
都都
しし
たた
時時
期期
はは
よよ
くく
分分
かか
らら
なな
いい
がが
、、
燕燕
がが
直直
ちち
にに
自自

主主
性性
をを
発発
揮揮
すす
るる
ここ
とと
がが
ああ
れれ
ばば
、、
建建
国国
かか
らら
まま
もも
なな
くく
でで
ああ
っっ
たた
かか
もも
知知
れれ
なな

いい
。。
西西
周周
のの
膨膨
張張
・・
興興
隆隆
とと
ここ
れれ
にに
とと
もも
なな
うう
黄黄
金金
時時
代代
とと
機機
をを
一一
にに
すす
るる
のの
でで

ああ
れれ
ばば
、、
少少
なな
くく
とと
もも
前前
一一
〇〇
世世
紀紀
にに
はは
遷遷
都都
しし
てて
いい
たた
筈筈
でで
ああ
るる
。。
ここ
のの
ほほ
うう

がが
蓋蓋
然然
性性

が
い
ぜ
ん
せ
い

がが
高高
いい
。。

たた
だだ
ここ
のの
点点
にに
つつ
いい
てて
、、
岡岡
田田
英英
弘弘
氏氏
はは
、、
燕燕
がが
封封
ぜぜ
らら
れれ
るる
以以
前前
にに
薊薊
はは
すす

でで
にに
殷殷
人人
のの
都都
市市
でで
ああ
りり
、、
東東
北北
かか
らら
半半
島島
にに
至至
るる
交交
易易
をを
一一
手手
にに
すす
るる
貿貿
易易
セセ

ンン
タタ
ーー
でで
ああ
っっ
たた
とと
いい
っっ
てて
いい
るる
。。

薊薊
（（
北北
京京
））
かか
らら
東東
北北
方方
へへ
のの
交交
通通
路路
はは
、、
欒欒

ら
ん

河河が

のの
渓渓
谷谷
かか
らら
平平
泉泉

へ
い
せ
ん

県県
にに
入入
りり

山山
をを
越越
ええ
てて
凌凌

源源

り
ょ
う
げ
ん

県県
にに
至至
るる
。。
そそ
ここ
かか
らら
大大

凌凌
り
ょ
う

河河が

をを
下下
っっ
てて

朝朝
ち
ょ
う

陽陽
よ
う

県県
をを
経経
てて

遼遼
り
ょ
う

河河が

デデ
ルル
タタ
にに
出出
るる
。。
ここ
ここ
まま
でで
をを

遼遼
り
ょ
う

西西
せ
い

とと
いい
いい
、、
ここ
ここ
かか
らら
北北
にに
迂迂
回回
しし
てて

瀋瀋
し
ん

陽陽
よ
う

ああ
たた
りり
でで
遼遼
河河
をを
渡渡
りり
、、そそ
ここ
かか
らら
南南
下下
すす
るる
とと

遼遼
り
ょ
う

東東
と
う

のの
都都

遼遼
り
ょ
う

陽陽
よ
う

でで
ああ
るる
。。

話話
はは
すす
ここ
しし
迂迂
回回
すす
るる
がが
、、
そそ
のの
欒欒
河河
かか
らら
平平
泉泉
県県
ああ
たた
りり
にに
孤孤こ

竹竹
ち
く

国国
こ
く

とと
いい
うう

国国
がが
ああ
っっ
たた
らら
しし
いい
。。
孤孤
竹竹
国国
とと
いい
うう
のの
はは
、、
周周
がが
殷殷
をを
攻攻
めめ
るる
時時
ここ
れれ
をを
反反
逆逆

とと
しし
てて
武武ぶ

王王
お
う

をを
諫諫
めめ
たた
とと
いい
うう
伯伯

は
く

夷夷い

・・
叔叔

し
ゅ
く

斉斉
せ
い

のの
出出
身身
地地
でで
ああ
るる
。。
姜姜

族族

き
ょ
う
ぞ
く

のの
国国
とと

いい
うう
。。

まま
たた
そそ
のの
先先
大大
凌凌
河河
流流
域域
一一
帯帯
はは
咯咯
左左

か
く
さ

県県
（（
咯咯
喇喇
沁沁

か

ら

ち

ん

左左
翼翼
蒙蒙
古古
族族
自自
治治
県県
））
とと

いい
うう
がが
、、
ここ
ここ
かか
らら
殷殷
後後
期期
・・
西西
周周
前前
期期
とと
みみ
らら
れれ
るる
青青
銅銅
器器
がが
出出
土土
すす
るる
。。
そそ

のの
銘銘
文文
にに
「「
箕箕
候候

き
こ
う

」」
がが
見見
ええ
まま
たた
「「
孤孤
竹竹
」」
とと
読読
めめ
るる
もも
のの
がが
ああ
っっ
たた
。。「「
燕燕
侯侯
」」

のの
銘銘
のの
ああ
るる
もも
のの
もも
出出
るる
。。

箕箕
侯侯
はは
箕箕
子子

き

し

のの
後後
裔裔
でで
ああ
ろろ
うう
。。
そそ
のの
箕箕
子子
はは
殷殷
のの
滅滅
亡亡
をを
招招
いい
たた

紂紂
ち
ゅ
う

王王
お
う

のの

血血
縁縁
らら
しし
くく
、、
記記
録録
でで
はは
殷殷
のの
末末
期期
にに
登登
場場
しし
てて
いい
るる
。。
孤孤
竹竹
国国
もも
そそ
うう
でで
ああ
るる
。。

隋隋
書書
にに
はは
「「
箕箕
子子
のの
朝朝
鮮鮮
はは
孤孤
竹竹
国国
のの
ここ
とと
」」
とと
もも
ああ
るる
かか
らら
ここ
れれ
はは
事事
実実
でで
なな

くく
とと
もも
、、
もも
とと
もも
とと
欒欒
河河
流流
域域
かか
らら
大大
凌凌
河河
上上
流流
域域
にに
かか
けけ
てて
はは
、、
時時
のの
西西
周周
のの



勢勢
威威
とと
はは
別別
のの
交交
易易
的的
・・
文文
化化
的的
なな
ああ
るる
勢勢
威威
がが
発発
祥祥
しし
てて
いい
たた
ここ
とと
をを
示示
唆唆
すす

るる
。。つつ

まま
りり
殷殷
後後
期期
かか
らら
西西
周周
前前
期期
のの
時時
代代
にに
遼遼
西西
一一
帯帯
にに
ああ
るる
勢勢
威威
がが
存存
在在
すす
るる

なな
らら
、、
当当
初初
はは
そそ
れれ
をを
許許
すす
程程
度度
にに
そそ
のの
地地
はは
燕燕
とと
隔隔
たた
っっ
てて
いい
たた
。。
たた
とと
ええ
ばば

燕燕
とと
のの
間間
にに
緩緩

衝衝

か
ん
し
ょ
う

地地
帯帯
がが
ああ
っっ
たた
のの
でで
ああ
るる
。。
そそ
しし
てて
そそ
のの
後後
燕燕
とと
接接
しし
てて
そそ

のの
管管
轄轄
下下
にに
おお
かか
れれ
たた
。。
燕燕
のの
膨膨
張張
のの
たた
めめ
でで
ああ
るる
。。

しし
たた
がが
っっ
てて
燕燕
のの
当当
初初
のの
版版
図図

は
ん
と

はは
薊薊
にに
まま
でで
及及
んん
でで
いい
なな
かか
っっ
たた
。。
薊薊
にに
及及
べべ

ばば
そそ
のの
すす
ぐぐ
北北
はは
遼遼
西西
でで
ああ
るる
。。
支支
配配
とと
干干
渉渉
とと
影影
響響
とと
いい
うう
三三
つつ
のの
レレ
ベベ
ルル
をを

想想
定定
すす
れれ
ばば
、、
隣隣
接接
すす
るる
地地
域域
はは
すす
でで
にに
干干
渉渉
のの
レレ
ベベ
ルル
でで
ああ
ろろ
うう
。。
遼遼
西西
のの
文文

化化
がが
一一
時時
期期
にに
しし
てて
もも
独独
自自
性性
をを
もも
っっ
たた
のの
はは
、、
そそ
れれ
がが
まま
だだ
影影
響響
のの
範範
囲囲
でで
ああ

っっ
たた
たた
めめ
でで
ああ
るる
とと
思思
うう
。。

しし
たた
がが
っっ
てて
文文
脈脈
とと
しし
てて
はは
、、
ここ
うう
なな
るる
。。
燕燕
がが
立立
国国
しし
たた
とと
きき
薊薊
はは
まま
だだ
そそ

のの
支支
配配
にに
はは
いい
っっ
てて
いい
ずず
、、
交交
易易
をを
旨旨
とと
しし
たた
殷殷
人人
がが
築築
いい
たた
中中
継継
地地
点点
のの
一一
つつ

にに
過過
ぎぎ
なな
かか
っっ
たた
。。
薊薊
はは
燕燕
がが
ここ
れれ
をを
摂摂
取取
しし
てて
後後
、、
ここ
れれ
をを
主主
体体
的的
にに
遼遼
西西
・・

遼遼
東東
ささ
らら
にに
東東
北北
・・
半半
島島
へへ
のの
交交
易易
拠拠
点点
とと
しし
たた
。。
改改
めめ
てて
首首
都都
とと
しし
たた
のの
はは
ささ

らら
にに
そそ
のの
後後
でで
ああ
ろろ
うう
。。

そそ
のの
時時
燕燕
はは
遼遼
西西
にに
接接
しし
もも
っっ
てて
箕箕
侯侯
にに
干干
渉渉
しし
たた
。。

史史
記記
のの
文文
脈脈
もも
ここ
れれ
をを
物物
語語
るる
。。
そそ
もも
そそ
もも
燕燕
はは
西西
周周
のの
封封
国国
のの
うう
ちち
でで
はは
中中

原原
にに
全全
くく
関関
心心
をを
払払
わわ
なな
かか
っっ
たた
特特
異異
なな
国国
でで
ああ
っっ
たた
。。
史史
記記
にに
もも
そそ
のの
初初
期期
のの

王王
代代
のの
記記
録録
すす
らら
なな
くく
、、
おお
よよ
そそ
九九
世世
をを
経経
たた
前前
九九
世世
紀紀
後後
半半
頃頃
かか
らら
そそ
のの
王王
代代

名名
だだ
けけ
がが
顕顕
れれ
るる
。。
具具
体体
的的
なな
記記
事事
はは
ささ
らら
にに
九九
世世
をを
経経
たた
壮壮

そ
う

公公
こ
う

かか
らら
でで
、、
ここ
れれ

はは
斉斉

せ
い

のの
桓桓

か
ん

公公
こ
う

がが
春春
秋秋
のの
覇覇
者者
でで
ああ
っっ
たた
前前
七七
世世
紀紀
中中
葉葉
でで
ああ
るる
。。
壮壮
公公
のの
時時
にに
侯侯

をを
公公
にに
改改
めめ
たた
。。
宋宋

そ
う

・・
衛衛

え
い

とと
語語
らら
っっ
てて
周周
のの
恵恵
王王
をを
伐伐
っっ
たた
ここ
とと
、、
まま
たた
北北
方方
のの

山山
さ
ん

戎戎
じ
ゅ
う

がが
侵侵
攻攻
しし
てて
きき
たた
ここ
とと
なな
どど
をを
記記
録録
すす
るる
。。

同同
時時
期期
のの
前前
七七
世世
紀紀
中中
葉葉
にに
採採
録録
しし
たた
とと
みみ
らら
れれ
るる
記記
録録
がが
、、「「
管管
子子

か
ん
し

」」
にに
載載
っっ

てて
いい
るる
。。
斉斉
のの
宰宰
相相
管管

か
ん

仲仲
ち
ゅ
う

がが
覇覇
者者

は
し
ゃ

斉斉
のの
桓桓
公公
にに
「「（（
周周
王王
のの
ほほ
かか
にに
））
いい
まま
陰陰
なな

るる
王王
のの
国国
三三
つつ
ああ
りり
」」
とと
言言
っっ
たた
とと
いい
うう
がが
、、
そそ
のの
意意
はは
すす
なな
わわ
ちち
渠渠
展展
のの
塩塩
をを

もも
つつ
斉斉
、、
汝汝
漢漢
のの
黄黄
金金
をを
もも
つつ
楚楚
、、
遼遼
東東
のの
煮煮
（（
塩塩
））
をを
もも
つつ
燕燕
のの
三三
国国
のの
ここ
とと

でで
ああ
っっ
たた
。。



実実
際際
にに
桓桓
公公
にに
続続
いい
てて
中中
原原
のの
覇覇
者者
とと
なな
っっ
たた
のの
はは
、、
ここ
ここ
にに
出出
てて
ここ
なな
いい
晋晋

し
ん

のの
文文

ぶ
ん

公公
こ
う

（（
重重
耳耳

ち
ょ
う
じ

））
でで
ああ
るる
かか
らら
、、
事事
実実
はは
燕燕
のの
勢勢
威威
がが
斉斉
にに
並並
びび
立立
つつ
とと
いい
うう
ほほ

どど
のの
意意
味味
はは
もも
っっ
てて
いい
なな
いい
。。
そそ
れれ
でで
もも
七七
世世
紀紀
にに
すす
でで
にに
そそ
のの
雄雄
国国
のの
可可
能能
性性

をを
予予
測測
ささ
れれ
、、
かか
つつ
遼遼
東東
のの
塩塩
をを
交交
易易
しし
てて
いい
たた
とと
いい
うう
事事
実実
はは
いい
かか
にに
もも
興興
味味

深深
いい
。。

遼遼
東東
がが
支支
配配
下下
にに
ああ
るる
よよ
うう
にに
はは
受受
けけ
とと
れれ
なな
いい
かか
らら
、、
燕燕
にに
とと
っっ
てて
そそ
ここ
はは

干干
渉渉
もも
しし
くく
はは
影影
響響
のの
レレ
ベベ
ルル
でで
しし
かか
なな
いい
。。
つつ
まま
りり
前前
七七
世世
紀紀
のの
段段
階階
でで
はは
まま

だだ
遼遼
西西
をを
完完
全全
にに
支支
配配
しし
てて
はは
いい
なな
かか
っっ
たた
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。

燕燕
のの
基基
本本
的的
なな
理理
念念
とと
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
のの
源源
泉泉
はは
ああ
きき
らら
かか
でで
ああ
るる
。。

燕燕
はは
そそ
もも
そそ
もも
のの
立立
国国
のの
時時
かか
らら
、、
もも
っっ
ぱぱ
らら
東東
北北
・・
半半
島島
方方
面面
とと
のの
交交
易易
なな

らら
びび
にに
そそ
ここ
へへ
のの
漸漸
次次
のの
進進
出出
をを
希希
求求
しし
たた
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。
燕燕
のの
歴歴
史史
はは
絶絶
ええ
ざざ

るる
北北
進進
のの
そそ
れれ
でで
ああ
りり
、、
ここ
れれ
にに
とと
もも
なな
うう
殷殷
のの
遺遺
族族
のの
吸吸
収収
ああ
るる
いい
はは
一一
部部
のの

ささ
らら
なな
るる
東東
北北
方方
へへ
のの
追追
放放
でで
ああ
っっ
たた
。。

そそ
のの
先先
にに
朝朝
鮮鮮
がが
ああ
るる
。。

とと
ここ
ろろ
でで
前前
漢漢
のの
前前
一一
世世
紀紀
初初
頭頭
、、
司司
馬馬
遷遷
がが
太太
史史
公公
書書
すす
なな
わわ
ちち
「「
史史
記記

し

き

」」

をを
著著
しし
たた
。。
おお
よよ
そそ
五五
帝帝
・・
夏夏
・・
殷殷
・・
周周
かか
らら
漢漢
のの
武武
帝帝
のの
時時
代代
まま
でで
をを
書書
くく
、、

中中
国国
嚆嚆
矢矢
たた
るる
史史
書書
でで
ああ
っっ
てて
、、
以以
降降
ここ
れれ
をを
正正
史史
のの
範範
とと
しし
てて
中中
国国
にに
おお
けけ
るる

誇誇
るる
べべ
きき
歴歴
史史
がが
誕誕
生生
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
っっ
たた
。。

そそ
のの
「「
司司
馬馬
遷遷
・・
史史
記記
」」
にに
よよ
れれ
ばば
、、
周周
がが
殷殷
をを
滅滅
ぼぼ
しし
たた
とと
きき
、、
そそ
のの
殷殷
のの

血血
縁縁
でで
ああ
るる
箕箕
子子
はは
ここ
れれ
をを
重重
んん
じじ
てて
臣臣
下下
とと
せせ
ずず
、、
もも
っっ
てて
朝朝
鮮鮮
にに
封封
じじ
たた
とと

ああ
るる
。。
前前
一一
一一
世世
紀紀
でで
ああ
るる
。。

箕箕
子子

き

し

朝朝

鮮鮮

ち
ょ
う
せ
ん

のの
名名
はは
そそ
のの
後後
五五
世世
紀紀
をを
経経
たた
西西
紀紀
三三
世世
紀紀
にに
至至
っっ
てて
、、
儒儒
教教
のの

影影
響響
をを
受受
けけ
つつ
つつ
中中
国国
本本
土土
でで
成成
立立
すす
るる
。。
魏魏
略略
にに
ああ
るる
よよ
うう
なな
箕箕
子子
のの
治治
世世
やや

そそ
のの
後後
裔裔
とと
いい
うう
箕箕
準準
なな
どど
のの
物物
語語
はは
おお
そそ
らら
くく
欺欺
瞞瞞
でで
ああ
ろろ
うう
。。
半半
島島
でで
はは
ささ

らら
にに
後後
代代
高高
麗麗

こ
う
ら
い

つつ
いい
でで
李李り

朝朝
ち
ょ
う

朝朝
鮮鮮
がが
改改
めめ
てて
ここ
れれ
をを
認認
知知
しし
てて
伝伝
承承
をを
自自
らら
のの

もも
のの
とと
すす
るる
。。
そそ
れれ
らら
もも
すす
でで
にに
修修
辞辞
のの
世世
界界
でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
箕箕
子子
がが
、、
時時
のの
大大
凌凌
河河
上上
流流
域域
一一
帯帯
にに
ああ
っっ
たた
らら
しし
いい
「「
箕箕
候候
」」
のの
銘銘
文文

をを
もも
つつ
在在
地地
のの
氏氏
族族
とと
かか
かか
わわ
るる
なな
らら
、、
史史
記記
のの
いい
うう
文文
脈脈
だだ
けけ
はは
正正
確確
でで
ああ
ろろ

うう
。。
箕箕
子子
はは
おお
そそ
らら
くく
殷殷
王王
朝朝
のの
後後
期期
にに
はは
そそ
のの
北北
辺辺
のの
どど
ここ
かか
にに
ああ
っっ
てて
、、
殷殷



のの
滅滅
亡亡
とと
とと
もも
にに
遼遼
西西
方方
面面
にに
移移
動動
しし
たた
のの
でで
ああ
るる
。。
立立
国国
しし
たた
ばば
かか
りり
のの
燕燕
のの

領領
域域
がが
まま
だだ
薊薊
にに
もも
届届
いい
てて
いい
なな
いい
とと
すす
れれ
ばば
、、
そそ
のの
燕燕
のの
外外
徼徼
ここ
そそ
朝朝
鮮鮮
とと
いい

っっ
たた
でで
ああ
ろろ
うう
。。

すす
なな
わわ
ちち
熱熱
河河
かか
らら
遼遼
西西
にに
至至
るる
一一
帯帯
でで
ああ
るる
。。

曖曖
昧昧
のの
よよ
うう
だだ
がが
そそ
うう
でで
もも
なな
くく
、、
朝朝
鮮鮮
のの
地地
名名
のの
固固
定定
化化
はは
一一
にに
後後
のの
箕箕
子子

朝朝
鮮鮮
のの
伝伝
説説
にに
よよ
るる
らら
しし
くく
、、
当当
初初
はは
陽陽
のの
出出
るる
「「
東東
海海
」」
なな
どど
をを
指指
示示
しし
てて
半半

島島
にに
はは
かか
かか
わわ
りり
がが
なな
かか
っっ
たた
。。「「
東東
国国
與與
地地
勝勝
覧覧

と
う
ご
く
よ
ち
し
ょ
う
ら
ん

」」
がが
「「
日日
出出
るる
のの
地地
にに
居居
るる
、、

故故
にに
朝朝
鮮鮮
とと
名名
づづ
くく
」」
とと
いい
うう
のの
がが
もも
っっ
とと
もも
適適
切切
でで
ああ
ろろ
うう
。。
遼遼
西西
かか
らら
遼遼
東東

にに
至至
るる
地地
名名
にに

朝朝
ち
ょ
う

陽陽
よ
う

・・
瀋瀋

し
ん

陽陽
よ
う

・・
遼遼

り
ょ
う

陽陽
よ
う

なな
どど
特特
異異
なな
そそ
れれ
がが
ああ
るる
のの
もも
ここ
れれ
をを
示示

唆唆
すす
るる
。。

燕燕
はは
立立
国国
かか
らら
五五
世世
紀紀
をを
経経
たた
前前
五五
世世
紀紀
かか
らら
前前
四四
世世
紀紀
にに
至至
っっ
てて
よよ
うう
やや
くく

膨膨
張張
をを
始始
めめ
たた
がが
、、
前前
四四
世世
紀紀
末末
にに
はは
熱熱
河河
かか
らら
大大
凌凌
河河
流流
域域
へへ
至至
るる
版版
図図
すす
なな

わわ
ちち
遼遼
西西
をを
一一
括括
獲獲
得得
しし
てて
、、
いい
わわ
ゆゆ
るる
戦戦
国国
のの
雄雄
国国
のの
一一
とと
なな
っっ
たた
。。
前前
三三
世世

紀紀
にに
いい
たた
っっ
てて
はは
ささ
らら
にに
拡拡
大大
しし
てて
遼遼
東東
のの
一一
帯帯
をを
支支
配配
しし
たた
。。

ここ
のの
時時
期期
すす
なな
わわ
ちち
前前
四四
世世
紀紀
かか
らら
前前
三三
世世
紀紀
にに
かか
けけ
てて
、、
中中
国国
のの
文文
献献
にに
はは

じじ
めめ
てて
地地
名名
とと
しし
てて
のの
朝朝
鮮鮮
がが
ああ
らら
わわ
れれ
てて
くく
るる
。。「「
山山
海海

さ
ん
か
い

経経
き
ょ
う

」」「「
尚尚

書書

し
ょ
う
し
ょ

大大
伝伝

だ
い
で
ん

」」

「「
史史
記記
」」「「
管管
子子
」」「「
戦戦

せ
ん

国国
策策

ご
く
さ
く

」」
なな
どど
がが
数数
ええ
らら
れれ
るる
がが
、、
ここ
れれ
らら
はは
すす
でで
にに
鴨鴨

お
う

緑緑
り
ょ
く

江江
こ
う

以以
南南
のの
半半
島島
をを
示示
唆唆
すす
るる
。。

史史
記記
「「
蘇蘇そ

秦秦
し
ん

列列
伝伝

れ
つ
で
ん

」」
にに
はは
「「
燕燕
はは
東東
にに
朝朝
鮮鮮
・・
遼遼
東東
、、
北北
にに
林林

り
ん

胡胡こ

・・
楼楼
煩煩

ろ
う
は
ん

、、
西西

にに
雲雲

中中

う
ん
ち
ゅ
う

・・
九九

き
ゅ
う

原原
げ
ん

、、
南南
にに
呼呼
沱沱

こ

た

・・
易易

え
き

水水
す
い

がが
ああ
るる
」」
とと
ああ
るる
。。
ここ
れれ
はは
前前
三三
三三
四四
年年

のの
記記
事事
でで
ああ
るる
かか
らら
、、
ここ
のの
時時
のの
燕燕
のの
版版
図図
はは
遼遼
西西
まま
でで
、、
すす
なな
わわ
ちち
そそ
のの
外外
徼徼

はは
遼遼
東東
、、
そそ
のの
東東
がが
朝朝
鮮鮮
でで
ああ
っっ
たた
。。

ここ
れれ
をを
燕燕
のの
時時
代代
でで
分分
類類
すす
れれ
ばば
、、
燕燕
建建
国国
のの
前前
一一
一一
世世
紀紀
にに
はは
遼遼
西西
がが
朝朝
鮮鮮

でで
ああ
っっ
たた
。。
薊薊
遷遷
都都
のの
前前
一一
〇〇
世世
紀紀
かか
らら
はは
遼遼
東東
がが
そそ
うう
呼呼
ばば
れれ
たた
。。
前前
四四
世世
紀紀

かか
らら
よよ
うう
やや
くく
鴨鴨
緑緑
江江
以以
東東
すす
なな
わわ
ちち
半半
島島
そそ
のの
もも
のの
がが
朝朝
鮮鮮
とと
呼呼
ばば
れれ
たた
のの
でで

ああ
るる
。。

ちち
なな
みみ
にに
ここ
れれ
をを
遼遼
西西
にに
ああ
っっ
たた
箕箕
候候
のの
漸漸
次次

ぜ
ん
じ

のの
東東
遷遷

と
う
せ
ん

とと
みみ
なな
すす
必必
然然
性性
はは

なな
いい
。。
箕箕
侯侯
のの
族族
はは
燕燕
がが
遼遼
西西
にに
進進
出出
すす
るる
にに
及及
んん
でで
取取
りり
込込
まま
れれ
たた
でで
ああ
ろろ
うう
。。

箕箕
侯侯
のの
東東
遷遷
をを
とと
もも
なな
わわ
なな
くく
とと
もも
殷殷
のの
遺遺
民民
のの
移移
動動
はは
ああ
っっ
たた
。。
燕燕
のの
外外
徼徼
をを



指指
すす
地地
名名
・・
朝朝
鮮鮮
そそ
のの
もも
のの
がが
、、
燕燕
のの
膨膨
張張
及及
びび
殷殷
人人
のの
植植
民民
とと
とと
もも
にに
移移
動動
しし

てて
いい
っっ
たた
とと
みみ
なな
すす
ここ
とと
がが
でで
きき
るる
。。

燕燕
はは
そそ
のの
後後
先先
述述
のの
よよ
うう
にに
前前
三三
世世
紀紀
前前
葉葉

ぜ
ん
よ
う

にに
最最
大大
のの
版版
図図
をを
もも
つつ
にに
到到
りり
、、

勇勇
躍躍
遼遼
東東
まま
でで
をを
そそ
のの
版版
図図
とと
しし
たた
。。
前前
三三
世世
紀紀
後後

こ
う

葉葉
よ
う

のの
時時
点点
にに
おお
いい
てて
燕燕
はは
秦秦

にに
滅滅
ぼぼ
ささ
れれ
るる
がが
（（
前前
二二
二二
四四
年年
））、、
燕燕
なな
らら
びび
にに
そそ
のの
後後
のの
統統
一一
王王
朝朝
秦秦
のの
記記
録録

にに
「「
そそ
のの
領領
域域
はは
、、
ここ
れれ
東東
はは
朝朝
鮮鮮
・・
真真
番番

し
ん
ば
ん

にに
接接
すす
るる
」」
とと
いい
いい
、、「「
朝朝
鮮鮮
・・
真真

番番
はは
遼遼
東東
のの
外外

徼徼

が
い
き
ょ
う

にに
属属
すす
」」
とと
ああ
るる
。。

真真
番番
のの
名名
がが
現現
れれ
るる
のの
もも
ここ
れれ
がが
嚆嚆
矢矢
でで
ああ
るる
。。
外外
徼徼
のの
一一
つつ
先先
まま
でで
をを
記記
録録

すす
るる
のの
はは
、、
ここ
ここ
にに
はは
じじ
めめ
てて
知知
らら
れれ
たた
たた
めめ
でで
もも
ああ
ろろ
うう
がが
、、
外外
徼徼
をを
説説
明明
すす

るる
つつ
ねね
のの
倣倣
いい
でで
もも
ああ
っっ
たた
らら
しし
いい
。。

つつ
まま
りり
燕燕
はは
ここ
のの
時時
支支
配配
はは
ここ
れれ
をを
遼遼
東東
まま
でで
、、
干干
渉渉
はは
朝朝
鮮鮮
まま
でで
、、
影影
響響
はは

ここ
れれ
をを
真真
番番
まま
でで
及及
ぼぼ
しし
たた
のの
でで
ああ
るる
。。

ちち
なな
みみ
にに
丁丁
度度
同同
じじ
ここ
のの
時時
代代
、、
前前
五五
世世
紀紀
かか
らら
三三
世世
紀紀
にに
かか
けけ
てて
遼遼
東東
半半
島島

をを
中中
心心
とと
しし
てて
鴨鴨
緑緑
江江
のの
下下
流流
域域
かか
らら
中中
流流
・・
上上
流流
域域
にに
、、
遼遼

り
ょ
う

寧寧
ね
い

式式
銅銅
剣剣
やや
支支
石石

し
せ
き

墓墓ぼ

・・
積積
石石
塚塚
・・
土土
器器
なな
どど
のの
考考
古古
学学
的的
出出
土土
物物
がが
頻頻
出出
すす
るる
。。
ここ
れれ
はは
貊貊

は
く

族族
のの
遺遺

跡跡
とと
みみ
るる
説説
がが
一一
般般
的的
でで
ああ
るる
。。
殷殷
人人
のの
一一
部部
がが
ここ
ここ
にに
定定
着着
しし
てて
影影
響響
をを
与与
ええ

たた
とと
いい
うう
ここ
とと
もも
ああ
っっ
たた
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。

そそ
れれ
にに
しし
てて
もも
ここ
のの
鴨鴨
緑緑
江江
のの
遺遺
跡跡
はは
画画
然然
とと
しし
たた
オオ
リリ
ジジ
ナナ
リリ
テテ
ィィ
ーー
がが
ああ

っっ
たた
。。
すす
でで
にに
殷殷
化化
ささ
れれ
たた
燕燕
のの
文文
化化
をを
漸漸
進進
的的
にに
取取
りり
込込
んん
でで
独独
自自
にに
発発
祥祥
ささ

せせ
たた
文文
化化
なな
のの
でで
ああ
るる
。。

ちち
なな
みみ
にに
鴨鴨
緑緑
江江
はは
、、
地地
勢勢
がが
歴歴
史史
をを
つつ
くく
るる
倣倣
いい
にに
おお
いい
てて
そそ
のの
典典
型型
たた
るる

河河
川川
でで
ああ
っっ
たた
。。
歴歴
史史
的的
起起
源源
かか
らら
数数
千千
年年
をを
通通
じじ
てて
中中
国国
とと
朝朝
鮮鮮
のの
領領
土土
をを
分分

けけ
たた
ここ
のの
国国
境境
線線
はは
、、
明明
・・
清清
のの
時時
代代
もも
そそ
しし
てて
現現
在在
もも
厳厳
然然
とと
しし
てて
生生
きき
てて
いい

るる
。。
海海
原原
にに
国国
境境
線線
をを
もも
つつ
日日
本本
人人
にに
はは
、、
絶絶
対対
的的
なな
体体
感感
にに
欠欠
けけ
るる
点点
でで
ああ
るる
。。

真真
番番
はは
むむ
ろろ
んん
そそ
のの
南南
をを
いい
うう
でで
ああ
ろろ
うう
。。
すす
でで
にに
後後
のの
漢漢
のの
四四
郡郡
のの
一一
でで
ああ

っっ
たた
漢漢
江江
以以
南南
をを
指指
示示
すす
るる
かか
どど
うう
かか
はは
定定
かか
でで
はは
なな
いい
。。
しし
たた
がが
っっ
てて
仮仮
にに
半半

島島
にに
貊貊
族族
のの
国国
家家
らら
しし
きき
もも
のの
のの
存存
在在
がが
比比
定定
ささ
れれ
るる
とと
しし
てて
もも
、、
そそ
のの
最最
終終
段段

階階
はは
鴨鴨
緑緑
江江
流流
域域
譲譲
っっ
てて
もも
清清
川川

せ
い
せ
ん

江江
こ
う

流流
域域
にに
土土
着着
しし
たた
もも
のの
でで
ああ
るる
。。
大大
同同

だ
い
ど
う

江江
こ
う

のの

平平
壌壌
でで
はは
なな
いい
。。



半半
島島
をを
正正
確確
にに
鴨鴨
緑緑
江江
以以
南南
をを
指指
すす
もも
のの
とと
すす
れれ
ばば
、、
すす
なな
わわ
ちち
そそ
ここ
はは
悠悠
久久

かか
らら
前前
三三
世世
紀紀
にに
至至
るる
ここ
のの
時時
代代
をを
通通
じじ
てて
、、
いい
まま
だだ
永永
くく
黎黎
明明

れ
い
め
い

のの
時時
にに
ああ
っっ
たた
。。

前前
二二
二二
四四
年年
秦秦
がが
燕燕
をを
滅滅
ぼぼ
しし
、、
そそ
のの
翌翌
前前
二二
二二
三三
年年
にに
始始
皇皇
帝帝

し
こ
う
て
い

のの
中中
国国
全全
土土

のの
統統
一一
がが
なな
っっ
たた
がが
、、
わわ
ずず
かか
後後
のの
前前
二二
〇〇
六六
年年
にに
そそ
のの
秦秦
もも
滅滅
亡亡
、、
前前
二二
〇〇
二二

年年
にに
至至
っっ
てて
漢漢
のの
高高
祖祖
劉劉
邦邦
がが
漢漢
王王
朝朝
をを
創創
始始
しし
たた
。。
ここ
のの
とと
きき
漢漢
はは
盧盧
綰綰

ろ
わ
ん

をを
燕燕

にに
封封
じじ
たた
がが
、、
前前
一一
九九
五五
年年
漢漢
はは
そそ
のの
盧盧
綰綰
のの
燕燕
もも
滅滅
ぼぼ
しし
、、
ああ
らら
たた
めめ
てて
遼遼
東東

まま
でで
をを
直直
轄轄
しし
たた
。。
盧盧
綰綰
はは
出出
奔奔
しし
てて
匈匈
奴奴

き
ょ
う
ど

にに
走走
りり
匈匈
奴奴
のの
冒冒
頓頓
単単
于于

ぼ
く
と
つ
ぜ
ん
う

はは
ここ
れれ
をを

遇遇
しし
てて
東東
胡胡

と
う
こ

王王
お
う

とと
しし
たた
。。

ここ
ここ
にに
四四
世世
紀紀
以以
降降
正正
しし
くく
朝朝
鮮鮮
とと
呼呼
ばば
れれ
たた
地地
域域
すす
なな
わわ
ちち
半半
島島
にに
、、
最最
初初

にに
国国
家家
のの
名名
をを
刻刻
んん
だだ
名名
高高
いい
朝朝
鮮鮮
国国
王王
・・
衛衛
満満
がが
登登
場場
すす
るる
。。
正正
確確
にに
はは
そそ
のの

名名
はは
満満
とと
だだ
けけ
知知
らら
れれ
るる
。。

<<

衛衛
え
い

満満
ま
ん

王王
国国
とと
楽楽
浪浪

ら
く
ろ
う>>

司司
馬馬
遷遷

し

ば

せ

ん

のの
「「
史史
記記
・・
朝朝
鮮鮮
列列
伝伝
」」
もも
まま
たた
ここ
のの
前前
一一
九九
五五
年年
（（
頃頃
））
とと
しし
てて
、、

満満
のの
半半
島島
王王
国国
建建
国国
をを
語語
っっ
てて
いい
るる
。。
すす
なな
わわ
ちち
「「
燕燕
人人
満満
はは
千千
余余
人人
をを
連連
れれ
てて

東東
方方
にに
亡亡
命命
しし
、、
朝朝
鮮鮮
・・
真真
番番
なな
らら
びび
にに
燕燕
・・
斉斉
かか
らら
流流
れれ
たた
族族
をを
糾糾
合合
しし
てて
、、

つつ
いい
にに
そそ
のの
国国
にに
王王
とと
なな
りり
、、
王王

お
う

険険
け
ん

（（
平平

壌壌

へ
い
じ
ょ
う

））
にに
都都
しし
たた
」」
とと
ああ
るる
。。
半半
島島
のの

歴歴
史史
的的
なな
首首
都都
でで
ああ
りり
、、
そそ
のの
たた
めめ
にに
半半
島島
のの
初初
めめ
てて
のの
国国
家家
でで
ああ
るる
べべ
きき
平平
壌壌

のの
はは
じじ
まま
りり
でで
ああ
っっ
たた
。。

ここ
ここ
にに
燕燕
人人
とと
ああ
るる
満満
はは
「「
結結
髪髪

け
っ
ぱ
つ

・・
蛮蛮

ば
ん

夷夷
服服

い
ふ
く

」」
をを
装装
っっ
てて
走走
っっ
たた
とと
いい
うう
かか
らら
、、

燕燕
人人
でで
はは
なな
くく
もも
とと
もも
とと
東東
胡胡
なな
りり
匈匈
奴奴
なな
りり
北北
方方
人人
のの
出出
自自
でで
ああ
っっ
たた
のの
だだ
ろろ

うう
。。
結結
髪髪
・・
蛮蛮
夷夷
服服
はは
北北
方方
東東
夷夷
のの
習習
俗俗
でで
ああ
るる
。。
司司
馬馬
遷遷
がが
ああ
ええ
てて
そそ
うう
語語
っっ

たた
ここ
とと
にに
意意
味味
がが
ああ
るる
とと
思思
うう
。。

もも
とと
もも
とと
燕燕
のの
地地
はは
北北
方方
にに
おお
いい
てて
直直
接接
、、
東東
胡胡
つつ
いい
でで
草草
原原
のの
覇覇
者者
とと
なな
っっ

たた
匈匈
奴奴
とと
接接
しし
てて
いい
たた
。。
そそ
れれ
らら
のの
もも
とと
はは
北北
狄狄

ほ
く
て
き

とと
いい
うう
。。
燕燕
はは
先先
述述
のの
よよ
うう
にに

前前
四四
世世
紀紀
末末
にに
戦戦
国国
のの
雄雄
国国
のの
一一
とと
なな
りり
、、
前前
三三
世世
紀紀
前前
葉葉
にに
はは
遼遼
東東
一一
帯帯
にに
至至

るる
まま
でで
にに
膨膨
張張
しし
たた
がが
、、
ここ
れれ
にに
とと
もも
なな
っっ
てて
北北
方方
のの
遊遊
牧牧
民民
とと
のの
衝衝
突突
がが
激激
しし



くく
なな
っっ
たた
。。
燕燕
中中
興興
のの
時時
代代
とと
いい
うう
前前
三三
世世
紀紀
にに
はは

襄襄
じ
ょ
う

平平
へ
い

かか
らら
造造

ぞ
う

陽陽
よ
う

にに
いい
たた
るる

長長
城城
をを
築築
いい
てて
いい
るる
（（
前前
二二
八八
四四
年年
））。。
そそ
のの
後後
もも
いい
くく
どど
もも
増増
改改
築築
をを
みみ
るる
ここ
とと

にに
なな
るる
万万
里里
のの
長長
城城
のの
いい
わわ
ゆゆ
るる
燕燕
長長
城城
とと
いい
うう
もも
のの
がが
ここ
れれ
でで
ああ
るる
。。

とと
くく
にに
匈匈
奴奴
のの
冒冒
頓頓
単単
于于
がが
東東
胡胡
をを
討討
っっ
てて
中中
国国
北北
方方
草草
原原
をを
統統
一一
しし
たた
前前
三三

世世
紀紀
後後
半半
かか
らら
、、
そそ
のの
進進
入入
はは
過過
激激
化化
すす
るる
。。
秦秦
もも
まま
たた
ここ
のの
時時
期期
にに
巨巨
大大
なな
秦秦

長長
城城
をを
築築
いい
てて
ここ
れれ
にに
対対
処処
しし
たた
。。
そそ
のの
圧圧
迫迫
はは
まま
ささ
にに
脅脅
威威
でで
ああ
っっ
たた
。。

つつ
まま
りり
ここ
のの
前前
三三
世世
紀紀
前前
葉葉
かか
らら
のの
燕燕
はは
、、
不不
断断
にに
匈匈
奴奴
ああ
るる
いい
はは
そそ
のの
配配
下下

にに
ああ
っっ
たた
東東
胡胡
のの
侵侵
入入
をを
受受
けけ
つつ
づづ
けけ
てて
いい
たた
。。
のの
みみ
なな
らら
ずず
そそ
のの
地地
にに
定定
住住
すす

るる
北北
方方
人人
のの
存存
在在
もも
当当
然然
ああ
っっ
たた
。。
そそ
しし
てて
前前
二二
〇〇
一一
年年
にに
はは
、、
月月

げ
っ

氏氏し

をを
はは
じじ
めめ

西西
方方
一一
帯帯
をを
征征
服服
しし
たた
冒冒
頓頓
がが
画画
期期
たた
るる
南南
下下
をを
開開
始始
しし
てて
、、
高高
祖祖
劉劉
邦邦
のの
創創
始始

しし
たた
ばば
かか
りり
のの
漢漢
帝帝
国国
とと
激激
突突
しし
たた
。。

とと
ここ
ろろ
でで
ここ
のの
匈匈
奴奴
のの
文文
明明
をを
北北
狄狄
のの
そそ
れれ
とと
しし
てて
過過
小小
にに
評評
価価
すす
るる
ここ
とと
はは

でで
きき
なな
いい
。。
北北
方方
ユユ
ーー
ララ
シシ
アア
文文
明明
はは
スス
キキ
タタ
イイ
にに
発発
しし
、、
地地
中中
海海
とと
もも
中中
国国
とと

もも
異異
なな
るる
独独
自自
のの
文文
明明
をを
築築
いい
たた
。。
ここ
れれ
をを
いい
うう
なな
らら
ばば
、、
中中
国国
中中
原原
文文
明明
がが
最最

初初
のの
巨巨
大大
帝帝
国国
をを
かか
たた
ちち
づづ
くく
っっ
たた
時時
にに
機機
をを
一一
にに
しし
てて
、、
匈匈
奴奴
のの
北北
方方
ユユ
ーー
ララ

シシ
アア
文文
明明
帝帝
国国
もも
ここ
れれ
にに
対対
峙峙

た
い
じ

かか
つつ
佇佇
立立

ち
ょ
り
つ

しし
たた
のの
でで
ああ
るる
。。

後後
にに
衛衛
氏氏
をを
名名
乗乗
っっ
たた
満満
がが
、、
そそ
のの
出出
自自
をを
東東
胡胡
まま
たた
匈匈
奴奴
にに
負負
うう
べべ
きき
理理
由由

のの
一一
端端
がが
ここ
ここ
にに
ああ
るる
。。
まま
たた
並並
立立
しし
たた
文文
明明
のの
一一
方方
、、
すす
なな
わわ
ちち
北北
方方
ユユ
ーー
ララ

シシ
アア
文文
明明
にに
強強
くく
荷荷
担担

か
た
ん

しし
たた
筈筈
だだ
とと
いい
うう
根根
拠拠
もも
ここ
ここ
にに
ああ
るる
。。
衛衛

え
い

満満
朝朝
鮮鮮

ま
ん
ち
ょ
う
せ
ん

とと

いい
うう
半半
島島
にに
おお
けけ
るる
最最
初初
のの
国国
家家
はは
、、
結結
局局
単単
にに
中中
国国
中中
原原
のの
帝帝
国国
誕誕
生生
にに
とと
もも

なな
うう
辺辺
境境
のの
呼呼
応応

こ
お
う

とと
いい
うう
もも
のの
だだ
けけ
でで
はは
なな
かか
っっ
たた
。。
中中
原原
文文
明明
とと
北北
方方
文文
明明
のの

成成
立立
とと
いい
うう
、、
二二
重重
のの
大大
膨膨
張張
のの
なな
かか
でで
不不
可可
逆逆
的的

ふ
か
ぎ
ゃ
く
て
き

にに
誕誕
生生
しし
たた
衛衛
星星
国国
家家
でで
ああ

っっ
たた
。。

ここ
のの
王王
朝朝
はは
前前
一一
九九
五五
年年
頃頃
かか
らら
三三
代代
八八
〇〇
余余
年年
続続
いい
たた
。。
そそ
しし
てて
前前
一一
〇〇
九九

年年
漢漢
のの
武武
帝帝
のの
攻攻
略略
にに
よよ
っっ
てて
滅滅
亡亡
すす
るる
。。
滅滅
亡亡
のの
決決
定定
的的
要要
因因
はは
、、
時時
のの
衛衛
右右
渠渠

え
い
う
き
ょ

がが
自自
らら
をを
漢漢
にに
劣劣
らら
ぬぬ
王王
権権
とと
しし
てて
、、
身身
をを
高高
くく
持持
しし
てて
徹徹
底底
交交
戦戦
をを
求求
めめ
たた
たた

めめ
とと
伝伝
ええ
らら
れれ
るる
。。
ここ
のの
文文
脈脈
はは
かか
っっ
てて
匈匈
奴奴
のの
冒冒
頓頓
単単
于于
がが
漢漢
のの
まま
ええ
にに
立立
ちち

ふふ
ささ
がが
っっ
たた
とと
きき
とと
通通
ずず
るる
、、
一一
様様
のの
姿姿
勢勢
をを
感感
じじ
るる
。。
つつ
まま
りり
はは
中中
原原
のの
王王
権権

とと
対対
峙峙
すす
るる
独独
自自
のの
そそ
れれ
をを
主主
張張
しし
てて
いい
るる
のの
だだ
とと
思思
うう
。。
ここ
のの
八八
〇〇
余余
年年
をを
経経



世世
しし
たた
衛衛
満満
王王
国国
のの
興興
亡亡
をを
、、
半半
島島
にに
おお
けけ
るる
一一
大大
画画
期期
のの
時時
代代
とと
しし
たた
いい
。。

ささ
てて
先先
述述
のの
よよ
うう
にに
ここ
のの
武武
帝帝
のの
とと
きき
漢漢
のの
人人
口口
はは
五五
千千
万万
をを
超超
ええ
たた
。。
富富
国国

強強
兵兵
をを
標標
榜榜
しし
たた
武武
帝帝
はは
、、
そそ
のの
膨膨
張張
策策
のの
一一
つつ
とと
しし
てて
衛衛
氏氏
朝朝
鮮鮮

え
い
し
ち
ょ
う
せ
ん

をを
攻攻
めめ
てて
ここ

れれ
をを
滅滅
ぼぼ
しし
たた
。。

殷殷
・・
燕燕
のの
時時
代代
はは
むむ
ろろ
んん
、、
北北
方方
出出
自自
のの
衛衛
満満
王王
国国
のの
時時
代代
をを
通通
じじ
てて
なな
おお
中中

国国
中中
原原
かか
らら
はは
独独
立立
しし
てて
いい
たた
半半
島島
はは
、、
ここ
ここ
にに
初初
めめ
てて
中中
国国
のの
直直
接接
支支
配配
のの
もも

とと
にに
入入
るる
。。
まま
ささ
にに
大大
陸陸
のの
膨膨
張張
がが
もも
たた
らら
しし
たた
。。

楽楽
浪浪

ら
く
ろ
う

郡郡
ぐ
ん

のの
誕誕
生生
でで
ああ
るる
。。

漢漢
のの
武武
帝帝
はは
翌翌
前前
一一
〇〇
八八
年年
、、
半半
島島
にに
楽楽
浪浪
郡郡
・・
臨臨
屯屯

り
ん
と
ん

郡郡
・・
真真
番番
郡郡
をを
置置
きき
前前

一一
〇〇
七七
年年
、、
玄玄
菟菟

げ
ん
と

郡郡
をを
置置
いい
たた
。。
いい
わわ
ゆゆ
るる
四四
郡郡

し
ぐ
ん

でで
ああ
るる
。。
しし
かか
しし
前前
八八
二二
年年
にに

臨臨
屯屯
・・
真真
番番
はは
廃廃
止止
、、
玄玄
菟菟
郡郡
もも
前前
七七
五五
年年
にに
新新
賓賓

し
ん
ひ
ん

にに
移移
動動
しし
たた
。。
ここ
のの
ここ
とと
はは

後後
のの
高高
句句
麗麗
のの
建建
国国
にに
直直
接接
かか
かか
わわ
っっ
たた
とと
思思
わわ
れれ
るる
。。

平平
壌壌
にに
郡郡
治治
しし
たた
楽楽
浪浪
郡郡
のの
みみ
がが
、、
そそ
のの
まま
まま
そそ
のの
後後
四四
〇〇
〇〇
年年
（（
漢漢
・・
公公
孫孫

こ
う
そ
ん

氏氏し

・・
魏魏ぎ

・・
晋晋

し
ん

をを
含含
んん
でで
））
をを
経経
世世
しし
たた
。。
漢漢
のの
人人
口口
もも
後後
漢漢
末末
にに
至至
るる
そそ
のの
四四
〇〇

〇〇
年年
弱弱
、、
そそ
のの
巨巨
大大
なな
人人
口口
をを
維維
持持
しし
たた
。。

直直
轄轄
まま
たた
郡郡
制制
とと
いい
うう
のの
はは
、、
そそ
もも
そそ
もも
封封
国国
のの
制制
とと
はは
本本
質質
的的
にに
異異
なな
りり
、、

本本
来来
直直
接接
支支
配配
のの
体体
制制
をを
いい
うう
。。
しし
かか
しし
中中
原原
かか
らら
はは
遠遠
隔隔
にに
ああ
っっ
たた
半半
島島
のの
地地

勢勢
的的
なな
条条
件件
はは
、、
ここ
のの
間間
のの
本本
来来
のの
中中
国国
支支
配配
のの
ああ
りり
かか
たた
をを
変変
ええ
てて
いい
っっ
たた
。。

中中
央央
かか
らら
のの
派派
遣遣
官官
たた
るる
支支
配配
層層
はは
よよ
くく
そそ
のの
勢勢
威威
をを
維維
持持
でで
きき
なな
かか
っっ
たた
よよ
うう

でで
ああ
るる
。。
土土
着着
しし
てて
自自
らら
中中
国国
系系
のの
現現
地地
人人
とと
なな
りり
、、
ああ
るる
いい
はは
もも
とと
かか
らら
所所
在在

しし
たた
そそ
れれ
とと
混混
在在
しし
たた
。。
中中
央央
もも
しし
だだ
いい
にに
ここ
れれ
をを
容容
認認
しし
てて
現現
地地
人人
をを
官官
人人
にに

任任
命命
しし
てて
いい
っっ
たた
。。

ここ
れれ
がが
楽楽
浪浪
官官
人人

ら
く
ろ
う
か
ん
じ
ん

とと
いい
うう
支支
配配
者者
でで
ああ
るる
。。
すす
でで
にに
封封
国国
とと
いい
っっ
てて
いい
いい
。。
そそ

ここ
かか
らら
先先
はは
現現
地地
にに
おお
けけ
るる
実実
力力
主主
義義
でで
ああ
っっ
たた
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。

楽楽
浪浪
のの
時時
代代
をを
通通
じじ
てて
強強
力力
なな
勢勢
力力
をを
もも
っっ
たた
楽楽
浪浪

ら
く
ろ
う

王王
お
う

氏氏し

はは
斉斉
のの
出出
自自
とと
いい

わわ
れれ
、、
前前
一一
七七
〇〇
年年
代代
にに
斉斉
のの
内内
乱乱
をを
逃逃
れれ
てて
楽楽
浪浪
のの
山山
中中
にに
入入
植植
しし
たた
もも
のの
とと

いい
うう
。。
そそ
もも
そそ
もも
前前
一一
九九
五五
年年
のの
衛衛
満満
のの
建建
国国
のの
とと
きき
「「
真真
番番
・・
朝朝
鮮鮮
のの
蛮蛮
夷夷
・・

故故
のの
燕燕
・・
斉斉
のの
亡亡
命命
すす
るる
もも
のの
」」
をを
糾糾
合合
しし
たた
とと
ああ
るる
かか
らら
、、
燕燕
人人
ばば
かか
りり
でで
なな

くく
斉斉
人人
もも
すす
でで
にに
そそ
ここ
にに
ああ
っっ
たた
。。
楽楽
浪浪
官官
人人
のの
主主
たた
るる
出出
自自
はは
衛衛
満満
のの
時時
代代
のの



中中
国国
人人
でで
ああ
っっ
たた
のの
でで
ああ
るる
。。

楽楽
浪浪
がが
衛衛
満満
朝朝
鮮鮮
のの
滅滅
びび
たた
そそ
のの
真真
上上
にに
立立
っっ
たた
事事
実実
をを
重重
くく
みみ
てて
おお
くく
べべ
きき

でで
ああ
ろろ
うう
。。
ささ
らら
にに
前前
漢漢
とと
後後
漢漢
でで
はは
状状
況況
そそ
のの
もも
のの
がが
異異
なな
りり
、、
とと
くく
にに
後後
漢漢

のの
時時
代代
にに
はは
中中
原原
のの
半半
島島
にに
対対
すす
るる
関関
心心
がが
薄薄
くく
、、
ささ
らら
にに
在在
地地
のの
勢勢
力力
のの
そそ
ここ

にに
自自
由由
にに
統統
治治
すす
るる
のの
をを
黙黙
認認
しし
たた
。。

つつ
まま
りり
一一
時時
期期
天天
下下
をを
領領
しし
たた
「「
新新

し
ん

」」
をを
滅滅
ぼぼ
しし
てて
立立
っっ
たた
後後
漢漢
のの
朝朝
廷廷
はは
、、

内内
政政
のの
確確
立立
のの
たた
めめ
にに
軍軍
備備
をを
縮縮
小小
しし
、、
もも
っっ
てて
辺辺
境境
のの
諸諸
国国
にに
対対
しし
てて
もも
治治
世世

のの
権権
限限
をを
許許
すす
ここ
とと
がが
ああ
っっ
たた
。。
半半
島島
でで
はは
たた
まま
たた
まま
西西
紀紀
三三
〇〇
年年
楽楽
浪浪
在在
地地
のの

王王

調調

お
う
ち
ょ
う

がが
反反
乱乱
をを
起起
ここ
しし
、、
後後
漢漢
はは
ここ
れれ
をを
かか
なな
りり
のの
自自
治治
をを
認認
めめ
るる
ここ
とと
でで
よよ

うう
やや
くく
収収
拾拾
しし
たた
らら
しし
いい
。。
しし
かか
しし
そそ
れれ
以以
降降
後後
漢漢
はは
正正
式式
にに
はは
遼遼
東東
郡郡
まま
でで
をを

直直
轄轄
とと
しし
、、
楽楽
浪浪
にに
対対
しし
てて
はは
関関
心心
をを
うう
すす
めめ
てて
いい
っっ
たた
かか
らら
、、
楽楽
浪浪
はは
ほほ
ぼぼ
完完

全全
なな
在在
地地
豪豪
族族
にに
よよ
るる
支支
配配
がが
進進
むむ
ここ
とと
にに
なな
っっ
たた
のの
でで
ああ
るる
。。
楽楽
浪浪
官官
人人
はは
そそ

のの
よよ
うう
なな
環環
境境
のの
なな
かか
でで
成成
立立
しし
たた
。。

そそ
のの
担担
っっ
たた
文文
化化
のの
質質
がが
中中
原原
のの
そそ
れれ
とと
異異
なな
っっ
てて
いい
たた
ここ
とと
はは
当当
然然
でで
ああ
ろろ

うう
。。
そそ
のの
言言
語語
もも
北北
方方
化化
しし
たた
殷殷
・・
燕燕
のの
そそ
れれ
でで
ああ
りり
、、
文文
化化
とと
しし
てて
はは
燕燕
にに
加加

ええ
てて
斉斉
人人
のの
担担
っっ
たた
そそ
れれ
がが
ああ
っっ
たた
。。
前前
漢漢
のの
時時
代代
まま
でで
はは
漢漢
のの
文文
化化
とと
言言
語語
がが

ここ
のの
上上
にに
重重
層層
しし
てて
いい
っっ
たた
でで
ああ
ろろ
うう
。。
そそ
のの
後後
はは
いい
わわ
ばば
楽楽
浪浪
のの
独独
自自
のの
文文
化化

がが
定定
着着
すす
るる
。。

ここ
ここ
でで
はは
ささ
らら
にに
はは
議議
論論
をを
進進
めめ
なな
いい
がが
、、
楽楽
浪浪
官官
人人
がが
担担
っっ
たた
ここ
のの
文文
化化
ここ

そそ
、、
そそ
のの
後後
のの
半半
島島
そそ
しし
てて
そそ
のの
背背
後後
にに
ああ
っっ
たた
列列
島島
、、
すす
なな
わわ
ちち
倭倭
のの
地地
にに
対対

しし
てて
もも
、、
大大
きき
なな
影影
響響
をを
与与
ええ
たた
筈筈
なな
のの
でで
ああ
るる
。。

話話
をを
続続
けけ
よよ
うう
。。
楽楽
浪浪
はは
王王
調調
のの
乱乱
以以
降降
一一
五五
〇〇
年年
余余
のの
楽楽
浪浪
文文
化化
をを
謳謳
歌歌
しし

たた
。。
そそ
しし
てて
一一
八八
四四
年年
にに
起起
ここ
っっ
たた
黄黄
巾巾

こ
う
き
ん

のの
乱乱

ら
ん

はは
、、
中中
国国
全全
土土
のの
騒騒
乱乱
にに
止止
まま
らら

ずず
半半
島島
をを
荒荒
波波
でで
洗洗
っっ
たた
。。
五五
年年
後後
のの
一一
八八
九九
年年
、、
遼遼
東東
にに
公公
孫孫
度度

こ
う
そ
ん
ど

がが
自自
立立
しし
てて

一一
国国
をを
建建
てて
たた
。。
そそ
のの
継継
嗣嗣
のの
康康

こ
う

がが
立立
つつ
とと
間間
をを
置置
かか
ずず
南南
下下
しし
てて
楽楽
浪浪
をを
接接
収収

しし
、、
漸漸
次次

ぜ
ん
じ

楽楽
浪浪
のの
南南
をを
割割
いい
てて
帯帯
方方

た
い
ほ
う

郡郡
をを
置置
いい
たた
。。
二二
〇〇
四四
年年
でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
ここ
ろろ
中中
国国
はは
大大
乱乱
をを
収収
めめ
てて
魏魏ぎ

・・
呉呉ご

・・

蜀蜀
し
ょ
く

のの
三三
国国
がが
鼎鼎
立立
しし
たた
がが
、、
遼遼

東東
以以
東東
のの
公公
孫孫
氏氏
をを
含含
めめ
てて
一一
時時
はは
四四
国国
のの
時時
代代
をを
なな
しし
たた
とと
いい
っっ
てて
いい
いい
。。

しし
かか
しし
公公
孫孫
氏氏
はは
永永
くく
はは
つつ
づづ
かか
ずず
、、
二二
三三
八八
年年
三三
国国
のの
一一
、、
魏魏
がが
攻攻
勢勢
にに
なな



りり
、、
公公
孫孫
氏氏
をを
攻攻
めめ
落落
とと
しし
てて
半半
島島
すす
なな
わわ
ちち
楽楽
浪浪
・・
帯帯
方方
のの
二二
郡郡
をを
ふふ
たた
たた
びび

直直
轄轄
すす
るる
。。
魏魏
はは
やや
がが
てて
晋晋
にに
かか
わわ
りり
、、
中中
国国
のの
半半
島島
のの
支支
配配
はは
ささ
らら
にに
半半
世世
紀紀

余余
続続
いい
たた
がが
、、
三三
〇〇
〇〇
年年
のの
八八
王王
のの
乱乱
のの
後後
、、
そそ
れれ
まま
でで
四四
〇〇
〇〇
年年
のの
間間
つつ
づづ
きき
、、

わわ
ずず
かか
ずず
つつ
緩緩
んん
でで
きき
てて
いい
たた
中中
原原
のの
圧圧
倒倒
的的
優優
位位
はは
、、
急急
速速
にに
そそ
のの
幕幕
をを
下下
ろろ

しし
てて
いい
っっ
たた
。。
中中
国国
のの
人人
口口
はは
激激
減減
しし
つつ
つつ
やや
がが
てて
数数
百百
万万
まま
でで
落落
ちち
ここ
みみ
、、
回回

復復
のの
余余
地地
のの
なな
いい
まま
まま
数数
世世
紀紀
をを
経経
てて
いい
っっ
たた
のの
でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
とと
きき
楔楔
をを
解解
かか
れれ
たた
東東
北北
辺辺
境境
にに
ああ
っっ
てて
、、
二二
つつ
のの
国国
家家
がが
膨膨
張張
しし
はは
じじ

めめ
たた
。。

北北
方方
かか
らら
進進
入入
しし
てて
燕燕
にに
入入
っっ
たた
鮮鮮
卑卑

せ
ん
ぴ

のの
一一
部部
族族
でで
遼遼
西西
にに
成成
長長
しし
たた
慕慕ぼ

容容
よ
う

氏氏

とと
、、
鴨鴨
緑緑
江江
中中
流流
域域
かか
らら
出出
てて
下下
流流
域域
まま
でで
進進
出出
しし
、、
しし
だだ
いい
にに
地地
歩歩
をを
固固
めめ
たた

高高
句句

こ
う
く

麗麗り

でで
ああ
るる
。。

手手
薄薄
にに
なな
っっ
たた
遼遼
東東
平平
原原
をを
互互
いい
にに
争争
奪奪
にに
かか
かか
りり
、、
数数
年年
のの
後後
、、
勢勢
力力
のの
伸伸

張張
しし
たた
慕慕
容容
氏氏
はは
遼遼
東東
をを
占占
拠拠
しし
たた
。。
高高
句句
麗麗
はは
やや
むむ
なな
くく
遼遼
東東
かか
らら
手手
をを
退退
きき
、、

そそ
のの
代代
わわ
りり
にに
南南
進進
をを
意意
図図
しし
てて
行行
動動
をを
開開
始始
しし
たた
。。

そそ
しし
てて
、、
五五ご

胡胡こ

十十

六六

じ
ゅ
う
ろ
く

国国
こ
く

のの
乱乱
をを
機機
にに
、、
高高
句句
麗麗
はは
つつ
いい
にに
大大
挙挙
しし
てて
楽楽
浪浪
をを

攻攻
めめ
たた
。。
楽楽
浪浪
・・
帯帯
方方
はは
ここ
れれ
にに
先先
立立
つつ
洛洛
陽陽
陥陥
落落
（（
三三
一一
一一
））
のの
混混
乱乱
のの
なな
かか
、、

一一
時時

張張
ち
ょ
う

統統
と
う

とと
いい
うう
将将
軍軍
がが
自自
立立
しし
てて
いい
たた
がが
、、
高高
句句
麗麗
のの
圧圧
力力
をを
かか
わわ
しし
きき
れれ

ずず
、、
千千
余余
家家
をを
率率
いい
てて
遼遼
東東
のの
慕慕
容容
氏氏
にに
亡亡
命命
しし
たた
。。
よよ
っっ
てて
楽楽
浪浪
はは
そそ
のの
かか
たた

ちち
をを
消消
滅滅
しし
たた
。。
三三
一一
三三
年年
でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
楽楽
浪浪
滅滅
亡亡
ここ
そそ
画画
期期
でで
ああ
っっ
たた
。。

半半
島島
のの
自自
立立
なな
らら
びび
にに
ああ
らら
たた
なな
国国
家家
形形
成成
へへ
のの
開開
幕幕
でで
ああ
っっ
たた
。。
東東
北北
・・
半半

島島
そそ
しし
てて
列列
島島
のの
四四
世世
紀紀
はは
事事
実実
上上
ここ
のの
年年
かか
らら
始始
まま
っっ
たた
。。

<<

夫夫
餘餘

ふ

よ

・・
高高
句句
麗麗
とと
百百
済済>>

話話
はは
すす
ここ
しし
戻戻
るる
がが
、、
衛衛
満満
のの
朝朝
鮮鮮
王王
国国
のの
滅滅
亡亡
がが
ああ
っっ
たた
前前
一一
〇〇
八八
年年
をを
前前

後後
すす
るる
時時
期期
、、
すす
なな
わわ
ちち
前前
二二
世世
紀紀
後後
半半
かか
らら
末末
にに
かか
けけ
てて
大大
興興
安安

た
い
こ
う
あ
ん

嶺嶺
れ
い

のの

松松
し
ょ
う

花花
江江

か
こ
う

流流
域域
のの
吉吉

き
つ

林林
り
ん

にに
夫夫
餘餘

ふ

よ

国国
こ
く

のの
建建
国国
がが
ああ
っっ
たた
。。
伝伝
承承
にに
よよ
れれ
ばば
そそ
のの
先先
はは
ささ
らら



にに
北北
方方
のの
索索
離離

さ
く
り

国国
こ
く

（（
黒黒
龍龍
江江
））
でで
ああ
りり
、、
天天
帝帝
のの
子子
東東
明明
がが
南南
下下
しし
てて
夫夫
餘餘
（（
北北

夫夫
餘餘
））
をを
建建
てて
たた
とと
いい
うう
。。

夫夫
餘餘
はは
後後
二二
世世
紀紀
前前
半半
かか
らら
三三
世世
紀紀
後後
半半
にに
かか
けけ
てて
最最
盛盛
期期
をを
迎迎
ええ
、、
とと
くく
にに

二二
世世
紀紀
前前
半半
のの
尉尉
仇仇
台台
のの
時時
代代
にに
はは
、、
濊濊

わ
い

族族
のの
盟盟
主主
とと
しし
てて
後後
漢漢
のの
玄玄
菟菟
郡郡
にに
通通

じじ
、、
ここ
れれ
をを
援援
けけ
てて
鮮鮮
卑卑
やや
高高
句句
麗麗
とと
戦戦
っっ
たた
とと
いい
うう
。。
漢漢
がが
「「
濊濊
王王
之之
印印

わ
い
お
う
の
い
ん

」」
をを

与与
ええ
たた
のの
もも
ここ
のの
時時
期期
でで
ああ
るる
。。
まま
たた
公公
孫孫
度度
がが
遼遼
東東
にに
立立
っっ
たた
後後
はは
、、
ここ
れれ
とと

姻姻
戚戚
関関
係係
をを
結結
んん
だだ
らら
しし
くく
、、
魏魏
志志
夫夫
餘餘
伝伝
にに
はは
「「
妻妻
以以
宗宗
女女
」」
とと
ああ
りり
、、
ここ
れれ

はは
「「
度度
がが

仇仇
き
ゅ
う

台台
だ
い

のの
宗宗
女女
をを
以以
っっ
てて
妻妻
とと
すす
」」
とと
もも
読読
めめ
るる
とと
いい
うう
。。

ここ
のの
尉尉い

仇仇
き
ゅ
う

台台
だ
い

はは
後後
にに
百百
済済
のの
王王
家家
がが
そそ
ここ
かか
らら
出出
たた
とと
伝伝
ええ
（（
周周
書書
））、、
百百
済済

がが
「「
臣臣
とと
高高
句句
麗麗
はは
源源
夫夫
餘餘
にに
出出
ずず
（（
百百
済済
王王
餘餘
慶慶

よ
け
い

のの
上上
表表
文文
））」」
とと
主主
張張
すす
るる
根根

拠拠
のの
ひひ
とと
つつ
とと
みみ
らら
れれ
るる
。。

夫夫
餘餘
はは
二二
五五
八八
年年
にに
至至
っっ
てて
鮮鮮
卑卑
のの
慕慕
容容
氏氏
にに
討討
たた
れれ
、、
以以
降降
急急
速速
にに
衰衰
退退
しし

てて
いい
くく
がが
、、
三三
四四
六六
年年
にに
至至
っっ
てて
再再
びび
鮮鮮
卑卑
（（
前前
燕燕
））
のの
檀檀
石石
槐槐

だ
ん
い
せ
き
か
い

にに
よよ
っっ
てて
討討

たた
れれ
そそ
のの
麾麾
下下

き

か

にに
降降
っっ
てて
完完
全全
にに
滅滅
びび
たた
。。

夫夫
餘餘
のの
王王
族族
はは
そそ
のの
直直
後後
かか
らら
、、
夫夫
餘餘
氏氏
まま
たた
はは
餘餘よ

氏氏し

をを
名名
乗乗
っっ
たた
とと
みみ
らら
れれ

るる
がが
、、
ここ
のの
後後
にに
餘餘よ

姓姓
せ
い

のの
記記
録録
のの
残残
るる
のの
はは
、、
三三
七七
〇〇
年年
のの
前前
燕燕
のの
滅滅
亡亡
にに
とと
もも

なな
っっ
てて
反反
旗旗
をを
翻翻
しし
てて
前前
秦秦
にに
組組
みみ
しし
たた
とと
いい
うう
餘餘
蔚蔚

よ

い

なな
るる
人人
物物
、、
そそ
しし
てて
三三
七七

二二
年年
にに
東東
晋晋
にに
朝朝
貢貢
しし
たた
百百
済済
王王
餘餘
句句

よ

く

（（
近近

肖肖

き
ん
し
ょ
う

古古
王王

こ
お
う

））
なな
るる
人人
物物
でで
ああ
っっ
たた
。。

前前
者者
はは
そそ
れれ
でで
記記
録録
がが
跡跡
絶絶
ええ
たた
。。

後後
者者
はは
そそ
のの
後後
三三
韓韓
のの
一一
国国
百百
済済
のの
王王
統統
のの
祖祖
とと
なな
っっ
たた
らら
しし
いい
。。

高高
句句
麗麗
もも
まま
たた
夫夫
餘餘
のの
系系
統統
とと
みみ
らら
れれ
るる
。。
三三
国国
史史
記記
にに
よよ
れれ
ばば
前前
三三
七七
年年
にに

卒卒
本本

そ
つ
ほ
ん

（（
桓桓

か
ん

仁仁
じ
ん

））
にに
建建
国国
しし
たた
。。
玄玄
菟菟
郡郡
移移
動動
のの
三三
〇〇
余余
年年
後後
でで
ああ
るる
。。
中中
国国
史史
書書

にに
よよ
れれ
ばば
、、
そそ
のの
祖祖
はは
夫夫
餘餘
のの
出出
でで
朱朱
蒙蒙

し
ゅ
も
う

とと
いい
いい
、、
天天
帝帝
のの
孫孫
にに
しし
てて
「「
日日
とと
河河か

伯伯
は
く

女女
」」
のの
子子
でで
、、
卵卵
生生
のの
不不
祥祥
をを
疎疎
まま
れれ
てて
捨捨
てて
らら
れれ
たた
がが
、、
獣獣
なな
どど
のの
保保
護護
をを

受受
けけ
てて
援援
かか
りり
、、
母母
のの
もも
とと
にに
返返
ささ
れれ
てて
人人
とと
なな
っっ
たた
。。
成成
長長
すす
るる
にに
弓弓
矢矢
をを
よよ

くく
しし
たた
がが
、、そそ
のの
英英
邁邁
をを
夫夫
餘餘
人人
がが
怖怖
れれ
てて
殺殺
そそ
うう
とと
しし
たた
たた
めめ
、、逃逃
げげ
てて
まま
たた
魚魚

ぎ
ょ

鼈鼈
べ
つ

のの
援援
助助
をを
得得
てて
一一
水水
をを
渡渡
りり
つつ
いい
にに
卒卒
本本
にに
至至
っっ
たた
とと
いい
うう
。。

そそ
のの
後後
三三
年年
まま
たた
はは
二二
〇〇
四四
年年
（（
二二
説説
ああ
るる
））
にに
丸丸
都都

が
ん
と

（（
集集

安安

し
ゅ
う
あ
ん

））
にに
遷遷
都都
しし
、、

鴨鴨
緑緑
江江
中中
流流
域域
一一
帯帯
にに
勢勢
力力
をを
張張
るる
にに
至至
っっ
たた
。。



文文
脈脈
とと
しし
てて
はは
妥妥
当当
なな
そそ
れれ
とと
みみ
らら
れれ
るる
がが
、、
中中
国国
のの
記記
録録
にに
よよ
れれ
ばば
時時
代代
がが

わわ
ずず
かか
にに
異異
なな
るる
。。
すす
なな
わわ
ちち
新新

し
ん

のの
王王
莽莽

お
う
も
う

はは
即即
位位
後後
のの
西西
紀紀
一一
二二
年年
、、
遼遼
東東
とと
楽楽

浪浪
をを
分分
断断
すす
るる
高高
句句
麗麗
のの
勢勢
力力
をを
嫌嫌
っっ
てて
兵兵
をを
出出
しし
たた
。。
ここ
のの
とと
きき
王王
莽莽
のの
攻攻
撃撃

しし
たた
相相
手手
はは
高高
句句
麗麗
王王
鄒鄒

こ
う
く
り
お
う
す
う

とと
いい
っっ
たた
。。
ここ
れれ
はは
鄒鄒
牟牟

す
う
む

のの
意意
でで
ああ
りり
鄒鄒
牟牟
はは
すす
なな
わわ

ちち
高高
句句
麗麗
のの
始始
祖祖
朱朱
蒙蒙
のの
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。
四四
一一
四四
年年
建建
立立
とと
みみ
らら
れれ
るる
著著
名名
なな
広広

開開
土土
王王
碑碑
にに
もも
「「
始始
祖祖
鄒鄒
牟牟
王王
」」
とと
ああ
るる
。。
そそ
のの
建建
国国
はは
前前
一一
世世
紀紀
前前
半半
でで
はは
なな

くく
、、
西西
紀紀
前前
後後
とと
思思
わわ
れれ
るる
。。

しし
たた
がが
っっ
てて
高高
句句
麗麗
はは
西西
紀紀
前前
後後
にに
冬冬
家家
江江
流流
域域
のの
桓桓
仁仁
にに
建建
国国
しし
てて
、、
そそ
のの

後後
鴨鴨
緑緑
江江
中中
流流
域域
のの
集集
安安
にに
都都
をを
移移
しし
たた
。。
ここ
のの
集集
安安
遷遷
都都
はは
高高
句句
麗麗
にに
ああ
っっ
てて

中中
央央
集集
権権
的的
なな
国国
家家
へへ
変変
貌貌
すす
るる
契契
機機
でで
ああ
っっ
たた
とと
いい
わわ
れれ
るる
かか
らら
、、
おお
そそ
らら
くく

二二
〇〇
四四
年年
がが
適適
切切
でで
ああ
ろろ
うう
。。
高高
句句
麗麗
でで
はは
ここ
のの
とと
きき
五五
部部
族族
のの
争争
いい
にに
よよ
りり
、、

二二
人人
のの
王王
がが
立立
っっ
たた
がが
、、
集集
安安
にに
即即
位位
しし
たた
山山

上上

さ
ん
じ
ょ
う

王王
お
う

がが
そそ
のの
後後
のの
正正
当当
なな
高高
句句

麗麗
王王
とと
なな
っっ
たた
。。

満満
州州
のの
地地
にに
ああ
っっ
たた
夫夫
餘餘
のの
南南
にに
位位
置置
しし
、、
集集
安安
遷遷
都都
以以
降降
はは
まま
ささ
にに
半半
島島
をを

指指
すす
鴨鴨
緑緑
江江
流流
域域
にに
立立
っっ
たた
王王
国国
でで
ああ
りり
、、
建建
国国
かか
らら
徐徐
々々
にに
そそ
のの
威威
をを
広広
げげ
てて

いい
っっ
たた
がが
、、
つつ
ねね
にに
遼遼
西西
とと
楽楽
浪浪
のの
勢勢
力力
とと
にに
対対
峙峙
しし
てて
一一
進進
一一
退退
をを
繰繰
りり
かか
ええ

しし
てて
いい
たた
。。
一一
一一
八八
年年
にに
はは
すす
でで
にに
夫夫
餘餘
とと
並並
びび
立立
つつ
東東
北北
のの
雄雄
国国
でで
ああ
っっ
たた
がが
、、

一一
三三
二二
年年
にに
はは
鴨鴨
緑緑
江江
のの
河河
口口
にに
進進
出出
しし
てて
数数
十十
年年
維維
持持
すす
るる
ここ
とと
もも
ああ
っっ
たた
。。

二二
世世
紀紀
末末
にに
はは
公公
孫孫
氏氏
とと
争争
いい
三三
世世
紀紀
にに
はは
魏魏
とと
戦戦
っっ
てて
大大
敗敗
すす
るる
がが
、、
国国
力力
をを

消消
耗耗
すす
るる
ここ
とと
なな
くく
拡拡
大大
をを
続続
けけ
、、
夫夫
餘餘
がが
慕慕
容容
氏氏
にに
討討
たた
れれ
たた
二二
八八
五五
年年
以以
降降

はは
、、
つつ
いい
にに
東東
北北
随随
一一
のの
強強
国国
とと
なな
っっ
たた
。。

そそ
しし
てて
、、
慕慕
容容
氏氏
のの
前前
燕燕
とと
衝衝
突突
すす
るる
なな
かか
、、
南南
にに
膨膨
張張
しし
てて
いい
っっ
てて
つつ
いい
にに

三三
一一
三三
年年
楽楽
浪浪
・・
帯帯
方方
をを
接接
収収
しし
てて
ここ
れれ
をを
滅滅
しし
たた
。。

ささ
てて
半半
島島
のの
激激
動動
のの
四四
世世
紀紀
にに
入入
るる
前前
にに
、、
三三
一一
三三
年年
のの
楽楽
浪浪
滅滅
亡亡
以以
降降
のの
半半

島島
のの
約約
半半
世世
紀紀
間間
のの
情情
勢勢
をを
ひひ
とと
まま
ずず
鳥鳥
瞰瞰
しし
てて
みみ
よよ
うう
。。

ここ
のの
間間
がが
いい
わわ
ばば
今今
日日
にに
至至
るる
半半
島島
国国
家家
のの
揺揺

よ
う

藍藍
ら
ん

のの
時時
代代
でで
ああ
るる
。。
ここ
のの
揺揺
藍藍

のの
時時
代代
をを
経経
てて
、、
百百
済済
がが
立立
ちち
、、
新新
羅羅
がが
出出
現現
しし
、、
高高
句句
麗麗
とと
とと
もも
にに
半半
島島
のの
三三

国国
時時
代代
をを
つつ
くく
るる
のの
でで
ああ
るる
。。

先先
述述
のの
よよ
うう
にに
、、
三三
一一
三三
年年
をを
もも
っっ
てて
楽楽
浪浪
一一
帯帯
はは
高高
句句
麗麗
のの
影影
響響
下下
にに
おお
かか



れれ
たた
。。
遼遼
東東
かか
らら
鴨鴨
緑緑
江江
流流
域域
のの
一一
帯帯
はは
、、
おお
なな
じじ
くく
高高
句句
麗麗
とと
すす
でで
にに
遼遼
西西
にに

立立
っっ
たた
慕慕
容容
氏氏
とと
のの
紛紛
争争
がが
しし
ばば
らら
くく
続続
くく
。。
そそ
のの
まま
まま
二二
〇〇
数数
年年
をを
過過
ぎぎ
てて
、、

三三
三三
七七
年年
にに
慕慕
容容
氏氏
がが
遼遼
西西
とと
遼遼
東東
にに
よよ
っっ
てて
燕燕
王王
をを
称称
すす
るる
とと
（（
前前
燕燕

ぜ
ん
え
ん

誕誕
生生
））、、

かか
っっ
てて
のの
玄玄
菟菟
をを
本本
拠拠
とと
すす
るる
高高
句句
麗麗
とと
のの
衝衝
突突
もも
激激
しし
くく
なな
っっ
たた
。。
五五
年年
後後
のの

三三
四四
二二
年年
にに
いい
たた
っっ
てて
、、
前前
燕燕
はは
高高
句句
麗麗
をを
急急
撃撃
しし
ここ
れれ
をを
破破
りり
、、
首首
都都
丸丸
都都
城城

（（
集集
安安
））
をを
落落
とと
しし
たた
。。
高高
句句
麗麗
王王
美美
川川

び
せ
ん

はは
かか
ろろ
うう
じじ
てて
逃逃
れれ
たた
がが
、、
打打
撃撃
はは
大大

きき
くく
、、
そそ
のの
後後
おお
よよ
そそ
十十
余余
年年
のの
間間
国国
力力
をを
回回
復復
すす
るる
ここ
とと
がが
出出
来来
なな
かか
っっ
たた
。。

しし
たた
がが
っっ
てて
楽楽
浪浪
にに
対対
すす
るる
勢勢
威威
もも
減減
じじ
たた
。。

高高
句句
麗麗
がが
ふふ
たた
たた
びび
楽楽
浪浪
にに
威威
をを
はは
るる
ここ
とと
にに
なな
っっ
たた
のの
はは
、、
三三
五五
五五
年年
にに
至至

りり
燕燕
にに
取取
りり
入入
っっ
てて
楽楽
浪浪
公公
のの
称称
号号
をを
得得
てて
かか
らら
でで
ああ
るる
。。
しし
たた
がが
っっ
てて
丸丸
都都
落落

城城
後後
のの
十十
数数
年年
はは
、、
燕燕
のの
勢勢
力力
がが
楽楽
浪浪
にに
まま
でで
及及
んん
でで
いい
たた
ここ
とと
にに
なな
るる
。。

つつ
まま
りり
三三
一一
三三
年年
以以
降降
のの
楽楽
浪浪
はは
、、
高高
句句
麗麗
（（
三三
一一
三三
年年
かか
らら
三三
四四
二二
年年
））・・
前前

燕燕
（（
三三
四四
二二
年年
かか
らら
三三
五五
五五
年年
））・・
高高
句句
麗麗
（（
三三
五五
五五
年年
以以
降降
））
のの
支支
配配
がが
交交
互互
しし

たた
。。
三三
五五
五五
年年
以以
降降
はは
高高
句句
麗麗
がが
ここ
れれ
をを
恒恒
常常
的的
にに
支支
配配
しし
たた
のの
でで
ああ
るる
。。

ささ
てて
楽楽
浪浪
のの
先先
、、
帯帯
方方

た
い
ほ
う

でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
時時
楽楽
浪浪
のの
南南
にに
拠拠
っっ
てて
いい
たた
帯帯
方方
のの
動動
静静
はは
つつ
まま
びび
らら
かか
でで
なな
いい
。。

帯帯
方方
はは
公公
孫孫

こ
う
そ
ん

氏氏し

がが
二二
〇〇
四四
年年
、、
楽楽
浪浪
南南
部部
をを
割割
いい
てて
置置
いい
たた
。。
そそ
のの
後後
魏魏
・・
晋晋

がが
管管
理理
しし
、、
三三
一一
三三
年年
まま
でで
のの
百百
有有
余余
年年
をを
経経
過過
しし
たた
。。
そそ
のの
後後
がが
はは
っっ
きき
りり
しし

なな
いい
。。

ここ
れれ
をを
まま
ずず
半半
島島
最最
古古
のの
勅勅
撰撰
史史
書書
「「
三三
国国
史史
記記
」」
にに
よよ
っっ
てて
見見
れれ
ばば
、、
史史
記記

麗麗
記記

れ
い
き

（（
高高
句句

こ
う
く

麗麗
本本
記記

り

ぼ

ん

き

））
のの
三三
一一
三三
年年
条条
にに
「「
侵侵
楽楽
浪浪
虜虜
二二
千千
口口
」」
とと
ああ
りり
、、
翌翌
年年

のの
条条
にに
「「
南南
侵侵
帯帯
方方
」」
とと
ああ
りり
、、
三三
一一
五五
年年
のの
条条
にに
「「
攻攻
破破
玄玄
菟菟
」」
とと
ああ
るる
。。
ここ

のの
文文
脈脈
かか
らら
すす
るる
とと
、、
楽楽
浪浪
（（
とと
、、
もも
しし
かか
しし
たた
らら
玄玄
菟菟
））
はは
「「
虜虜
・・
破破
」」
とと
いい

うう
かか
らら
ここ
れれ
をを
支支
配配
しし
たた
のの
はは
明明
らら
かか
でで
ああ
るる
。。
楽楽
浪浪
のの
地地
のの
遺遺
跡跡
にに
、、
高高
句句
麗麗

のの
使使
っっ
たた
後後
趙趙
のの
年年
号号
（（
建建
武武
九九
年年
、、
三三
四四
五五
年年
））
もも
残残
るる
とと
いい
うう
。。

帯帯
方方
にに
つつ
いい
てて
はは
たた
だだ
「「
侵侵
」」
とと
いい
うう
だだ
けけ
でで
ああ
るる
。。
つつ
まま
りり
帯帯
方方
のの
趨趨
勢勢
はは

まま
だだ
そそ
ここ
まま
でで
いい
っっ
てて
いい
なな
いい
。。
高高
句句
麗麗
のの
国国
力力
はは
鴨鴨
緑緑
江江
かか
らら
大大
同同
江江
まま
でで
でで
、、

おお
そそ
らら
くく
はは
漢漢
江江
まま
でで
をを
維維
持持
すす
るる
ほほ
どど
にに
はは
充充
実実
しし
てて
いい
なな
かか
っっ
たた
のの
かか
もも
知知

れれ
なな
いい
。。
しし
かか
しし
三三
〇〇
年年
とと
いい
うう
歳歳
月月
はは
二二
世世
代代
にに
わわ
たた
るる
。。
楽楽
浪浪
にに
ああ
っっ
たた
高高



句句
麗麗
のの
派派
遣遣
官官
がが
帯帯
方方
にに
もも
手手
をを
伸伸
ばば
すす
にに
十十
分分
なな
期期
間間
でで
もも
ああ
っっ
たた
。。

ちち
なな
みみ
にに
高高
句句
麗麗
のの
派派
遣遣
しし
たた
楽楽
浪浪
相相

ら
く
ろ
う
そ
う

にに
しし
てて
帯帯
方方

た
い
ほ
う

太太
守守

た
い
し
ゅ

たた
るる
官官
人人
はは
冬冬

と
う

寿寿
じ
ゅ

とと
いい
いい
、、
もも
とと
漢漢
人人
でで
はは
じじ
めめ
慕慕
容容
氏氏
にに
仕仕
ええ
のの
ちち
亡亡
命命
しし
てて
高高
句句
麗麗
王王
にに
仕仕
ええ

たた
もも
のの
でで
ああ
るる
。。
冬冬
寿寿
はは
三三
四四
〇〇
年年
にに
死死
んん
でで
いい
るる
かか
らら
、、
彼彼
もも
まま
たた
そそ
のの
後後
のの

帯帯
方方
のの
動動
静静
にに
関関
りり
をを
もも
たた
なな
いい
。。

三三
一一
三三
年年
のの
楽楽
浪浪
滅滅
亡亡
以以
来来
、、
高高
句句
麗麗
のの
影影
響響
のの
もも
とと
にに
ああ
っっ
たた
帯帯
方方
はは
、、
動動

静静
がが
はは
っっ
きき
りり
しし
なな
いい
まま
まま
、、
いい
わわ
ゆゆ
るる
馬馬ば

韓韓
か
ん

のの
諸諸
国国
のの
ゆゆ
るる
やや
かか
なな
胎胎
動動

た
い
ど
う

がが
ああ

っっ
たた
筈筈
でで
ああ
るる
。。

三三
四四
二二
年年
燕燕
がが
高高
句句
麗麗
をを
討討
伐伐
しし
、、
ここ
のの
たた
めめ
楽楽
浪浪
にに
おお
けけ
るる
高高
句句
麗麗
のの
影影
響響

はは
ああ
っっ
とと
いい
うう
まま
にに
後後
退退
すす
るる
。。
帯帯
方方
もも
まま
たた
いい
うう
まま
でで
もも
なな
いい
。。
そそ
のの
後後
十十
年年

をを
経経
てて
、、
高高
句句
麗麗
はは
よよ
うう
やや
くく
国国
力力
をを
充充
実実
しし
、、
先先
述述
のの
よよ
うう
にに
前前
燕燕
かか
らら
楽楽
浪浪

公公
のの
称称
号号
をを
得得
るる
。。
三三
五五
五五
年年
でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
時時
高高
句句
麗麗
はは
支支
配配
のの
事事
実実
をを
もも
っっ
てて
、、
正正
当当
にに
帯帯
方方
のの
領領
有有
をを
主主
張張
すす
るる

権権
利利
はは
なな
かか
っっ
たた
。。
たた
だだ
しし
、、
帯帯
方方
はは
もも
とと
もも
とと
楽楽
浪浪
のの
一一
部部
でで
ああ
っっ
てて
、、
前前
一一

八八
九九
年年
にに
公公
孫孫
氏氏
がが
そそ
のの
南南
をを
裂裂
いい
てて
置置
いい
たた
のの
でで
ああ
るる
。。
三三
五五
五五
年年
をを
もも
っっ
てて

高高
句句
麗麗
王王
にに
しし
てて
楽楽
浪浪
公公
とと
なな
っっ
たた
高高
句句
麗麗
故故
国国

こ
こ
く

原原
王王

げ
ん
お
う

にに
とと
っっ
てて
はは
、、
帯帯
方方
はは
もも

とと
もも
とと
楽楽
浪浪
のの
付付
帯帯
しし
たた
領領
土土
のの
一一
部部
とと
しし
てて
、、
辛辛
うう
じじ
てて
ここ
れれ
をを
主主
張張
でで
きき
たた
。。

しし
かか
しし
、、
そそ
のの
主主
張張
のの
重重
みみ
はは
たた
ぶぶ
んん
低低
かか
っっ
たた
。。

しし
たた
がが
っっ
てて
まま
とと
めめ
るる
とと
ここ
うう
なな
るる
。。
帯帯
方方
のの
地地
はは
、、
楽楽
浪浪
とと
違違
っっ
てて
、、
三三
一一

三三
年年
のの
滅滅
亡亡
のの
後後
一一
時時
期期
高高
句句
麗麗
のの
侵侵
略略
をを
受受
けけ
たた
もも
のの
のの
、、
そそ
のの
影影
響響
はは
継継
続続

せせ
ずず
、、
すす
なな
わわ
ちち
三三
十十
年年
間間
（（
前前
期期
））
とと
いい
うう
ああ
いい
だだ
、、
いい
わわ
ゆゆ
るる
馬馬
韓韓
のの
小小
国国

のの
胎胎
動動
をを
つつ
づづ
けけ
たた
。。
三三
四四
二二
年年
以以
降降
ふふ
たた
たた
びび
前前
燕燕
のの
侵侵
略略
をを
受受
けけ
たた
がが
、、
前前

燕燕
もも
まま
たた
ここ
のの
地地
をを
もも
ちち
きき
れれ
ずず
、、
三三
五五
五五
年年
にに
いい
たた
っっ
てて
高高
句句
麗麗
王王
をを
楽楽
浪浪
公公

にに
任任
じじ
てて
楽楽
浪浪
かか
らら
もも
撤撤
退退
しし
たた
のの
でで
ああ
るる
。。
ここ
のの
間間
十十
数数
年年
間間
（（
後後
期期
））
でで
ああ

るる
。。
いい
ずず
れれ
もも
決決
定定
的的
なな
支支
配配
はは
ここ
れれ
をを
受受
けけ
なな
かか
っっ
たた
。。

結結
果果
とと
しし
てて
楽楽
浪浪
をを
異異
なな
るる
二二
つつ
のの
勢勢
力力
がが
支支
配配
しし
たた
ここ
のの
期期
間間
がが
、、
帯帯
方方
以以

南南
のの
都都
邑邑
国国
家家
をを
しし
てて
しし
だだ
いい
にに
ここ
れれ
らら
のの
勢勢
力力
かか
らら
自自
立立
しし
てて
いい
きき
、、
ひひ
いい
てて

はは
領領
域域
国国
家家
にに
変変
貌貌
ささ
せせ
てて
いい
くく
契契
機機
にに
なな
っっ
たた
。。

まま
ずず
馬馬
韓韓
すす
なな
わわ
ちち
後後
のの
百百
済済
のの
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。



百百
済済
のの
登登
場場
まま
でで
いい
ろろ
いい
ろろ
迂迂
回回
しし
たた
のの
はは
、、
ここ
のの
半半
島島
のの
国国
家家
がが
倭倭
国国
にに
とと

っっ
てて
外外
国国
とと
のの
交交
流流
のの
嚆嚆
矢矢

こ
う
し

でで
ああ
っっ
たた
にに
もも
かか
かか
わわ
らら
ずず
、、
そそ
のの
出出
現現
とと
経経
緯緯
がが

不不
分分
明明
なな
たた
めめ
でで
ああ
るる
。。
そそ
のの
拠拠
っっ
てて
立立
つつ
由由
来来
はは
倭倭
のの
王王
権権
のの
思思
想想
にに
もも
かか
かか

わわ
りり
得得
るる
。。
ああ
るる
いい
はは
文文
化化
のの
根根
幹幹
にに
かか
かか
わわ
るる
。。
つつ
まま
りり
百百
済済
はは
列列
島島
のの
国国
家家

たた
るる
倭倭
国国
のの
海海
外外
のの
世世
界界
をを
拓拓
いい
たた
国国
なな
のの
でで
ああ
るる
。。

百百
済済
のの
建建
国国
はは
、、
丸丸
都都
落落
城城
のの
三三
四四
二二
年年
かか
らら
三三
四四
五五
年年
のの
間間
にに
ああ
っっ
たた
とと
思思

わわ
れれ
るる
。。
三三
四四
五五
年年
はは
、、
前前
燕燕
のの
記記
録録
にに
捕捕
虜虜
とと
しし
てて
「「
高高
句句
麗麗
・・
百百
済済
・・
宇宇う

文文
ぶ
ん

・・

段段
部部

だ
ん
ぶ

」」
とと
いい
うう
文文
字字
がが
見見
らら
れれ
、、
中中
国国
のの
記記
録録
にに
はは
じじ
めめ
てて
現現
れれ
たた
百百
済済
のの
茫茫
洋洋

ぼ
う
よ
う

とと
しし
たた
姿姿
がが
垣垣
間間
見見
らら
れれ
るる
。。

百百
済済
はは
もも
とと
魏魏
のの
三三
世世
紀紀
中中
葉葉
、、
馬馬
韓韓
五五
五五
国国
のの
一一
でで
ああ
っっ
たた
伯伯
済済

は
く
さ
い

国国
こ
く

でで
ああ
っっ

たた
。。
帯帯
方方
のの
故故
地地
のの
南南
、、
漢漢
江江
下下
流流
域域
のの
慰慰い

礼礼
れ
い

城城
じ
ょ
う

にに
都都
しし
、、
急急
速速
にに
新新
興興
国国
家家

とと
しし
てて
のの
しし
ああ
がが
っっ
たた
。。
中中
国国
史史
料料
かか
らら
見見
てて
、、
建建
国国
のの
王王
とと
見見
らら
れれ
るる
のの
はは
三三

四四
六六
年年
即即
位位
とと
伝伝
ええ
らら
れれ
るる
近近
肖肖
古古
王王
でで
ああ
るる
。。
たた
だだ
しし
ここ
のの
王王
のの
父父
王王
たた
るる

比比

流流

ひ
な
り
ゅ
う

王王
お
う

はは
「「
推推
ささ
れれ
てて
立立
っっ
たた
」」
とと
伝伝
承承
ささ
れれ
、、
近近
肖肖
古古
のの
系系
統統
がが
もも
とと
もも
とと

のの
伯伯
済済
のの
王王
家家
とと
はは
違違
っっ
てて
いい
たた
可可
能能
性性
がが
示示
唆唆
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
すす
なな
わわ
ちち
百百
済済

のの
王王
家家
はは
、、
馬馬
韓韓
にに
拠拠
っっ
てて
いい
たた
地地
在在
のの
伯伯
済済
をを
襲襲
っっ
てて
、、
ここ
ここ
にに
立立
国国
しし
たた
のの

でで
ああ
ろろ
うう
。。

百百
済済
がが
先先
述述
のの
よよ
うう
にに
当当
初初
かか
らら
王王
統統
のの
源源
をを
「「
高高
句句
麗麗
とと
同同
じじ
くく
源源
、、
夫夫
余余

にに
出出
ずず
」」
とと
いい
っっ
てて
いい
るる
にに
もも
関関
らら
ずず
、、
そそ
のの
後後
にに
はは
「「
高高
句句
麗麗
のの
始始
祖祖
朱朱
蒙蒙
のの

子子
沸沸

流流

ふ
つ
り
ゅ
う

・・
温温
祚祚

お
ん
そ

ああ
るる
いい
はは
そそ
のの
妃妃
をを
娶娶
っっ
たた
北北
夫夫
餘餘
のの
優優

ゆ
う

台台
だ
い

なな
どど
とと
いい
っっ
てて
混混

乱乱
すす
るる
のの
はは
、、
七七
世世
紀紀
以以
降降
滅滅
亡亡
にに
瀕瀕
しし
たた
百百
済済
がが
高高
句句
麗麗
にに
歩歩
みみ
寄寄
るる
ここ
とと
とと

関関
連連
すす
るる
でで
ああ
ろろ
うう
とと
いい
うう
。。

「「
続続
日日
本本
紀紀
」」
桓桓
武武
紀紀
にに
よよ
れれ
ばば
、、
滅滅
亡亡
後後
日日
本本
にに
亡亡
命命
しし
たた
百百
済済
武武ぶ

寧寧
ね
い

王王
お
う

のの

後後
裔裔
はは
そそ
のの
遠遠
祖祖
をを
「「
都都
慕慕

つ

ぼ

王王
」」
とと
伝伝
ええ
てて
いい
たた
とと
いい
うう
。。
桓桓
武武
のの
母母
でで
ああ
るる
和和

新新
笠笠
はは
そそ
のの
百百
済済
王王
家家
後後
裔裔
のの
出出
でで
ああ
っっ
たた
。。
ちち
なな
みみ
にに
書書
紀紀
のの
天天
智智
紀紀
でで
はは
、、

高高
句句
麗麗
のの
建建
国国
神神
はは
「「
仲仲
牟牟

ち
ゅ
う
む

王王
」」
とと
伝伝
ええ
るる
とと
記記
録録
しし
てて
いい
るる
。。

百百
済済
のの
始始
祖祖
伝伝
承承
はは
つつ
まま
るる
とと
ここ
ろろ
馬馬
韓韓
出出
自自
・・
夫夫
餘餘
出出
自自
・・
高高
句句
麗麗
出出
自自
のの

三三
つつ
のの
そそ
れれ
がが
ああ
るる
がが
、、
馬馬
韓韓
出出
自自
とと
いい
うう
のの
はは
、、
夫夫
餘餘
にに
よよ
るる
そそ
のの
伯伯
済済
のの
王王

家家
のの
纂纂
奪奪
でで
ああ
っっ
たた
。。
高高
句句
麗麗
はは
後後
世世
のの
政政
治治
的的
仮仮
託託
でで
ああ
るる
かか
らら
、、
要要
すす
るる
にに



夫夫
餘餘
出出
自自
だだ
けけ
がが
オオ
リリ
ジジ
ナナ
ルル
でで
ああ
ろろ
うう
。。

そそ
のの
祭祭
祀祀
もも
祖祖
をを
仇仇
台台
（（
尉尉
仇仇
台台
））
とと
いい
いい
永永
くく
仇仇
台台
廟廟
をを
祀祀
っっ
たた
のの
でで
ああ
るる
。。

ここ
れれ
がが
夫夫
餘餘
中中
興興
のの
王王
でで
ああ
るる
たた
めめ
にに
、、
そそ
ここ
かか
らら
出出
たた
百百
済済
王王
家家
のの
意意
識識
的的
なな

崇崇
拝拝
対対
象象
とと
なな
っっ
たた
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。

ここ
れれ
らら
とと
はは
別別
にに
、、
百百
済済
にに
はは
そそ
のの
建建
国国
にに
ああ
たた
っっ
てて
「「
遼遼
西西
建建
国国
説説
」」
とと
いい

うう
もも
のの
がが
ああ
るる
。。
ここ
れれ
はは
宋宋
書書
・・
梁梁
書書
・・
南南
史史
なな
どど
にに
ここ
のの
時時
期期
「「
百百
済済
はは
遼遼
西西

地地
方方
にに
進進
出出
」」
しし
たた
とと
いい
うう
記記
事事
にに
由由
来来
すす
るる
。。

ここ
れれ
はは
全全
くく
のの
誤誤
謬謬
とと
ささ
れれ
てて
いい
るる
がが
、、
筆筆
者者
はは
考考
ええ
るる
とと
ここ
ろろ
がが
ああ
るる
。。

ここ
のの
記記
事事
のの
本本
質質
はは
、、
四四
世世
紀紀
後後
半半
のの
遼遼
西西
にに
百百
済済
領領
がが
存存
在在
しし
たた
ここ
とと
をを
いい

うう
のの
だだ
がが
、、
ここ
れれ
はは
先先
述述
のの
夫夫
餘餘
のの
王王
族族
のの
後後
裔裔
でで
三三
七七
〇〇
年年
のの
前前
燕燕
のの
滅滅
亡亡
時時

にに
活活
動動
しし
たた
とと
いい
うう
餘餘
蔚蔚
にに
かか
かか
わわ
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。
夫夫
餘餘
国国
はは
そそ
れれ
にに
先先
立立
つつ
三三

四四
六六
年年
にに
滅滅
んん
でで
いい
たた
。。

すす
なな
わわ
ちち
夫夫
餘餘
滅滅
亡亡
にに
とと
もも
なな
いい
おお
そそ
らら
くく
そそ
のの
後後
裔裔
のの
一一
部部
がが
残残
っっ
てて
前前
燕燕

のの
手手
下下
にに
入入
りり
、、
一一
部部
がが
逃逃
亡亡
南南
下下
しし
てて
そそ
のの
先先
馬馬
韓韓
のの
地地
にに
入入
っっ
たた
のの
でで
ああ
るる
。。

前前
者者
のの
後後
がが
餘餘
蔚蔚
でで
ああ
りり
そそ
のの
一一
族族
郎郎
党党
とと
とと
もも
にに
、、
前前
燕燕
のの
版版
図図
（（
遼遼
西西
））
のの

なな
かか
でで
行行
動動
をを
とと
もも
にに
しし
、、
ささ
らら
にに
遺遺
民民
をを
糾糾
合合
しし
てて
いい
っっ
たた
でで
ああ
ろろ
うう
。。
ちち
なな

みみ
にに
そそ
のの
活活
動動
はは
前前
秦秦

ぜ
ん
し
ん

にに
荷荷
担担
しし
たた
もも
のの
でで
ああ
っっ
たた
がが
、、
前前
秦秦
のの
遼遼
西西
のの
地地
はは
そそ

のの
後後
三三
二二
年年
をを
経経
てて
北北
燕燕

ほ
く
え
ん

にに
とと
っっ
てて
かか
わわ
るる
。。
ここ
のの
間間
にに
餘餘
蔚蔚
のの
一一
族族
がが
遼遼
西西
にに

勢勢
威威
をを
もも
っっ
たた
可可
能能
性性
はは
高高
いい
。。

後後
者者
はは
史史
記記
にに
三三
四四
六六
年年
即即
位位
とと
いい
うう
餘餘
句句
すす
なな
わわ
ちち
近近
肖肖
古古
王王
にに
ほほ
かか
なな
らら

なな
いい
。。
史史
記記
のの
語語
るる
近近
肖肖
古古
はは
、、
そそ
のの
父父
比比
流流
王王
をを
はは
じじ
めめ
父父
祖祖
とと
とと
もも
にに
そそ
のの

地地
のの
豪豪
族族
かか
らら
出出
たた
とと
記記
録録
すす
るる
がが
、、
ここ
のの
系系
譜譜
はは
在在
地地
のの
馬馬
韓韓
のの
王王
のの
そそ
れれ
をを

繋繋
いい
だだ
もも
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。

ここ
れれ
らら
をを
総総
じじ
てて
、、
中中
国国
のの
史史
書書
はは
三三
四四
六六
年年
のの
前前
後後
をを
もも
っっ
てて
夫夫
餘餘
なな
るる
国国

家家
のの
名名
称称
をを
捨捨
てて
たた
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。

そそ
しし
てて
ここ
のの
二二
派派
にに
分分
かか
れれ
たた
夫夫
餘餘
族族
のの
後後
裔裔
をを
、、
後後
にに
そそ
のの
後後
継継
者者
をを
標標
榜榜

しし
たた
らら
しし
いい
百百
済済
のの
首首
長長
にに
拠拠
っっ
てて
、、
とと
もも
にに
百百
済済
とと
称称
しし
たた
のの
でで
はは
なな
いい
かか
とと

思思
うう
。。
百百
済済
がが
広広

こ
う

開開
土土

か
い
ど

王王
お
う

碑碑ひ

にに
「「
百百

残残

ひ
ゃ
く
ざ
ん

」」
とと
書書
かか
れれ
るる
ここ
とと
がが
関関
係係
すす
るる
かか
もも

知知
れれ
なな
いい
。。
三三
四四
六六
年年
にに
滅滅
んん
でで
各各
地地
にに
四四
散散
しし
たた
夫夫
餘餘
のの
残残
党党
をを
いい
うう
のの
でで
ああ



るる
。。そそ

うう
とと
すす
れれ
ばば
、、
遼遼
西西
にに
一一
時時
期期
にに
もも
領領
土土
をを
もも
っっ
たた
百百
済済
（（
百百
残残
））
とと
はは
、、

むむ
ろろ
んん
餘餘
蔚蔚
のの
族族
のの
仮仮
託託
にに
ほほ
かか
なな
らら
ずず
、、
まま
たた
先先
のの
慕慕
容容
氏氏
のの
秘秘
書書
官官
がが
三三
四四

五五
年年
のの
日日
付付
でで
出出
しし
たた
意意
見見
書書
にに
「「
高高
句句
麗麗
・・
百百
済済
・・
宇宇う

文文
ぶ
ん

・・
段段
部部

だ
ん
ぶ

のの
人人
」」
とと
記記

ささ
れれ
てて
いい
るる
百百
済済
もも
まま
たた
そそ
のの
伝伝
でで
ああ
ろろ
うう
。。
宇宇
文文
・・
段段
部部
はは
いい
ずず
れれ
もも
鮮鮮
卑卑
のの

一一
部部
族族
でで
ああ
るる
。。
そそ
れれ
らら
のの
捕捕
虜虜
がが
時時
のの
前前
燕燕
のの
都都
（（

遼遼
り
ょ
う

寧寧

省省

ね
い
し
ょ
う

朝朝
ち
ょ
う

陽陽
よ
う

県県
け
ん

））
にに

一一
〇〇
万万
人人
もも
溢溢
れれ
てて
いい
たた
とと
いい
うう
。。

ささ
てて
百百
済済
のの
話話
をを
続続
けけ
よよ
うう
。。

百百
済済
はは
半半
島島
のの
国国
家家
のの
なな
かか
でで
はは
もも
っっ
とと
もも
中中
国国
をを
崇崇
拝拝
しし
たた
国国
家家
でで
もも
ああ
っっ

たた
。。
建建
国国
以以
来来
、、
意意
識識
的的
にに
正正
統統
とと
みみ
らら
れれ
たた
南南
朝朝
のの
晋晋

し
ん

・・
宋宋

そ
う

・・
斉斉

せ
い

・・
梁梁

り
ょ
う

・・
陳陳

ち
ん

にに

朝朝
貢貢
しし
てて
、、
北北
朝朝
にに
はは
まま
れれ
にに
しし
かか
ここ
れれ
をを
しし
なな
かか
っっ
たた
。。

百百
済済
はは
建建
国国
かか
らら
三三
〇〇
〇〇
年年
余余
、、
半半
島島
のの
中中
央央
西西
部部
一一
帯帯
をを
領領
しし
てて
王王
統統
をを
つつ

づづ
けけ
、、
六六
六六
〇〇
年年
にに
唐唐

と
う

・・
新新
羅羅
連連
合合
軍軍
にに
滅滅
ぼぼ
ささ
れれ
るる
。。
そそ
のの
王王
都都
はは
最最
初初
のの
二二

〇〇
〇〇
年年
間間
はは
漢漢
山山

か
ん
ざ
ん

（（
漢漢

か
ん

江江
こ
う

流流
域域
））
にに
ああ
りり
、、
高高
句句
麗麗
のの
南南
下下
にに
よよ
っっ
てて
漢漢
江江
をを
追追

わわ
れれ
たた
そそ
のの
後後
のの
一一
〇〇
〇〇
年年
間間
はは
、、
熊熊
津津

ゆ
う
し
ん

以以
南南
にに
後後
退退
しし
たた
。。

三三
〇〇
〇〇
年年
のの
百百
済済
のの
歴歴
史史
をを
鳥鳥
瞰瞰
すす
るる
とと
、、
一一
にに
高高
句句
麗麗
とと
のの
絶絶
ええ
間間
なな
いい
戦戦

いい
でで
ああ
っっ
たた
とと
いい
ええ
るる
。。

百百
済済
がが
優優
勢勢
でで
ああ
っっ
たた
のの
はは
、、
建建
国国
のの
しし
ばば
らら
くく
後後
のの
一一
期期
間間
のの
みみ
でで
ああ
っっ
たた
。。

そそ
のの
後後
はは
次次
第第
にに
圧圧
迫迫
ささ
れれ
、、
高高
句句
麗麗
がが
中中
国国
のの
前前
燕燕
・・
前前
秦秦
・・
後後
燕燕
とと
交交
戦戦
をを

つつ
づづ
けけ
たた
後後
、、
つつ
いい
にに
大大
同同
江江
のの
平平
壌壌
にに
遷遷
都都
しし
てて
（（
四四
二二
七七
年年
））
半半
島島
にに
根根
をを

張張
るる
ここ
とと
とと
しし
たた
後後
はは
、、
圧圧
倒倒
的的
なな
高高
句句
麗麗
のの
抑抑
圧圧
をを
受受
けけ
つつ
づづ
けけ
てて
いい
っっ
てて
、、

国国
力力
をを
疲疲
弊弊
しし
てて
いい
っっ
たた
。。

ここ
のの
国国
のの
歴歴
史史
はは
尋尋
常常
でで
はは
なな
いい
。。
出出
発発
点点
かか
らら
特特
殊殊
でで
ああ
っっ
たた
。。

すす
なな
わわ
ちち
建建
国国
二二
〇〇
余余
年年
後後
とと
みみ
らら
れれ
るる
三三
六六
九九
年年
、、
百百
済済
はは
高高
句句
麗麗
のの
最最
初初

のの
意意
図図
的的
なな
南南
下下
をを
迎迎
ええ
、、
ここ
れれ
をを
うう
ちち
破破
っっ
たた
。。
つつ
いい
でで
二二
年年
後後
のの
三三
七七
一一
年年
、、

兵兵
をを
送送
っっ
てて
平平
壌壌
をを
襲襲
いい
、、
高高
句句
麗麗
のの
故故
国国
原原
王王
をを
敗敗
死死
ささ
せせ
たた
。。
帯帯
方方
にに
胚胚
芽芽

しし
たた
勢勢
力力
がが
楽楽
浪浪
のの
支支
配配
者者
をを
伐伐
っっ
たた
のの
でで
ああ
るる
。。
栄栄
光光
のの
勝勝
利利
でで
ああ
っっ
たた
。。

しし
かか
しし
ここ
のの
高高
句句
麗麗
にに
対対
すす
るる
画画
期期
のの
勝勝
利利
はは
、、
小小
国国
のの
百百
済済
にに
とと
っっ
てて
最最
初初

にに
しし
てて
最最
後後
のの
もも
のの
でで
ああ
っっ
たた
。。
画画
期期
のの
自自
負負
心心
をを
そそ
のの
後後
もも
連連
綿綿
とと
もも
ちち
つつ
づづ



けけ
たた
ここ
とと
がが
、、
百百
済済
のの
そそ
のの
後後
のの
歴歴
史史
のの
不不
幸幸
をを
決決
めめ
たた
かか
にに
みみ
ええ
るる
。。

ささ
てて
ここ
のの
事事
件件
のの
因因
果果
がが
、、
倭倭
のの
国国
際際
舞舞
台台
へへ
のの
登登
場場
とと
深深
くく
かか
かか
わわ
るる
。。

そそ
もも
そそ
もも
ここ
のの
事事
件件
はは
史史
記記
にに
おお
いい
てて
唐唐
突突
でで
前前
後後
のの
脈脈
絡絡
がが
なな
いい
。。
三三
五五
五五

年年
高高
句句
麗麗
がが
楽楽
浪浪
公公
とと
しし
てて
楽楽
浪浪
にに
復復
活活
しし
たた
とと
きき
、、
百百
済済
はは
建建
国国
一一
〇〇
余余
年年
をを

経経
てて
いい
たた
とと
思思
わわ
れれ
るる
がが
、、
高高
句句
麗麗
とと
のの
衝衝
突突
のの
記記
録録
はは
なな
いい
。。
そそ
れれ
にに
、、
百百
済済

とと
楽楽
浪浪
のの
間間
にに
はは
濊濊

わ
い

やや
貊貊

は
く

とと
いい
うう
部部
族族
がが
ああ
っっ
たた
。。
国国
境境
をを
接接
しし
なな
いい
緩緩
衝衝
地地
帯帯

でで
ああ
るる
。。
同同
じじ
くく
高高
句句
麗麗
とと
後後
のの
新新
羅羅
とと
のの
ああ
いい
だだ
にに
もも
そそ
れれ
がが
ああ
っっ
てて
、、
高高
句句

麗麗
はは
ほほ
ぼぼ
四四
世世
紀紀
末末
にに
至至
るる
まま
でで
新新
羅羅
とと
のの
戦戦
闘闘
的的
交交
渉渉
はは
なな
いい
。。
すす
くく
なな
くく
とと

もも
史史
記記
にに
おお
いい
てて
はは
そそ
うう
でで
ああ
っっ
たた
。。

すす
るる
とと
ここ
のの
唐唐
突突
なな
戦戦
闘闘
はは
、、
どど
ちち
らら
かか
にに
なな
にに
かか
主主
体体
的的
なな
動動
機機
がが
ああ
っっ
たた

のの
でで
ああ
ろろ
うう
かか
。。
画画
期期
のの
行行
動動
のの
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
にに
はは
、、
ここ
れれ
をを
発発
揮揮
すす
べべ
きき
強強
いい

原原
動動
力力
がが
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。

百百
済済
のの
方方
でで
はは
そそ
のの
出出
自自
たた
るる
滅滅
びび
たた
夫夫
餘餘
のの
栄栄
光光
のの
再再
興興
とと
、、
ここ
れれ
にに
とと
もも

なな
っっ
てて
たた
ぶぶ
んん
同同
族族
でで
ああ
っっ
たた
前前
燕燕
麾麾
下下
のの
餘餘
蔚蔚
一一
族族
とと
のの
連連
携携
をを
考考
ええ
たた
とと
いい

うう
文文
脈脈
がが
ああ
りり
得得
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。
高高
句句
麗麗
とと
のの
最最
初初
のの
衝衝
突突
三三
六六
九九
年年
はは
、、
前前
燕燕

のの
滅滅
亡亡
とと
餘餘
蔚蔚
のの
自自
立立
のの
前前
年年
でで
ああ
っっ
たた
。。

一一
方方
高高
句句
麗麗
にに
おお
いい
てて
もも
ここ
のの
時時
期期
、、
遼遼
東東
とと
帯帯
方方
のの
故故
地地
のの
二二
方方
面面
がが
膨膨
張張

すす
べべ
きき
対対
象象
でで
ああ
っっ
たた
。。
前前
者者
にに
つつ
いい
てて
はは
滅滅
亡亡
目目
前前
にに
ああ
っっ
たた
前前
燕燕
のの
足足
元元
をを

狙狙
っっ
てて
いい
たた
のの
でで
ああ
りり
、、
後後
者者
にに
つつ
いい
てて
はは
本本
来来
楽楽
浪浪
公公
とと
しし
てて
のの
権権
益益
をを
有有
すす

るる
帯帯
方方
のの
故故
地地
にに
胎胎
動動
しし
たた
百百
済済
はは
、、
早早
々々
にに
除除
いい
てて
おお
きき
たた
いい
とと
思思
っっ
たた
。。
十十

分分
なな
理理
由由
でで
ああ
るる
。。

遼遼
西西
にに
ああ
っっ
たた
余余
蔚蔚
とと
のの
関関
連連
がが
強強
けけ
れれ
ばば
、、
ここ
のの
戦戦
闘闘
はは
百百
済済
のの
側側
にに
仕仕
掛掛

けけ
るる
動動
機機
がが
よよ
りり
ささ
らら
にに
大大
きき
かか
っっ
たた
とと
みみ
るる
べべ
きき
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。
そそ
しし
てて
ここ

のの
場場
合合
兵兵
威威
のの
比比
較較
かか
らら
すす
れれ
ばば
百百
済済
はは
圧圧
倒倒
的的
にに
不不
利利
でで
ああ
りり
、、
いい
わわ
ばば
徹徹
底底

抗抗
戦戦
をを
要要
しし
たた
でで
ああ
ろろ
うう
。。

どど
ちち
らら
にに
しし
ろろ
百百
済済
はは
結結
局局
そそ
のの
激激
突突
をを
始始
めめ
かか
らら
承承
知知
しし
てて
おお
りり
、、
そそ
のの
たた

めめ
のの
準準
備備
のの
期期
間間
がが
ああ
っっ
たた
。。

最最
初初
のの
戦戦
闘闘
（（
三三
六六
九九
年年
））
にに
先先
立立
つつ
五五
年年
前前
のの
甲甲
子子
（（
三三
六六
四四
年年
））
にに
、、
百百

済済
がが
加加
羅羅

か

ら

諸諸
国国

し
ょ
こ
く

にに
使使
いい
しし
たた
とと
いい
うう
史史
実実
にに
はは
ここ
うう
しし
たた
背背
景景
がが
ああ
っっ
たた
とと
思思



うう
。。
ここ
のの
甲甲
子子
年年
のの
記記
録録
はは
重重
要要
でで
ああ
るる
。。

帯帯
方方
のの
地地
はは
かか
くく
しし
てて
ゆゆ
るる
やや
かか
にに
推推
移移
しし
、、
ゆゆ
るる
やや
かか
にに
国国
家家
のの
成成
立立
をを
育育

んん
だだ
。。
そそ
しし
てて
中中
国国
のの
永永
いい
支支
配配
のの
後後
、、
東東
アア
ジジ
アア
のの
諸諸
民民
族族
のの
うう
ちち
でで
はは
、、
四四

四四
五五
年年
以以
降降
、、
はは
じじ
めめ
てて
百百
済済
がが
ここ
のの
地地
をを
本本
貫貫
とと
しし
領領
有有
しし
たた
国国
家家
でで
ああ
っっ
たた
。。

時時
にに
、、
四四
世世
紀紀
後後
半半
。。
ここ
のの
時時
新新
羅羅
はは
まま
だだ
国国
家家
とと
しし
てて
はは
存存
在在
しし
なな
いい
。。
辰辰

し
ん

韓韓
か
ん

一一
二二
国国
のの
一一
、、
斯斯
廬廬

し

ら

国国
こ
く

とと
いい
うう
都都
邑邑
にに
過過
ぎぎ
なな
かか
っっ
たた
。。
そそ
しし
てて
倭倭
もも
まま
たた
、、

邪邪
馬馬
臺臺

や

ま

ど

国国
こ
く

のの
臺臺ど

与与よ

のの
晋晋
へへ
のの
朝朝
貢貢
（（
二二
六六
六六
年年
））
以以
降降
ほほ
ぼぼ
一一
世世
紀紀
をを
経経
てて
、、
いい

まま
だだ
東東
アア
ジジ
アア
のの
世世
界界
にに
登登
場場
しし
てて
いい
なな
いい
。。

しし
かか
しし
そそ
れれ
はは
、、
中中
国国
史史
料料
及及
びび
朝朝
鮮鮮
史史
料料
にに
おお
いい
てて
そそ
うう
なな
のの
でで
ああ
りり
、、
書書

紀紀
にに
よよ
れれ
ばば
、、
神神
功功
紀紀
四四
六六
年年
条条
（（
四四
六六
六六
年年
））
にに
、、
大大
和和
のの
出出
自自
とと
みみ
らら
れれ
るる

一一
人人
のの
人人
物物
がが
、、
忽忽
然然

こ
つ
ぜ
ん

とと
半半
島島
にに
姿姿
をを
ああ
らら
わわ
すす
。。

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
とと
いい
うう
。。



第第
三三
節節

大大
和和
のの
進進
出出

<<

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰

し
ま
の
す
く
ね

のの
登登
場場>>

「「
おお
もも
しし
ろろ
そそ
うう
紀紀
」」
とと
名名
づづ
けけ
るる
ここ
のの
書書
をを
、、
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
かか
らら
はは
じじ
めめ
るる
のの

はは
、、
ごご
くく
個個
人人
的的
なな
思思
いい
いい
れれ
のの
たた
めめ
でで
ああ
るる
。。
書書
紀紀
をを
通通
読読
しし
たた
ここ
とと
のの
ああ
るる

人人
なな
らら
、、
たた
ぶぶ
んん
分分
かか
っっ
てて
くく
れれ
るる
とと
思思
うう
がが
、、
神神
功功
紀紀
にに
突突
如如
とと
しし
てて
登登
場場
しし
、、

なな
んん
のの
挨挨
拶拶
もも
なな
くく
退退
場場
しし
てて
しし
まま
うう
ここ
のの
人人
物物
はは
、、
そそ
のの
舞舞
台台
でで
のの
役役
柄柄
のの
割割

にに
はは
、、
出出
自自
もも
そそ
のの
後後
のの
動動
静静
もも
不不
祥祥
でで
ああ
るる
。。
そそ
のの
舞舞
台台
はは
もも
ちち
ろろ
んん
半半
島島
なな

のの
でで
ああ
るる
がが
、、
文文
脈脈
かか
らら
すす
れれ
ばば
ここ
のの
時時
、、
神神
武武
以以
来来
のの
大大
和和
のの
朝朝
廷廷
がが
はは
じじ
めめ

てて
半半
島島
とと
交交
渉渉
をを
もも
っっ
たた
、、
そそ
のの
嚆嚆
矢矢
でで
ああ
っっ
たた
。。

ここ
れれ
はは
むむ
ろろ
んん
同同
時時
にに
倭倭
のの
そそ
のの
後後
のの
、、
半半
島島
まま
たた
大大
陸陸
とと
のの
交交
渉渉
のの
複複
雑雑
にに

輻輻
湊湊
しし
てて
いい
くく
端端
緒緒
でで
もも
ああ
るる
がが
、、
いい
うう
なな
れれ
ばば
叙叙
事事
にに
おお
けけ
るる
ププ
ロロ
ロロ
ーー
ググ
がが

なな
いい
。。
ここ
だだ
わわ
っっ
てて
しし
かか
るる
べべ
きき
注注
がが
なな
いい
。。
いい
きき
なな
りり
記記
述述
だだ
けけ
がが
放放
りり
だだ
ささ

れれ
てて
無無
為為
にに
浮浮
いい
てて
いい
るる
。。
書書
紀紀
とと
しし
てて
はは
異異
常常
でで
ああ
るる
。。

通通
常常
書書
紀紀
はは
初初
出出
のの
人人
物物
にに
つつ
いい
てて
はは
そそ
のの
係係
累累
をを
記記
述述
すす
るる
習習
いい
でで
ああ
るる
。。

書書
紀紀
にに
そそ
れれ
がが
なな
いい
わわ
ずず
かか
なな
例例
にに
おお
いい
てて
もも
、、
古古
事事
記記
にに
おお
いい
てて
わわ
かか
るる
ここ
とと

がが
多多
いい
。。
狭狭さ

穂穂ほ

姫姫
ひ
め

やや
葛葛

城城

か
つ
ら
ぎ
の

高高
額額

た
か
ぬ
か

媛媛
ひ
め

なな
どど
がが
そそ
れれ
でで
ああ
るる
。。
古古
事事
記記
でで
もも
分分
かか
らら

なな
いい
特特
殊殊
なな
例例
がが
ここ
のの
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
でで
ああ
りり
、、
出出
自自
のの
片片
鱗鱗

へ
ん
り
ん

すす
らら
語語
らら
れれ
なな
いい
。。

時時
代代
はは
文文
字字
通通
りり
画画
期期
のの
時時
代代
なな
のの
でで
ああ
るる
。。
書書
紀紀
のの
文文
脈脈
にに
しし
たた
がが
ええ
ばば
、、

大大
和和
にに
生生
まま
れれ
たた
倭倭
のの
王王
権権
がが
悠悠
久久
のの
時時
をを
かか
けけ
てて
よよ
うう
やや
くく
日日
本本
列列
島島
のの
西西
端端

にに
とと
どど
きき
、、
いい
まま
まま
ささ
にに
東東
アア
ジジ
アア
のの
歴歴
史史
にに
参参
画画
しし
よよ
うう
とと
しし
てて
いい
たた
。。
時時
代代

にに
区区
分分
をを
必必
要要
とと
すす
るる
なな
らら
、、
ここ
れれ
をを
もも
っっ
てて
書書
紀紀
のの
第第
二二
章章
がが
始始
まま
るる
べべ
きき
でで

ああ
っっ
たた
。。

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
はは
書書
紀紀
のの
神神
功功
紀紀
にに
登登
場場
すす
るる
。。

ここ
のの
間間
のの
経経
緯緯
をを
把把
握握
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
まま
ずず
神神
功功
紀紀
のの
年年
譜譜
をを
一一
覧覧
しし
てて
みみ
よよ

うう
。。神神

功功
紀紀
はは
辛辛
巳巳
のの
年年
をを
元元
年年
とと
しし
、、
摂摂
政政
治治
世世
六六
九九
年年
をを
経経
てて
己己
丑丑
のの
年年
にに
没没



しし
たた
とと
いい
うう
。。
干干
支支
をを
適適
当当
にに
西西
暦暦
にに
当当
てて
はは
めめ
れれ
ばば
、、
元元
年年
はは
辛辛
巳巳
（（
三三
二二
一一

年年
））
まま
たた
はは
辛辛
巳巳
（（
三三
八八
一一
年年
））
でで
ああ
るる
。。
没没
年年
はは
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
己己
丑丑
（（
三三
八八
九九
年年
））

まま
たた
はは
己己
丑丑
（（
四四
四四
九九
年年
））
でで
ああ
るる
。。

どど
ちち
らら
かか
とと
いい
うう
ここ
とと
にに
なな
れれ
ばば
、、
応応
神神
元元
年年
（（
事事
実実
上上
成成
務務
元元
年年
））
がが
庚庚
寅寅

（（
三三
九九
〇〇
年年
））
でで
ああ
るる
かか
らら
、、
書書
紀紀
のの
表表
記記
上上
もも
、、
神神
功功
没没
年年
はは
辛辛
巳巳
（（
三三
八八
九九

年年
））
でで
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。
すす
るる
とと
ここ
れれ
はは
神神
功功
紀紀
のの
三三
〇〇
年年
代代
以以
上上
がが
、、
成成

務務
以以
前前
のの
大大
王王
のの
そそ
れれ
をを
仮仮
託託
しし
たた
とと
いい
うう
状状
況況
をを
示示
唆唆
すす
るる
。。
成成
務務
のの
父父
にに
しし

てて
一一
代代
前前
のの
そそ
れれ
はは
すす
なな
わわ
ちち
景景
行行
でで
ああ
ろろ
うう
。。
神神
功功
没没
年年
はは
まま
ずず
はは
景景
行行
没没
年年

をを
指指
示示
すす
るる
もも
のの
でで
ああ
っっ
たた
とと
思思
うう
。。

神神
功功
紀紀
はは
ここ
のの
たた
めめ
事事
実実
上上
のの
即即
位位
前前
記記
なな
らら
びび
にに
元元
年年
かか
らら
一一
三三
年年
まま
でで
はは

実実
神神
功功
紀紀
でで
ああ
りり
、、
むむ
ろろ
んん
辛辛
巳巳
（（
三三
二二
一一
年年
））
にに
始始
まま
るる
のの
でで
はは
なな
いい
。。
応応
神神

紀紀
治治
世世
四四
一一
年年
のの
なな
かか
のの
どど
ここ
かか
かか
らら
始始
まま
るる
のの
でで
ああ
るる
。。

以以
下下
記記
事事
のの
存存
在在
しし
なな
いい
神神
功功
一一
四四
年年
かか
らら
三三
七七
年年
まま
でで
はは
、、
ここ
れれ
をを
省省
略略
しし

たた
。。



-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

神神
功功
紀紀
年年
譜譜

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

庚庚
辰辰

33 22 00

仲仲
哀哀
没没

熊熊
襲襲
をを
伐伐

新新
羅羅
をを
伐伐
つつ

応応
神神
生生
るる

辛辛
巳巳

33 22 11
元元

大大
和和
帰帰
還還

忍忍
熊熊
・・
籠籠
坂坂
をを
伐伐
つつ

ここ
のの
年年
太太
歳歳

壬壬
午午

33 22 22
22

仲仲
哀哀
陵陵
葬葬

癸癸
未未

33 22 33
33

応応
神神
立立
太太
子子

甲甲
申申

33 22 44
44

乙乙
酉酉

33 22 55
55

新新
羅羅
のの
使使
毛毛
麻麻
利利
をを
殺殺
すす

丙丙
戌戌

33 22 66
66

丁丁
亥亥

33 22 77
77

戊戊
子子

33 22 88
88

己己
丑丑

33 22 99
99

庚庚
寅寅

33 33 00
11 00

辛辛
卯卯

33 33 11
11 11

壬壬
辰辰

33 33 22
11 22

癸癸
巳巳

33 33 33
11 33

応応
神神
のの
敦敦
賀賀
儀儀
礼礼

甲甲
午午

33 33 44
11 44

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

戊戊
午午

33 55 88
33 88

己己
未未

33 55 99
33 99

卑卑
彌彌
呼呼
朝朝
貢貢
（（
二二
運運
前前
））

ここ
のの
年年
太太
歳歳

庚庚
申申

33 66 00
44 00

親親
魏魏
倭倭
王王
（（
二二
運運
前前
））

辛辛
酉酉

33 66 11
44 11

壬壬
戌戌

33 66 22
44 22

癸癸
亥亥

33 66 33
44 33

卑卑
彌彌
呼呼
没没
（（
二二
運運
前前
））

甲甲
子子

33 66 44
44 44

乙乙
丑丑

33 66 55
44 55

丙丙
寅寅

33 66 66
44 66

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
卓卓
淳淳
にに
至至
るる



丁丁
卯卯

33 66 77
44 77

戊戊
辰辰

33 66 88
44 88

己己
巳巳

33 66 99
44 99

庚庚
午午

33 77 00
55 00

辛辛
未未

33 77 11
55 11

壬壬
申申

33 77 22
55 22

癸癸
酉酉

33 77 33
55 33

甲甲
戌戌

33 77 44
55 44

乙乙
亥亥

33 77 55
55 55

百百
済済
肖肖
古古
王王
没没
・・
貴貴
須須
王王
立立

丙丙
子子

33 77 66
55 66

丁丁
丑丑

33 77 77
55 77

戊戊
寅寅

33 77 88
55 88

己己
卯卯

33 77 99
55 99

庚庚
辰辰

33 88 00
66 00

辛辛
巳巳

33 88 11
66 11

壬壬
午午

33 88 22
66 22

襲襲
津津
彦彦
新新
羅羅
をを
伐伐
つつ

癸癸
未未

33 88 33
66 33

甲甲
申申

33 88 44
66 44

百百
済済
貴貴
須須
王王
没没
・・
枕枕
流流
立立

乙乙
酉酉

33 88 55
66 55

百百
済済
枕枕
流流
王王
没没
・・
辰辰
斯斯
立立

丙丙
戌戌

33 88 66
66 66

臺臺
与与
朝朝
貢貢
（（
二二
運運
前前
））

丁丁
亥亥

33 88 77
66 77

戊戊
子子

33 88 88
66 88

己己
丑丑

33 88 99
66 99

神神
功功
没没
・・
陵陵
葬葬

ここ
のの
年年
太太
歳歳

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

卑卑
彌彌
呼呼

ひ

み

こ

とと
臺臺ど

与与よ

にに
関関
係係
すす
るる
記記
事事
はは
、、
当当
然然
のの
ここ
とと
なな
がが
らら
、、
二二
運運
（（
一一
二二
〇〇

年年
））
前前
をを
ここ
ここ
にに
仮仮
託託
しし
てて
いい
るる
。。
百百
済済
王王
関関
係係
のの
記記
事事
はは
ここ
のの
係係
年年
のの
まま
まま
でで

順順
当当
でで
ああ
るる
。。
ここ
れれ
はは
百百
済済
滅滅
亡亡
後後
にに
日日
本本
でで
書書
かか
れれ
たた
とと
いい
うう
いい
わわ
ゆゆ
るる
「「
百百



済済
三三
書書
」」
かか
らら
のの
参参
照照
記記
事事
にに
違違
いい
なな
いい
がが
、、
朝朝
鮮鮮
のの
「「
三三
国国
史史
記記
」」
でで
もも
保保
証証

ささ
れれ
るる
。。

景景
行行
ああ
るる
いい
はは
そそ
のの
前前
王王
垂垂
仁仁
にに
関関
るる
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
記記
事事
はは
、、
しし
たた
がが
っっ
てて

神神
功功
四四
六六
年年
条条
かか
らら
始始
まま
るる
。。

そそ
のの
四四
六六
年年
条条
にに
はは
ここ
うう
書書
かか
れれ
てて
いい
るる
。。

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

神神
功功
四四
六六
年年
条条

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
至至
卓卓
淳淳
、、
斯斯
摩摩
遣遣
従従
者者
百百
済済

斯斯
摩摩
帰帰
還還

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

神神
功功
四四
七七
年年
条条

百百
済済
使使
久久
氐氐
来来
倭倭
、、
遣遣
千千
熊熊
長長
彦彦
新新
羅羅

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

神神
功功
四四
八八
年年
条条

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

神神
功功
四四
九九
年年
条条

荒荒
田田
別別
・・
鹿鹿
我我
別別
・・
木木
羅羅
斤斤
資資
・・
沙沙
沙沙

奴奴
跪跪
、、
伐伐
新新
羅羅
、、
百百
済済
王王
とと
交交
歓歓

千千
熊熊
長長
彦彦
、、
百百
済済
王王
とと
交交
歓歓

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

神神
功功
五五
十十
年年
条条

荒荒
田田
別別
等等
帰帰
還還
、、
千千
熊熊
帰帰
還還
（（
久久
氐氐
同同
行行
））

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

神神
功功
五五
一一
年年
条条

百百
済済
使使
久久
氐氐
来来
倭倭
、、
遣遣
千千
熊熊
百百
済済
（（
久久
氐氐

同同
行行
））

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

神神
功功
五五
二二
年年
条条

千千
熊熊
帰帰
還還
（（
久久
氐氐
同同
行行
））、、
百百
済済
王王
贈贈
倭倭

七七
枝枝
刀刀

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --



まま
とと
めめ
てて
しし
まま
っっ
たた
がが
、、
概概
略略
をを
いい
っっ
てて
おお
ここ
うう
。。

まま
ずず
神神
功功
四四
六六
年年
にに
、、
大大
王王
（（
神神
功功
））
はは
突突
然然
、、
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
とと
いい
うう

人人
物物
をを
北北
加加
羅羅
のの
卓卓

と
く

淳淳
じ
ゅ
ん

国国
にに
派派
遣遣
すす
るる
。。
すす
るる
とと
そそ
のの
卓卓
淳淳
王王
がが
、、

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
にに
「「
二二
年年
前前
のの
甲甲
子子
年年
（（
神神
功功
四四
四四
年年
））
にに
、、
百百
済済
のの
使使
久久
氐氐

く
て
い

等等
三三
人人
がが
来来
てて
、、
百百
済済
王王
（（
肖肖
古古
））
がが
倭倭
国国
にに
朝朝
貢貢
しし
たた
いい
がが
、、
道道
をを

知知
らら
ぬぬ
。。
もも
しし
倭倭
国国
のの
使使
人人
がが
来来
たた
らら
知知
らら
せせ
てて
欲欲
しし
いい
とと
言言
いい
つつ
かか

っっ
たた
」」
とと
いい
うう
。。

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
はは
すす
ぐぐ
従従
者者
をを
百百
済済
にに
派派
遣遣
しし
たた
がが
、、
百百
済済
王王
はは
おお
おお
いい

にに
悦悦
びび
珍珍
宝宝
をを
奉奉
っっ
たた
。。
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
とと
従従
者者
はは
そそ
れれ
をを
持持
っっ
てて
倭倭
にに
帰帰

還還
しし
たた
。。

そそ
のの
翌翌
年年
のの
神神
功功
四四
七七
年年
、、
道道
をを
知知
っっ
たた
百百
済済
はは
、、
改改
めめ
てて
久久
氐氐
をを

使使
者者
とと
しし
朝朝
貢貢
しし
てて
きき
たた
。。
ここ
のの
とと
きき
新新
羅羅
のの
使使
者者
もも
何何
故故
かか
同同
行行
しし

たた
がが
、、
貢貢
物物
がが
貧貧
しし
くく
百百
済済
のの
そそ
れれ
とと
強強
引引
にに
取取
りり
替替
ええ
てて
奉奉
っっ
たた
。。

ここ
れれ
をを
知知
っっ
たた
大大
王王
（（
神神
功功
））
はは
、、
新新
羅羅
をを
責責
めめ
るる
たた
めめ
兵兵
をを
派派
遣遣
すす

るる
ここ
とと
をを
決決
めめ
、、
天天
神神
にに
占占
うう
。。

天天
神神
はは
ここ
うう
言言
っっ
たた
。。「「
武武
内内
宿宿
禰禰

た
け
し
う
ち
の
す
く
ね

をを
しし
てて
議議
をを
行行
なな
はは
しし
めめ
よよ
。。

因因
りり
てて
千千ち

熊熊
く
ま

長長
彦彦

な
が
ひ
こ

をを
以以
っっ
てて
使使
者者
とと
せせ
ばば
、、
当当
にに
所所
願願
のの
如如
くく
なな
らら

むむ
」」

ここ
ここ
にに
千千
熊熊
長長
彦彦
をを
新新
羅羅
にに
派派
遣遣
しし
ここ
れれ
をを
問問
責責
しし
たた
。。

次次
いい
でで
二二
年年
後後
のの
神神
功功
四四
九九
年年
、、
突突
然然
、、
荒荒
田田

あ
ら
た

別別
わ
け

・・
鹿鹿か

我我
別別

が
わ
け

をを
将将
軍軍

とと
しし
、、
卓卓
淳淳
にに
至至
っっ
てて
、、
ささ
らら
にに
木木
羅羅
斤斤
資資

も
く
ら
こ
ん
し

とと
沙沙
沙沙
奴奴
跪跪

さ

さ

な

こ

をを
強強
力力
にに
つつ

けけ
、、
新新
羅羅
をを
攻攻
めめ
るる
。。
七七
国国
をを
平平
定定
しし
てて
ここ
れれ
をを
百百
済済
にに
賜賜
いい
、、
百百
済済

王王
とと
交交
歓歓
すす
るる
。。
千千
熊熊
長長
彦彦
もも
まま
たた
別別
のの
場場
所所
でで
交交
歓歓
すす
るる
。。



神神
功功
五五
〇〇
年年
、、
荒荒
田田
別別
等等
がが
帰帰
還還
。。
次次
いい
でで
千千
熊熊
長長
彦彦
がが
帰帰
還還
すす
るる
がが
、、

ここ
れれ
にに
久久
氐氐
がが
つつ
いい
てて
くく
るる
。。
大大
王王
はは
「「
今今
何何
事事
ああ
りり
てて
かか
頻頻
にに
復復
来来
るる
」」

とと
きき
いい
てて
いい
るる
。。

翌翌
五五
一一
年年
再再
びび
久久
氐氐
がが
使使
者者
とと
しし
てて
来来
朝朝
。。
ここ
れれ
をを
受受
けけ
てて
まま
たた
千千
熊熊

長長
彦彦
をを
久久
氐氐
にに
付付
けけ
てて
百百
済済
へへ
やや
っっ
たた
。。
久久
氐氐
もも
千千
熊熊
もも
何何
をを
しし
たた
のの
かか

不不
明明
だだ
がが
、、
滞滞
在在
一一
年年
後後
にに
二二
人人
がが
連連
れれ
立立
っっ
てて
帰帰
還還
。。

久久
氐氐

く
て
い

はは
ここ
のの
時時
、、
百百
済済
王王
のの
特特
注注
品品
「「
七七
枝枝
刀刀
」」
をを
倭倭
王王
にに
贈贈
っっ
たた
。。

神神
功功
五五
二二
年年
のの
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。

批批
判判
にに
はは
いい
りり
たた
いい
。。

ここ
のの
神神
功功
四四
六六
年年
条条
かか
らら
五五
二二
年年
条条
のの
七七
年年
間間
のの
記記
事事
にに
おお
いい
てて
、、
文文
脈脈
にに
どど

うう
しし
てて
もも
矛矛
盾盾
がが
見見
らら
れれ
るる
のの
はは
、、
つつ
とと
にに
指指
摘摘
ささ
れれ
るる
四四
九九
年年
条条
のの
荒荒
田田
別別
・・

鹿鹿
我我
別別
・・
木木
羅羅
斤斤
資資
・・
沙沙
沙沙
奴奴
跪跪
のの
四四
人人
のの
活活
動動
でで
ああ
るる
。。
新新
羅羅
とと
のの
戦戦
にに
勝勝
っっ

てて
、、
百百
済済
王王

肖肖
し
ょ
う

古古こ

おお
よよ
びび
王王
子子
貴貴
須須

き

す

とと
交交
歓歓
すす
るる
話話
しし
はは
、、
同同
年年
のの
すす
ぐぐ
後後
のの

記記
述述
にに
、、
千千
熊熊
長長
彦彦
とと
百百
済済
王王
とと
がが
戦戦
勝勝
のの
交交
歓歓
をを
すす
るる
話話
しし
がが
ああ
りり
、、
記記
事事
内内

容容
自自
体体
がが
重重
複複
すす
るる
。。
ここ
のの
重重
複複
はは
書書
紀紀
のの
基基
本本
的的
性性
格格
のの
ひひ
とと
つつ
でで
ああ
るる
。。

そそ
もも
そそ
もも
木木
羅羅
斤斤
資資
はは
書書
紀紀
がが
百百
済済
記記
をを
引引
用用
すす
るる
とと
ここ
ろろ
、、
木木
満満
智智
のの
父父
とと

いい
いい
、、
そそ
のの
活活
動動
年年
代代
はは
すす
くく
なな
くく
とと
もも
五五
世世
紀紀
代代
とと
見見
らら
れれ
るる
。。
荒荒
田田
別別
・・
鹿鹿

我我
別別
にに
しし
てて
もも
、、
そそ
のの
出出
身身
がが
新新
田田

に
っ
た

・・
足足
利利

あ
し
か
が

とと
比比
定定
ささ
れれ
、、
書書
紀紀
のの
伝伝
承承
でで
もも
、、

崇崇
神神
のの
子子
にに
しし
てて
初初
代代
東東
国国
都都
督督
でで
ああ
っっ
たた
豊豊
城城
入入
彦彦

と
よ
き
い
り
び
こ

のの
五五
代代
のの
後後
とと
いい
いい
、、
王王

代代
をを
勘勘
案案
しし
てて
もも
まま
ずず
五五
世世
紀紀
をを
ささ
かか
のの
ぼぼ
るる
ここ
とと
はは
なな
いい
。。

しし
たた
がが
っっ
てて
ここ
のの
四四
名名
のの
存存
在在
とと
活活
動動
とと
はは
、、
そそ
ここ
のの
とと
ここ
ろろ
のの
みみ
、、
例例
ええ
ばば

一一
運運
（（
六六
十十
年年
））
まま
たた
はは
二二
運運
（（
百百
二二
十十
年年
））
ばば
かか
りり
意意
図図
的的
にに
ささ
かか
のの
ぼぼ
りり
がが

ああ
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。



事事
実実
はは
一一
運運
でで
ああ
るる
とと
思思
うう
。。
ここ
のの
意意
図図
的的
なな
作作
為為
はは
、、
大大
王王
のの
治治
世世
年年
代代
のの

そそ
れれ
とと
同同
じじ
くく
、、
おお
そそ
らら
くく
はは
木木

も
く

満満
智智

ま

ち

をを
とと
おお
しし
てて
曽曽
我我

そ

が

氏氏
のの
祖祖
でで
ああ
っっ
たた
木木
羅羅

斤斤
資資
をを
、、
遠遠
きき
故故
にに
貴貴
きき
悠悠
久久
のの
彼彼
方方
へへ
追追
いい
やや
っっ
たた
たた
めめ
にに
違違
いい
なな
いい
。。
聖聖
徳徳

とと
曽曽
我我
馬馬
子子
がが
書書
紀紀
にに
先先
だだ
っっ
てて
「「
天天
皇皇
記記
・・
国国
記記
等等
」」
をを
編編
纂纂
しし
たた
ここ
とと
をを
思思

いい
だだ
せせ
ばば
よよ
いい
。。

ちち
なな
みみ
にに
木木
羅羅
斤斤
資資
はは
百百
済済
のの
将将
軍軍
でで
はは
なな
いい
とと
思思
うう
。。
ここ
れれ
をを
大大
和和
のの
派派
遣遣

官官
でで
ああ
るる
とと
明明
確確
にに
述述
べべ
たた
のの
はは
、、
池池
内内
宏宏
氏氏
でで
ああ
るる
がが
、、
氏氏
のの
見見
解解
はは
証証
拠拠
のの

提提
出出
をを
とと
もも
なな
わわ
なな
かか
っっ
たた
。。
書書
紀紀
のの
文文
脈脈
かか
らら
しし
てて
、、
そそ
うう
なな
のの
だだ
とと
いい
っっ
てて

いい
るる
よよ
うう
にに
見見
ええ
るる
。。
そそ
のの
とと
おお
りり
でで
ああ
ろろ
うう
。。
要要
はは
木木
羅羅
氏氏
はは
のの
ちち
のの
紀紀き

氏氏
でで

ああ
りり
、、
斤斤
資資
はは
「「
ここ
にに
しし
」」
まま
たた
「「
ここ
にに
しし
きき
」」
でで
ああ
りり
、、
百百
済済
語語
のの
「「
国国
主主
」」

のの
類類
をを
意意
味味
すす
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。

字字
あ
ざ
な

でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
四四
名名
のの
存存
在在
とと
活活
動動
をを
削削
除除
すす
るる
とと
、、
神神
功功
紀紀
のの
一一
連連
のの
条条
にに
はは
、、
斯斯
摩摩

宿宿
禰禰
とと
千千
熊熊
長長
彦彦
のの
二二
人人
のの
存存
在在
だだ
けけ
がが
残残
るる
。。

ここ
れれ
がが
第第
一一
のの
関関
門門
だだ
がが
、、
複複
雑雑
にに
考考
ええ
るる
必必
要要
はは
なな
いい
。。

千千
熊熊
長長
彦彦
にに
つつ
いい
てて
書書
紀紀
はは
注注
しし
てて
「「
百百
済済
記記
にに
識識
麻麻
那那
那那
加加
比比
跪跪

ち

く

ま

な

な

が

ひ

こ

とと
云云
ええ
るる

はは
蓋蓋

け
だ

しし
是是

こ
れ

かか
」」
とと
いい
うう
。。
しし
かか
しし
、、
識識
麻麻
那那
那那
加加
比比
跪跪
はは
要要
すす
るる
にに
「「
斯斯
摩摩
之之
長長

彦彦
」」
でで
ああ
ろろ
うう
。。
ここ
れれ
をを
書書
紀紀
編編
纂纂
のの
原原
典典
でで
ああ
っっ
たた
「「
百百
済済
記記
」」
にに
忠忠
実実
たた
るる

べべ
くく
、、
千千
熊熊
長長
彦彦
とと
訳訳
しし
たた
だだ
けけ
なな
のの
でで
はは
なな
いい
かか
。。

いい
まま
はは
ここ
のの
辺辺
をを
ささ
らら
りり
とと
言言
っっ
てて
おお
くく
がが
、、
書書
紀紀
のの
編編
者者
はは
結結
局局
、、
斯斯
摩摩
宿宿

禰禰
長長
彦彦
がが
百百
済済
記記
でで
識識
麻麻
那那
那那
加加
比比
跪跪
とと
表表
記記
ささ
れれ
てて
いい
たた
ここ
とと
をを
知知
っっ
てて
いい
たた
。。

しし
かか
しし
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
のの
名名
はは
倭倭
のの
記記
録録
にに
よよ
っっ
てて
いい
たた
。。
ここ
のの
二二
者者
のの
関関
連連
はは
、、
編編

纂纂
のの
方方
針針
とと
しし
てて
はは
ああ
ええ
てて
説説
明明
すす
べべ
かか
らら
ざざ
るる
もも
のの
でで
ああ
っっ
たた
。。
そそ
のの
たた
めめ
にに

識識
麻麻
那那
那那
加加
比比
跪跪
をを
しし
てて
千千
熊熊
長長
彦彦
とと
訳訳
しし
てて
おお
いい
たた
。。

神神
功功
紀紀
四四
七七
年年
条条
にに
「「
武武
内内
宿宿
禰禰
をを
しし
てて
議議
をを
行行
わわ
しし
めめ
よよ
。。
因因
りり
てて
千千
熊熊
長長

彦彦
をを
たた
てて
使使
者者
とと
せせ
ばば
、、
當當
にに
願願
うう
所所
のの
如如
くく
なな
らら
んん
」」
とと
ああ
るる
。。
思思
うう
にに
ここ
のの

武武
内内
宿宿
禰禰
とと
のの
関関
りり
もも
ああ
っっ
てて
、、
書書
紀紀
はは
千千
熊熊
長長
彦彦
なな
るる
人人
物物
をを
ああ
ええ
てて
登登
場場
ささ

せせ
たた
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。



<<
神神
功功
紀紀
のの
復復
元元>>

改改
めめ
てて
神神
功功
四四
六六
年年
かか
らら
五五
二二
年年
まま
でで
のの
記記
述述
をを
整整
理理
しし
、、
ここ
れれ
にに
関関
りり
ああ
るる

そそ
のの
前前
記記
をを
加加
ええ
てて
まま
とと
めめ
てて
みみ
よよ
うう
。。

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

甲甲
子子
（（
三三
六六
四四
））
神神
功功
四四
四四
年年

百百
済済
使使
来来
加加
羅羅
卓卓
淳淳

乙乙
丑丑
（（
三三
六六
五五
））
神神
功功
四四
五五
年年

丙丙
寅寅
（（
三三
六六
六六
））
神神
功功
四四
六六
年年

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
訪訪
卓卓
淳淳

丁丁
卯卯
（（
三三
六六
七七
））
神神
功功
四四
七七
年年

百百
済済
使使
来来
倭倭
、、
遣遣
千千
熊熊
新新
羅羅

戊戊
辰辰
（（
三三
六六
八八
））
神神
功功
四四
八八
年年

己己
巳巳
（（
三三
六六
九九
））
神神
功功
四四
九九
年年

百百
済済
王王
与与
千千
熊熊
交交
歓歓

庚庚
午午
（（
三三
七七
〇〇
））
神神
功功
五五
十十
年年

千千
熊熊
帰帰
還還
、、
百百
済済
使使
来来

辛辛
未未
（（
三三
七七
一一
））
神神
功功
五五
一一
年年

百百
済済
使使
再再
来来
、、
遣遣
千千
熊熊
百百
済済

壬壬
申申
（（
三三
七七
二二
））
神神
功功
五五
二二
年年

千千
熊熊
帰帰
還還
、、
百百
済済
贈贈
七七
枝枝
刀刀

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

三三
国国
史史
記記
（（
史史
記記
））
のの
百百
済済
紀紀
（（
済済
紀紀
））・・
新新
羅羅
紀紀
（（
羅羅
紀紀
））・・
高高
句句
麗麗
紀紀
（（
麗麗

紀紀
））
かか
らら
並並
行行
しし
たた
紀紀
年年
のの
事事
項項
をを
取取
りり
だだ
しし
てて
みみ
るる
。。
主主
体体
はは
百百
済済
とと
すす
るる
。。

史史
料料
はは
東東
史史
年年
表表
かか
らら
採採
っっ
たた
。。

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

甲甲
子子
（（
三三
六六
四四
））
近近
肖肖
古古
一一
九九
年年

遣遣
使使
加加
羅羅((

書書
記記))

乙乙
丑丑
（（
三三
六六
五五
））
近近
肖肖
古古
二二
十十
年年

丙丙
寅寅
（（
三三
六六
六六
））
近近
肖肖
古古
二二
一一
年年

遣遣
使使
羅羅

丁丁
卯卯
（（
三三
六六
七七
））
近近
肖肖
古古
二二
二二
年年

戊戊
辰辰
（（
三三
六六
八八
））
近近
肖肖
古古
二二
三三
年年

送送
馬馬
羅羅



己己
巳巳
（（
三三
六六
九九
））
近近
肖肖
古古
二二
四四
年年

麗麗
来来
侵侵
、、
太太
子子
破破
麗麗

庚庚
午午
（（
三三
七七
〇〇
））
近近
肖肖
古古
二二
五五
年年

辛辛
未未
（（
三三
七七
一一
））
近近
肖肖
古古
二二
六六
年年

麗麗
兵兵
来来
、、
伏伏
兵兵
撃撃
破破
、、
王王
輿輿

太太
子子
攻攻
麗麗
平平
壌壌
、、
射射
中中
麗麗
王王

壬壬
申申
（（
三三
七七
二二
））
近近
肖肖
古古
二二
七七
年年

遣遣
使使
晋晋

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

甲甲
子子
年年
（（
三三
六六
四四
））
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
書書
紀紀
のの
神神
功功
紀紀
ばば
かか
りり
でで
なな
くく
、、
欽欽
明明
紀紀

にに
もも
百百
済済
聖聖
明明
王王
のの
言言
とと
しし
てて
「「
昔昔
我我
がが
先先
祖祖
速速
古古
（（
肖肖
古古
））
王王
・・
貴貴
首首
（（
貴貴
須須
））

王王
のの
世世
にに
、、
安安
羅羅
・・
加加
羅羅
・・
卓卓
淳淳
とと
厚厚
くく
親親
交交
をを
結結
べべ
りり
」」
とと
いい
うう
記記
事事
がが
ああ
るる

かか
らら
事事
実実
でで
ああ
ろろ
うう
。。
散散
逸逸
しし
たた
百百
済済
記記
等等
にに
記記
録録
ささ
れれ
てて
いい
たた
筈筈
でで
ああ
るる
。。

ここ
れれ
はは
神神
功功
四四
六六
年年
（（
三三
六六
六六
））
条条
のの
「「
二二
年年
前前
（（
甲甲
子子
年年
））
にに
百百
済済
使使
がが
卓卓

淳淳
にに
来来
てて
倭倭
へへ
のの
道道
をを
尋尋
ねね
たた
」」
とと
いい
うう
のの
とと
機機
をを
一一
にに
すす
るる
。。
尋尋
ねね
たた
とと
いい
うう

のの
はは
むむ
ろろ
んん
道道
でで
なな
くく
紹紹
介介
のの
意意
でで
ああ
ろろ
うう
。。

そそ
のの
後後
のの
記記
事事
はは
まま
っっ
たた
くく
一一
致致
しし
なな
いい
。。
しし
かか
しし
百百
済済
使使
のの
来来
朝朝
記記
事事
がが
三三

六六
七七
年年
・・
三三
七七
一一
年年
・・
三三
七七
二二
年年
でで
ああ
っっ
たた
とと
すす
るる
のの
がが
、、
もも
とと
もも
とと
倭倭
にに
残残
るる

「「
百百
済済
記記
」」
にに
ああ
っっ
たた
記記
述述
でで
ああ
るる
とと
すす
れれ
ばば
、、
ここ
のの
間間
のの
史史
記記
とと
百百
済済
記記
をを
援援

用用
しし
たた
書書
紀紀
とと
のの
記記
述述
のの
内内
容容
はは
、、
ああ
るる
共共
通通
のの
係係
年年
にに
よよ
るる
ここ
とと
がが
推推
測測
でで
きき

るる
。。三三

国国
史史
記記
とと
書書
紀紀
のの
記記
事事
をを
併併
せせ
てて
みみ
よよ
うう
。。

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

甲甲
子子
（（
三三
六六
四四
））
神神
功功
四四
四四
年年

百百
済済
使使
至至
卓卓
淳淳
（（
加加
羅羅
和和
親親
））

乙乙
丑丑
（（
三三
六六
五五
））
神神
功功
四四
五五
年年

丙丙
寅寅
（（
三三
六六
六六
））
神神
功功
四四
六六
年年

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
至至
卓卓
淳淳

丁丁
卯卯
（（
三三
六六
七七
））
神神
功功
四四
七七
年年

百百
済済
使使
来来
倭倭
、、
遣遣
千千
熊熊
新新
羅羅

戊戊
辰辰
（（
三三
六六
八八
））
神神
功功
四四
八八
年年

己己
巳巳
（（
三三
六六
九九
））
神神
功功
四四
九九
年年

百百
済済
王王
千千
熊熊
交交
歓歓
、、（（
麗麗
来来
侵侵



太太
子子
破破
麗麗
））

庚庚
午午
（（
三三
七七
十十
））
神神
功功
五五
十十
年年

千千
熊熊
帰帰
還還
、、
百百
済済
使使
来来

辛辛
未未
（（
三三
七七
一一
））
神神
功功
五五
一一
年年

百百
済済
使使
再再
来来
、、
遣遣
千千
熊熊
百百
済済

壬壬
申申
（（
三三
七七
二二
））
神神
功功
五五
二二
年年

（（
麗麗
兵兵
来来
、、
伏伏
兵兵
撃撃
破破
、、
王王
輿輿

太太
子子
攻攻
麗麗
平平
壌壌
、、
射射
中中
麗麗
王王
））

千千
熊熊
帰帰
還還
、、
百百
済済
贈贈
七七
枝枝
刀刀

（（
百百
済済
遣遣
使使
晋晋
））

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

ここ
のの
係係
年年
のの
みみ
一一
致致
すす
るる
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
事事
項項
をを
、、
直直
裁裁
にに
結結
びび
つつ
けけ
るる
ここ
とと
はは

むむ
ろろ
んん
でで
きき
なな
いい
。。
しし
かか
しし
書書
紀紀
にに
ああ
っっ
てて
ここ
のの
時時
代代
のの
記記
録録
がが
不不
備備
でで
ああ
りり
、、

もも
っっ
ぱぱ
らら
のの
ちち
のの
「「
百百
済済
記記
・・
百百
済済
新新
撰撰
・・
百百
済済
本本
紀紀
」」
のの
いい
わわ
ゆゆ
るる
百百
済済
三三
書書

にに
依依
存存
しし
、、
かか
つつ
そそ
のの
記記
事事
にに
忠忠
実実
でで
ああ
るる
とと
すす
れれ
ばば
、、
ここ
ここ
にに
ああ
るる
互互
いい
のの
記記

録録
のの
異異
同同
にに
はは
疑疑
問問
をを
抱抱
いい
てて
然然
るる
べべ
きき
でで
ああ
ろろ
うう
。。
一一
歩歩
進進
んん
でで
そそ
のの
相相
関関
をを

復復
元元
すす
れれ
ばば
、、
過過
大大
なな
解解
釈釈
にに
なな
りり
かか
ねね
なな
いい
。。
しし
かか
しし
ああ
ええ
てて
やや
っっ
てて
みみ
たた
いい
。。

三三
六六
九九
年年
にに
造造
らら
れれ
三三
七七
二二
年年
にに
贈贈
らら
れれ
たた
百百
済済
のの
七七
枝枝
刀刀
がが
、、
ここ
れれ
をを
援援
けけ

るる
よよ
りり
どど
ここ
ろろ
とと
なな
るる
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。
七七
枝枝
刀刀
はは
後後
述述
すす
るる
よよ
うう
にに
、、
百百
済済
がが

倭倭
とと
のの
結結
好好
のの
証証
しし
とと
しし
てて
贈贈
っっ
たた
もも
のの
とと
思思
わわ
れれ
るる
。。
ここ
のの
結結
好好
のの
実実
態態
がが
なな

にに
かか
とと
いい
うう
ここ
とと
がが
、、
前前
後後
のの
文文
脈脈
のの
ああ
りり
うう
べべ
きき
関関
連連
をを
示示
唆唆
すす
るる
ここ
とと
にに
なな

るる
。。
ちち
なな
みみ
にに
七七
枝枝
刀刀
はは
金金
石石
文文
とと
しし
てて
はは
「「
七七
支支
刀刀
」」
でで
ああ
るる
。。

ささ
てて
、、
百百
済済
使使
はは
三三
六六
七七
年年
・・
三三
七七
〇〇
年年
・・
三三
七七
一一
年年
・・
三三
七七
二二
年年
のの
延延
べべ
四四

回回
倭倭
王王
のの
もも
とと
にに
来来
てて
いい
るる
。。
ここ
のの
密密
度度
のの
ああ
るる
訪訪
問問
はは
史史
記記
のの
済済
紀紀
がが
まま
っっ
たた

くく
記記
述述
しし
てて
いい
なな
いい
かか
らら
ここ
そそ
、、
信信
憑憑
性性
がが
ああ
るる
のの
だだ
とと
思思
うう
。。
百百
済済
関関
係係
史史
料料

はは
、、
思思
うう
にに
七七
世世
紀紀
にに
百百
済済
がが
滅滅
びび
てて
のの
ちち
倭倭
にに
渡渡
っっ
てて
編編
纂纂
ささ
れれ
たた
「「
百百
済済
三三

書書
」」
にに
よよ
りり
確確
かか
なな
もも
のの
がが
残残
っっ
てて
、、
半半
島島
にに
はは
そそ
のの
滅滅
亡亡
とと
とと
もも
にに
おお
おお
くく
をを

散散
逸逸
しし
たた
もも
のの
とと
みみ
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。
半半
島島
のの
最最
初初
のの
統統
一一
国国
家家
がが
新新
羅羅
でで

ああ
っっ
たた
ここ
とと
もも
考考
慮慮
すす
べべ
きき
でで
ああ
ろろ
うう
。。

密密
度度
ああ
るる
訪訪
問問
とと
そそ
のの
結結
果果
とと
しし
てて
のの
七七
枝枝
刀刀
のの
贈贈
与与
はは
、、
かか
なな
りり
たた
だだ
なな
らら

ぬぬ
結結

け
っ

好好
こ
う

関関
係係
でで
ああ
るる
とと
思思
うう
。。
すす
なな
わわ
ちち
書書
紀紀
のの
記記
述述
にに
反反
しし
てて
、、
まま
たた
史史
記記
のの



記記
録録
にに
もも
反反
しし
てて
、、
ここ
のの
結結
好好
のの
意意
味味
はは
結結
局局
政政
治治
的的
なな
同同
盟盟
のの
意意
味味
をを
もも
ちち
、、

ここ
れれ
にに
とと
もも
なな
っっ
たた
軍軍
事事
のの
行行
動動
すす
らら
ああ
っっ
たた
のの
だだ
とと
思思
うう
。。
一一
連連
のの
文文
脈脈
はは
しし

たた
がが
っっ
てて
次次
のの
よよ
うう
にに
展展
開開
すす
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。

三三
六六
六六
年年
、、
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
はは
卓卓
淳淳
にに
至至
りり
、、
百百
済済
のの
意意
向向
をを
聞聞
いい
てて
、、
従従

者者
のの
爾爾
波波

に

は

移移や

をを
百百
済済
にに
使使
いい
ささ
せせ
たた
。。
百百
済済
王王
はは
よよ
ろろ
ここ
びび
倭倭
へへ
遣遣
使使
しし

たた
いい
とと
いい
いい
、、
爾爾
波波
移移
をを
帰帰
しし
たた
。。
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
とと
爾爾
波波
移移
はは
卓卓
淳淳
かか
らら
帰帰

還還
しし
たた
。。

三三
六六
七七
年年
、、
百百
済済
王王
はは
久久
氐氐

く
て
い

をを
遣遣
わわ
しし
倭倭
にに
至至
りり
貢貢
物物
をを
献献
じじ
たた
。。
倭倭

王王
はは
よよ
ろろ
ここ
びび
、、
千千
熊熊
長長
彦彦
すす
なな
わわ
ちち
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
をを
遣遣
わわ
しし
、、
久久
氐氐
をを
送送

らら
しし
たた
。。（（
新新
羅羅
のの
記記
事事
はは
略略
、、
まま
たた
ここ
のの
年年
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
のの
帰帰
還還
はは
述述
べべ
てて

いい
なな
いい
かか
らら
、、
斯斯
摩摩
はは
そそ
のの
まま
まま
半半
島島
にに
いい
たた
ここ
とと
にに
なな
るる
））

三三
六六
九九
年年
、、
前前
燕燕
のの
内内
紛紛
にに
よよ
りり
、、
よよ
うう
やや
くく
後後
方方
のの
脅脅
威威
かか
らら
解解
きき

はは
なな
たた
れれ
たた
高高
句句
麗麗
がが
、、
一一
気気
にに
南南
下下
すす
るる
。。
国国
力力
はは
高高
句句
麗麗
にに
及及
ばば
なな

いい
百百
済済
はは
、、
しし
かか
しし
王王
とと
太太
子子
がが
善善
戦戦
しし
てて
ここ
れれ
をを
撃撃
ちち
破破
っっ
たた
。。
百百
済済

王王
はは
近近

肖肖

き
ん
し
ょ
う

古古こ

、、
太太
子子
はは
貴貴
須須

き

す

でで
ああ
るる
。。

そそ
のの
翌翌
年年
のの
三三
七七
〇〇
年年
、、
千千
熊熊
（（
斯斯
摩摩
））
はは
久久
氐氐
をを
連連
れれ
てて
倭倭
にに
帰帰
還還

しし
、、
倭倭
王王
はは
ここ
のの
とと
きき
「「
何何
事事
がが
ああ
っっ
てて
まま
たた
来来
たた
のの
かか
」」
とと
久久
氐氐
にに
問問

うう
てて
いい
るる
。。（（
ここ
のの
文文
脈脈
はは
注注
意意
をを
要要
すす
るる
））
果果
たた
しし
てて
翌翌
三三
七七
一一
年年
百百

済済
王王
はは
まま
たた
久久
氐氐
をを
遣遣
わわ
しし
たた
。。
倭倭
王王
はは
歓歓
待待
しし
、、
再再
びび
千千
熊熊
（（
斯斯
摩摩
））

をを
つつ
けけ
てて
久久
氐氐
をを
百百
済済
にに
送送
らら
せせ
たた
。。

三三
七七
二二
年年
、、
高高
句句
麗麗
はは
雪雪
辱辱
をを
濯濯
ぐぐ
べべ
くく
南南
下下
をを
図図
るる
。。
百百
済済
はは
計計
をを

案案
じじ
、、
伏伏
兵兵
をを
置置
いい
てて
高高
句句
麗麗
をを
破破
りり
、、
ささ
らら
にに
平平
壌壌
をを
攻攻
めめ
てて
高高
句句
麗麗

のの
故故
国国

こ
こ
く

原原
王王

げ
ん
お
う

をを
射射
殺殺
しし
たた
。。（（
ここ
れれ
がが
百百
済済
にに
とと
っっ
てて
いい
かか
にに
栄栄
光光
のの
勝勝



利利
でで
ああ
っっ
たた
かか
とと
いい
うう
ここ
とと
にに
つつ
いい
てて
、、
後後
のの
百百
済済
のの
蓋蓋
鹵鹵

が
い
ろ

王王
お
う

四四
七七
二二
年年

にに
北北
魏魏
にに
送送
っっ
たた
上上
表表
文文
にに
「「
祖祖
のの
須須す

（（
太太
子子
貴貴
須須
））
はは
剣剣

け
ん

（（
故故
国国
原原
王王
））

のの
首首
をを
梟梟

斬斬

き
ょ
う
ざ
ん

すす
」」
とと
しし
てて
ここ
れれ
をを
誇誇
っっ
てて
いい
るる
））

そそ
しし
てて
ここ
のの
年年
久久
氐氐
はは
まま
たた
千千
熊熊
（（
斯斯
摩摩
））
とと
連連
れれ
だだ
っっ
てて
倭倭
にに
到到
りり
、、

七七
枝枝
刀刀
とと
七七
子子
鏡鏡
をを
倭倭
王王
にに
贈贈
っっ
たた
。。
百百
済済
はは
まま
たた
ここ
のの
年年
晋晋
にに
遣遣
使使
しし
、、

晋晋
かか
らら
「「
鎮鎮
東東
将将
軍軍
百百
済済
王王
、、
領領
楽楽
浪浪
太太
守守
」」
のの
称称
号号
をを
もも
らら
っっ
てて
いい
るる
。。

ここ
れれ
をを
要要
すす
るる
にに
、、
百百
済済
はは
ここ
のの
時時
期期
すす
でで
にに
高高
句句
麗麗
とと
のの
衝衝
突突
をを
予予
想想
しし
、、

計計
画画
的的
にに
兵兵
力力
のの
増増
強強
をを
図図
るる
べべ
くく
、、
周周
辺辺
諸諸
国国
にに
接接
触触
をを
はは
じじ
めめ
たた
。。
そそ
れれ
がが

甲甲
子子
年年
でで
ああ
るる
。。
人人
口口
はは
すす
なな
わわ
ちち
兵兵
力力
でで
ああ
りり
、、
百百
済済
のの
そそ
れれ
はは
明明
らら
かか
にに
高高

句句
麗麗
にに
劣劣
っっ
てて
いい
たた
。。
百百
済済
がが
加加
羅羅
諸諸
国国
にに
和和
親親
をを
求求
めめ
たた
とと
いい
うう
伝伝
承承
もも
、、
百百

済済
がが
倭倭
へへ
のの
道道
をを
尋尋
ねね
たた
とと
いい
うう
書書
紀紀
のの
記記
述述
もも
、、
要要
はは
兵兵
力力
をを
頼頼
んん
だだ
のの
にに
違違

いい
なな
いい
。。

しし
たた
がが
っっ
てて
三三
六六
六六
年年
かか
らら
三三
七七
二二
年年
にに
いい
たた
るる
一一
連連
のの
百百
済済
とと
倭倭
とと
のの
交交
渉渉

はは
、、
対対
高高
句句
麗麗
援援
兵兵
のの
要要
請請
（（
百百
済済
））
とと
応応
諾諾
のの
派派
兵兵
（（
倭倭
））
のの
経経
緯緯
とと
読読
めめ
るる
。。

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
はは
三三
六六
七七
年年
かか
らら
三三
六六
九九
年年
のの
間間
百百
済済
まま
たた
はは
加加
羅羅
にに
留留
まま
っっ
たた
。。

そそ
のの
後後
三三
七七
一一
年年
かか
らら
三三
七七
二二
年年
まま
でで
、、
再再
びび
半半
島島
にに
留留
まま
っっ
たた
。。
ここ
のの
すす
べべ
てて

のの
往往
還還
にに
はは
百百
済済
のの
使使
者者
久久
氐氐
がが
同同
行行
しし
てて
いい
るる
。。
ひひ
るる
がが
ええ
っっ
てて
百百
済済
はは
ここ
のの

時時
代代
加加
羅羅
やや
新新
羅羅
とと
争争
乱乱
はは
なな
いい
。。
加加
羅羅
とと
はは
和和
親親
とと
言言
いい
、、
新新
羅羅
とと
はは
倭倭
へへ
のの

貢貢
物物
のの
ここ
とと
でで
争争
っっ
たた
とと
書書
紀紀
にに
ああ
るる
がが
、、
大大
勢勢
にに
影影
響響
はは
なな
いい
。。
従従
っっ
てて
百百
済済

はは
当当
時時
そそ
のの
東東
辺辺
・・
南南
辺辺
とと
もも
にに
後後
慮慮
をを
もも
たた
なな
かか
っっ
たた
。。

要要
すす
るる
にに
ここ
のの
とと
きき
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
がが
百百
済済
にに
強強
力力
すす
るる
たた
めめ
にに
はは
、、
いい
くく
ばば
くく
かか

のの
兵兵
をを
もも
っっ
てて
百百
済済
軍軍
にに
合合
流流
すす
るる
しし
かか
なな
んん
らら
のの
意意
味味
をを
もも
たた
なな
いい
。。
かか
くく
しし

てて
百百
済済
はは
三三
六六
九九
年年
とと
三三
七七
一一
年年
のの
対対
高高
句句
麗麗
戦戦
にに
、、
倭倭
のの
援援
兵兵
をを
とと
もも
なな
っっ
てて

出出
撃撃
しし
たた
。。
そそ
れれ
がが
事事
実実
でで
ああ
っっ
たた
のの
だだ
とと
思思
うう
。。

ちち
なな
みみ
にに
そそ
のの
兵兵
のの
規規
模模
はは
もも
とと
よよ
りり
大大
きき
なな
もも
のの
でで
はは
なな
いい
。。
ここ
のの
ケケ
ーー
スス

にに
もも
っっ
とと
もも
近近
いい
、、
後後
のの
七七
世世
紀紀
のの
新新
羅羅
真真

し
ん

興興
こ
う

王王
お
う

がが
百百
済済
にに
救救
援援
しし
てて
高高
句句
麗麗
をを



撃撃
ちち
破破
っっ
たた
とと
きき
のの
派派
遣遣
兵兵
力力
はは
三三
〇〇
〇〇
名名
でで
ああ
っっ
たた
。。
歴歴
代代
のの
半半
島島
にに
おお
けけ
るる

軍軍
事事
行行
動動
がが
千千
人人
をを
超超
ええ
るる
のの
はは
希希
でで
ああ
っっ
たた
とと
いい
っっ
てて
いい
いい
。。

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
のの
軍軍
勢勢
はは
、、
国国
家家
のの
そそ
れれ
でで
なな
くく
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
のの
いい
わわ
ばば
家家
のの
子子
郎郎
党党

でで
ああ
っっ
たた
でで
ああ
ろろ
うう
。。

書書
紀紀
のの
参参
照照
しし
たた
百百
済済
記記
にに
はは
たた
ぶぶ
んん
そそ
のの
ここ
とと
がが
書書
かか
れれ
てて
いい
たた
。。
ああ
るる
いい

はは
結結
果果
をを
予予
想想
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
断断
片片
的的
にに
記記
述述
ささ
れれ
てて
いい
たた
。。
書書
紀紀
がが
ここ
れれ
をを
改改

竄竄
しし
たた
。。
ああ
るる
いい
はは
事事
実実
関関
係係
をを
復復
元元
すす
るる
にに
はは
、、
倭倭
のの
側側
のの
史史
料料
がが
寡寡
少少
にに
過過

ぎぎ
てて
、、
断断
片片
のの
みみ
ここ
れれ
をを
記記
載載
しし
てて
後後
世世
にに
ゆゆ
だだ
ねね
たた
。。

書書
紀紀
のの
思思
想想
のの
問問
題題
もも
ああ
っっ
たた
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
。。
百百
済済
記記
にに
示示
唆唆
ささ
れれ
てて
いい
たた

ここ
とと
のの
主主
筋筋
はは
明明
らら
かか
でで
ああ
りり
、、
百百
済済
のの
栄栄
光光
のの
勝勝
利利
にに
ほほ
かか
なな
らら
なな
いい
。。
そそ
のの

勝勝
利利
にに
付付
帯帯
しし
てて
倭倭
とと
のの
同同
盟盟
がが
ああ
っっ
たた
。。
倭倭
のの
朝朝
廷廷
はは
すす
でで
にに
五五
世世
紀紀
にに
はは
、、

百百
済済
をを
しし
てて
倭倭
のの
従従
属属
国国
とと
みみ
なな
しし
たた
形形
跡跡
がが
ああ
るる
。。
ここ
れれ
はは
むむ
ろろ
んん
事事
実実
とと
相相

違違
すす
るる
がが
、、
従従
属属
国国
とと
みみ
なな
すす
もも
のの
のの
栄栄
光光
のの
たた
めめ
にに
、、
倭倭
がが
付付
帯帯
的的
にに
援援
軍軍
をを

出出
しし
たた
事事
実実
はは
、、
書書
紀紀
のの
基基
本本
的的
方方
針針
にに
もも
とと
っっ
たた
可可
能能
性性
がが
ああ
るる
。。
しし
かか
もも
そそ

のの
兵兵
はは
国国
家家
のの
そそ
れれ
でで
はは
なな
かか
っっ
たた
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
のの
でで
ああ
るる
。。

いい
まま
ひひ
とと
つつ
のの
問問
題題
はは
、、
ここ
のの
一一
連連
のの
書書
紀紀
のの
記記
述述
がが
もも
っっ
ぱぱ
らら
新新
羅羅
とと
のの
みみ

関関
っっ
てて
いい
るる
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。
そそ
のの
趣趣
旨旨
がが
単単
純純
にに
高高
句句
麗麗
のの
仮仮
託託
でで
ああ
っっ
たた
とと
はは

思思
ええ
なな
いい
。。
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
がが
そそ
のの
二二
度度
のの
対対
高高
句句
麗麗
共共
同同
戦戦
のの
合合
間間
にに
、、
加加
羅羅
諸諸
国国

やや
新新
羅羅
にに
干干
渉渉
しし
たた
ここ
とと
はは
ああ
っっ
たた
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。
木木
羅羅
斤斤
資資
なな
どど
のの
記記
事事
をを

削削
除除
すす
るる
とと
、、
加加
羅羅
やや
新新
羅羅
とと
のの
関関
りり
もも
消消
ええ
てて
しし
まま
うう
がが
、、
ここ
のの
記記
事事
をを
後後
代代

かか
らら
もも
っっ
てて
きき
たた
とと
きき
、、
そそ
ここ
にに
加加
羅羅
・・
新新
羅羅
にに
つつ
いい
てて
のの
伝伝
承承
がが
ああ
れれ
ばば
、、
そそ

のの
後後
代代
のの
記記
事事
をを
もも
っっ
てて
吸吸
収収
ささ
れれ
てて
しし
まま
うう
でで
ああ
ろろ
うう
。。

ここ
のの
記記
事事
がが
そそ
もも
そそ
もも
百百
済済
とと
のの
同同
盟盟
ああ
るる
いい
はは
対対
高高
句句
麗麗
戦戦
なな
どど
のの
趣趣
意意
をを
、、

髪髪
のの
毛毛
一一
筋筋
すす
らら
もも
たた
なな
いい
のの
はは
、、
ひひ
とと
ええ
にに
木木
羅羅
斤斤
資資
をを
後後
代代
かか
らら
ここ
ここ
にに
仮仮

託託
しし
たた
、、
無無
謀謀
なな
結結
果果
のの
もも
たた
らら
しし
たた
もも
のの
にに
違違
いい
なな
いい
。。

しし
たた
がが
っっ
てて
ここ
ここ
でで
はは
ここ
れれ
以以
上上
状状
況況
をを
推推
測測
でで
きき
るる
余余
地地
はは
なな
いい
。。
斯斯
摩摩
宿宿

禰禰
がが
なな
ぜぜ
ここ
のの
とと
きき
半半
島島
にに
進進
出出
しし
たた
のの
かか
、、
とと
いい
うう
問問
題題
をを
問問
わわ
なな
けけ
れれ
ばば
なな

らら
なな
いい
。。
そそ
のの
背背
景景
のの
一一
端端
もも
まま
たた
ここ
れれ
をを
七七
支支
刀刀
がが
語語
っっ
てて
くく
れれ
るる
。。



<<

七七
支支
刀刀
のの
由由
来来>>

百百
済済
王王
がが
三三
七七
二二
年年
にに
久久
氐氐
をを
遣遣
しし
てて
倭倭
王王
にに
贈贈
っっ
たた
七七

し
ち

支支
刀刀

し
と
う

はは
、、
間間
違違
いい
なな

くく
現現
在在
もも
石石
上上
神神
宮宮
のの
神神
宝宝
とと
しし
てて
祀祀
らら
れれ
てて
いい
るる
、、
いい
わわ
ゆゆ
るる
七七

枝枝

な
な
さ
や
の

刀刀
た
ち

（（
書書

紀紀
のの
表表
記記
））
にに
違違
いい
なな
いい
。。
久久
氐氐
のの
言言
葉葉
にに
「「
百百
済済
のの
河河
のの
水水
源源
でで
ああ
るる
谷谷
那那

こ
く
な

のの

鉄鉄

山山

か
ね
の
む
れ

のの
鉄鉄
をを
採採
っっ
てて
作作
るる
」」
とと
ああ
りり
、、
そそ
のの
制制
作作
のの
年年
もも
七七
支支
刀刀
のの
銘銘
文文
にに
よよ

っっ
てて
三三
六六
九九
年年
とと
見見
らら
れれ
るる
。。

七七
支支
刀刀
はは
そそ
のの
刀刀
にに
ここ
うう
刻刻
まま
れれ
てて
いい
るる
。。

泰泰
和和
四四
年年
＊＊
月月
一一
＊＊
日日
丙丙
午午
正正
陽陽
、、
造造
百百
練練
鋼鋼
七七
支支
刀刀
。。
＊＊
辟辟
百百
兵兵
宣宣

供供
侯侯
王王
、、
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
作作
。。

先先
世世
以以
来来
未未
有有
此此
刀刀
。。
百百
済済
王王
世世
子子
奇奇
生生
聖聖
晋晋
、、
故故
為為
倭倭
王王
旨旨
造造
。。
伝伝

示示
後後
世世
。。

字字
のの
解解
釈釈
にに
つつ
いい
てて
はは
異異
論論
がが
いい
くく
つつ
かか
ああ
っっ
たた
。。
作作
のの
字字
はは
宮宮
崎崎
一一
定定
氏氏
がが

ここ
れれ
をを

祥祥
し
ょ
う

とと
読読
んん
だだ
。。
吉吉

祥祥

き
ち
し
ょ
う

のの
祥祥
でで
ああ
るる
。。
そそ
のの
文文
字字
まま
でで
がが
片片
側側
のの
文文
章章
でで

ああ
るる
のの
でで
、、
氏氏
のの
見見
解解
はは
正正
しし
いい
。。
作作
者者
等等
はは
そそ
のの
裏裏
面面
にに
ああ
るる
べべ
きき
でで
ああ
るる
。。

泰泰
和和

た
い
わ

のの
和和
がが
読読
解解
でで
きき
ずず
、、
前前
秦秦
のの
太太
初初
四四
年年
（（
三三
八八
九九
））
やや
北北
魏魏
のの
太太
和和
四四

年年
（（
四四
八八
十十
））
のの
可可
能能
性性
もも
検検
討討
ささ
れれ
てて
きき
たた
がが
、、
時時
代代
のの
文文
脈脈
かか
らら
しし
てて
、、
東東
晋晋

と
う
し
ん

のの
太太
和和
（（
泰泰
和和
））
四四
年年
でで
ああ
ろろ
うう
。。
西西
紀紀
三三
六六
九九
年年
でで
ああ
るる
。。

まま
たた
奇奇
生生
聖聖
晋晋
のの
晋晋
はは
「「
音音
」」
とと
読読
めめ
るる
。。
しし
かか
しし
全全
文文
をを
しし
てて
鳥鳥
瞰瞰
すす
るる
とと
、、

ここ
のの
銘銘
文文
のの
文文
字字
はは
どど
れれ
もも
縦縦
線線
がが
よよ
くく
消消
ええ
てて
いい
るる
らら
しし
いい
。。
音音
でで
なな
くく
晋晋

し
ん

とと

読読
むむ
べべ
きき
でで
ああ
ろろ
うう
。。
そそ
もも
そそ
もも
東東
晋晋
のの
年年
号号
をを
用用
いい
てて
、、
侯侯

こ
う

王王
お
う

とと
いい
うう
言言
葉葉
をを

使使
うう
文文
のの
なな
かか
でで
はは
、、
晋晋
とと
読読
まま
ざざ
るる
をを
ええ
なな
いい
。。
侯侯
王王
とと
いい
うう
言言
葉葉
はは
よよ
くく
百百

済済
王王
のの
権権
威威
をを
上上
とと
しし
てて
、、
倭倭
のの
王王
をを
ここ
うう
呼呼
ぶぶ
とと
いい
うう
がが
、、
侯侯
王王
のの
意意
味味
はは
文文

脈脈
かか
らら
しし
てて
「「
百百
済済
王王
もも
倭倭
王王
もも
同同
じじ
くく
晋晋
のの
侯侯
王王
たた
るる
べべ
きき
立立
場場
にに
てて
」」
とと
いい



うう
意意
でで
ああ
るる
。。

まま
たた
百百
済済
王王
世世
子子

せ

し

のの
後後
はは
中中
国国
風風
をを
順順
守守
すす
れれ
ばば
かか
なな
らら
ずず
一一
字字
のの
名名
がが
くく
るる

べべ
きき
でで
ああ
るる
。。
反反
対対
にに
倭倭
王王
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
倭倭
王王
とと
しし
てて
そそ
のの
名名
がが
ああ
っっ
てて
はは
なな

らら
なな
いい
。。
贈贈
りり
手手
はは
名名
をを
明明
記記
しし
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
がが
、、
贈贈
りり
先先
にに
実実
名名
をを
入入

れれ
るる
のの
はは
そそ
もも
そそ
もも
礼礼
をを
逸逸
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
ろろ
うう
。。

従従
っっ
てて
ここ
のの
銘銘
文文
はは
ここ
うう
読読
むむ
。。

泰泰
和和
四四
年年
（（
東東
晋晋
年年
号号
・・
世世
紀紀
三三
六六
九九
年年
））．．．．．．
百百
練練
鋼鋼
のの
七七
支支
刀刀
をを
造造

るる
。。
百百
兵兵
をを
辟辟
くく
．．．．．．
宣宣
しし
くく
侯侯
王王
にに
．．．．．．
吉吉
祥祥

先先
世世
以以
来来
、、
未未
だだ
ここ
のの
刀刀
有有
らら
ずず
。。
百百
済済
王王
世世
子子
奇奇
、、
聖聖
晋晋
にに
生生
まま
れれ
、、

故故
、、
倭倭
王王
のの
為為
にに
旨旨
しし
てて
造造
るる
。。
後後
世世
にに
伝伝
示示
せせ
よよ
。。

ここ
のの
後後
半半
のの
文文
にに
飾飾
りり
のの
補補
填填
をを
付付
けけ
れれ
ばば
、、
次次
のの
よよ
うう
にに
なな
るる
。。

先先
世世
以以
来来
、、
未未
だだ
此此
のの
（（
如如
きき
））
刀刀
有有
らら
ずず
。。
百百
済済
王王
世世
子子
奇奇
（（
貴貴
須須
））

（（
奇奇
しし
くく
もも
））
倭倭
王王
とと
時時
をを
同同
じじ
くく
しし
てて
））（（
世世
界界
のの
盟盟
主主
にに
しし
てて
））
聖聖
なな
るる

晋晋
（（
のの
世世
にに
））
生生
まま
れれ
、、（（
かか
くく
倭倭
王王
とと
出出
会会
っっ
たた
今今
日日
がが
ああ
るる
））
故故
、、（（
いい

まま
好好
みみ
をを
通通
じじ
、、
共共
にに
晋晋
のの
侯侯
王王
たた
るる
））
倭倭
王王
のの
為為
にに
、、（（
工工
人人
にに
））
旨旨
しし
てて

造造
らら
しし
めめ
るる
。。（（
来来
るる
べべ
きき
））
後後
世世
にに
（（
ここ
のの
結結
好好
のの
証証
しし
をを
））
伝伝
示示
せせ
よよ
。。

ちち
なな
みみ
にに
ここ
ここ
にに
贈贈
りり
手手
がが
肖肖
古古
王王
（（
句句
まま
たた
はは
余余
句句
））
でで
なな
くく
太太
子子
貴貴
須須
（（
奇奇
））

でで
ああ
るる
のの
はは
、、
貴貴
須須
がが
すす
でで
にに
百百
済済
軍軍
のの
実実
質質
的的
なな
指指
揮揮
者者
でで
ああ
っっ
てて
、、
かか
つつ
高高

句句
麗麗
撃撃
退退
のの
英英
雄雄
でで
ああ
っっ
たた
たた
めめ
でで
ああ
ろろ
うう
。。
もも
っっ
とと
いい
ええ
ばば
父父
王王
をを
陵陵
駕駕

り
ょ
う
が

すす
るる

声声
明明
をを
もも
ちち
、、
倭倭
とと
のの
同同
盟盟
にに
ああ
たた
っっ
てて
もも
そそ
のの
当当
事事
者者
でで
ああ
っっ
たた
かか
もも
知知
れれ
なな



いい
。。ここ

のの
文文
はは
基基
本本
的的
にに
倭倭
王王
をを
対対
等等
にに
扱扱
っっ
てて
いい
るる
。。
対対
等等
なな
同同
盟盟
者者
とと
しし
てて
扱扱

っっ
てて
いい
るる
。。
強強
いい
てて
いい
ええ
ばば
、、
文文
明明
をを
知知
らら
ぬぬ
倭倭
王王
にに
教教
ええ
諭諭
すす
意意
味味
がが
含含
まま
れれ

てて
いい
るる
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。
すす
でで
にに
独独
自自
のの
文文
化化
をを
もも
ちち
人人
口口
のの
少少
なな
いい
百百
済済
がが
、、

文文
化化
度度
はは
低低
くく
兵兵
力力
はは
巨巨
大大
なな
倭倭
にに
礼礼
をを
尽尽
しし
てて
いい
るる
のの
でで
ああ
るる
。。
時時
にに
倭倭
王王
がが

大大
和和
のの
朝朝
廷廷
にに
ああ
っっ
てて
九九
州州
近近
くく
まま
でで
（（
すす
なな
わわ
ちち
列列
島島
のの
半半
ばば
））
そそ
のの
威威
をを
広広

げげ
てて
いい
たた
とと
しし
てて
、、
列列
島島
がが
つつ
ねね
にに
半半
島島
のの
三三
倍倍
のの
人人
口口
をを
擁擁
しし
たた
とと
すす
れれ
ばば
、、

半半
島島
のの
一一
国国
のの
百百
済済
にに
対対
しし
てて
、、
優優
にに
四四
倍倍
のの
人人
口口
をを
有有
しし
てて
いい
たた
にに
違違
いい
なな
いい
。。

ここ
のの
人人
口口
はは
観観
念念
的的
にに
しし
ろろ
潜潜
在在
兵兵
力力
とと
しし
てて
強強
いい
意意
味味
をを
もも
つつ
でで
ああ
ろろ
うう
。。

しし
かか
しし
ここ
ここ
にに
登登
場場
すす
るる
倭倭
王王
はは
神神
功功
でで
はは
なな
いい
。。

倭倭
のの
大大
和和
のの
朝朝
廷廷
がが
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
をを
もも
っっ
てて
半半
島島
にに
介介
入入
しし
たた
、、
時時
のの
半半
島島
側側
のの

状状
況況
でで
ああ
っっ
たた
。。
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
がが
なな
ぜぜ
ここ
のの
時時
期期
半半
島島
にに
入入
っっ
たた
かか
とと
いい
うう
倭倭
のの
側側

のの
背背
景景
はは
、、
ここ
れれ
をを
違違
っっ
たた
側側
面面
でで
明明
らら
かか
にに
しし
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。

<<

神神
功功
紀紀
にに
仮仮
託託
ささ
れれ
たた
景景
行行
紀紀>>

書書
紀紀
をを
紐紐
解解

ひ
も
と

いい
てて
いい
くく
とと
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
大大
王王
紀紀
年年
はは
そそ
のの
元元
年年
がが
ほほ
ぼぼ
そそ
のの

数数
代代
前前
のの
大大
王王
のの
即即
位位
元元
年年
かか
らら
始始
まま
るる
ここ
とと
がが
分分
かか
るる
。。
同同
時時
にに
当当
王王
のの
没没
年年

はは
まま
たた
当当
王王
のの
もも
のの
かか
、、
ああ
るる
いい
はは
そそ
のの
前前
後後
のの
数数
代代
のの
大大
王王
のの
没没
年年
でで
ああ
るる
。。

そそ
のの
詳詳
細細
はは
順順
次次
検検
証証
すす
るる
とと
しし
てて
、、
ここ
ここ
でで
はは
四四
世世
紀紀
のの
後後
半半
にに
焦焦
点点
をを
ああ
てて

てて
、、
垂垂
仁仁
・・
景景
行行
・・
神神
功功
のの
三三
人人
のの
大大
王王
のの
紀紀
年年
をを
、、
並並
行行
しし
てて
例例
示示
しし
てて
みみ
よよ

うう
。。垂垂

仁仁
紀紀
はは
二二
五五
年年
条条
にに
斎斎
宮宮
記記
事事
がが
ああ
るる
かか
らら
、、
二二
六六
年年
がが
事事
実実
上上
のの
元元
年年
でで
、、

立立
太太
子子
没没
はは
三三
八八
年年
でで
ああ
るる
。。
景景
行行
紀紀
はは
そそ
のの
二二
〇〇
年年
にに
斎斎
宮宮
記記
事事
がが
ああ
るる
がが
、、

七七
月月
特特
殊殊
月月
即即
位位
でで
ああ
るる
とと
同同
時時
にに
「「
そそ
のの
年年
、、
年年
号号
をを
代代
ええ
るる
」」
とと
いい
っっ
てて
いい

るる
かか
らら
、、
祚祚
年年
改改
元元
でで
ああ
ろろ
うう
。。
書書
紀紀
にに
しし
たた
がが
っっ
てて
ここ
れれ
をを
辛辛
未未
（（
三三
七七
一一
））

とと
すす
るる
。。

垂垂
仁仁
のの
没没
年年
もも
辛辛
未未
とと
しし
、、
書書
紀紀
のの
紀紀
年年
はは
一一
年年
異異
同同
がが
ああ
るる
とと
みみ
るる
。。
もも
っっ



とと
もも
ここ
のの
垂垂
仁仁
没没
年年
イイ
ココ
ーー
ルル
景景
行行
元元
年年
をを
庚庚
午午
（（
三三
七七
〇〇
））
とと
みみ
るる
ここ
とと
もも
可可

能能
でで
、、
ここ
のの
点点
異異
論論
がが
ああ
りり
うう
るる
がが
、、
先先
おお
くく
りり
しし
てて
ここ
ここ
でで
はは
辛辛
未未
元元
年年
とと
しし

てて
話話
しし
をを
すす
すす
めめ
るる
。。

次次
のの
神神
功功
・・
垂垂
仁仁
・・
景景
行行
のの
「「
三三
王王
紀紀
年年
譜譜
」」
をを
参参
照照
すす
るる
。。

ここ
のの
係係
年年
でで
、、
垂垂
仁仁
紀紀
はは
そそ
のの
元元
年年
をを
三三
三三
四四
年年
とと
しし
、、
事事
実実
上上
考考
霊霊
紀紀
でで
ああ

りり
、、
景景
行行
紀紀
はは
元元
年年
をを
三三
五五
二二
年年
とと
しし
、、
事事
実実
上上
崇崇
神神
紀紀
でで
ああ
るる
。。

神神
功功
紀紀
はは
そそ
のの
即即
位位
前前
記記
かか
らら
神神
功功
十十
三三
年年
まま
でで
はは
、、
五五
世世
紀紀
前前
半半
のの
記記
事事
（（
四四

〇〇
〇〇
年年
かか
らら
四四
一一
三三
年年
まま
でで
））、、
そそ
のの
後後
かか
らら
神神
功功
六六
九九
年年
まま
でで
はは
そそ
れれ
をを
遥遥
かか
にに

ささ
かか
のの
ぼぼ
るる
四四
世世
紀紀
後後
半半
のの
記記
事事
のの
二二
つつ
にに
分分
かか
れれ
るる
。。



神神
功功
紀紀
・・
垂垂
仁仁
紀紀
・・
景景
行行
紀紀

紀紀
年年
譜譜

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

神神
功功
紀紀

垂垂
仁仁
紀紀((

考考
霊霊
紀紀))

景景
行行
紀紀((

崇崇
神神
紀紀))

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

戊戊
午午

33 55 88
33 88

22 55

倭倭
姫姫

77

己己
未未

33 55 99
33 99

卑卑
彌彌
呼呼
太太
歳歳

22 66
88

庚庚
申申

33 66 00
44 00

22 77

敦敦
賀賀

99

辛辛
酉酉

33 66 11
44 11

22 88
日日
矛矛

11 00

壬壬
戌戌

33 66 22
44 22

22 99
11 11

癸癸
亥亥

33 66 33
44 33

33 00

兄兄
弟弟
試試
験験

11 22

景景
行行
征征
西西

甲甲
子子

33 66 44
44 44

33 11
11 33

伐伐
熊熊
襲襲

乙乙
丑丑

33 66 55
44 55

33 22
11 44

丙丙
寅寅

33 66 66
44 66

斯斯
摩摩
卓卓
淳淳

33 33
11 55

丁丁
卯卯

33 66 77
44 77

斯斯
摩摩
派派
遣遣

33 44
11 66

戊戊
辰辰

33 66 88
44 88

33 55
11 77

己己
巳巳

33 66 99
44 99

斯斯
摩摩
帰帰
還還

33 66
11 88

筑筑
紫紫

庚庚
午午

33 77 00
55 00

33 77

立立
太太
子子

11 99

大大
和和
帰帰
還還

辛辛
未未

33 77 11
55 11

斯斯
摩摩
派派
遣遣

33 88
22 00

五五
百百
野野
姫姫

壬壬
申申

33 77 22
55 22

七七
支支
刀刀

33 99

石石
上上

22 11

癸癸
酉酉

33 77 33
55 33

44 00
22 22

甲甲
戌戌

33 77 44
55 44

44 11
22 33

乙乙
亥亥

33 77 55
55 55

44 22
22 44

丙丙
子子

33 77 66
55 66

44 33
22 55

丁丁
丑丑

33 77 77
55 77

44 44
22 66

戊戊
寅寅

33 77 88
55 88

44 55
22 77

己己
卯卯

33 77 99
55 99

44 66
22 88

庚庚
辰辰

33 88 00
66 00

44 77
22 99

辛辛
巳巳

33 88 11
66 11

44 88
33 00



壬壬
午午

33 88 22
66 22

44 99
33 11

癸癸
未未

33 88 33
66 33

55 00
33 22

甲甲
申申

33 88 44
66 44

55 11
33 33

乙乙
酉酉

33 88 55
66 55

55 22
33 44

丙丙
戌戌

33 88 66
66 66

55 33
33 55

丁丁
亥亥

33 88 77
66 77

55 44
33 66

戊戊
子子

33 88 88
66 88

55 55
33 77

己己
丑丑

33 88 99
66 99

神神
功功
没没

55 66

景景
行行
没没

33 88

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

重重
ねね
てて
いい
うう
がが
、、
神神
功功
紀紀
はは
書書
記記
のの
係係
年年
にに
よよ
れれ
ばば
西西
紀紀
二二
〇〇
一一
年年
をを
元元
年年
とと

すす
るる
。。
事事
実実
上上
干干
支支
二二
運運
ささ
かか
のの
ぼぼ
っっ
てて
いい
るる
かか
らら
、、
書書
紀紀
にに
ああ
っっ
てて
もも
オオ
リリ
ジジ

ナナ
ルル
はは
三三
二二
一一
年年
元元
年年
でで
ああ
るる
。。
そそ
のの
四四
六六
年年
はは
三三
六六
六六
年年
、、
五五
二二
年年
はは
三三
七七
二二

年年
でで
ああ
るる
。。

一一
方方
垂垂
仁仁
紀紀
はは
考考
霊霊
紀紀
でで
でで
きき
てて
いい
るる
。。
以以
下下
重重
複複
すす
るる
がが
、、
考考
霊霊
二二
五五
年年
はは

すす
なな
わわ
ちち
垂垂
仁仁
二二
五五
年年
でで
、、
ここ
のの
年年
伊伊
勢勢
のの
祭祭
祀祀
をを

倭倭
や
ま
と

姫姫
ひ
め

をを
しし
てて
豊豊
鋤鋤
入入
姫姫

と
よ
す
き
い
り
ひ
め

とと

替替
ええ
たた
、、
とと
ああ
るる
。。
斎斎
宮宮
記記
事事
はは
書書
紀紀
にに
おお
いい
てて
践践
祚祚
のの
儀儀
礼礼
のの
ひひ
とと
つつ
とと
みみ
なな

ささ
れれ
てて
いい
るる
。。（（
第第
一一
節節
参参
照照
））
従従
っっ
てて
そそ
のの
年年
がが
垂垂
仁仁
のの
践践
祚祚
のの
年年
でで
、、
翌翌
二二
六六

年年
がが
垂垂
仁仁
元元
年年
でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
垂垂
仁仁
二二
六六
年年
はは
、、
ここ
のの
三三
王王
紀紀
年年
譜譜
のの
とと
おお
りり
、、
並並
行行
すす
るる
神神
功功
紀紀
のの
神神

功功
三三
九九
年年
にに
相相
当当
すす
るる
がが
、、
ここ
れれ
はは
神神
功功
紀紀
がが
（（
二二
運運
をを
ささ
かか
のの
ぼぼ
っっ
てて
））
卑卑
彌彌
呼呼

ひ

み

こ

のの
魏魏ぎ

へへ
のの
最最
初初
のの
朝朝

貢貢

ち
ょ
う
こ
う

とと
すす
るる
年年
でで
ああ
るる
。。
すす
なな
わわ
ちち
景景

け
い

初初
し
ょ

三三
年年
（（
二二
三三
九九
年年
））

でで
、、
事事
実実
上上
三三
五五
九九
年年
でで
ああ
るる
。。
垂垂
仁仁
紀紀
二二
六六
年年
条条
にに
はは
なな
いい
がが
、、
神神
功功
三三
九九
年年

条条
にに
はは
「「
ここ
のの
年年
太太
歳歳

た
い
さ
い

己己
未未
」」
とと
ああ
るる
。。
太太
歳歳
記記
事事
はは
原原
則則
大大
王王
のの
即即
位位
にに
とと
もも

なな
うう
。。
例例
外外
がが
神神
武武
とと
神神
功功
でで
即即
位位
とと
没没
年年
のの
両両
方方
にに
、、
ここ
のの
太太
歳歳
がが
記記
ささ
れれ
てて

いい
るる
。。
例例
外外
中中
のの
例例
外外
がが
ここ
のの
神神
功功
三三
九九
年年
条条
のの
太太
歳歳
でで
ああ
るる
。。

書書
紀紀
のの
基基
本本
的的
姿姿
勢勢
かか
らら
すす
るる
とと
、、
ここ
のの
太太
歳歳
記記
事事
がが
「「
親親

し
ん

魏魏ぎ

倭倭わ

王王
お
う

」」
のの
除除
授授

じ
ょ
じ
ゅ

にに
係係
るる
のの
はは
、、
倭倭
のの
五五
王王
のの
朝朝
貢貢
とと
いい
うう
史史
実実
をを
まま
っっ
たた
くく
無無
視視
しし
たた
編編
者者
のの
記記



述述
とと
しし
てて
はは
意意
外外
でで
ああ
るる
。。
要要
すす
るる
にに
ここ
ここ
でで
はは
述述
べべ
なな
いい
（（
述述
べべ
らら
れれ
なな
いい
））

垂垂
仁仁
のの
即即
位位
元元
年年
太太
歳歳
をを
ここ
ここ
にに
仮仮
託託
しし
たた
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。
ちち
なな
みみ
にに
倭倭
のの
五五
王王

にに
関関
しし
てて
書書
紀紀
はは
そそ
のの
貢貢
献献
にに
つつ
いい
てて
はは
まま
っっ
たた
くく
述述
べべ
なな
いい
がが
、、
そそ
のの
除除
授授
にに

とと
もも
なな
うう
宋宋
のの
使使
者者
のの
来来
朝朝
はは
、、
ここ
れれ
をを
倭倭
へへ
のの
朝朝
貢貢
とと
しし
てて
記記
録録
しし
てて
いい
るる
よよ

うう
だだ
。。（（
仁仁
徳徳
紀紀
・・
雄雄
略略
紀紀
））

ここ
ここ
かか
らら
がが
重重
要要
だだ
がが
、、
そそ
のの
すす
ぐぐ
後後
のの
垂垂
仁仁
三三
〇〇
年年
のの
条条
にに
、、
垂垂
仁仁
がが

五五
十十
瓊瓊
敷敷

い

に

し

き

とと
景景
行行
にに
欲欲
しし
いい
もも
のの
をを
問問
うう
話話
しし
がが
ああ
るる
。。
兄兄
王王
はは
弓弓
矢矢
をを
、、
弟弟
王王

はは
王王
位位
をを
求求
めめ
てて
、、
垂垂
仁仁
がが
景景
行行
にに
「「
必必
ずず
わわ
がが
後後
をを
継継
げげ
」」
とと
言言
っっ
たた
とと
いい
うう

がが
、、
ここ
のの
話話
しし
はは
立立
太太
子子
記記
事事
のの
よよ
うう
にに
もも
見見
ええ
るる
。。

しし
かか
しし
書書
紀紀
のの
立立
太太
子子
記記
事事
はは
事事
実実
上上
没没
年年
をを
仮仮
託託
しし
てて
いい
るる
たた
めめ
、、
立立
太太
子子

記記
事事
そそ
のの
もも
のの
はは
まま
っっ
すす
ぐぐ
書書
けけ
なな
いい
。。
王王
位位
をを
継継
ぐぐ
べべ
きき
話話
しし
はは
、、
後後
にに
景景
行行

がが
継継
いい
だだ
かか
らら
ここ
うう
なな
っっ
てて
いい
るる
だだ
けけ
でで
、、
実実
際際
はは
反反
対対
にに
五五
十十
瓊瓊
敷敷
がが
王王
位位
をを
、、

景景
行行
がが
弓弓
矢矢
をを
もも
らら
っっ
たた
のの
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。
要要
はは
ここ
のの
時時
、、
景景
行行
のの
将将
来来
にに
つつ

いい
てて
ああ
るる
重重
大大
なな
決決
定定
がが
なな
ささ
れれ
たた
ここ
とと
をを
特特
にに
示示
唆唆
すす
るる
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。

西西
征征

せ
い
せ
い

でで
ああ
るる
。。

景景
行行
はは
垂垂
仁仁
かか
らら
西西
国国
都都
督督

と
と
く

とと
しし
てて
そそ
のの
出出

征征

し
ゅ
っ
せ
い

・・
統統
帥帥

と
う
す
い

をを
命命
じじ
らら
れれ
たた
。。
そそ

うう
読読
みみ
とと
れれ
るる
のの
はは
、、
並並
行行
すす
るる
崇崇
神神
紀紀
がが
そそ
れれ
をを
示示
唆唆
すす
るる
かか
らら
でで
ああ
るる
。。

景景
行行
紀紀
はは
崇崇
神神
紀紀
かか
らら
でで
きき
てて
いい
るる
。。
すす
なな
わわ
ちち
崇崇
神神
二二
〇〇
年年
がが
景景
行行
二二
〇〇
年年

でで
ああ
りり
、、
ここ
のの
年年
「「
五五
百百

い

お

野野の

姫姫
ひ
め

をを
伊伊
勢勢
斎斎
宮宮
とと
しし
たた
」」
とと
いい
うう
記記
事事
がが
ああ
るる
。。
従従

っっ
てて
景景
行行
二二
〇〇
年年
がが
景景
行行
践践
祚祚
のの
年年
でで
ああ
りり
、、
翌翌
二二
一一
年年
がが
即即
位位
元元
年年
のの
筈筈
でで
ああ

るる
がが
、、
景景
行行
のの
場場
合合
はは
特特
殊殊
なな
例例
とと
しし
てて
祚祚
年年
改改
元元
をを
とと
っっ
たた
。。
ここ
れれ
がが
譲譲
位位
にに

よよ
るる
祚祚
年年
改改
元元
でで
ああ
っっ
たた
ここ
とと
はは
、、「「
倭倭
姫姫
にに
つつ
けけ
てて
」」
とと
いい
うう
意意
味味
にに
とと
れれ
るる
記記

事事
（（
事事
実実
上上
触触
れれ
てて
いい
なな
いい
））
とと
「「
そそ
のの
年年
元元
号号
をを
改改
めめ
たた
」」
とと
いい
うう
特特
別別
なな
記記

事事
がが
ああ
るる
ここ
とと
でで
分分
かか
るる
。。
触触
れれ
てて
いい
なな
いい
とと
いい
うう
ここ
とと
はは
豊豊
鋤鋤
入入
姫姫
をを
更更
迭迭
しし

なな
かか
っっ
たた
ここ
とと
をを
意意
味味
しし
、、
そそ
のの
父父
垂垂
仁仁
がが
没没
しし
てて
いい
なな
いい
、、
まま
たた
はは
罪罪
せせ
らら
れれ

てて
もも
いい
なな
いい
とと
いい
うう
ここ
とと
をを
説説
明明
しし
てて
いい
るる
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。

六六
世世
紀紀
のの
欽欽
明明
はは
、、
百百
済済
本本
紀紀
のの
いい
うう
継継
体体

け
い
た
い

二二
五五
年年
辛辛
亥亥
（（
五五
三三
一一
年年
））
にに
世世

子子
とと
しし
てて
実実
権権
をを
奪奪
っっ
たた
のの
だだ
とと
思思
うう
。。
しし
かか
しし
即即
位位
はは
ここ
れれ
をを
しし
なな
かか
っっ
たた
。。

安安
閑閑

あ
ん
か
ん

・・
宣宣
化化

せ
ん
か

とと
即即
位位
しし
てて
欽欽

き
ん

明明
め
い

はは
伝伝
承承
通通
りり
五五
四四
〇〇
年年
にに
即即
位位
しし
たた
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。



しし
かか
しし
、、
実実
権権
をを
握握
っっ
たた
のの
はは
、、
時時
のの
半半
島島
とと
のの
関関
りり
でで
ああ
っっ
たた
。。
継継
体体
はは
そそ
のの

半半
島島
政政
策策
をを
失失
敗敗
しし
たた
。。
ここ
れれ
にに
代代
わわ
るる
べべ
きき
強強
力力
なな
求求
心心
力力
がが
欽欽
明明
にに
集集
まま
っっ

たた
らら
しし
いい
。。

半半
島島
とと
のの
関関
りり
はは
倭倭
王王
のの
出出
所所
進進
退退
をを
決決
めめ
るる
のの
でで
ああ
るる
。。
景景
行行
のの
もも
しし
かか
しし

たた
らら
一一
種種
のの
纂纂
奪奪

さ
ん
だ
っ

はは
ここ
うう
しし
たた
根根
拠拠
にに
よよ
るる
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。

話話
しし
をを
もも
とと
にに
戻戻
そそ
うう
。。
そそ
のの
崇崇
神神
（（
景景
行行
））
紀紀
一一
二二
年年
のの
条条
にに
、、
すす
なな
わわ
ちち

景景
行行
のの
西西
征征
開開
始始
のの
記記
事事
がが
ああ
るる
。。
先先
にに
述述
べべ
たた
、、
景景
行行
とと
五五
十十
瓊瓊
敷敷
のの
兄兄
弟弟
試試

験験
のの
記記
事事
のの
ああ
るる
考考
霊霊
（（
垂垂
仁仁
））
紀紀
三三
〇〇
年年
でで
ああ
るる
。。
とと
もも
にに
西西
紀紀
三三
六六
三三
年年
。。

そそ
のの
年年
「「
十十
二二
年年
秋秋
七七
月月
、、
熊熊
襲襲

く
ま
そ

がが
そそ
むむ
いい
たた
。。
八八
月月
、、
天天
皇皇
（（
景景
行行
））
はは
筑筑
紫紫

つ
く
し

にに
向向
かか
っっ
たた
」」
ここ
のの
後後
景景
行行
はは
九九
月月
にに
はは
周周
防防
のの
佐佐
麼麼
つつ
いい
でで
豊豊
前前

ふ
ぜ
ん

長長
峡峡

な
が
を

にに
、、
十十

月月
にに
はは

碩碩
お
ほ
き

田田た

にに
、、
十十
一一
月月
にに
日日
向向

ひ
む
か

にに
入入
りり
、、
十十
二二
月月
かか
らら
翌翌
年年
のの
五五
月月
にに
かか
けけ

てて
熊熊
襲襲
をを
討討
っっ
たた
。。
そそ
ここ
日日
向向
高高
屋屋
宮宮

だ
か
や
の
み
や

にに
一一
七七
年年
まま
でで
のの
六六
年年
をを
滞滞
在在
すす
るる
。。
一一

八八
年年
三三
月月
、、
子子こ

湯湯ゆ

かか
らら
発発
っっ
てて
筑筑
紫紫
をを
巡巡
幸幸
しし
、、
熊熊

く
ま
の

県県
あ
が
た

・・
火火

ひ
の

国国
く
に

・・
玉玉

た
ま

杵杵
名名

き

な

・・
御御
木木

み

け

・・

的的
い
く
は

をを
巡巡
るる
。。
一一
九九
年年
九九
月月
にに
いい
たた
っっ
てて
よよ
うう
やや
くく
大大
和和
にに
帰帰
還還
すす
るる
。。

神神
功功
四四
六六
年年
（（
三三
六六
六六
年年
））
はは
崇崇
神神
（（
景景
行行
））
一一
五五
年年
でで
ああ
るる
。。
熊熊
素素
をを
討討
っっ

たた
二二
年年
後後
、、
一一
七七
年年
まま
でで
のの
六六
年年
間間
のの
意意
味味
不不
明明
のの
滞滞
在在
のの
中中
間間
のの
年年
でで
ああ
るる
。。

そそ
しし
てて
そそ
のの
年年
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
がが
半半
島島
にに
現現
れれ
たた
。。

ここ
れれ
をを
要要
すす
るる
にに
、、
大大
和和
のの
朝朝
廷廷
とと
しし
てて
はは
じじ
めめ
てて
筑筑
紫紫
をを
攻攻
めめ
、、
そそ
のの
もも
つつ

益益
権権
をを
、、
とと
くく
にに
半半
島島
へへ
のの
益益
権権
をを
握握
っっ
たた
のの
はは
、、
まま
だだ
太太
子子
ああ
るる
いい
はは
王王
子子
とと

しし
てて
のの
景景
行行
でで
ああ
っっ
たた
。。

景景
行行
はは
日日
向向
にに
はは
入入
らら
なな
かか
っっ
たた
。。
筑筑
紫紫
をを
巡巡
幸幸
しし
なな
かか
っっ
たた
。。
おお
そそ
らら
くく

周周
防防
佐佐
麼麼

す

は

の

さ

ば

にに
ああ
っっ
てて
筑筑
紫紫
のの
勢勢
力力
とと
対対
峙峙
しし
、、
大大
和和
のの
勢勢
力力
とと
しし
てて
はは
はは
じじ
めめ
てて

ここ
れれ
にに
打打
撃撃
をを
ああ
たた
ええ
、、
半半
島島
へへ
のの
既既
得得
権権
のの
一一
部部
をを
冒冒
しし
たた
のの
でで
ああ
るる
。。

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
はは
周周
防防
にに
いい
すす
わわ
っっ
たた
景景
行行
がが
ここ
れれ
をを
派派
遣遣
しし
たた
。。

そそ
のの
九九
州州
滞滞
在在
最最
後後
のの
年年
とと
いい
うう
崇崇
神神
（（
景景
行行
））
一一
八八
年年
はは
、、
神神
功功
四四
九九
年年
（（
三三

六六
九九
年年
））、、
そそ
しし
てて
七七
支支
刀刀
をを
贈贈
らら
れれ
たた
神神
功功
五五
二二
年年
（（
三三
七七
二二
年年
））
はは
、、
大大
和和
帰帰

還還
のの
二二
年年
後後
、、
景景
行行
のの
受受
禅禅
即即
位位
とと
みみ
らら
れれ
るる
崇崇
神神
（（
景景
行行
））
二二
〇〇
年年
（（
三三
七七
一一

年年
））
のの
翌翌
年年
、、
すす
なな
わわ
ちち
崇崇
神神
（（
景景
行行
））
二二
一一
年年
なな
らら
びび
にに
考考
霊霊
（（
垂垂
仁仁
））
紀紀
三三

九九
年年
なな
のの
でで
ああ
るる
。。



ちち
なな
みみ
にに
ここ
のの
年年
、、
垂垂
仁仁
紀紀
にに
しし
てて
三三
九九
年年
にに
一一
つつ
のの
符符
合合
がが
ああ
るる
。。
ここ
のの
年年

のの
冬冬
十十
月月
にに
、、「「
五五
十十
瓊瓊
敷敷

い

に

し

き

はは
茅茅ち

淳淳ぬ

のの
川川
上上
宮宮

か
わ
か
み
の
み
や

にに
行行
きき
、、
剣剣
一一
千千
口口

ち

ぢ

をを
造造
らら
せせ
、、

石石
上上
にに
納納
めめ
たた
。。
一一
説説
にに
よよ
るる
とと
先先
にに
忍忍
坂坂

お
し
さ
か

にに
納納
めめ
、、
のの
ちち
忍忍
坂坂
かか
らら
移移
しし
てて

石石

上上

い
そ
の
か
み

にに
納納
めめ
たた
」」
とと
書書
かか
れれ
てて
いい
るる
。。

特特
徴徴
的的
なな
ここ
とと
はは
、、
書書
紀紀
のの
ここ
のの
文文
がが
一一
読読
しし
てて
大大
王王
のの
指指
示示
にに
よよ
るる
のの
でで
なな

いい
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。
五五
十十
瓊瓊
敷敷
はは
自自
らら
単単
独独
にに
動動
いい
てて
いい
るる
よよ
うう
にに
見見
ええ
るる
。。
しし
かか

しし
そそ
のの
動動
機機
もも
意意
図図
もも
語語
らら
れれ
てて
いい
なな
いい
。。
つつ
まま
りり
書書
紀紀
のの
文文
脈脈
でで
はは
ここ
のの
時時
垂垂

仁仁
のの
治治
世世
三三
九九
年年
でで
ああ
っっ
たた
がが
、、
事事
実実
はは
すす
でで
にに
景景
行行
がが
ここ
れれ
をを
襲襲
っっ
てて
いい
てて
、、

発発
令令
はは
ここ
れれ
をを
景景
行行
かか
らら
出出
てて
いい
たた
のの
でで
ああ
るる
。。

書書
紀紀
のの
月月
日日
をを
比比
較較
すす
るる
のの
はは
ほほ
とと
んん
どど
無無
意意
味味
だだ
がが
、、
たた
まま
たた
まま
神神
功功
紀紀
五五

二二
年年
条条
のの
久久
氐氐
にに
よよ
るる
七七
支支
刀刀
のの
倭倭
王王
へへ
のの
献献
上上
はは
、、
そそ
のの
年年
秋秋
九九
月月
でで
ああ
っっ
たた
。。

五五
十十
瓊瓊
敷敷
のの
話話
はは
冬冬
十十
月月
でで
ああ
るる
。。
要要
はは
神神
功功
五五
二二
年年
のの
七七
支支
刀刀
とと
垂垂
仁仁
三三
九九
年年

のの
五五
十十
瓊瓊
敷敷
のの
剣剣
一一
千千
口口
のの
製製
造造
とと
はは
同同
年年
のの
関関
連連
事事
項項
（（
合合
祀祀
なな
どど
のの
たた
めめ
））

でで
ああ
りり
、、
どど
ちち
らら
もも
石石
上上
にに
納納
めめ
らら
れれ
たた
。。

七七
支支
刀刀
のの
そそ
のの
後後
にに
つつ
いい
てて
はは
書書
紀紀
のの
記記
事事
にに
なな
くく
、、
わわ
れれ
わわ
れれ
はは
そそ
れれ
をを
現現

在在
、、
石石
上上
神神
宮宮
のの
神神
宝宝
とと
しし
てて
そそ
ここ
にに
鎮鎮
座座
すす
るる
のの
をを
知知
っっ
てて
いい
るる
。。
半半
島島
にに
対対

すす
るる
事事
績績
をを
しし
てて
神神
功功
とと
応応
神神
にに
集集
約約
しし
たた
書書
紀紀
のの
編編
者者
のの
、、
なな
かか
ばば
隠隠
しし
てて
隠隠

しし
きき
らら
なな
かか
っっ
たた
実実
情情
がが
ここ
ここ
にに
ああ
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。

もも
うう
一一
つつ
背背
景景
がが
みみ
ええ
るる
。。

景景
行行
がが
征征
西西
のの
たた
めめ
派派
遣遣
ささ
れれ
たた
のの
がが
ここ
のの
時時
期期
でで
ああ
っっ
たた
ここ
とと
にに
つつ
いい
てて
はは

考考
慮慮
がが
必必
要要
でで
ああ
るる
。。
書書
紀紀
のの
文文
脈脈
でで
はは
、、
大大
和和
のの
朝朝
廷廷
がが
崇崇
神神
のの
四四
道道
将将
軍軍
のの

派派
遣遣
なな
どど
かか
らら
続続
くく
拡拡
張張
政政
策策
のの
ひひ
とと
つつ
とと
しし
てて
、、
ここ
れれ
をを
行行
っっ
てて
いい
るる
よよ
うう
にに

みみ
ええ
るる
。。
そそ
れれ
もも
ひひ
とと
つつ
でで
ああ
るる
。。
だだ
がが
ここ
のの
おお
なな
じじ
崇崇
神神
のの
時時
代代
にに
、、
すす
でで
にに

おお
ぼぼ
ろろ
げげ
なな
半半
島島
とと
のの
交交
流流
のの
はは
じじ
まま
りり
がが
ああ
っっ
たた
。。

すす
なな
わわ
ちち
崇崇
神神
のの
治治
世世
のの
終終
りり
ここ
ろろ
加加
羅羅
のの
人人
蘇蘇
那那
曷曷
叱叱

そ

な

か

し

智智ち

がが
来来
たた
とと
。。
ここ
れれ

はは
思思
うう
にに
垂垂
仁仁
紀紀
にに
おお
けけ
るる
都都
怒怒
我我
阿阿
羅羅
斯斯
等等
とと
同同
一一
人人
物物
でで
ああ
ろろ
うう
。。

都都
怒怒
我我
阿阿
羅羅
斯斯

つ

ぬ

が

が

あ

ら

し

等等と

のの
伝伝
承承
はは
天天
日日

あ
め
の
ひ

矛矛
ほ
こ

のの
そそ
れれ
にに
酷酷
似似
すす
るる
がが
、、
文文
脈脈
かか
らら
すす
れれ
ばば

「「
加加
羅羅
にに
帰帰
っっ
たた
」」
とと
記記
ささ
れれ
てて
いい
るる
点点
でで
、、
蘇蘇
那那
曷曷
叱叱
智智
のの
そそ
れれ
にに
ささ
らら
にに
近近

いい
。。
いい
ずず
れれ
もも
加加
羅羅
のの
出出
自自
でで
日日
矛矛
がが
新新
羅羅
のの
出出
とと
しし
てて
いい
るる
のの
とと
はは
違違
っっ
てて
いい



るる
。。つつ

いい
でで
翌翌
年年
のの
垂垂
仁仁
三三
年年
にに
はは
そそ
のの
天天
日日
矛矛
がが
来来
たた
。。
一一
連連
のの
記記
事事
はは
崇崇
神神
五五

年年
（（
三三
五五
六六
年年
））
まま
たた
はは
七七
年年
（（
三三
五五
八八
年年
））
かか
らら
垂垂
仁仁
二二
年年
（（
三三
六六
〇〇
年年
、、
都都

怒怒
我我
阿阿
羅羅
斯斯
等等
のの
加加
羅羅
帰帰
還還
））、、
垂垂
仁仁
三三
年年
（（
三三
六六
一一
年年
、、
天天
日日
矛矛
渡渡
来来
））
ああ
たた
りり

にに
集集
中中
すす
るる
。。

日日
矛矛
はは
新新
羅羅
のの
王王
子子
とと
いい
うう
がが
、、
時時
にに
新新
羅羅
はは
まま
だだ
斯斯
廬廬

し

ら

のの
都都
邑邑
にに
過過
ぎぎ
ずず
、、

新新
羅羅
のの
建建
国国
のの
王王
とと
思思
わわ
れれ
るる
奈奈
勿勿

な
こ
つ

王王
お
う

のの
即即
位位
はは
三三
五五
六六
年年
とと
伝伝
ええ
らら
れれ
るる
。。
そそ

もも
そそ
もも
新新
羅羅
はは
、、
六六
世世
紀紀
のの
真真
平平

し
ん
ぺ
い

王王
お
う

がが
隋隋
にに
上上
表表
しし
たた
なな
かか
にに
「「
王王
はは
もも
とと
百百
済済

人人
。。
海海
かか
らら
逃逃
げげ
てて
新新
羅羅
にに
入入
りり
、、
つつ
いい
にに
そそ
のの
国国
にに
王王
とと
なな
っっ
たた
」」
とと
いい
うう
記記

事事
がが
ああ
るる
。。

新新
羅羅
はは
朴朴

ぼ
く

氏氏し

・・
昔昔

せ
き

氏氏し

・・
金金

き
ん

氏氏し

とと
王王
統統
をを
継継
ぎぎ
、、
真真
平平
王王
はは
金金
氏氏
でで
ああ
るる
がが
、、
昔昔

氏氏
のの
神神
話話
にに
はは
「「
海海
かか
らら
逃逃
げげ
てて
（（
一一
時時
加加
羅羅
にに
留留
まま
りり
、、
入入
れれ
らら
れれ
ずず
））
新新
羅羅

にに
はは
いい
っっ
たた
」」
とと
もも
ああ
るる
。。
真真
平平
王王
のの
二二
代代
前前
のの
法法

ほ
う

興興
こ
う

王王
お
う

はは
慕慕ぼ

秦秦
し
ん

とと
伝伝
ええ
慕慕ぼ

姓姓
せ
い

（（
慕慕

韓韓
すす
なな
わわ
ちち
馬馬
韓韓
））
をを
称称
しし
たた
かか
らら
、、
ここ
れれ
らら
のの
記記
事事
はは
十十
分分
示示
唆唆
的的
でで
ああ
るる
。。

すす
なな
わわ
ちち
ここ
のの
文文
脈脈
はは
、、
百百
済済
のの
建建
国国
（（
三三
四四
二二
年年
かか
らら
三三
四四
五五
年年
のの
間間
））
にに

とと
もも
なな
うう
新新
羅羅
のの
祖祖
のの
百百
済済
かか
らら
のの
逃逃
亡亡
でで
ああ
ろろ
うう
。。
奈奈
勿勿
のの
先先
代代
がが
斯斯
廬廬
にに
入入

っっ
てて
、、
斯斯
廬廬
のの
王王
とと
そそ
のの
地地
位位
をを
争争
っっ
たた
ああ
たた
りり
とと
みみ
らら
れれ
るる
。。
大大
和和
へへ
のの
加加
羅羅

やや
斯斯
廬廬
かか
らら
のの
渡渡
来来
はは
まま
ささ
にに
ここ
のの
時時
期期
でで
ああ
りり
、、
天天
日日
矛矛
のの
渡渡
来来
もも
新新
羅羅
建建
国国

前前
史史
のの
紛紛
争争
のの
波波
及及
でで
ああ
っっ
たた
可可
能能
性性
がが
ああ
りり
ええ
るる
。。

斯斯
廬廬
のの
王王
子子
とと
いい
うう
伝伝
承承
がが
正正
しし
けけ
れれ
ばば
、、
ここ
のの
年年
のの
わわ
ずず
かか
前前
にに
斯斯
廬廬
はは

代代
々々
のの
朴朴
氏氏
かか
らら
昔昔
氏氏
なな
いい
しし
慕慕
氏氏
（（
のの
ちち
金金
氏氏
にに
改改
称称
））
にに
替替
わわ
っっ
たた
のの
かか
もも

知知
れれ
なな
いい
。。

もも
うう
ひひ
とと
つつ
別別
のの
側側
面面
もも
ああ
るる
。。

加加
羅羅
のの
人人
蘇蘇
那那
曷曷
叱叱
智智
はは
結結
局局
のの
とと
ここ
ろろ
、、
加加
羅羅
のの
人人
とと
いい
うう
よよ
うう
なな
意意
味味
にに

感感
じじ
るる
しし
、、
そそ
のの
斯斯
廬廬
とと
のの
争争
いい
はは
、、
時時
期期
的的
にに
加加
羅羅
とと
斯斯
廬廬
とと
のの
、、
時時
にに
羨羨
望望

のの
的的
でで
ああ
っっ
たた
、、
弁弁

べ
ん

辰辰
し
ん

のの
鉄鉄

て
つ

をを
巡巡
るる
衝衝
突突
のの
始始
まま
りり
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。

蛇蛇
足足
にに
なな
るる
がが
、、
ここ
のの
蘇蘇
那那
曷曷
叱叱
智智
なな
いい
しし
都都
怒怒
我我
阿阿
羅羅
斯斯
等等
はは
、、
天天
日日
矛矛
とと

類類
似似
のの
伝伝
承承
をを
もも
つつ
がが
、、
同同
じじ
一一
つつ
のの
伝伝
承承
にに
なな
るる
のの
でで
はは
決決
しし
てて
なな
いい
。。
都都
怒怒

我我
阿阿
羅羅
斯斯
等等
とと
違違
っっ
てて
天天
日日
矛矛
がが
天天
のの
称称
号号
をを
負負
っっ
てて
いい
るる
のの
はは
、、
丁丁
度度
神神
武武
がが



大大
和和
平平
定定
のの
際際
、、
降降
伏伏
しし
てて
きき
たた
饒饒
速速
日日
をを
天天
孫孫
とと
ここ
れれ
をを
認認
めめ
たた
ここ
とと
にに
呼呼
応応

しし
てて
いい
るる
。。
日日
矛矛
はは
すす
なな
わわ
ちち
天天
孫孫
のの
伝伝
承承
をを
もも
っっ
てて
いい
たた
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。
ここ
れれ

をを
認認
めめ
るる
にに
やや
ぶぶ
ささ
かか
でで
はは
なな
いい
点点
にに
、、
欽欽
明明
ああ
るる
いい
はは
聖聖
徳徳
以以
降降
のの
朝朝
廷廷
のの
基基

本本
的的
認認
識識
とと
異異
なな
るる
おお
おお
らら
かか
ささ
をを
見見
てて
もも
いい
いい
。。

いい
ずず
れれ
にに
しし
てて
もも
崇崇
神神
かか
らら
垂垂
仁仁
のの
治治
世世
のの
はは
じじ
めめ
、、
大大
和和
のの
朝朝
廷廷
とと
しし
てて
はは

はは
じじ
めめ
てて
半半
島島
のの
情情
報報
にに
直直
接接
接接
しし
たた
。。
たた
とと
ええ
ばば
弁弁
辰辰
のの
鉄鉄
もも
大大
和和
朝朝
廷廷
のの
直直

にに
採採
るる
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
っっ
たた
筈筈
はは
なな
いい
。。
山山
陽陽
・・
山山
陰陰
・・
九九
州州
のの
どど
ここ
かか
のの
豪豪
族族
をを

もも
っっ
てて
しし
てて
、、
間間
接接
的的
にに
ここ
のの
益益
権権
をを
享享
受受
しし
てて
いい
たた
でで
ああ
ろろ
うう
。。

そそ
のの
権権
利利
のの
糸糸
がが
ここ
のの
時時
脅脅
かか
ささ
れれ
そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
。。
或或
はは
ここ
のの
種種
のの
益益
権権
をを

もも
とと
もも
とと
持持
たた
ずず
、、
たた
だだ
そそ
れれ
をを
有有
すす
るる
筑筑
紫紫
のの
豪豪
族族
のの
有有
利利
をを
、、
ここ
のの
時時
よよ
くく

承承
知知
すす
るる
とと
ここ
ろろ
とと
なな
っっ
たた
。。

垂垂
仁仁
がが
景景
行行
をを
しし
てて
西西
征征
にに
派派
遣遣
しし
たた
背背
景景
にに
はは
、、
ここ
うう
しし
たた
現現
実実
的的
なな
理理
由由

がが
ああ
っっ
たた
のの
だだ
とと
思思
うう
。。

景景
行行
のの
治治
世世
はは
そそ
のの
二二
〇〇
年年
（（
垂垂
仁仁
三三
八八
年年
））
かか
らら
垂垂
仁仁
六六
〇〇
年年
まま
でで
にに
至至
るる
。。

ここ
のの
間間
景景
行行
紀紀
はは
そそ
のの
係係
年年
をを
垂垂
仁仁
紀紀
とと
並並
行行
しし
、、
ああ
るる
とと
きき
はは
景景
行行
紀紀
年年
、、
別別

にに
はは
垂垂
仁仁
紀紀
年年
をを
つつ
かか
っっ
てて
記記
述述
ささ
れれ
るる
。。
同同
様様
のの
ここ
とと
がが
垂垂
仁仁
紀紀
にに
もも
ああ
るる
。。

垂垂
仁仁
三三
九九
年年
のの
五五
十十
瓊瓊
敷敷
のの
記記
事事
のの
後後
、、
垂垂
仁仁
紀紀
はは
八八
七七
年年
にに
飛飛
びび
、、
石石
上上
のの
祭祭

祀祀
をを
物物

部部

連連

も
の
の
べ
の
む
ら
じ

にに
授授
けけ
たた
、、
とと
ああ
るる
。。
三三
九九
年年
条条
のの
五五
十十
瓊瓊
敷敷
のの
話話
のの
後後
にに
もも
物物

部部

首首
お
び
と

にに
授授
けけ
たた
とと
ああ
るる
かか
らら
、、
ここ
れれ
はは
重重
複複
でで
ああ
るる
。。
重重
複複
だだ
がが
、、
先先
祖祖
由由
来来

とと
しし
てて
はは
石石
上上
氏氏
にに
二二
系系
統統
ああ
っっ
たた
ここ
とと
をを
意意
味味
すす
るる
のの
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。
物物
部部

首首
氏氏
はは
物物
部部
氏氏
でで
なな
くく
春春
日日

か
す
が

氏氏
のの
出出
でで
ああ
っっ
たた
とと
もも
いい
うう
。。
ここ
のの
八八
七七
年年
はは
一一
運運

（（
六六
〇〇
年年
））
引引
いい
てて
二二
七七
年年
とと
なな
るる
。。
景景
行行
二二
七七
年年
（（
三三
七七
八八
年年
））
でで
ああ
るる
。。

次次
のの
年年
八八
八八
年年
条条
のの
日日
矛矛
のの
神神
宝宝
をを
争争
うう
話話
がが
ああ
るる
がが
、、
ここ
れれ
もも
景景
行行
二二
八八
年年

でで
ああ
ろろ
うう
。。
そそ
のの
後後
はは
まま
たた
九九
九九
年年
、、
一一
〇〇
〇〇
年年
にに
飛飛
ぶぶ
。。
田田た

道道
間間

ぢ

ま

守守
も
り

とと
常常
世世
国国

のの
話話
だだ
がが
、、
ここ
れれ
はは
まま
たた
垂垂
仁仁
紀紀
にに
帰帰
っっ
てて
、、
三三
九九
年年
（（
三三
七七
二二
年年
垂垂
仁仁
没没
））、、
四四

〇〇
年年
（（
三三
七七
三三
））
をを
意意
味味
すす
るる
。。
垂垂
仁仁
はは
譲譲
位位
のの
ああ
とと
、、
一一
年年
生生
きき
てて
没没
しし
たた
とと

思思
うう
。。

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
がが
神神
功功
四四
六六
年年
（（
三三
六六
六六
年年
））
にに
半半
島島
にに
出出
現現
すす
るる
大大
和和
のの
背背
景景
はは
、、

以以
上上
のの
よよ
うう
でで
ああ
っっ
たた
。。
半半
島島
はは
景景
行行
がが
自自
らら
伐伐
ちち
拓拓
きき
、、
そそ
れれ
をを
もも
っっ
てて
権権
勢勢



をを
専専
らら
にに
しし
てて
、、
王王
位位
をを
継継
いい
だだ
。。
そそ
うう
だだ
とと
すす
れれ
ばば
景景
行行
のの
よよ
っっ
てて
立立
つつ
立立
場場

もも
明明
らら
かか
でで
ああ
るる
。。

背背
景景
がが
みみ
ええ
てて
きき
てて
なな
おお
、、
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
がが
何何
者者
でで
ああ
るる
かか
はは
、、
依依
然然
とと
しし
てて
分分

かか
っっ
てて
いい
なな
いい
。。



第第
四四
節節

斯斯
摩摩
のの
由由
来来

<<

隅隅
田田

す

だ

八八
幡幡
社社

は
ち
ま
ん
し
ゃ

画画
像像

が
ぞ
う

鏡鏡
き
ょ
う

のの
解解
読読>>

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
はは
書書
紀紀
にに
「「
何何
姓姓
のの
人人
かか
知知
らら
ずず
」」
とと
注注
がが
ああ
るる
。。
ここ
れれ
をを
見見
るる
とと

ここ
のの
注注
はは
いい
つつ
のの
時時
代代
のの
そそ
れれ
かか
とと
迷迷
うう
。。
ひひ
ょょ
っっ
とと
しし
てて
原原
典典
にに
ああ
りり
、、
書書
紀紀

のの
編編
者者
はは
知知
っっ
てて
いい
てて
とと
ぼぼ
けけ
てて
いい
るる
よよ
うう
なな
気気
がが
しし
てて
なな
らら
なな
いい
。。
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰

はは
むむ
ろろ
んん
斯斯
摩摩
とと
宿宿
禰禰
とと
にに
分分
けけ
らら
れれ
るる
。。
斯斯
摩摩
がが
姓姓
でで
ああ
るる
。。

そそ
もも
そそ
もも
斯斯
摩摩
とと
いい
うう
名名
称称
はは
、、
表表
記記
のの
仕仕
方方
はは
別別
とと
しし
てて
書書
紀紀
にに
もも
何何
ヶヶ
所所

かか
出出
てて
くく
るる
がが
、、
ここ
ここ
にに
得得
難難
いい
金金
石石
文文
がが
一一
つつ
ああ
っっ
たた
。。
隅隅
田田
八八
幡幡
社社
人人
物物
画画

像像
鏡鏡
でで
ああ
るる
。。

隅隅
田田
八八
幡幡
社社
画画
像像
鏡鏡
にに
刻刻
まま
れれ
るる
全全
文文
はは
以以
下下
のの
通通
りり
でで
ああ
るる
。。

癸癸
未未
年年
八八
月月
日日
十十
大大

お
ほ

王王
き
み
の

年年
と
し

乎乎を

弟弟
お
と

王王
お
う

在在
意意
柴柴
沙沙
加加
宮宮

お

し

さ

か

の

み

や

時時
斯斯し

麻麻ま

念念ね

長長
な
が

奉奉
遣遣
開開
中中
費費
直直
穢穢
人人
今今
州州
利利
二二
人人
等等
所所
白白
上上
同同
二二
百百
悍悍
所所
此此
鏡鏡

文文
字字
のの
解解
釈釈
にに
異異
論論
がが
ああ
るる
のの
はは
、、
乎乎
（（
孚孚
））
字字
、、
等等
（（
尊尊
））
字字
、、
所所
（（
作作
））

字字
なな
どど
でで
ああ
るる
。。
文文
脈脈
かか
らら
すす
れれ
ばば
乎乎
字字
はは
乎乎
でで
男男を

のの
意意
でで
ああ
ろろ
うう
。。
等等
がが
尊尊
でで

ああ
れれ
ばば
「「
たた
っっ
とと
びび
てて
」」
とと
読読
めめ
ばば
いい
いい
がが
、、
文文
脈脈
にに
合合
わわ
なな
いい
。。
所所
のの
字字
はは
作作

のの
誤誤
字字
でで
ああ
ろろ
うう
。。
癸癸
やや
弟弟
なな
どど
のの
字字
がが
誤誤
字字
にに
近近
くく
字字
体体
にに
修修
飾飾
がが
ああ
るる
ここ
とと

をを
みみ
れれ
ばば
、、
総総
じじ
てて
ここ
のの
銘銘
文文
にに
はは
線線
のの
過過
剰剰
がが
ああ
るる
。。
所所
もも
取取
、、
まま
たた
作作
とと
見見

たた
いい
。。

癸癸
未未
のの
年年
はは
五五
六六
三三
年年
・・
五五
〇〇
三三
年年
・・
四四
四四
三三
年年
・・
三三
八八
三三
年年
がが
考考
ええ
らら
れれ
るる
。。

関関
連連
をを
問問
うう
べべ
きき
第第
一一
のの
人人
物物
、、
まま
ずず
六六
世世
紀紀
百百
済済
のの
武武
寧寧
王王

ぶ
ね
い
お
う

一一
名名
斯斯し

麻麻ま

王王
お
う

でで

ああ
るる
。。
ここ
のの
人人
物物
はは
近近
来来
武武
寧寧
王王
陵陵
のの
発発
掘掘
にに
よよ
っっ
てて
、、
百百
済済
のの
高高
度度
なな
文文
化化
とと



とと
もも
にに
知知
らら
れれ
てて
いい
るる
。。
陵陵
誌誌
石石
文文
もも
ああ
りり
、、
ここ
れれ
にに
よよ
っっ
てて
もも
史史
記記
・・
書書
紀紀
のの

ここ
のの
辺辺
のの
記記
述述
がが
ほほ
ぼぼ
正正
確確
でで
ああ
るる
ここ
とと
がが
分分
かか
るる
。。
書書
紀紀
はは
雄雄
略略
紀紀
にに
記記
録録
ささ

れれ
るる
。。

雄雄
略略
紀紀
にに
よよ
れれ
ばば
、、
斯斯
麻麻
はは
蓋蓋
鹵鹵

が
い
ろ

王王
お
う

のの
子子
でで
、、
蓋蓋
鹵鹵
王王
がが
弟弟
昆昆
支支

こ
ん
し

をを
倭倭
にに
送送
るる

とと
きき
姙姙
んん
だだ
妻妻
をを
ここ
れれ
にに
つつ
けけ
たた
がが
、、
筑筑
紫紫
のの
加加
羅羅
島島
にに
至至
っっ
てて
男男
子子
をを
産産
みみ
おお

とと
しし
たた
。。
故故
にに
ここ
れれ
をを
嶋嶋
（（
斯斯
麻麻
））
君君
とと
いい
いい
、、
そそ
のの
島島
をを
主主
島島
とと
いい
うう
とと
いい
うう
。。

斯斯
麻麻
はは
たた
だだ
ちち
にに
百百
済済
にに
送送
還還
ささ
れれ
、、
後後
王王
位位
をを
継継
いい
でで
謚謚
もも
武武
寧寧
王王
とと
いい
っっ
たた
。。

ちち
なな
みみ
にに
ここ
のの
話話
はは
書書
紀紀
のの
なな
かか
でで
もも
奇奇
妙妙
なな
話話
でで
ああ
るる
。。
ここ
ここ
でで
はは
直直
接接
関関
りり

がが
なな
いい
かか
らら
省省
略略
すす
るる
がが
、、
要要
はは
倭倭
にに
生生
まま
れれ
たた
王王
子子
をを
もも
っっ
てて
王王
とと
すす
るる
意意
図図

がが
百百
済済
にに
ああ
っっ
たた
ここ
とと
をを
示示
唆唆
すす
るる
。。

ここ
のの
斯斯
麻麻
王王
はは
書書
紀紀
にに
よよ
っっ
てて
もも
武武
寧寧
王王
のの
碑碑
文文
にに
よよ
っっ
てて
もも
、、
そそ
のの
誕誕
生生
はは

四四
六六
一一
年年
でで
ああ
りり
、、
治治
世世
はは
五五
〇〇
一一
年年
かか
らら
五五
二二
三三
年年
でで
ああ
っっ
たた
。。
該該
当当
すす
べべ
きき

五五
〇〇
三三
年年
のの
時時
四四
三三
歳歳
。。
贈贈
りり
主主
とと
しし
てて
問問
題題
はは
なな
いい
がが
、、
贈贈
りり
先先
もも
含含
めめ
てて
百百

済済
王王
がが
そそ
うう
すす
るる
理理
由由
がが
推推
測測
でで
きき
なな
いい
。。
五五
〇〇
三三
年年
にに
倭倭
王王
でで
ああ
っっ
たた
のの
はは
書書

紀紀
にに
よよ
れれ
ばば
武武
烈烈
でで
ああ
るる
。。

斯斯
麻麻
即即
位位
三三
年年
目目
でで
ああ
るる
かか
らら
、、
斯斯
麻麻
自自
身身
のの
即即
位位
にに
比比
重重
のの
かか
かか
るる
贈贈
答答
とと

とと
れれ
なな
いい
ここ
とと
はは
なな
いい
がが
、、
そそ
れれ
にに
しし
てて
はは
文文
面面
がが
食食
違違
うう
。。
だだ
いい
たた
いい
ここ
れれ
がが

斯斯
麻麻
王王
でで
ああ
るる
なな
らら
どど
うう
ああ
っっ
てて
もも
「「
百百
済済
王王
斯斯

く
だ
ら
お
う
し

麻麻ま

」」
でで
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。

同同
じじ
くく
五五
〇〇
三三
年年
とと
しし
てて
、、
ここ
のの
男男
弟弟
王王
をを
継継
体体
とと
みみ
るる
説説
もも
ああ
るる
。。
書書
紀紀
にに

よよ
れれ
ばば
継継
体体
はは
五五
〇〇
七七
年年
にに
河河
内内

か
は
ち

にに
即即
位位
しし
てて
いい
るる
。。
そそ
のの
即即
位位
前前
にに
忍忍
坂坂
宮宮

お
し
さ
か
の
み
や

にに
いい
たた
可可
能能
性性
をを
考考
ええ
るる
のの
でで
ああ
るる
。。

かか
っっ
てて
はは
三三
八八
三三
年年
とと
しし
てて
、、
男男
弟弟
王王
をを
応応
神神
のの
子子
菟菟
道道
稚稚
郎郎
子子

う
ぢ
の
わ
き
い
ら
つ
こ

にに
比比
定定
すす
るる

説説
もも
ああ
っっ
たた
。。
詳詳
細細
はは
繁繁
雑雑
だだ
かか
らら
避避
けけ
るる
がが
、、
ここ
のの
文文
脈脈
かか
らら
受受
けけ
るる
とと
ここ
ろろ

はは
いい
ずず
れれ
もも
適適
切切
でで
はは
なな
いい
。。
男男
弟弟
王王
とと
忍忍
坂坂
宮宮
、、
そそ
しし
てて
河河
内内
直直
とと
癸癸
未未
年年
、、

ここ
れれ
らら
がが
整整
合合
的的
にに
関関
連連
づづ
かか
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。
しし
かか
しし
文文
脈脈
はは
単単
純純
でで
ああ

るる
。。
贈贈
主主
はは
姓姓
名名
をを
記記
ささ
ねね
ばば
なな
らら
なな
いい
しし
、、
贈贈
先先
はは
そそ
のの
地地
位位
のの
呼呼
称称
をを
記記
すす
。。

贈贈
先先
はは
まま
たた
唯唯
一一
人人
でで
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。
ここ
うう
いい
うう
もも
のの
のの
基基
本本
的的
礼礼
儀儀
でで

ああ
ろろ
うう
。。

問問
題題
はは
大大
王王
とと
男男
弟弟
王王
のの
二二
人人
にに
数数
ええ
るる
点点
でで
ああ
っっ
たた
。。
従従
っっ
てて
大大
王王
のの
存存
在在



がが
分分
かか
らら
なな
くく
なな
るる
。。
むむ
ろろ
んん
特特
定定
もも
でで
きき
なな
いい
。。
ここ
れれ
はは
しし
かか
しし
そそ
のの
必必
要要
がが

なな
いい
のの
だだ
ろろ
うう
。。

大大
王王
とと
男男
弟弟
王王
はは
ここ
のの
場場
合合
同同
格格
でで
ああ
りり
、、
言言
いい
替替
ええ
にに
過過
ぎぎ
なな
いい
のの
だだ
とと
思思

うう
。。従従

っっ
てて
ここ
のの
文文
はは
ここ
うう
読読
むむ
。。

癸癸
未未
（（
四四
四四
三三
年年
））
八八
月月
日日
はは
十十
日日
（（
すす
ぐぐ
ささ
きき
））
大大
王王
（（
たた
るる
べべ
きき
））

年年
のの
男男を

弟弟
お
と

王王
お
う

、、
忍忍
坂坂
宮宮
にに
ああ
るる
時時
、、
斯斯
麻麻
のの
念念
長長
、、
奉奉
つつ
るる
にに
河河
内内
直直
とと

穢穢
人人
（（
西西
漢漢
））
今今
州州
利利
二二
人人
等等
をを
遣遣
わわ
しし
、、
白白
上上
銅銅
二二
百百
悍悍
をを
取取
りり
てて
此此

のの
鏡鏡
をを
作作
るる
。。

四四
四四
三三
年年
はは
すす
なな
わわ
ちち
書書
紀紀
のの
允允
恭恭
紀紀
をを
復復
元元
すす
るる
にに
、、
允允
恭恭
元元
年年
にに
ああ
たた
るる
。。

ここ
のの
点点<<

允允
恭恭
紀紀
年年
譜譜>>

をを
参参
照照
ささ
れれ
たた
いい
。。

前前
年年
のの
四四
四四
二二
年年
にに
反反
正正
がが
没没
しし
、、
翌翌
四四
四四
三三
年年
一一
二二
月月
にに
允允
恭恭
がが
即即
位位
すす
るる
。。

允允
恭恭
はは
仁仁
徳徳
のの
子子
でで
履履
中中
、、
反反
正正
のの
弟弟
でで
ああ
りり
、、
男男
弟弟
王王
とと
呼呼
ばば
れれ
てて
問問
題題
がが
なな

いい
。。
まま
たた
そそ
のの
后后
はは
忍忍

坂坂

お
し
さ
か
の

大大

中中

お
お
な
か
つ

姫姫
ひ
め

でで
、、
忍忍
坂坂
にに
宰宰

領領

さ
い
り
ょ
う

をを
もも
っっ
てて
いい
たた
。。
允允
恭恭

のの
名名
はは
雄雄
朝朝
津津
間間
稚稚
子子
宿宿
禰禰

を
あ
さ
づ
ま
わ
く
ご
の
す
く
ね

でで
朝朝
津津
間間
はは
葛葛
城城
のの
地地
だだ
かか
らら
、、
出出
身身
はは
葛葛
城城
だだ
がが
、、

王王
子子
のの
とと
きき
妃妃
をを
立立
てて
てて
忍忍
坂坂
にに
移移
っっ
たた
とと
いい
うう
見見
解解
はは
分分
かか
りり
やや
すす
いい
。。

詳詳
細細
はは
後後
述述
すす
るる
がが
、、
允允
恭恭
紀紀
はは
仁仁
徳徳
紀紀
かか
らら
なな
りり
、、
仁仁
徳徳
・・
履履
中中
・・
反反
正正
・・

允允
恭恭
のの
四四
王王
のの
治治
世世
をを
一一
貫貫
すす
るる
。。
うう
ちち
仁仁
徳徳
はは
四四
三三
三三
年年
をを
元元
年年
とと
しし
治治
世世
八八

年年
でで
ああ
っっ
たた
。。
履履
中中
紀紀
もも
仁仁
徳徳
紀紀
かか
らら
でで
きき
てて
いい
てて
、、
履履
中中
治治
世世
はは
三三
年年
でで
ああ
るる

（（
履履
中中
紀紀
のの
治治
世世
六六
年年
がが
仁仁
徳徳
治治
世世
にに
ああ
たた
るる
））。。
反反
正正
はは
同同
じじ
くく
履履
中中
紀紀
かか
らら
なな

りり
、、
治治
世世
二二
年年
、、
そそ
のの
後後
にに
允允
恭恭
のの
治治
世世
がが
ああ
るる
。。
允允
恭恭
紀紀
はは
先先
のの
よよ
うう
にに
全全
体体

でで
はは
仁仁
徳徳
紀紀
かか
らら
なな
りり
、、
細細
部部
でで
はは
履履
中中
紀紀
をを
援援
用用
すす
るる
。。



允允
恭恭
紀紀
年年
譜譜

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --
允允
恭恭
紀紀
（（

仁仁
徳徳
紀紀
・・
履履
中中
紀紀
））

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

庚庚
午午

44 33 00
応応
神神
（（
成成
務務
））

応応
神神
没没

辛辛
未未

44 33 11
44 22

壬壬
申申

44 33 22
44 33

癸癸
酉酉

44 33 33
44 44

仁仁
徳徳
元元
年年
（（
允允
恭恭
紀紀
））

（（
履履
中中
紀紀
））

甲甲
戌戌

44 33 44
44 55

22

乙乙
亥亥

44 33 55
44 66

33

丙丙
子子

44 33 66
44 77

44

丁丁
丑丑

44 33 77
44 88

55

戊戊
寅寅

44 33 88
44 99

66

履履
中中
元元
年年

仁仁
徳徳
没没

己己
卯卯

44 33 99
55 00

77
22

庚庚
辰辰

44 44 00
55 11

88
33

履履
中中
没没

辛辛
巳巳

44 44 11
55 22

99
44

壬壬
午午

44 44 22
55 33

11 00
55

反反
正正
没没

癸癸
未未

44 44 33
55 44

（（
隅隅
田田
八八
幡幡
社社
画画
像像
鏡鏡
））

允允
恭恭
元元
年年

甲甲
申申

44 44 44
55 55

11 22
77

22

乙乙
酉酉

44 44 55
55 66

11 33
88

33

丙丙
戌戌

44 44 66
55 77

11 44
99

44

丁丁
亥亥

44 44 77
55 88

11 55
11 00

55

戊戊
子子

44 44 88
55 99

11 66
11 11

66

己己
丑丑

44 44 99
66 00

11 77
11 22

77

庚庚
寅寅

44 55 00
66 11

11 88
11 33

88

辛辛
卯卯

44 55 11
66 22

11 99
11 44

99

壬壬
辰辰

44 55 22
66 33

22 00
11 55

11 00

癸癸
巳巳

44 55 33
66 44

22 11
11 66

11 11



甲甲
午午

44 55 44
66 55

22 22
11 77

11 22

乙乙
未未

44 55 55
66 66

22 33
11 88

11 33

丙丙
申申

44 55 66
66 77

22 33

允允
恭恭
没没

11 99
11 44

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

允允
恭恭
はは
特特
殊殊
年年
即即
位位
でで
ああ
りり
、、
特特
殊殊
月月
即即
位位
でで
もも
ああ
るる
。。
そそ
のの
理理
由由
をを
書書
紀紀

はは
病病
にに
よよ
るる
固固
持持
とと
いい
うう
がが
、、
妃妃
でで
ああ
っっ
たた
忍忍
坂坂
大大
中中
姫姫
がが
ここ
れれ
をを
説説
得得
しし
てて
よよ

うう
やや
くく
王王
位位
にに
つつ
いい
たた
のの
だだ
とと
いい
うう
。。
特特
殊殊
年年
即即
位位
はは
一一
年年
繰繰
りり
上上
げげ
るる
べべ
きき
でで

ああ
るる
かか
らら
即即
位位
はは
反反
正正
没没
のの
翌翌
年年
でで
ああ
るる
がが
、、
十十
二二
月月
即即
位位
のの
伝伝
承承
はは
然然
るる
べべ
きき

事事
実実
でで
ああ
りり
、、
そそ
のの
八八
月月
はは
むむ
ろろ
んん
即即
位位
しし
てて
いい
なな
いい
。。

たた
だだ
ここ
のの
変変
則則
的的
なな
継継
承承
はは
、、
要要
すす
るる
にに
王王
位位
のの
争争
奪奪
にに
伴伴
うう
もも
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。

允允
恭恭
五五
年年
七七
月月
条条
にに
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦

か
つ
ら
ぎ
の
そ
つ
び
こ

のの
孫孫
玉玉

た
ま

田田
だ
の

宿宿
す
く

禰禰ね

をを
討討
伐伐
すす
るる
話話
がが
ああ
るる
。。
允允
恭恭

五五
年年
はは
事事
実実
上上
反反
正正
没没
年年
すす
なな
わわ
ちち
允允
恭恭
即即
位位
前前
年年
にに
ああ
たた
りり
、、
反反
正正
のの
没没
しし
たた

月月
はは
一一
月月
とと
記記
しし
てて
いい
るる
かか
らら
、、
ここ
のの
紛紛
争争
はは
允允
恭恭
がが
自自
らら
立立
ちち
ああ
がが
っっ
たた
傍傍
証証

のの
ひひ
とと
つつ
でで
ああ
るる
。。

ちち
なな
みみ
にに
四四
四四
三三
年年
はは
倭倭わ

王王
お
う

済済
さ
い

がが
宋宋
にに
朝朝
貢貢
しし
てて
、、
安安
東東

あ
ん
と
ん

将将

軍軍

し
ょ
う
ぐ
ん

倭倭
国国
王王
をを
除除

授授
ささ
れれ
たた
年年
でで
ああ
るる
。。
済済
がが
允允
恭恭
でで
ああ
りり
、、
允允
恭恭
のの
即即
位位
がが
一一
二二
月月
なな
らら
、、
ここ
のの

朝朝
貢貢
はは
允允
恭恭
のの
即即
位位
前前
にに
行行
わわ
れれ
てて
いい
るる
ここ
とと
にに
なな
るる
。。
即即
位位
前前
にに
しし
てて
対対
外外
的的

にに
はは
すす
でで
にに
倭倭
王王
でで
ああ
っっ
たた
とと
すす
れれ
ばば
、、
時時
のの
朝朝
廷廷
にに
ああ
っっ
てて
そそ
のの
合合
意意
がが
存存
在在

しし
たた
ここ
とと
をを
意意
味味
すす
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。

ささ
らら
にに
玉玉
田田
宿宿
禰禰
のの
討討
伐伐
はは
、、
のの
ちち
にに
述述
べべ
るる
よよ
うう
にに
極極
めめ
てて
政政
治治
的的
なな
事事
件件

でで
ああ
っっ
たた
とと
思思
うう
。。
そそ
れれ
はは
時時
にに
玉玉
田田
宿宿
禰禰
のの
存存
在在
のの
重重
ささ
にに
よよ
るる
がが
、、
允允
恭恭
がが

即即
位位
すす
るる
たた
めめ
のの
条条
件件
のの
ひひ
とと
つつ
でで
ああ
っっ
たた
とと
思思
うう
。。

斯斯し

麻麻
ま
の

念念ね

長長
な
が

とと
いい
うう
人人
物物
はは
とと
りり
ああ
ええ
ずず
不不
祥祥
でで
ああ
るる
。。
ここ
れれ
がが
斯斯
麻麻
一一
字字
がが
贈贈

主主
でで
ああ
るる
可可
能能
性性
はは
なな
いい
。。
斯斯
麻麻
だだ
けけ
でで
はは
分分
かか
らら
なな
いい
。。
とと
いい
うう
よよ
りり
、、
ここ
れれ

がが
豪豪
族族
でで
ああ
れれ
ばば
なな
おお
、、
姓姓
名名
のの
両両
方方
がが
必必
要要
でで
ああ
るる
。。

念念
だだ
けけ
又又
はは
念念
長長
がが
官官
名名
でで
ああ
れれ
ばば
斯斯
麻麻
はは
姓姓
だだ
けけ
でで
いい
いい
。。
読読
みみ
かか
たた
はは
「「
斯斯

麻麻
、、
長長
くく
奉奉
（（
つつ
かか
））
ええ
んん
とと
念念
じじ
」」
とと
読読
めめ
なな
いい
ここ
とと
はは
なな
いい
がが
、、
そそ
れれ
でで
はは



人人
名名
はは
斯斯
麻麻
一一
字字
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
うう
。。
念念
がが
名名
とと
いい
うう
可可
能能
性性
もも
ああ
るる
がが
「「
長長
奉奉
」」

のの
意意
味味
がが
難難
しし
くく
なな
るる
。。

もも
うう
ひひ
とと
つつ
ここ
うう
しし
たた
文文
にに
はは
贈贈
るる
べべ
きき
言言
葉葉
自自
体体
がが
記記
載載
ささ
れれ
なな
けけ
れれ
ばば
なな

らら
なな
いい
。。
すす
なな
わわ
ちち
奉奉
献献
でで
ああ
るる
。。
奉奉
献献
をを
意意
味味
すす
るる
言言
葉葉
はは
「「
奉奉
」」
にに
違違
いい
なな

いい
。。「「
斯斯
麻麻
念念
長長
、、
奉奉
るる
にに
遣遣
しし
てて
作作
るる
」」
とと
読読
むむ
。。
要要
すす
るる
にに
斯斯
麻麻
はは
地地
名名
にに
由由

来来
すす
るる
豪豪
族族
でで
ああ
りり
、、
ここ
のの
表表
記記
はは
ああ
くく
まま
でで
斯斯
麻麻
念念
長長
なな
のの
でで
ああ
るる
。。

念念
長長
のの
念念
はは
根根ね

のの
意意
かか
。。
後後
のの
雄雄
略略
のの
時時
代代
にに
根根

ね
の

臣臣
お
み

とと
いい
うう
人人
物物
もも
登登
場場
すす
るる
。。

そそ
のの
出出
自自
はは
葛葛
城城
氏氏
のの
一一
系系
でで
ああ
りり
、、
後後
裔裔
はは
坂坂
本本

さ
か
も
と

臣臣
の
お
み

とと
いい
っっ
たた
。。
長長
はは
長長
彦彦

のの
意意
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。
時時
のの
豪豪
族族
とと
しし
てて
はは
、、
忍忍
坂坂
ああ
るる
いい
はは
忍忍
坂坂
のの
出出
自自
らら
しし

いい
気気
長長
氏氏
・・
葛葛
城城
氏氏
・・
平平
群群
氏氏
・・
紀紀
氏氏
・・
巨巨
勢勢
氏氏
まま
たた
大大
伴伴
氏氏
・・
物物
部部
氏氏
なな
どど
がが

ああ
るる
。。
斯斯
麻麻
とと
いい
うう
氏氏
族族
はは
いい
なな
いい
。。

ここ
ここ
にに
問問
題題
のの
焦焦
点点
がが
ああ
るる
。。

鏡鏡
をを
作作
るる
とと
いい
うう
行行
為為
はは
莫莫
大大
なな
経経
費費
をを
投投
ずず
るる
ここ
とと
だだ
とと
いい
うう
。。
允允
恭恭
がが
王王

位位
にに
つつ
くく
ここ
とと
がが
明明
らら
かか
とと
なな
っっ
たた
そそ
のの
年年
八八
月月
、、
鏡鏡
をを
もも
っっ
てて
事事
実実
上上
践践
祚祚
をを

祝祝
っっ
たた
豪豪
族族
はは
、、
書書
紀紀
にに
もも
知知
らら
れれ
なな
かか
っっ
たた
氏氏
族族
とと
はは
思思
わわ
れれ
なな
いい
。。
話話
をを
戻戻

しし
、、
書書
紀紀
・・
古古
事事
記記
にに
散散
見見
すす
るる
斯斯
摩摩
類類
似似
のの
名名
称称
をを
みみ
てて
みみ
よよ
うう
。。

一一
つつ
はは
洲洲

し
ま

でで
ああ
るる
。。

<<

秋秋
津津

あ
き
つ

洲洲
し
ま

とと
嶋嶋

し
ま

大大
臣臣

だ
い
じ
ん>>

斯斯
麻麻
やや
斯斯
摩摩
とと
いい
っっ
てて
もも
ここ
れれ
はは
島島
やや
洲洲
とと
同同
じじ
でで
ああ
ろろ
うう
。。
洲洲
とと
いい
うう
語語
でで

はは
すす
でで
にに
神神
武武
紀紀
にに
現現
れれ
るる
。。
秋秋
津津
洲洲
でで
ああ
るる
。。
神神
武武
三三
一一
年年
掖掖
上上
のの
丘丘
にに
国国
見見

をを
しし
、、
蜻蜻
蛉蛉
（（
ああ
きき
つつ
））
のの
交交
尾尾
のの
よよ
うう
にに
山山
々々
がが
連連
なな
っっ
てて
いい
るる
様様
をを
賛賛
ええ
、、

ここ
れれ
よよ
りり
秋秋
津津
洲洲
とと
言言
うう
よよ
うう
にに
なな
っっ
たた
とと
いい
うう
。。
地地
名名
説説
話話
でで
ああ
るる
。。

しし
かか
しし
神神
武武
紀紀
をを
詳詳
細細
にに
分分
析析
すす
るる
とと
、、
神神
武武
三三
一一
年年
はは
考考
安安
元元
年年
でで
ああ
るる
ここ

とと
がが
わわ
かか
るる
。。
そそ
のの
詳詳
細細
はは
後後
のの
ここ
とと
とと
すす
るる
がが
、、
考考
安安
はは
尾尾
張張

お
わ
り

（（
高高
尾尾
張張
））
連連

のの
祖祖
のの
妹妹
世世
襲襲
足足
媛媛
をを
母母
とと
しし
、、
秋秋
津津
洲洲
宮宮
にに
都都
しし
たた
とと
いい
うう
。。
書書
紀紀
・・
古古
事事
記記

にに
ああ
っっ
てて
、、
母母
のの
血血
はは
后后
のの
そそ
れれ
よよ
りり
もも
遥遥
かか
にに
意意
味味
がが
ああ
るる
。。
王王
統統
のの
根根
幹幹
をを



そそ
れれ
がが
保保
証証
すす
るる
たた
めめ
でで
ああ
ろろ
うう
。。

考考
安安
のの
和和
風風
謚謚
名名
はは
日日
本本
足足
彦彦
とと
いい
うう
。。
足足
（（
たた
らら
しし
））
のの
名名
はは
そそ
のの
後後
景景
行行

にに
至至
るる
まま
でで
ああ
らら
わわ
れれ
ずず
、、
神神
武武
以以
来来
のの
九九
代代
のの
大大
王王
のの
名名
はは
、、
大大
日日
本本
彦彦

お
ほ
や
ま
と
ひ
こ

まま
たた

はは
大大
日日
本本

お
ほ
や
ま
と

根根
子子

ね

こ

でで
ああ
るる
。。
ここ
のの
特特
異異
性性
はは
、、
考考
安安
のの
母母
とと
同同
じじ
くく
高高
尾尾
張張
のの
地地
にに

因因
むむ
。。
後後
のの
葛葛
城城
のの
地地
でで
ああ
るる
。。
景景
行行
以以
下下
、、
成成
務務
・・
仲仲
哀哀
・・
神神
功功
・・
応応
神神
そそ
しし

てて
舒舒
明明
・・
斉斉
明明
まま
でで
のの
謚謚
にに
「「
足足
」」
とと
つつ
くく
のの
はは
、、
どど
うう
ああ
っっ
てて
もも
半半
島島
とと
のの
かか

かか
わわ
りり
でで
ああ
ろろ
うう
。。
すす
なな
わわ
ちち
葛葛
城城
のの
地地
とと
半半
島島
はは
書書
紀紀
にに
ああ
っっ
てて
イイ
メメ
ーー
ジジ
的的

にに
重重
複複
すす
るる
。。

神神
武武
のの
大大
王王
氏氏
とと
しし
てて
のの
本本
居居
はは
畝畝
傍傍

う
ね
び

かか
らら
東東
のの
磐磐
余余

い
わ
れ

まま
でで
でで
ああ
っっ
たた
。。
磐磐
余余

のの
先先
、、
三三
輪輪
山山

み

わ

や

ま

山山
麓麓

さ
ん
ろ
く

はは
磯磯
城城

し

き

氏氏し

がが
領領
しし
、、
西西
はは
尾尾
張張

お
わ
り

氏氏し

・・
鴨鴨

か
も

氏氏し

・・
葛葛
城城

か
つ
ら
ぎ

氏氏し

がが
ここ
れれ

をを
本本
貫貫
地地
とと
しし
てて
いい
たた
のの
でで
ああ
るる
。。
しし
たた
がが
っっ
てて
神神
武武
三三
一一
年年
条条
のの
記記
述述
はは
、、
ここ

のの
地地
のの
制制
覇覇
をを
意意
味味
すす
るる
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。
もも
とと
もも
とと
国国
見見

く
に
み

にに
はは
そそ
うう
いい
うう
主主
旨旨

がが
含含
まま
れれ
てて
いい
たた
。。

ちち
なな
みみ
にに
大大
和和
のの

枕枕
ま
く
ら

言言
葉葉

こ
と
ば

をを
敷敷
島島

し
き
し
ま

とと
いい
うう
。。
三三
輪輪
山山
山山
麓麓
のの
磯磯
城城
のの
宮宮
かか
らら

ここ
のの
言言
葉葉
がが
出出
来来
、、
大大
和和
のの
国国
号号
にに
なな
っっ
たた
とと
いい
うう
。。
しし
かか
しし
ここ
れれ
はは
むむ
しし
ろろ
磯磯

城城
とと
秋秋
津津
洲洲
、、
すす
なな
わわ
ちち
大大
和和
盆盆
地地
のの
東東
西西
をを
指指
示示
しし
てて
大大
和和
そそ
のの
もも
のの
をを
号号
しし

たた
のの
でで
はは
なな
いい
かか
とと
思思
うう
。。

ささ
らら
にに
進進
むむ
。。
一一
つつ
はは
「「
嶋嶋

し
ま

」」
でで
ああ
るる
。。

そそ
のの
もも
っっ
とと
もも
有有
名名
なな
のの
はは
、、
曽曽
我我

そ
が
の

馬馬
子子

う
ま
こ

でで
、、
通通
称称
をを
嶋嶋

し
ま

大大
臣臣

だ
い
じ
ん

とと
いい
っっ
たた
。。
そそ

のの
いい
わわ
れれ
はは
推推
古古
三三
四四
年年
条条
にに
ここ
うう
記記
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。

（（
嶋嶋
大大
臣臣
））
はは
飛飛
鳥鳥
川川
のの
傍傍
にに
家家
せせ
りり
。。
乃乃
ちち
庭庭
のの
中中
にに
小小
なな
るる
池池
をを

開開
れれ
りり
。。
仍仍
りり
てて
小小
ささ
なな
嶋嶋
をを
池池
のの
中中
にに
興興
くく
。。
故故
れれ
時時
のの
人人
嶋嶋
大大
臣臣

とと
曰曰
うう
。。

しし
かか
しし
ここ
れれ
はは
、、
大大
概概
のの
地地
名名
説説
話話
がが
そそ
うう
でで
ああ
るる
よよ
うう
にに
、、
まま
とと
もも
なな
理理
由由

でで
はは
なな
いい
。。
嶋嶋
のの
原原
義義
はは
別別
にに
ああ
るる
だだ
ろろ
うう
。。
呼呼
びび
名名
はは
よよ
くく
地地
名名
をを
冠冠
すす
るる
ここ



とと
がが
普普
通通
だだ
かか
らら
、、
いい
まま
島島
之之
庄庄

し
ま
の
し
ょ
う

とと
いい
うう
飛飛
鳥鳥

あ
す
か

川川
が
わ

のの
上上
流流
がが
そそ
れれ
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。

ここ
れれ
にに
関関
係係
すす
るる
記記
事事
がが
もも
うう
ひひ
とと
つつ
ああ
るる
。。
推推
古古
三三
二二
年年
条条
のの
次次
のの
記記
事事
でで

ああ
るる
。。

大大
臣臣
（（
曽曽
我我
馬馬
子子
））
阿阿
雲雲
連連

あ
づ
み
の
む
ら
じ

阿阿
部部
臣臣
摩摩
侶侶

あ

べ

の

お

み

ま

ろ

二二
臣臣
をを
遣遣
わわ
しし
てて
、、
天天
皇皇
にに

奏奏
ささ
しし
めめ
てて
曰曰
、、「「
葛葛
城城
県県
はは
元元

も
と

臣臣
のの
本本
居居

う
ぶ
す
な

なな
りり
。。
故故か

れれ
そそ
のの
県県
にに
よよ
りり
てて

姓姓
名名
をを
なな
すす
。。
ここ
ここ
をを
もも
てて

冀冀
こ
ひ
ね
が

わわ
くく
はは
、、
常常
にに
そそ
のの
県県
をを

得得
た
ま
は

りり
てて
、、
臣臣

のの
封封
県県
とと
なな
ささ
んん
とと
欲欲
すす
」」
とと
。。

葛葛
城城
はは
もも
とと
臣臣
のの
本本
居居

う
ぶ
す
な

とと
いい
うう
馬馬
子子
はは
、、
曽曽
我我
稲稲
目目
のの
子子
でで
、、
そそ
のの
母母
はは
葛葛
木木

か
つ
ら
ぎ

（（
葛葛
城城
のの
宗宗
家家
後後
裔裔
））
のの
出出
でで
ああ
るる
。。
馬馬
子子

う
ま
こ

・・
境境
部部
臣臣
摩摩

さ
か
い
べ
の
お
み
ま

理理
勢勢

り

せ

・・
堅堅
塩塩
媛媛

き
た
し
ひ
め

・・
小小
姉姉

を
あ
ね
の

君君
き
み

をを
生生
んん
だだ
とと
みみ
らら
れれ
るる
。。
子子
はは
原原
則則
とと
しし
てて
母母
のの
もも
とと
でで
育育
つつ
。。
ああ
るる
いい
はは
大大

王王
氏氏
まま
たた
母母
のの
所所
管管
すす
るる
、、
氏氏
族族
のの
勢勢
力力
のの
なな
かか
のの
養養
育育
氏氏
のの
もも
とと
でで
育育
つつ
。。
馬馬

子子
がが
自自
分分
のの
本本
居居
とと
言言
っっ
てて
指指
しし
たた
葛葛
城城
はは
、、
そそ
のの
母母
のの
血血
筋筋
にに
よよ
っっ
てて
いい
るる
がが
、、

そそ
のの
血血
筋筋
をを
誇誇
っっ
てて
言言
っっ
てて
いい
るる
よよ
うう
にに
見見
ええ
るる
。。

そそ
もも
そそ
もも
大大
王王
家家
にに
后后
とと
しし
てて
入入
るる
家家
柄柄
はは
決決
しし
てて
多多
くく
はは
なな
かか
っっ
たた
。。
神神
武武

以以
来来
のの
磯磯
城城
氏氏
そそ
しし
てて
葛葛
城城
氏氏
でで
ああ
るる
。。
ここ
れれ
にに
加加
わわ
るる
のの
はは
気気
長長
氏氏
でで
ああ
ろろ
うう
。。

以以
外外
はは
原原
則則
とと
しし
てて
后后
でで
はは
なな
かか
っっ
たた
。。
一一
時時
代代
威威
勢勢
のの
ああ
っっ
たた
和和
珥珥
氏氏
もも
、、
そそ

のの
出出
しし
たた
女女
はは
妃妃
でで
ああ
っっ
たた
。。
ここ
のの
点点
はは
曽曽
我我
氏氏
にに
もも
ああ
てて
はは
まま
るる
。。
曽曽
我我
氏氏
はは

稲稲
目目

い
な
め

のの
時時
欽欽
明明
にに
対対
しし
てて
二二
人人
のの
妃妃
をを
出出
しし
たた
がが
、、
后后
はは
ああ
くく
まま
でで
宣宣
化化
のの
女女
石石

姫姫
でで
ああ
っっ
たた
。。

そそ
のの
堅堅
塩塩
媛媛
とと
小小
姉姉
君君
はは
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
用用

よ
う

明明
め
い

とと
推推

す
い

古古こ

まま
たた
穴穴

あ
な

穂穂
部部

ほ

べ

とと
崇崇す

峻峻
し
ゅ
ん

をを
生生

んん
だだ
。。
三三
人人
がが
大大
王王
とと
なな
っっ
たた
のの
でで
ああ
るる
。。
しし
かか
しし
そそ
のの
大大
王王
たた
ちち
のの
后后
はは
いい
ずず

れれ
もも
王王
族族
かか
らら
出出
てて
、、
曽曽
我我
氏氏
はは
妃妃
すす
らら
出出
しし
てて
いい
なな
いい
。。
馬馬
子子
のの
女女
刀刀
自自
古古
郎郎
女女

と
じ
こ
の
い
ら
つ
め

はは
聖聖
徳徳
のの
、、
法法
提提
郎郎
媛媛

ほ
て
の
い
ら
つ
め

はは
舒舒
明明
のの
妃妃
とと
なな
っっ
たた
がが
、、
いい
ずず
れれ
もも
太太
子子
のの
時時
でで
そそ
のの

子子
はは
王王
位位
をを
継継
ぐぐ
ここ
とと
がが
なな
かか
っっ
たた
。。
結結
果果
論論
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
がが
、、
馬馬
子子
とと
物物
部部

守守
屋屋
のの
妹妹
とと
のの
間間
にに
生生
まま
れれ
たた
血血
筋筋
がが
、、
稲稲
目目
とと
葛葛
木木
のの
女女
とと
のの
間間
のの
血血
統統
よよ
りり



低低
くく
見見
らら
れれ
たた
可可
能能
性性
がが
ああ
るる
。。

書書
紀紀
はは
そそ
のの
成成
立立
まま
でで
のの
間間
、、
ああ
るる
いい
はは
成成
立立
しし
てて
後後
もも
、、
幾幾
度度
かか
大大
王王
並並
びび

にに
氏氏
族族
のの
ああ
りり
よよ
うう
をを
改改
竄竄

か
い
ざ
ん

しし
たた
。。
曽曽
我我
氏氏
にに
つつ
いい
てて
はは
毛毛
人人

え
み
し

とと
鞍鞍

作作

く
ら
つ
く
り

をを
蝦蝦
夷夷

とと
入入

い
る

鹿鹿か

にに
書書
きき
換換
ええ
たた
。。
書書
きき
換換
ええ
たた
のの
はは
天天
武武
・・
持持
統統
朝朝
のの
史史
官官
でで
ああ
ろろ
うう
。。

ささ
らら
にに
そそ
のの
後後
天天
智智
のの
曽曽
我我
石石
川川
氏氏
出出
のの
妃妃ひ

をを
ああ
ええ
てて
嬪嬪

ひ
ん

とと
書書
きき
換換
ええ
てて
いい
るる
らら

しし
いい
。。

そそ
れれ
でで
もも
上上
宮宮
聖聖
徳徳
法法
王王
帝帝
説説
（（
以以
下下
帝帝
説説

て
い
せ
つ

））
にに
はは
、、
堅堅
塩塩
媛媛
はは
大大
后后

た
い
こ
う

でで
ああ
っっ

たた
らら
しし
いい
記記
述述
がが
ああ
るる
。。
書書
紀紀
にに
もも
堅堅
塩塩
媛媛
にに
対対
すす
るる
尊尊
重重
がが
反反
映映
ささ
れれ
たた
らら
しし

いい
いい
くく
つつ
かか
のの
記記
事事
もも
ああ
るる
かか
らら
、、
ここ
のの
方方
がが
事事
実実
にに
近近
いい
。。
そそ
しし
てて
そそ
のの
後後
にに

大大
后后
らら
しし
きき
曽曽
我我
氏氏
出出
身身
のの
妃妃
はは
いい
なな
いい
かか
らら
、、
堅堅
塩塩
媛媛
のの
独独
自自
性性
はは
やや
はは
りり
そそ

のの
母母
なな
るる
葛葛
木木
のの
血血
にに
求求
めめ
るる
べべ
きき
でで
ああ
ろろ
うう
。。

いい
ずず
れれ
にに
せせ
よよ
曽曽
我我
氏氏
はは
新新
興興
のの
氏氏
族族
でで
ああ
っっ
たた
。。
稲稲
目目
とと
馬馬
子子
のの
二二
代代
はは
大大

臣臣
とと
しし
てて
朝朝
政政
にに
威威
をを
張張
りり
、、
大大
和和
のの
国国
家家
規規
模模
のの
脱脱
皮皮
にに
巨巨
大大
なな
足足
跡跡
をを
残残
しし

たた
がが
、、
そそ
のの
子子
のの
毛毛
人人
とと
鞍鞍
作作
のの
二二
代代
はは
そそ
のの
栄栄
光光
のの
残残
照照
をを
曳曳
いい
てて
大大
臣臣
にに
なな

っっ
たた
。。
曽曽
我我
とと
いい
うう
氏氏
族族
名名
もも
そそ
うう
古古
いい
もも
のの
でで
はは
なな
いい
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。

<<

嶋嶋
のの
地地
はは
どど
ここ
にに>>

曽曽
我我
馬馬
子子
はは
後後
のの
記記
録録
にに
、、
宗宗
我我
馬馬
背背
宿宿
禰禰
・・
馬馬
子子
宿宿
禰禰
・・
明明
子子
宿宿
禰禰
・・
故故
蓮蓮

公公
・・
嶋嶋
大大
臣臣
・・
還還
活活
大大
臣臣
なな
どど
とと
ああ
るる
。。
曽曽
我我
毛毛
人人
はは
、、
喇喇
加加
大大
臣臣
・・
蘇蘇
我我
大大
臣臣
・・

豊豊
浦浦
大大
臣臣
なな
どど
でで
ああ
るる
。。

地地
名名
にに
由由
来来
すす
るる
とと
見見
らら
れれ
るる
のの
はは
嶋嶋

し
ま

やや
豊豊
浦浦

と
よ
う
ら

でで
ああ
るる
がが
、、
そそ
もも
そそ
もも
曽曽
我我
もも

地地
名名
でで
ああ
りり
、、
曽曽
我我
川川
のの
流流
域域
のの
そそ
れれ
（（
橿橿
原原
市市
曽曽
我我
町町
））
でで
飛飛
鳥鳥
とと
はは
距距
離離
がが

ああ
るる
。。
翻翻
っっ
てて
豊豊
浦浦
もも
まま
たた
そそ
のの
発発
祥祥
はは
現現
在在
のの
飛飛
鳥鳥
のの
豊豊
浦浦
でで
はは
なな
いい
。。
河河
内内

のの
豊豊
浦浦
でで
毛毛
人人
のの
母母
たた
るる
物物
部部
のの
裁裁
量量
すす
るる
土土
地地
でで
ああ
っっ
たた
。。
毛毛
人人
はは
そそ
ここ
かか
らら

世世
にに
出出
てて
豊豊
浦浦
大大
臣臣
とと
呼呼
ばば
れれ
たた
のの
でで
ああ
るる
。。
従従
っっ
てて
飛飛
鳥鳥
のの
豊豊
浦浦
はは
毛毛
人人
がが
そそ

ここ
にに
第第
（（
邸邸
宅宅
））
をを
構構
ええ
てて
、、
かか
くく
称称
ささ
れれ
たた
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。

皇皇
極極
二二
年年
条条
にに
ここ
うう
いい
うう
記記
事事
がが
ああ
るる
。。



曽曽
我我
大大
臣臣
蝦蝦
夷夷
、、
病病
にに
縁縁
りり
てて

朝朝
つ
か
え
ま
つ

らら
ずず
。。
私私
にに
紫紫
冠冠
をを
子子
入入
鹿鹿
にに

授授
けけ
てて
、、
大大
臣臣
のの
位位
にに

擬擬
な
づ
ら

うう
。。
復復
たた
そそ
のの
弟弟
（（
第第
））
をを
呼呼
びび
てて
、、
物物
部部

大大
臣臣
とと
曰曰
うう
。。
大大
臣臣
のの
祖祖
母母
はは
物物
部部
弓弓
削削
大大
連連
のの
妹妹
なな
りり
。。
故故
れれ
母母
がが
財財

にに
因因
りり
てて
、、
威威
をを
世世
にに
取取
れれ
りり
。。

弟弟
のの
字字
はは
第第
のの
元元
字字
とと
いい
うう
。。
第第
はは
邸邸
宅宅
をを
いい
うう
。。
ここ
のの
文文
はは
そそ
のの
邸邸
宅宅
がが
物物

部部
のの
差差
配配
地地
にに
ああ
りり
、、
かか
つつ
物物
部部
のの
血血
筋筋
をを
もも
つつ
がが
たた
めめ
にに
、、
物物
部部
大大
臣臣
とと
いい
っっ

たた
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。
入入
鹿鹿
のの
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。

とと
もも
ああ
れれ
ここ
ここ
にに
ひひ
とと
つつ
のの
推推
論論
がが
立立
てて
らら
れれ
るる
。。
曽曽
我我
馬馬
子子
がが
嶋嶋
大大
臣臣
とと
いい

っっ
たた
のの
はは
、、
毛毛
人人
のの
豊豊
浦浦
とと
同同
じじ
くく
、、
そそ
ここ
かか
らら
世世
にに
出出
たた
嶋嶋
とと
いい
うう
地地
名名
をを
被被

っっ
たた
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。
島島
之之
庄庄
はは
そそ
ここ
にに
第第
をを
建建
てて
てて
後後
そそ
うう
言言
わわ
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな

っっ
たた
。。

すす
なな
わわ
ちち
嶋嶋
のの
地地
のの
所所
在在
はは
明明
らら
かか
でで
ああ
ろろ
うう
。。

馬馬
子子
がが
「「
元元
臣臣
のの
本本
居居
」」
とと
言言
っっ
てて
そそ
のの
領領
有有
をを
望望
んん
だだ
葛葛
城城
のの
地地
でで
ああ
るる
。。

いい
くく
つつ
かか
収収
斂斂
すす
るる
もも
のの
がが
ああ
るる
。。

顕顕
宗宗

け
ん
そ
う

はは
諱諱
をを
弘弘を

計計け

とと
いい
いい
、、
嶋嶋
稚稚
子子

し
ま
の
わ
く
ご

とと
もも
いい
っっ
たた
。。
そそ
のの
父父
はは
市市
辺辺
押押

い
ち
の
べ
の
お
し

磐磐は

、、

母母
はは
葛葛
城城
蟻蟻
臣臣
のの
女女
荑荑
媛媛

は
え
ひ
め

でで
ああ
るる
。。
顕顕
宗宗
がが
嶋嶋
のの
名名
をを
もも
つつ
のの
はは
、、
そそ
のの
母母
のの
地地

にに
由由
来来
すす
るる
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。

葛葛
城城
がが
嶋嶋
すす
なな
わわ
ちち
斯斯
摩摩
なな
らら
、、
隅隅
田田
八八
幡幡
社社
画画
像像
鏡鏡
のの
斯斯
麻麻
念念
長長
なな
るる
人人
物物

もも
まま
たた
、、
葛葛
城城
のの
一一
族族
でで
ああ
ろろ
うう
。。
そそ
しし
てて
神神
功功
紀紀
にに
「「
そそ
のの
何何
姓姓
のの
人人
かか
をを
知知

らら
ずず
」」
とと
いい
うう
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
はは
必必
ずず
葛葛
城城
宿宿
禰禰
にに
違違
いい
なな
いい
。。

神神
功功
紀紀
にに
ああ
りり
、、
実実
はは
時時
にに
太太
子子
でで
ああ
っっ
たた
景景
行行
にに
随随
行行
しし
てて
戦戦
いい
、、
そそ
のの
後後

更更
なな
るる
利利
権権
をを
求求
めめ
てて
半半
島島
にに
渡渡
っっ
たた
人人
物物
はは
、、
要要
すす
るる
にに
葛葛
城城
のの
豪豪
族族
、、
ああ
るる

いい
はは
豪豪
族族
とと
なな
らら
んん
とと
しし
たた
氏氏
族族
のの
突突
出出
しし
たた
最最
初初
のの
一一
人人
でで
ああ
っっ
たた
とと
思思
うう
。。

葛葛
城城
のの
姓姓
はは
おお
おお
くく
のの
氏氏
族族
のの
姓姓
とと
同同
じじ
くく
、、
後後
世世
のの
付付
会会
なな
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。

そそ
れれ
がが
いい
つつ
ごご
ろろ
なな
のの
かか
はは
分分
かか
らら
なな
いい
。。
もも
とと
斯斯
摩摩
でで
、、
そそ
のの
後後
葛葛
城城
とと
称称



しし
、、
或或
はは
ここ
れれ
をを
並並
行行
しし
てて
呼呼
称称
しし
てて
きき
たた
のの
なな
らら
、、
そそ
のの
由由
来来
もも
明明
らら
かか
にに
思思

ええ
るる
。。
すす
なな
わわ
ちち
加加
羅羅
城城
のの
意意
味味
でで
ああ
りり
、、
そそ
のの
始始
めめ
もも
半半
島島
にに
交交
渉渉
をを
もも
っっ
たた

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
にに
由由
来来
すす
るる
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。
加加
羅羅
はは
もも
とと
弁弁
韓韓
まま
たた
弁弁
羅羅
とと
いい
いい
、、
弁弁

はは
カカ
ルル
とと
訓訓
むむ
。。
カカ
ルル
ララ
でで
ああ
ろろ
うう
。。
カカ
ルル
ララ
ギギ
のの
ギギ
はは
新新
羅羅
をを
シシ
ララ
ギギ
とと
訓訓
むむ

のの
にに
等等
しし
いい
。。

葛葛
城城
のの
一一
族族
はは
知知
らら
れれ
てて
いい
るる
限限
りり
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
をを
始始
祖祖
とと
すす
るる
。。
そそ
れれ
以以
前前

にに
はは
前前
後後
のの
関関
連連
なな
くく
、、
気気
長長
足足
姫姫
のの
母母
とと
いい
うう
葛葛
城城
高高
額額
媛媛
とと
、、
古古
事事
記記
のの
開開

化化
記記
にに
いい
うう
葛葛
城城
垂垂
水水
宿宿
禰禰
、、
そそ
しし
てて
もも
うう
ひひ
とと
りり
、、
武武
内内
宿宿
禰禰
のの
弟弟
とと
すす
るる
甘甘

美美
内内
宿宿
禰禰
のの
母母
、、
葛葛
城城
高高
千千
那那
毘毘
売売
がが
ああ
るる
。。
書書
紀紀
のの
襲襲
津津
彦彦
はは
古古
事事
記記
にに
はは

葛葛
城城
曾曾
都都
毘毘

か
つ
ら
ぎ
の
そ
つ
び

古古こ

とと
ああ
るる
。。
そそ
のの
女女
石石
之之

い
は
の

日日
賣賣

ひ

め

はは
仁仁
徳徳
のの
后后
でで
ああ
りり
、、
履履
中中
・・
反反
正正
・・

允允
恭恭
をを
生生
んん
だだ
。。

古古
代代
そそ
のの
地地
はは
斯斯
摩摩
（（
嶋嶋
））
とと
呼呼
ばば
れれ
てて
きき
たた
。。
神神
武武
がが
大大
和和
にに
入入
っっ
たた
時時
かか

らら
、、
そそ
のの
本本
拠拠
とと
しし
たた
畝畝
傍傍
周周
辺辺
かか
らら
見見
てて
、、
東東
にに
磯磯
城城
、、
西西
にに
斯斯
摩摩
のの
勢勢
力力
がが

ああ
っっ
たた
のの
でで
ああ
るる
。。



第第
五五
節節

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
とと
襲襲
津津
彦彦

<<

襲襲
津津
彦彦
のの
活活
動動
時時
代代>>

葛葛
城城
がが
もも
とと
斯斯
摩摩
でで
ああ
れれ
ばば
、、
葛葛
城城
のの
始始
祖祖
とと
目目
ささ
れれ
るる
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
とと
斯斯
摩摩

宿宿
禰禰
とと
のの
かか
かか
わわ
りり
をを
ああ
きき
らら
かか
にに
しし
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
をを
葛葛
城城
とと
結結
ぶぶ
もも
のの
はは
、、
とと
りり
ああ
ええ
ずず
地地
名名
でで
しし
かか
なな
かか
っっ
たた
。。
ここ

のの
まま
まま
でで
はは
いい
くく
つつ
もも
のの
矛矛
盾盾
がが
噴噴
出出
すす
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。

書書
紀紀
にに
よよ
れれ
ばば
襲襲
津津
彦彦
のの
活活
躍躍
はは
次次
のの
よよ
うう
にに
整整
理理
ささ
れれ
るる
。。

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

壬壬
午午
（（
三三
八八
二二
））
神神
功功
紀紀
六六
二二
年年

襲襲
津津
彦彦
（（
沙沙
至至
比比
跪跪
））

征征
新新
羅羅
、、
伐伐
加加
羅羅

庚庚
子子
（（
四四
〇〇
〇〇
））
神神
功功
即即
位位
前前
期期

神神
功功
征征
伐伐
新新
羅羅

新新
羅羅
王王
子子
人人
質質

癸癸
卯卯
（（
四四
〇〇
三三
））
応応
神神
紀紀
一一
四四
年年

襲襲
津津
彦彦
渡渡
行行
加加
羅羅

三三
年年
不不
帰帰

乙乙
巳巳
（（
四四
〇〇
五五
））
応応
神神
紀紀
十十
六六
年年

襲襲
津津
彦彦
帰帰
還還

（（
四四
〇〇
五五
））
神神
功功
紀紀
五五
年年

新新
羅羅
王王
子子
逃逃
亡亡

襲襲
津津
彦彦
伐伐
新新
羅羅

甲甲
戌戌
（（
四四
三三
四四
））
仁仁
徳徳
紀紀
四四
一一
年年

襲襲
津津
彦彦
酒酒
君君
護護
送送

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

先先
にに
指指
摘摘
しし
てて
おお
けけ
ばば
、、
甲甲
戌戌
のの
事事
項項
はは
実実
はは
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
にに
関関
係係
しし
なな
いい
。。

ここ
ここ
にに
はは
神神
功功
紀紀
とと
応応
神神
紀紀
とと
仁仁
徳徳
紀紀
がが
並並
行行
しし
てて
流流
れれ
てて
いい
るる
。。
そそ
のの
うう
ちち



神神
功功
紀紀
はは
三三
二二
一一
年年
にに
はは
じじ
まま
るる
第第
一一
紀紀
とと
三三
九九
〇〇
年年
のの
第第
二二
紀紀
（（
事事
実実
上上
成成
務務

紀紀
））
なな
らら
びび
にに
四四
〇〇
一一
年年
にに
はは
じじ
まま
るる
第第
三三
紀紀
とと
がが
ああ
るる
。。
第第
三三
紀紀
はは
考考
証証
のの
余余

地地
がが
ああ
るる
。。

詳詳
細細
はは
次次
編編
にに
まま
わわ
しし
てて
、、
そそ
れれ
がが
四四
〇〇
一一
年年
にに
はは
じじ
まま
るる
でで
ああ
ろろ
うう
根根
拠拠
がが
、、

ほほ
かか
なな
らら
ぬぬ
そそ
のの
前前
年年
でで
ああ
るる
神神
功功
即即
位位
前前
記記
にに
、、
新新
羅羅
のの
王王
城城
をを
落落
とと
しし
たた
とと

いい
うう
、、
画画
期期
のの
征征
討討
のの
次次
第第
がが
書書
かか
れれ
てて
いい
るる
かか
らら
でで
ああ
るる
。。

半半
島島
にに
おお
いい
てて
二二
度度
はは
なな
かか
っっ
たた
でで
ああ
ろろ
うう
ここ
のの
新新
羅羅
城城
陥陥
落落
はは
、、
のの
ちち
にに
述述

べべ
るる
広広
開開
土土
王王
碑碑
のの
一一
〇〇
年年
甲甲
子子
（（
四四
〇〇
〇〇
））
条条
のの
記記
すす
「「
倭倭
新新
羅羅
城城
にに
満満
つつ
」」

とと
いい
うう
事事
件件
とと
機機
をを
一一
にに
すす
るる
とと
思思
うう
。。
仮仮
託託
でで
はは
なな
いい
、、
事事
実実
上上
のの
神神
功功
紀紀
でで

ああ
るる
。。

ささ
てて
応応
神神
紀紀
はは
成成
務務
紀紀
かか
らら
なな
りり
、、
そそ
のの
元元
年年
はは
庚庚
寅寅
年年
（（
三三
九九
〇〇
））
でで
ああ
っっ

たた
。。
従従
っっ
てて
応応
神神
一一
四四
年年
はは
四四
〇〇
三三
年年
にに
なな
るる
。。
ここ
のの
年年
秦秦
氏氏
のの
祖祖
弓弓
月月
のの
民民
がが

百百
済済
かか
らら
倭倭
にに
来来
よよ
うう
とと
しし
てて
新新
羅羅
にに
邪邪
魔魔
ささ
れれ
たた
。。
そそ
ここ
でで
大大
王王
はは
襲襲
津津
彦彦
をを

遣遣
わわ
しし
たた
がが
、、
襲襲
津津
彦彦
はは
三三
年年
のの
間間
帰帰
らら
なな
かか
っっ
たた
とと
いい
うう
。。
そそ
のの
理理
由由
をを
書書
紀紀

はは
まま
るる
でで
述述
べべ
てて
いい
なな
いい
。。
応応
神神
一一
六六
年年
（（
四四
〇〇
五五
））、、
平平
群群
とと
的的
戸戸
田田
をを
しし
てて
襲襲

津津
彦彦
をを
迎迎
ええ
にに
遣遣
わわ
しし
たた
時時
にに
もも
、、
新新
羅羅
がが
邪邪
魔魔
しし
てて
帰帰
れれ
なな
いい
のの
だだ
ろろ
うう
とと
いい

っっ
てて
いい
るる
。。

神神
功功
紀紀
はは
ささ
きき
ほほ
どど
のの
通通
りり
そそ
のの
第第
三三
紀紀
がが
四四
〇〇
一一
年年
にに
はは
じじ
まま
るる
。。
そそ
のの
即即

位位
前前
記記
にに
、、
新新
羅羅
のの
王王
都都
をを
攻攻
めめ
、、
ここ
れれ
をを
開開
城城
しし
てて
王王
子子
をを
人人
質質
にに
捕捕
っっ
てて
凱凱

旋旋
しし
たた
とと
いい
うう
。。
そそ
しし
てて
そそ
のの
五五
年年
、、
新新
羅羅
王王
はは
毛毛
麻麻
利利
叱叱

も

ま

り

し

智智ち

をを
遣遣
しし
てて
王王
子子
をを

逃逃
亡亡
ささ
せせ
たた
。。
襲襲
津津
彦彦
はは
ここ
れれ
をを
追追
っっ
てて
新新
羅羅
にに
入入
りり
、、
そそ
のの
地地
をを
蹂蹂
躙躙
しし
てて
かか

らら
帰帰
っっ
たた
。。
四四
〇〇
五五
年年
でで
ああ
るる
。。

従従
っっ
てて
神神
功功
紀紀
・・
応応
神神
紀紀
とと
もも
、、
襲襲
津津
彦彦
のの
帰帰
還還
はは
一一
致致
しし
てて
いい
るる
のの
でで
ああ
っっ

てて
、、
そそ
のの
半半
島島
滞滞
在在
はは
四四
〇〇
三三
年年
かか
らら
四四
〇〇
五五
年年
にに
わわ
たた
るる
。。
神神
功功
のの
新新
羅羅
征征
討討

にに
従従
軍軍
しし
たた
とと
すす
れれ
ばば
、、
四四
〇〇
〇〇
年年
にに
もも
そそ
ここ
にに
渡渡
っっ
てて
いい
るる
。。

ここ
のの
間間
のの
、、
とと
くく
にに
高高
句句
麗麗
とと
倭倭
のの
戦戦
いい
をを
広広
開開
土土
王王
碑碑
にに
よよ
っっ
てて
見見
てて
みみ
よよ

うう
。。
広広
開開
土土
王王
碑碑
のの
細細
かか
いい
検検
証証
にに
つつ
いい
てて
はは
後後
のの
ここ
とと
とと
しし
てて
、、
そそ
のの
倭倭
にに
かか

かか
わわ
るる
エエ
ッッ
セセ
ンン
スス
だだ
けけ
取取
りり
出出
しし
てて
みみ
るる
。。



-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

一一
〇〇
年年
庚庚
子子
（（
四四
〇〇
〇〇
））

教教
遣遣
歩歩
騎騎
五五
万万
、、
往往
救救
新新
羅羅
。。
至至
新新
羅羅
城城

倭倭
其其
中中
満満

昔昔
新新
羅羅
＊＊
錦錦
未未
有有
身身
来来

朝朝
＊＊
＊＊

僕僕
勾勾
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
朝朝
貢貢

一一
四四
年年
甲甲
辰辰
（（
四四
〇〇
四四
））

倭倭
不不
軌軌
にに
もも
帯帯
方方
界界
にに
侵侵
入入
すす
。。
＊＊
＊＊

石石
城城
連連
船船
＊＊
＊＊
＊＊
平平
壌壌
＊＊
＊＊
＊＊
相相
遇遇
＊＊
＊＊

倭倭
寇寇
壊壊
敗敗

十十
七七
年年
丁丁
未未
（（
四四
〇〇
七七
））

遣遣
歩歩
騎騎
五五
万万
＊＊
＊＊
＊＊
還還
破破
沙沙
溝溝
城城

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

高高
句句
麗麗
のの
広広
開開
土土
王王
はは
四四
〇〇
〇〇
年年
、、
新新
羅羅
のの
要要
請請
をを
をを
受受
けけ
てて
南南
下下
しし
たた
。。

新新
羅羅
にに
至至
るる
とと
倭倭
はは
新新
羅羅
城城
のの
なな
かか
にに
満満
ちち
てて
いい
たた
。。
王王
はは
倭倭
をを
追追
っっ
てて
加加
羅羅
にに

至至
りり
、、
ここ
れれ
をを
伐伐
っっ
たた
。。
しし
かか
しし
ここ
のの
四四
〇〇
〇〇
年年
のの
戦戦
いい
はは
決決
定定
的的
なな
もも
のの
でで
はは

なな
かか
っっ
たた
。。

双双
方方
にに
満満
をを
持持
すす
もも
のの
がが
ああ
りり
、、
そそ
のの
四四
年年
後後
のの
四四
〇〇
四四
年年
、、
平平
壌壌
かか
らら
帯帯
方方

にに
至至
るる
海海
上上
でで
、、
高高
句句
麗麗
対対
倭倭
・・
百百
済済
連連
合合
軍軍
がが
衝衝
突突
しし
たた
のの
でで
ああ
るる
。。
一一
七七
年年

（（
三三
〇〇
七七
））
のの
紛紛
争争
はは
高高
句句
麗麗
対対
百百
済済
のの
もも
のの
でで
ああ
るる
かか
らら
、、
高高
句句
麗麗
とと
倭倭
とと
のの

戦戦
いい
はは
四四
〇〇
〇〇
年年
とと
ここ
のの
四四
〇〇
四四
年年
のの
そそ
れれ
でで
ああ
るる
。。

四四
〇〇
〇〇
年年
のの
戦戦
闘闘
はは
神神
功功
親親
征征
でで
ああ
るる
たた
めめ
にに
、、
筑筑
紫紫
にに
ああ
っっ
たた
倭倭
のの
全全
軍軍
がが

出出
征征
しし
たた
でで
ああ
ろろ
うう
かか
らら
、、
襲襲
津津
彦彦
もも
いい
うう
まま
でで
もも
なな
いい
。。
そそ
のの
後後
にに
、、
葛葛
城城
襲襲

津津
彦彦
がが
四四
〇〇
三三
年年
かか
らら
四四
〇〇
五五
年年
まま
でで
のの
延延
べべ
三三
年年
間間
、、
半半
島島
にに
滞滞
在在
しし
てて
、、
所所

在在
不不
明明
なな
のの
はは
、、
丁丁
度度
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
がが
神神
功功
四四
七七
年年
（（
三三
六六
七七
））
かか
らら
神神
功功
四四
九九
年年

（（
三三
六六
九九
年年
））
のの
三三
年年
間間
半半
島島
にに
ああ
っっ
てて
行行
動動
がが
明明
らら
かか
でで
なな
いい
のの
とと
軌軌
をを
一一
にに

すす
るる
。。
つつ
まま
りり
四四
〇〇
四四
年年
のの
倭倭
百百
済済
連連
合合
軍軍
のの
倭倭
軍軍
をを
率率
いい
たた
のの
はは
襲襲
津津
彦彦
でで
ああ

ろろ
うう
。。

前前
後後
すす
るる
がが
、、
ここ
れれ
にに
関関
係係
すす
るる
ここ
んん
どど
はは
倭倭
のの
記記
事事
がが
史史
記記
百百
済済
本本
紀紀
にに
ああ

るる
。。



-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

阿阿
辛辛
一一
一一
年年
（（
四四
〇〇
二二
））

遣遣
使使
倭倭
求求
大大
球球

阿阿
辛辛
一一
二二
年年
（（
四四
〇〇
三三
））

倭倭
使使
来来
厚厚
遇遇

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

たた
んん
なな
るる
和和
親親
のの
記記
事事
でで
ああ
るる
。。

しし
かか
しし
広広
開開
土土
王王
碑碑
をを
信信
ずず
れれ
ばば
、、
ここ
れれ
はは
結結
局局
事事
実実
のの
糊糊
塗塗
でで
ああ
ろろ
うう
。。
百百

済済
にに
はは
そそ
うう
すす
るる
理理
由由
がが
ああ
っっ
たた
。。
そそ
のの
意意
味味
でで
はは
ここ
のの
種種
のの
糊糊
塗塗
はは
新新
羅羅
にに
もも

ああ
っっ
たた
。。

とと
りり
ああ
ええ
ずず
復復
元元
すす
べべ
きき
全全
体体
のの
文文
脈脈
はは
つつ
ぎぎ
のの
よよ
うう
にに
なな
るる
。。

四四
〇〇
二二
年年
百百
済済
はは
改改
めめ
てて
倭倭
にに
援援
軍軍
をを
求求
めめ
、、
倭倭
はは
翌翌
四四
〇〇
三三
年年
、、
襲襲
津津
彦彦
をを

遣遣
わわ
しし
たた
。。「「
倭倭
使使
来来
たた
りり
、、
厚厚
くく
ここ
れれ
をを
遇遇
しし
たた
」」
とと
いい
うう
済済
紀紀
のの
記記
事事
はは
、、
ここ

のの
援援
軍軍
をを
多多
とと
しし
たた
もも
のの
でで
ああ
っっ
たた
。。
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
のの
時時
代代
のの
記記
述述
にに
おお
きき
たた
ここ
とと

とと
同同
じじ
ここ
とと
がが
ここ
ここ
にに
起起
きき
てて
いい
るる
。。

三三
国国
史史
記記
はは
ここ
れれ
をを
全全
体体
をを
通通
ずず
るる
にに
、、
信信
頼頼
にに
値値
すす
るる
史史
書書
でで
ああ
るる
。。
三三
国国

とと
もも
そそ
のの
建建
国国
とと
みみ
らら
れれ
るる
時時
代代
をを
除除
いい
てて
はは
、、
特特
にに
ここ
れれ
をを
参参
照照
しし
てて
間間
違違
いい

なな
いい
とと
思思
うう
。。
しし
かか
しし
なな
がが
らら
史史
記記
にに
はは
書書
紀紀
とと
はは
違違
っっ
たた
意意
味味
でで
、、
ああ
るる
特特
殊殊

なな
作作
為為
がが
ああ
るる
のの
もも
事事
実実
でで
ああ
ろろ
うう
とと
思思
うう
。。

そそ
のの
一一
つつ
がが
決決
定定
的的
なな
敗敗
北北
はは
ここ
れれ
をを
記記
ささ
なな
いい
とと
いい
うう
消消
極極
的的
改改
竄竄
でで
ああ
るる
。。

広広
開開
土土
王王
碑碑
をを
信信
じじ
れれ
ばば
、、
新新
羅羅
本本
記記
はは
四四
〇〇
〇〇
年年
のの
倭倭
にに
よよ
るる
敗敗
北北
はは
ここ
れれ

をを
記記
録録
しし
なな
かか
っっ
たた
。。
百百
済済
本本
紀紀
もも
まま
たた
三三
九九
六六
年年
のの
高高
句句
麗麗
にに
よよ
るる
敗敗
北北
はは
ここ

れれ
をを
無無
視視
しし
てて
いい
るる
。。
どど
ちち
らら
もも
壊壊
滅滅
的的
なな
敗敗
北北
でで
ああ
っっ
たた
ここ
とと
はは
、、
共共
にに
王王
子子

まま
たた
王王
弟弟
をを
人人
質質
にに
取取
らら
れれ
てて
いい
るる
ここ
とと
でで
もも
推推
測測
がが
つつ
くく
。。

百百
済済
本本
紀紀
がが
倭倭
へへ
のの
出出
兵兵
依依
頼頼
をを
「「
大大
球球
をを
求求
むむ
」」
とと
書書
くく
のの
はは
、、
ここ
れれ
とと
はは

異異
なな
るる
意意
味味
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。
倭倭
のの
記記
録録
がが
ここ
れれ
をを
無無
視視
すす
るる
ここ
とと
とと
関関
りり
がが
ああ

るる
のの
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。
いい
ずず
れれ
にに
せせ
よよ
新新
羅羅
とと
百百
済済
のの
、、
倭倭
とと
高高
句句
麗麗
かか
らら
被被
っっ

たた
、、
三三
九九
一一
年年
かか
らら
四四
一一
〇〇
年年
にに
至至
るる
二二
〇〇
年年
間間
のの
敗敗
退退
続続
きき
のの
時時
代代
はは
、、
かか
なな

りり
整整
合合
的的
なな
作作
為為
がが
施施
ささ
れれ
てて
いい
るる
のの
だだ
とと
思思
うう
。。



ささ
てて
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
のの
以以
上上
のの
活活
動動
かか
らら
すす
るる
とと
、、
冒冒
頭頭
のの
壬壬
午午
（（
三三
八八
二二
年年
））

のの
沙沙
至至
比比
跪跪
のの
記記
事事
はは
年年
次次
がが
すす
ここ
しし
離離
れれ
てて
いい
るる
。。
百百
済済
記記
をを
引引
用用
しし
たた
とと
述述

べべ
てて
いい
るる
がが
、、
ここ
のの
、、
襲襲
津津
彦彦
でで
なな
くく
註註
しし
てて
沙沙
至至
比比
跪跪
とと
すす
るる
壬壬
午午
年年
のの
記記
事事

はは
、、
通通
説説
とと
違違
っっ
てて
干干
支支
一一
運運
（（
六六
〇〇
年年
））
のの
後後
、、
すす
なな
わわ
ちち
四四
四四
二二
年年
のの
壬壬
午午

でで
ああ
ろろ
うう
。。

百百
済済
記記
かか
らら
引引
くく
とと
いい
うう
ここ
のの
記記
事事
はは
要要
すす
るる
にに
木木
羅羅
斤斤
資資

も
く
ら
こ
ん
し

とと
沙沙
沙沙
奴奴
跪跪

さ

さ

な

こ

すす
なな

わわ
ちち
沙沙
至至
比比
跪跪

さ

ち

ひ

こ

のの
話話
でで
ああ
るる
。。
木木
羅羅
斤斤
資資
のの
初初
出出
はは
神神
功功
紀紀
四四
九九
年年
（（
三三
六六
九九
））

でで
、、
ここ
れれ
もも
先先
述述
のの
通通
りり
一一
運運
のの
後後
四四
二二
九九
年年
とと
見見
らら
れれ
るる
。。
壬壬
午午
年年
はは
そそ
のの
一一

四四
年年
後後
にに
ああ
たた
るる
。。

沙沙
至至
比比
跪跪
はは
ここ
れれ
をを
襲襲
津津
彦彦
にに
当当
てて
てて
ここ
れれ
まま
でで
疑疑
問問
がが
なな
かか
っっ
たた
がが
、、
そそ
のの

一一
因因
はは
書書
紀紀
がが
そそ
うう
考考
ええ
てて
いい
るる
のの
がが
明明
白白
だだ
っっ
たた
かか
らら
でで
ああ
るる
。。
しし
かか
しし
書書
紀紀

はは
ここ
のの
辺辺
にに
出出
てて
くく
るる
襲襲
津津
彦彦
やや
沙沙
至至
比比
跪跪
或或
はは
沙沙
沙沙
奴奴
跪跪
なな
どど
のの
人人
物物
をを
、、
かか

なな
りり
整整
理理
しし
てて
扱扱
っっ
てて
いい
るる
。。
木木
羅羅
斤斤
資資
なな
どど
のの
活活
動動
時時
期期
をを
繰繰
上上
げげ
るる
とと
きき
、、

ああ
ええ
てて
一一
緒緒
にに
繰繰
上上
げげ
てて
いい
るる
。。

沙沙
至至
比比
跪跪
はは
ここ
れれ
をを
木木
羅羅
斤斤
資資
とと
同同
時時
代代
にに
比比
定定
しし
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。

神神
功功
紀紀
にに
よよ
れれ
ばば
、、
沙沙
至至
比比
跪跪
はは
そそ
のの
加加
羅羅
でで
のの
差差
配配
をを
大大
王王
にに
叱叱
責責
ささ
れれ
、、

大大
王王
にに
仕仕
ええ
るる
妹妹
にに
取取
りり
成成
しし
をを
頼頼
んん
だだ
がが
、、
許許
ささ
れれ
ずず
岩岩
穴穴
にに
入入
っっ
てて
死死
んん
だだ

とと
いい
うう
。。
そそ
のの
壬壬
午午
年年
（（
三三
八八
二二
））
はは
前前
述述
のの
よよ
うう
にに
一一
運運
降降
っっ
たた
壬壬
午午
（（
四四
四四

二二
））
すす
なな
わわ
ちち
允允
恭恭
紀紀
五五
年年
、、
事事
実実
上上
反反
正正
没没
年年
でで
ああ
るる
。。

允允
恭恭
紀紀
にに
よよ
れれ
ばば
そそ
のの
五五
年年
、、
葛葛
城城
のの
玉玉
田田
宿宿
禰禰

た
ま
た
の
す
く
ね

がが
反反
正正
のの

殯殯
み
も
が
り

をを
敬敬
わわ
ずず
、、

允允
恭恭
がが
ここ
れれ
をを
責責
めめ
るる
とと
そそ
のの
使使
をを
殺殺
しし
、、
武武
内内
宿宿
禰禰
のの
室室
のの
墓墓
域域
にに
逃逃
げげ
隠隠
れれ

たた
とと
いい
うう
。。

玉玉
田田
宿宿
禰禰
はは
そそ
のの
後後
家家
にに
匿匿
れれ
、、
允允
恭恭
のの
手手
にに
よよ
りり
攻攻
めめ
滅滅
ぼぼ
ささ
れれ
るる
がが
、、
ここ

ここ
にに
武武
内内
宿宿
禰禰
のの
墓墓
域域
とと
ああ
るる
のの
はは
、、
すす
なな
わわ
ちち
沙沙
至至
比比
跪跪
のの
岩岩
穴穴
でで
ああ
ろろ
うう
。。

沙沙
至至
比比
跪跪
はは
玉玉
田田
宿宿
禰禰
のの
ここ
とと
でで
ああ
りり
、、
おお
そそ
らら
くく
「「
幸幸
彦彦
」」
をを
意意
味味
すす
るる
のの
でで

ああ
ろろ
うう
。。

玉玉
田田
宿宿
禰禰
はは
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
のの
男男
葦葦
田田
宿宿
禰禰

あ
し
た
の
す
く
ね

まま
たた
はは
そそ
のの
兄兄
弟弟
のの
一一
子子
とと
見見
らら
れれ
、、

蟻蟻
あ
り
の

臣臣
お
み

・・

円円
つ
ぶ
ら
の

大大
臣臣

お
ほ
お
み

・・
黒黒
媛媛

く
ろ
ひ
め

（（
履履
中中
妃妃
））
とと
兄兄
弟弟
ああ
るる
いい
はは
いい
とと
ここ
でで
ああ
るる
。。
葛葛

城城
のの
一一
族族
のの
なな
かか
でで
はは
正正
系系
のの
、、
かか
つつ
時時
のの
実実
力力
者者
でで
ああ
っっ
たた
とと
思思
うう
。。



神神
功功
紀紀
六六
二二
年年
のの
記記
事事
はは
、、
襲襲
津津
彦彦
のの
新新
羅羅
出出
兵兵
とと
沙沙
至至
比比
跪跪
のの
記記
事事
とと
がが
ああ

りり
、、
沙沙
至至
比比
跪跪
のの
記記
事事
をを
以以
上上
のの
理理
由由
でで
分分
離離
しし
かか
つつ
削削
除除
すす
れれ
ばば
、、
ここ
ここ
にに
はは

襲襲
津津
彦彦
のの
新新
羅羅
出出
兵兵
だだ
けけ
がが
残残
るる
。。

残残
るる
がが
、、
ここ
れれ
がが
ああ
くく
まま
でで
壬壬
午午
年年
（（
三三
二二
八八
））
でで
ああ
れれ
ばば
やや
はは
りり
活活
動動
期期
がが

かか
けけ
離離
れれ
てて
いい
るる
。。
ここ
のの
検検
討討
はは
ああ
ええ
てて
後後
回回
しし
にに
しし
てて
、、
とと
りり
ああ
ええ
ずず
葛葛
城城
襲襲

津津
彦彦
のの
活活
動動
をを
半半
島島
史史
料料
とと
並並
行行
しし
てて
まま
とと
めめ
てて
みみ
よよ
うう
。。

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

庚庚
子子
（（
四四
〇〇
〇〇
））
神神
功功
即即
位位
前前
期期

神神
功功
征征
伐伐
新新
羅羅

新新
羅羅
王王
子子
人人
質質

碑碑
（（
遣遣
歩歩
騎騎
五五
万万
、、
往往
救救
新新
羅羅
。。
至至
新新
羅羅
城城

倭倭
其其
中中
満満

昔昔
新新
羅羅
＊＊
錦錦
未未
有有
身身
来来

朝朝
＊＊
＊＊
僕僕
勾勾
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
朝朝
貢貢
））

阿阿
辛辛
（（
四四
〇〇
二二
））

済済
紀紀
（（
遣遣
使使
倭倭
求求
大大
球球
））

癸癸
卯卯
（（
四四
〇〇
三三
））
応応
神神
紀紀
一一
四四
年年

襲襲
津津
彦彦
渡渡
行行
加加
羅羅
三三
年年
不不
帰帰

済済
紀紀
（（
倭倭
使使
来来
厚厚
遇遇
））

甲甲
辰辰
（（
四四
〇〇
四四
））

碑碑
（（
倭倭
不不
軌軌
にに
もも
帯帯
方方
界界
にに
侵侵
入入
すす
。。
＊＊
＊＊

石石
城城
連連
船船
＊＊
＊＊
＊＊
平平
壌壌
＊＊
＊＊
＊＊
相相
遇遇
＊＊
＊＊

倭倭
寇寇
壊壊
敗敗
））

乙乙
巳巳
（（
四四
〇〇
五五
））
応応
神神
紀紀
十十
六六
年年

襲襲
津津
彦彦
帰帰
還還

神神
功功
紀紀
五五
年年

新新
羅羅
王王
子子
逃逃
亡亡

襲襲
津津
彦彦
伐伐
新新
羅羅

丁丁
未未

（（
四四
〇〇
七七
））

碑碑
（（
遣遣
歩歩
騎騎
五五
万万
＊＊
＊＊
＊＊
還還
破破
沙沙
溝溝
城城
））



以以
上上
でで
ああ
るる
。。
ここ
れれ
をを
うう
まま
くく
咀咀
嚼嚼
しし
たた
いい
。。

根根
本本
的的
なな
問問
題題
だだ
がが
、、
書書
紀紀
がが
記記
すす
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
のの
半半
島島
でで
のの
活活
動動
はは
、、
もも
っっ

ぱぱ
らら
新新
羅羅
にに
のの
みみ
かか
かか
わわ
るる
。。
四四
〇〇
〇〇
年年
のの
そそ
れれ
はは
神神
功功
のの
新新
羅羅
征征
討討
にに
従従
軍軍
しし

たた
もも
のの
でで
ああ
るる
。。
四四
〇〇
五五
年年
のの
出出
兵兵
はは
新新
羅羅
王王
子子
のの
逃逃
亡亡
にに
対対
処処
しし
たた
そそ
れれ
でで
ああ

っっ
たた
。。

そそ
れれ
でで
いい
てて
、、
四四
〇〇
三三
年年
かか
らら
四四
〇〇
五五
年年
にに
かか
けけ
てて
のの
半半
島島
でで
のの
活活
動動
はは
、、
ここ

れれ
をを
わわ
ざざ
とと
糊糊
塗塗
しし
てて
ああ
るる
。。
広広
開開
土土
王王
碑碑
とと
三三
国国
史史
記記
のの
文文
脈脈
かか
らら
すす
れれ
ばば
、、

ここ
れれ
ここ
そそ
百百
済済
がが
対対
高高
句句
麗麗
戦戦
のの
たた
めめ
にに
要要
請請
しし
たた
もも
のの
でで
ああ
りり
、、
ここ
のの
三三
年年
とと

いい
うう
期期
間間
はは
、、
つつ
まま
りり
襲襲
津津
彦彦
がが
百百
済済
軍軍
をを
援援
けけ
てて
高高
句句
麗麗
とと
戦戦
っっ
たた
もも
のの
なな
のの

でで
ああ
るる
。。

<<

広広
開開
土土
王王
碑碑
のの
辛辛
卯卯
年年
とと
神神
功功
六六
二二
年年
（（
壬壬
午午
））
条条>>

先先
にに
ここ
のの
時時
神神
功功
六六
二二
年年
はは
そそ
のの
まま
まま
壬壬
午午
（（
三三
八八
二二
年年
））
でで
はは
なな
かか
っっ
たた
とと

いい
っっ
たた
。。
干干
支支
一一
運運
（（
六六
〇〇
年年
））
をを
降降
っっ
たた
壬壬
午午
（（
四四
四四
二二
年年
））
でで
ああ
っっ
たた
。。

しし
かか
しし
神神
功功
六六
二二
年年
のの
記記
事事
全全
てて
がが
そそ
のの
壬壬
午午
（（
四四
四四
二二
年年
））
のの
仮仮
託託
でで
ああ
るる

のの
かか
とと
いい
ええ
ばば
、、
必必
ずず
しし
もも
そそ
うう
でで
はは
なな
いい
。。
ああ
くく
まま
でで
神神
功功
六六
二二
年年
条条
のの
意意
図図

のの
問問
題題
でで
ああ
るる
。。
沙沙
至至
比比
跪跪
をを
除除
いい
てて
もも
新新
羅羅
出出
兵兵
のの
記記
事事
はは
残残
りり
うう
るる
。。

そそ
もも
そそ
もも
神神
功功
紀紀
はは
前前
述述
のの
よよ
うう
にに
三三
つつ
のの
紀紀
年年
がが
並並
行行
すす
るる
。。
そそ
のの
うう
ちち
第第

二二
紀紀
はは
成成
務務
（（
応応
神神
））
元元
年年
庚庚
寅寅
（（
三三
九九
〇〇
））
をを
元元
年年
とと
すす
るる
。。
神神
功功
のの
立立
太太
子子

没没
年年
がが
そそ
のの
四四
年年
でで
ああ
りり
、、
ここ
れれ
がが
成成
務務
のの
没没
年年
とと
見見
らら
れれ
るる
たた
めめ
でで
ああ
るる
。。
すす

なな
わわ
ちち
神神
功功
紀紀
のの
全全
六六
九九
年年
はは
、、
景景
行行
・・
成成
務務
・・
仲仲
哀哀
・・
神神
功功
・・
応応
神神
のの
五五
人人
のの

大大
王王
のの
治治
世世
のの
、、
特特
にに
半半
島島
にに
関関
すす
るる
記記
事事
をを
一一
身身
にに
集集
約約
しし
てて
いい
るる
のの
だだ
とと
思思

うう
。。改改

めめ
てて
次次
表表
、、
三三
王王
紀紀
年年
譜譜
（（
修修
正正
））
をを
見見
てて
みみ
よよ
うう
。。



神神
功功
紀紀
・・
垂垂
仁仁
紀紀
・・
景景
行行
紀紀
年年
譜譜
（（
修修
正正
））

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

神神
功功
紀紀

景景
行行
紀紀((

垂垂
仁仁
紀紀))

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

庚庚
辰辰

33 88 00
66 00

44 77

辛辛
巳巳

33 88 11
66 11

44 88

壬壬
午午

33 88 22
66 22

44 99

癸癸
未未

33 88 33
66 33

55 00

甲甲
申申

33 88 44
66 44

55 11

乙乙
酉酉

33 88 55
66 55

55 22

丙丙
戌戌

33 88 66
66 66

55 33

丁丁
亥亥

33 88 77
66 77

55 44

戊戊
子子

33 88 88
66 88

55 55

己己
丑丑

33 88 99
66 99

神神
功功
没没

55 66
景景
行行
没没

庚庚
寅寅

33 99 00

応応
神神
紀紀((

成成
務務
紀紀))

辛辛
卯卯

33 99 11

辛辛
卯卯
年年
倭倭
渡渡

22

壬壬
辰辰

33 99 22

新新
羅羅
人人
質質
麗麗

33

神神
功功
立立
太太
子子

癸癸
巳巳

33 99 33

神神
功功
立立
后后

44

成成
務務
没没

甲甲
午午

33 99 44
33

55

仲仲
哀哀
元元
年年

乙乙
未未

33 99 55
44

66
22

丙丙
申申

33 99 66

麗麗
征征
討討
百百
済済

55
77

33

丁丁
酉酉

33 99 77

百百
済済
人人
質質
倭倭

66
88

44

戊戊
戌戌

33 99 88
77

99
55

己己
亥亥

33 99 99
88

11 00
66

庚庚
子子

44 00 00

新新
羅羅
征征
討討

仲仲
哀哀
没没

11 11
77

辛辛
丑丑

44 00 11

神神
功功
摂摂
政政
元元
年年

11 22
88

壬壬
寅寅

44 00 22
22

11 33
99

癸癸
卯卯

44 00 33

襲襲
津津
彦彦
加加
羅羅

33
11 44

11 00



甲甲
辰辰

44 00 44
44

11 55
11 11

乙乙
巳巳

44 00 55

襲襲
津津
彦彦
帰帰
還還

伐伐
新新
羅羅

55
11 66

11 22

丙丙
午午

44 00 66
66

11 77
11 33

丁丁
未未

44 00 77
77

11 88
11 44

戊戊
申申

44 00 88
88

11 99
11 55

己己
酉酉

44 00 99
99

22 00
11 66

庚庚
戌戌

44 11 00
11 00

22 11
11 77

辛辛
亥亥

44 11 11
11 11

22 22
11 88

壬壬
子子

44 11 22
11 22

22 33
11 99

癸癸
丑丑

44 11 33

敦敦
賀賀
儀儀
礼礼

22 44
22 00

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

景景
行行
はは
そそ
のの
六六
〇〇
年年
にに
没没
しし
たた
がが
、、
書書
紀紀
のの
記記
述述
はは
そそ
のの
五五
七七
年年
かか
らら
はは
事事

実実
上上
成成
務務
のの
近近
江江
高高
穴穴
穂穂
宮宮
でで
のの
治治
世世
でで
ああ
るる
。。
成成
務務
紀紀
にに
はは
そそ
のの
宮宮
をを
記記
載載
しし

てて
いい
なな
いい
がが
、、
古古
事事
記記
はは
成成
務務
のの
宮宮
がが
近近
江江
高高
穴穴
穂穂
にに
ああ
っっ
たた
ここ
とと
をを
伝伝
ええ
てて
いい

るる
。。
従従
っっ
てて
景景
行行
のの
没没
年年
はは
考考
霊霊
（（
垂垂
仁仁
・・
景景
行行
））
紀紀
のの
五五
六六
年年
でで
ああ
りり
、、
五五
七七

年年
がが
成成
務務
元元
年年
でで
ああ
るる
。。

そそ
ここ
でで
神神
功功
六六
二二
年年
はは
、、
第第
一一
にに
景景
行行
六六
二二
年年
とと
見見
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
るる
。。

まま
たた
ここ
れれ
をを
一一
運運
省省
略略
しし
てて
成成
務務
二二
年年
（（
応応
神神
二二
年年
））
とと
見見
るる
ここ
とと
もも
でで
きき
るる
。。

ここ
のの
二二
者者
はは
同同
一一
年年
（（
三三
九九
一一
））
にに
なな
るる
。。

別別
途途
にに
神神
功功
二二
年年
とと
見見
るる
ここ
とと
もも
でで
きき
るる
。。
ここ
のの
場場
合合
はは
四四
〇〇
二二
年年
でで
ああ
るる
。。

最最
後後
にに
むむ
ろろ
んん
壬壬
午午
（（
三三
八八
二二
年年
））
とと
見見
るる
余余
地地
もも
依依
然然
とと
しし
てて
残残
っっ
てて
いい
るる
。。

書書
紀紀
がが
やや
やや
ここ
しし
いい
のの
はは
、、
ここ
うう
いい
うう
操操
作作
にに
つつ
いい
てて
統統
一一
的的
なな
方方
法法
をを
推推
測測

しし
がが
たた
いい
点点
でで
ああ
るる
。。
周周
辺辺
のの
記記
事事
、、
神神
功功
五五
五五
年年
（（
肖肖
古古
没没
））
やや
同同
六六
四四
年年
（（
貴貴

須須
没没
））
のの
記記
事事
がが
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
三三
七七
五五
年年
、、
三三
八八
四四
年年
とと
見見
らら
れれ
るる
点点
もも
壬壬
午午
（（
三三

八八
二二
年年
））
とと
見見
るる
のの
がが
妥妥
当当
にに
感感
じじ
るる
。。

たた
だだ
しし
神神
功功
三三
年年
立立
太太
子子
はは
、、
前前
述述
のの
よよ
うう
にに
「「
立立
太太
子子
没没
年年
」」
とと
いい
うう
仮仮
定定

のの
なな
かか
でで
はは
、、
そそ
のの
四四
年年
没没
とと
見見
らら
れれ
るる
。。
ここ
のの
四四
年年
はは
神神
功功
のの
もも
のの
でで
はは
ああ
りり



ええ
なな
いい
（（
神神
功功
没没
はは
そそ
のの
九九
年年
））。。
まま
しし
てて
やや
三三
二二
一一
年年
にに
始始
まま
るる
神神
功功
紀紀
でで
もも
なな

いい
。。
すす
なな
わわ
ちち
ここ
れれ
はは
応応
神神
紀紀
にに
仮仮
託託
すす
るる
もも
のの
でで
ああ
りり
、、
事事
実実
上上
成成
務務
のの
没没
をを

いい
うう
にに
違違
いい
なな
いい
。。

ちち
なな
みみ
にに
仲仲
哀哀
はは
そそ
のの
治治
世世
九九
年年
とと
いい
うう
。。
事事
実実
上上
七七
年年
でで
ああ
るる
。。
ここ
れれ
はは
神神

功功
がが
仲仲
哀哀
のの
后后
とと
しし
てて
仲仲
哀哀
即即
位位
前前
年年
すす
なな
わわ
ちち
成成
務務
没没
年年
にに
立立
后后
しし
てて
いい
るる
たた

めめ
でで
ああ
ろろ
うう
。。
仲仲
哀哀
紀紀
はは
神神
功功
のの
立立
后后
をを
元元
年年
とと
しし
てて
特特
別別
のの
起起
算算
をを
しし
てて
いい
るる

のの
だだ
とと
思思
うう
。。
周周
辺辺
のの
大大
王王
のの
治治
世世
のの
みみ
なな
らら
ずず
、、
ああ
らら
ゆゆ
るる
事事
象象
をを
神神
功功
のの
名名

声声
のの
なな
かか
にに
凝凝
縮縮
すす
るる
とと
いい
うう
のの
がが
、、
ここ
のの
時時
代代
にに
たた
いい
すす
るる
書書
紀紀
のの
編編
者者
のの
意意

図図
でで
ああ
っっ
たた
。。

神神
功功
六六
二二
年年
条条
のの
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
のの
新新
羅羅
征征
討討
はは
、、
結結
局局
、、
成成
務務
応応
神神
紀紀
年年
二二
年年

すす
なな
わわ
ちち
西西
紀紀
三三
九九
一一
年年
のの
出出
来来
事事
でで
ああ
っっ
たた
とと
思思
うう
。。

広広
開開
土土
王王
碑碑
にに
ここ
うう
ああ
るる
。。

百百
残残
新新
羅羅
舊舊
是是
属属
民民
、、
由由
来来
朝朝
貢貢
。。
而而
倭倭
、、
以以
っっ
てて
辛辛
卯卯
のの
年年
（（
三三

九九
一一
））
来来
（（
よよ
りり
））、、
海海
をを
渡渡
っっ
てて
百百
残残
＊＊
＊＊
新新
羅羅
をを
破破
りり
、、
以以
っっ
てて
臣臣

民民
とと
為為
すす
。。

倭倭
がが
海海
をを
渡渡
っっ
てて
百百
済済
（（
加加
羅羅
））
新新
羅羅
をを
伐伐
っっ
たた
とと
いい
うう
辛辛
卯卯
のの
年年
でで
ああ
るる
。。

ちち
なな
みみ
にに
冒冒
頭頭
のの
注注
しし
てて
おお
いい
たた
、、
仁仁
徳徳
紀紀
四四
一一
年年
条条
にに
ああ
るる
襲襲
津津
彦彦
のの
記記
事事

もも
まま
たた
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
でで
はは
なな
いい
。。

仁仁
徳徳
四四
一一
年年
条条

ここ
のの
年年
百百
済済
のの

王王

族族

こ
き
し
の
や
か
ら

酒酒
さ
け
の

君君
き
み

がが
無無
礼礼
ああ
りり
、、
紀紀
角角
宿宿
禰禰
をを
しし
てて
責責

めめ
ささ
せせ
、、
百百
済済
王王
はは
酒酒
君君
をを
縛縛
りり
、、
襲襲
津津
彦彦
にに
附附
けけ
てて
進進
上上
しし
たた
。。

仁仁
徳徳
紀紀
はは
そそ
のの
治治
世世
六六
年年
をを
八八
七七
年年
まま
でで
増増
幅幅
しし
たた
。。
そそ
のの
係係
年年
はは
要要
すす
るる
にに



仁仁
徳徳
紀紀
・・
応応
神神
紀紀
・・
神神
功功
紀紀
・・
仲仲
哀哀
紀紀
・・
倭倭
建建
紀紀
（（
日日
本本
武武
尊尊
））
なな
どど
のの
延延
長長
紀紀

年年
をを
利利
用用
しし
てて
、、
そそ
のの
六六
年年
のの
中中
にに
多多
重重
にに
分分
散散
ささ
せせ
たた
もも
のの
でで
ああ
るる
。。

詳詳
細細
はは
別別
途途
とと
しし
てて
、、
仁仁
徳徳
四四
〇〇
年年
代代
はは
仲仲
哀哀
紀紀
にに
よよ
るる
とと
見見
らら
れれ
、、
三三
九九
四四

年年
をを
元元
年年
とと
すす
るる
そそ
のの
四四
一一
年年
はは
四四
三三
四四
年年
でで
ああ
るる
。。
仁仁
徳徳
のの
即即
位位
元元
年年
はは
四四
三三

三三
年年
でで
ああ
るる
かか
らら
、、
ここ
れれ
はは
仁仁
徳徳
二二
年年
でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
前前
年年
のの
四四
三三
三三
年年
、、
史史
記記
のの
百百
済済
本本
紀紀
にに
よよ
れれ
ばば
「「
遣遣
使使
羅羅
講講
和和
」」
とと
ああ

りり
、、
新新
羅羅
本本
記記
にに
もも
「「
済済
講講
和和
従従
之之
」」
とと
ああ
るる
かか
らら
、、
百百
済済
はは
建建
国国
かか
らら
はは
ぼぼ
一一

世世
紀紀
をを
経経
てて
ここ
のの
年年
初初
めめ
てて
新新
羅羅
とと
和和
しし
たた
。。
互互
いい
にに
共共
同同
でで
高高
句句
麗麗
にに
当当
るる
たた

めめ
でで
ああ
るる
。。
そそ
のの
翌翌
年年
のの
仁仁
徳徳
紀紀
四四
一一
年年
条条
がが
「「
百百
済済
王王
族族
にに
無無
礼礼
ああ
りり
」」
とと
いい

うう
のの
はは
、、
ここ
のの
ここ
とと
をを
言言
うう
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。

書書
紀紀
のの
「「
無無
礼礼
」」
なな
るる
用用
語語
はは
、、
高高
句句
麗麗
にに
敗敗
れれ
ああ
るる
いい
はは
人人
質質
をを
出出
しし
たた
ここ

とと
をを
もも
っっ
てて
特特
にに
言言
うう
。。
倭倭
とと
敵敵
対対
すす
るる
新新
羅羅
とと
のの
講講
和和
はは
、、
ここ
れれ
にに
等等
しし
いい
。。

酒酒
君君
はは
おお
そそ
らら
くく
そそ
のの
講講
和和
をを
成成
しし
たた
百百
済済
側側
のの
当当
事事
者者
でで
ああ
っっ
たた
。。
百百
済済
王王
とと

百百
済済
のの
罪罪
をを
問問
うう
ここ
とと
がが
でで
きき
ずず
、、
当当
事事
者者
をを
しし
てて
ここ
れれ
をを
問問
責責
しし
たた
のの
でで
ああ
るる
。。

従従
っっ
てて
、、
ここ
のの
記記
事事
のの
場場
合合
もも
襲襲
津津
彦彦
のの
名名
はは
元元
来来
沙沙
至至
比比
跪跪
でで
ああ
っっ
たた
のの
だだ

ろろ
うう
。。
書書
紀紀
のの
編編
者者
もも
係係
年年
のの
複複
雑雑
化化
にに
とと
もも
なな
いい
いい
くく
つつ
かか
のの
誤誤
解解
がが
生生
じじ
たた
、、

ああ
るる
いい
はは
意意
図図
的的
にに
誤誤
っっ
たた
のの
でで
ああ
るる
。。
壬壬
午午
年年
（（
四四
四四
二二
））
のの
沙沙
至至
比比
跪跪
のの
記記

事事
はは
そそ
のの
九九
年年
のの
後後
でで
ああ
るる
。。

検検
証証
はは
だだ
いい
たた
いい
ここ
れれ
でで
終終
わわ
っっ
たた
。。

要要
すす
るる
にに
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
はは
、、
三三
九九
一一
年年
・・
四四
〇〇
三三
年年
・・
四四
〇〇
五五
年年
、、
そそ
しし
てて
たた

ぶぶ
んん
四四
〇〇
〇〇
年年
にに
もも
半半
島島
にに
登登
場場
すす
るる
葛葛
城城
のの
首首
長長
でで
ああ
っっ
たた
。。

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
がが
三三
六六
六六
年年
かか
らら
三三
七七
二二
年年
にに
活活
動動
すす
るる
のの
とと
比比
較較
すす
れれ
ばば
、、
ざざ
っっ

とと
二二
〇〇
有有
余余
年年
のの
開開
きき
がが
ああ
るる
。。
察察
すす
るる
にに
二二
人人
とと
もも
百百
済済
とと
のの
共共
同同
軍軍
事事
作作
戦戦

をを
とと
っっ
てて
、、
主主
とと
しし
てて
高高
句句
麗麗
とと
戦戦
っっ
たた
とと
思思
わわ
れれ
るる
がが
、、
そそ
のの
具具
体体
的的
なな
記記
事事

はは
書書
紀紀
にに
なな
いい
。。

葛葛
城城
のの
地地
がが
もも
とと
斯斯
摩摩
のの
地地
でで
ああ
りり
、、
葛葛
城城
のの
初初
代代
がが
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
とと
いい
いい
半半

島島
にに
将将
軍軍
でで
ああ
りり
、、
斯斯
摩摩
のの
名名
をを
もも
つつ
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
がが
倭倭
のの
最最
初初
のの
半半
島島
派派
遣遣
将将
軍軍

でで
ああ
っっ
たた
とと
すす
れれ
ばば
、、
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
とと
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
のの
一一
世世
代代
、、
二二
〇〇
有有
余余
年年
のの
違違

いい
にに
なな
かか
にに
ここ
のの
名名
称称
のの
転転
換換
がが
ああ
っっ
たた
のの
でで
ああ
るる
。。



結結
論論
はは
ああ
きき
らら
かか
でで
ああ
るる
。。

葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
はは
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
のの
男男
でで
ああ
りり
、、
そそ
のの
嫁嫁
っっ
たた
母母
のの
血血
筋筋
にに
そそ
のの
姓姓
名名

をを
由由
来来
すす
るる
のの
でで
ああ
るる
。。
葛葛
城城
はは
加加
羅羅
城城
のの
意意
、、
まま
たた
はは
加加
羅羅
紀紀
或或
はは
加加
羅羅
木木
のの

意意
とと
もも
とと
れれ
るる
。。

書書
紀紀
のの
記記
述述
とと
系系
譜譜
でで
ここ
ここ
かか
らら
先先
をを
確確
認認
でで
きき
るる
だだ
ろろ
うう
かか
。。

急急
ぎぎ
すす
ぎぎ
てて
はは
いい
けけ
なな
いい
がが
、、
ここ
ここ
まま
でで
のの
経経
過過
かか
らら
しし
てて
ここ
のの
節節
のの
行行
きき
ささ

きき
もも
明明
らら
かか
でで
ああ
るる
。。
当当
然然
、、
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
とと
武武
内内
宿宿
禰禰
とと
のの
関関
係係
をを
問問
わわ
なな
けけ
れれ

ばば
なな
らら
なな
いい
。。
武武
内内
宿宿
禰禰
はは
すす
なな
わわ
ちち
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
のの
父父
でで
ああ
るる
とと
、、
書書
紀紀
とと
古古

事事
記記
がが
述述
べべ
てて
いい
るる
かか
らら
でで
ああ
るる
。。

そそ
のの
武武
内内
宿宿
禰禰
はは
景景
行行
・・
成成
務務
・・
仲仲
哀哀
・・
神神
功功
・・
仁仁
徳徳
のの
五五
代代
にに
仕仕
ええ
、、
長長
命命

のの
人人
とと
言言
わわ
れれ
たた
。。
そそ
のの
後後
裔裔
はは
書書
紀紀
にに
はは
記記
述述
がが
不不
備備
だだ
がが
、、
古古
事事
記記
にに
はは
次次

のの
七七
氏氏
のの
祖祖
にに
しし
てて
二二
名名
のの
女女
のの
父父
とと
ああ
るる
。。

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

武武
内内
宿宿
禰禰
のの
子子
女女

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

波波
田田
八八
代代
宿宿
禰禰

居居
勢勢
小小
柄柄
宿宿
禰禰

蘇蘇
賀賀
石石
河河
宿宿
禰禰

平平
群群
都都
久久
宿宿
禰禰

木木
角角
宿宿
禰禰

久久
米米
能能
摩摩
伊伊
刀刀
比比
売売

怒怒
能能
伊伊
呂呂
比比
売売

葛葛
城城
長長
江江
曾曾
都都
毘毘
古古

若若
子子
宿宿
禰禰

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --



第第
六六
節節

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
のの
出出
自自

<<

＜

武武
内内
宿宿
禰禰

た
け
し
う
ち
の
す
く
ね

とと
はは
誰誰
かか>>

武武
内内
宿宿
禰禰
にに
つつ
いい
てて
しし
ばば
らら
くく
調調
べべ
てて
みみ
よよ
うう
。。

武武
内内
宿宿
禰禰
はは
書書
紀紀
にに
よよ
れれ
ばば
考考
元元
とと
妃妃
のの
伊伊
香香
色色
謎謎
とと
のの
子子
彦彦

ひ
こ

太太
ふ
つ

忍忍
お
し
の

信信
ま
こ
と

のの

孫孫
でで
ああ
るる
。。
彦彦
太太
忍忍
信信
のの
子子
屋屋や

主主
ぬ
し

忍忍
男男

お
し
を

武武
た
け

雄雄
心心

を
こ
こ
ろ

はは
、、
紀紀

値値

き
の
あ
た
ひ

のの
先先
祖祖
菟菟う

道道
彦彦

ぢ
ひ
こ

のの
女女

影影
媛媛

か
げ
ひ
め

をを
娶娶
っっ
てて
武武
内内
宿宿
禰禰
をを
生生
んん
だだ
。。

古古
事事
記記
にに
よよ
れれ
ばば
考考
元元
とと
妃妃
のの
伊伊
香香
色色
謎謎
とと
のの
子子
比比
古古
布布
都都
押押
之之
信信
がが
、、
木木
国国

造造
のの
祖祖
宇宇
豆豆
比比
古古
のの
妹妹
山山
下下
影影
日日
売売
をを
娶娶
っっ
てて
建建
内内
宿宿
禰禰

た
け
う
ち
の
す
く
ね

をを
生生
んん
だだ
。。
比比
古古
布布
都都

押押
之之
信信
かか
らら
はは
孫孫
でで
なな
くく
子子
でで
ああ
るる
。。
比比
古古
布布
都都
押押
之之
信信
はは
別別
にに
尾尾
張張
連連
のの
祖祖

意意
富富
那那
毘毘

お

ほ

な

び

のの
妹妹
葛葛
城城
のの
高高
千千
那那
毘毘
売売

た

か

ち

な

び

め

をを
娶娶
っっ
てて
味味

う
ま

師師
内内
宿宿
禰禰

し
う
ち
の
す
く
ね

をを
生生
んん
だだ
とと
いい
うう
。。

菟菟う

道道ぢ

やや
宇宇う

豆豆づ

はは
山山
城城
のの
宇宇
治治

う

ぢ

まま
たた
はは
内内

う
ち

でで
ああ
ろろ
うう
。。
山山
城城
国国
にに
はは
紀紀
伊伊
郡郡
紀紀
伊伊

郷郷
・・
宇宇
治治
郡郡
のの
宇宇
治治
郷郷
がが
ああ
りり
、、
綴綴
喜喜
郡郡

つ
づ
き
ぐ
ん

にに
はは
有有う

智智ち

郷郷
ご
う

がが
ああ
っっ
たた
。。
宇宇
治治
のの
元元
もも

綴綴
喜喜
郡郡
のの
有有
智智
すす
なな
わわ
ちち
内内
でで
ああ
っっ
たた
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。
後後
にに
葛葛
城城
郡郡
にに
もも
有有
智智

郷郷
がが
出出
現現
すす
るる
。。

そそ
れれ
なな
らら
紀紀
やや
木木
はは
「「
気気
」」
のの
意意
でで
、、
実実
際際
はは
気気
長長
氏氏
でで
ああ
るる
。。
尾尾
張張
並並
びび
にに

葛葛
城城
はは
そそ
のの
字字
のの
通通
りり
でで
ああ
るる
がが
、、
太太
忍忍
信信
のの
出出
自自
はは
仮仮
託託
にに
違違
いい
なな
いい
かか
らら
、、

ここ
れれ
はは
太太
忍忍
信信
とと
いい
うう
ああ
るる
人人
物物
がが
、、
気気
長長
氏氏
のの
女女
をを
娶娶
っっ
てて
武武
内内
宿宿
禰禰
をを
、、
葛葛

城城
氏氏
のの
女女
をを
娶娶
っっ
てて
味味
師師
内内
宿宿
禰禰
をを
生生
んん
だだ
とと
いい
うう
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。

彦彦
太太
忍忍
信信
がが
葛葛
城城
氏氏
、、
ああ
ええ
てて
言言
うう
なな
らら
斯斯
摩摩
氏氏
でで
ああ
るる
とと
すす
れれ
ばば
、、
気気
長長
氏氏

とと
縁縁
をを
結結
んん
でで
武武
内内
宿宿
禰禰
をを
、、
斯斯
摩摩
氏氏
のの
同同
族族
のの
女女
かか
らら
味味
師師
内内
宿宿
禰禰
をを
生生
んん
だだ
。。

検検
証証
はは
後後
とと
すす
るる
がが
、、
ここ
のの
場場
合合
葛葛
城城
高高
千千
那那
毘毘
売売
はは
一一
世世
代代
後後
でで
ああ
るる
かか
もも

知知
れれ
なな
いい
可可
能能
性性
がが
ああ
るる
。。
甘甘
美美
内内
宿宿
禰禰
はは
武武
内内
宿宿
禰禰
のの
子子
でで
ああ
るる
かか
もも
知知
れれ
なな

いい
。。ここ

のの
二二
人人
はは
後後
にに
応応
神神
九九
年年
（（
三三
九九
八八
年年
））
にに
争争
うう
。。



応応
神神
九九
年年
条条

四四
月月
、、
武武
内内
宿宿
禰禰
をを
筑筑
紫紫
にに
遣遣
わわ
しし
百百
姓姓
をを
監監
察察
せせ
しし
むむ
。。
時時
にに
そそ

のの
弟弟
甘甘
美美
内内
宿宿
禰禰
、、
兄兄
をを
廃廃す

てて
むむ
とと
しし
てて
、、
讒讒
言言

ざ
ん
げ
ん

すす
。。「「
武武
内内
宿宿
禰禰
、、

独独
りり
筑筑
紫紫
をを
裂裂
きき
てて
、、
三三
韓韓
をを
招招
いい
てて
己己
にに
しし
たた
がが
わわ
しし
めめ
てて
、、
遂遂
にに

天天
下下
をを
有有

た
も

たた
むむ
とと
すす
」」
とと
。。

武武
内内
宿宿
禰禰
はは
無無
実実
をを
明明
らら
かか
にに
すす
べべ
くく
、、
朝朝
廷廷
にに
てて
探探

く
か

湯湯
た
ち

をを
しし
てて
ここ

れれ
にに
勝勝
つつ
。。
味味
師師
内内
はは
ここ
れれ
をを
殺殺
ささ
ずず
紀紀

値値

き
の
あ
た
ひ

らら
のの
祖祖
にに
賜賜
っっ
たた
。。

ここ
ここ
にに
「「
紀紀
値値
らら
のの
祖祖
」」
とと
ああ
るる
のの
はは
、、
そそ
のの
後後
葛葛
城城
氏氏
にに
比比
肩肩
しし
てて
半半
島島
にに

関関
りり
がが
深深
かか
っっ
たた
紀紀
氏氏
のの
出出
自自
がが
、、
ここ
とと
にに
よよ
るる
とと
味味
師師
内内
宿宿
禰禰
にに
発発
すす
るる
可可
能能

性性
をを
示示
唆唆
すす
るる
。。

二二
人人
のの
争争
うう
応応
神神
九九
年年
はは
、、
むむ
ろろ
んん
応応
神神
のの
時時
代代
でで
はは
なな
いい
。。
事事
実実
上上
三三
九九
八八

年年
にに
しし
てて
仲仲
哀哀
七七
年年
でで
ああ
るる
。。
仲仲
哀哀
がが
そそ
れれ
まま
でで
いい
たた
穴穴
門門

あ
な
と

豊豊
浦浦

と
ゆ
ら

かか
らら
立立
っっ
てて
、、

筑筑
紫紫
のの
儺儺

な
が

県県
あ
が
た

のの
橿橿

か
し

日日
宮宮

ひ
の
み
や

にに
入入
っっ
たた
年年
でで
ああ
りり
、、
ちち
なな
みみ
にに
ここ
れれ
はは
大大
和和
朝朝
廷廷
がが

時時
にに
筑筑
紫紫
のの
根根
幹幹
でで
ああ
っっ
たた
儺儺
のの
地地
をを
治治
めめ
たた
始始
めめ
でで
ああ
ろろ
うう
。。

仲仲
哀哀
はは
足足

仲仲

彦彦

た
ら
し
な
か
つ
ひ
こ

とと
いい
うう
。。
ここ
れれ
をを
普普
通通
名名
詞詞
とと
解解
しし
てて
はは
なな
らら
なな
いい
。。
足足
仲仲

彦彦
はは

諱諱
い
み
な

でで
はは
なな
くく

謚謚
お
く
り
な

でで
ああ
りり
、、「「

足足
た
ら
し

」」
はは
多多
羅羅
（（
加加
羅羅
））
とと
のの
関関
りり
、、「「
仲仲

な
か

」」

はは
、、
儺儺
処処

な

か

つつ
まま
りり
儺儺
之之
津津

な

の

つ

のの
意意
でで
ああ
ろろ
うう
。。
儺儺
征征
服服
王王
でで
ああ
るる
。。

仲仲
哀哀
のの
目目
的的
はは
熊熊
襲襲

く
ま
そ

のの
討討
伐伐
でで
ああ
っっ
たた
がが
、、
ここ
ここ
でで
いい
うう
熊熊
襲襲
はは
論論
理理
的的
にに
はは

儺儺
県県
でで
ああ
りり
実実
際際
的的
にに
はは
新新
羅羅
そそ
のの
もも
のの
のの
ここ
とと
にに
違違
いい
なな
いい
。。
半半
島島
にに
とと
もも
なな

うう
事事
象象
をを
すす
べべ
てて
神神
功功
にに
帰帰
しし
たた
書書
紀紀
のの
編編
者者
のの
仮仮
託託
でで
ああ
るる
。。

武武
内内
宿宿
禰禰
はは
つつ
まま
りり
ここ
のの
時時
新新
羅羅
征征
討討
のの
前前
線線
基基
地地
にに
いい
たた
。。

景景
行行
にに
仕仕
ええ
、、
成成
務務
つつ
いい
でで
仲仲
哀哀
とと
神神
功功
にに
もも
仕仕
ええ
たた
とと
いい
うう
武武
内内
宿宿
禰禰
はは
、、

書書
紀紀
をを
通通
じじ
てて
ここ
ここ
にに
はは
じじ
めめ
てて
半半
島島
とと
かか
かか
わわ
りり
をを
もも
つつ
ここ
とと
にに
なな
るる
。。

文文
脈脈
とと
しし
てて
はは
おお
かか
しし
いい
。。

ここ
のの
人人
物物
はは
、、
景景
行行
のの
とと
きき
東東
国国
にに
派派
遣遣
ささ
れれ
てて
、、
蝦蝦
夷夷

え
み
し

のの
動動
向向
をを
探探
索索
しし
、、



成成
務務
のの
時時
代代
はは
大大
臣臣
でで
ああ
っっ
たた
とと
いい
うう
。。
そそ
のの
後後
もも
応応
神神
とと
仁仁
徳徳
のの
治治
世世
にに
活活
躍躍

しし
たた
がが
、、
とと
りり
わわ
けけ
神神
功功
がが
新新
羅羅
征征
討討
のの
ああ
とと
大大
和和
にに
はは
いい
っっ
てて
仲仲
哀哀
のの
遺遺
児児
をを

討討
っっ
たた
とと
きき
はは
、、
神神
功功
のの
側側
のの
総総
指指
揮揮
官官
でで
ああ
っっ
たた
。。

武武
内内
宿宿
禰禰
はは
書書
紀紀
にに
もも
古古
事事
記記
にに
もも
頻頻
繁繁
にに
でで
てて
くく
るる
。。
しし
かか
しし
そそ
のの
登登
場場
のの

しし
かか
たた
はは
決決
しし
てて
親親
切切
でで
はは
なな
いい
。。
景景
行行
とと
のの
かか
かか
わわ
りり
もも
、、
景景
行行
にに
代代
わわ
っっ
てて
、、

紀紀
伊伊
にに
神神
祇祇
をを
祀祀
っっ
たた
武武

た
け

雄雄
心心

を
こ
こ
ろ

のの
子子
とと
しし
てて
、、
理理
由由
もも
なな
くく
登登
場場
すす
るる
。。
そそ
のの
子子

孫孫
のの
伝伝
承承
もも
まま
たた
不不
透透
明明
でで
ああ
るる
。。
先先
にに
記記
しし
たた
後後
裔裔
氏氏
族族
のの
祖祖
たた
ちち
もも
、、
実実
はは

一一
概概
にに
武武
内内
宿宿
禰禰
のの
子子
のの
世世
代代
とと
はは
いい
ええ
なな
いい
。。

葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
はは
子子
のの
世世
代代
でで
ああ
りり
、、
混混
乱乱
はは
なな
いい
。。
襲襲
津津
彦彦
のの
女女
磐磐
之之
姫姫
はは
仁仁

徳徳
のの
后后
とと
なな
っっ
てて
いい
るる
かか
らら
、、
磐磐
之之
姫姫
はは
孫孫
のの
代代
でで
ああ
るる
。。

波波
田田

は
た
の

八八
代代

や
し
ろ

はは
そそ
のの
女女
がが
仁仁
徳徳
のの
子子
履履
中中
にに
嫁嫁
しし
てて
いい
るる
かか
らら
、、
波波
田田
はは
磐磐
之之
姫姫

とと
同同
じじ
世世
代代
でで
、、
武武
内内
宿宿
禰禰
にに
とと
っっ
てて
はは
孫孫
のの
代代
でで
ああ
るる
。。
平平
群群
木木
莵莵

へ

ぐ

り

つ

く

（（
都都
久久
））

はは
そそ
のの
誕誕
生生
のの
時時
、、
時時
をを
同同
じじ
くく
しし
てて
生生
まま
れれ
たた
仁仁
徳徳
とと
名名
をを
交交
換換
しし
たた
とと
ああ
るる

かか
らら
、、
ここ
れれ
もも
磐磐
之之
姫姫
とと
同同
世世
代代
でで
ああ
るる
。。

一一
方方
応応
神神
紀紀
三三
年年
条条
にに
百百
済済
にに
派派
遣遣
ささ
れれ
たた
将将
軍軍
とと
しし
てて
、、
紀紀

き
の

角角
つ
の

・・
羽羽
田田

は

た

矢矢
代代

や
し
ろ

・・
石石
川川

い
し
か
わ

・・
平平
群群
木木
莵莵
のの
四四
人人
がが
出出
てて
くく
るる
かか
らら
、、
ここ
のの
四四
人人
もも
同同
世世
代代
とと
見見

てて
いい
いい
でで
ああ
ろろ
うう
。。
まま
たた
応応
神神
十十
六六
年年
条条
にに
平平
群群
木木
莵莵
とと

的的
い
く
は

戸戸
田田

と

だ

がが
加加
羅羅
にに
派派

遣遣
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
的的
戸戸
田田
はは
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
のの
後後
とと
いい
うう
かか
らら
、、
ここ
れれ
もも
上上
記記
のの
四四

人人
とと
とと
もも
にに
同同
世世
代代
でで
ああ
ろろ
うう
。。

ここ
れれ
とと
はは
別別
にに
、、
襲襲
津津
彦彦
にに
はは
葦葦
田田
宿宿
禰禰
とと
いい
うう
子子
がが
ああ
りり
、、
一一
方方
でで
干干
支支
一一

運運
をを
戻戻
しし
てて
ここ
ここ
にに
位位
置置
すす
るる
木木
羅羅
斤斤
資資
・・
荒荒
田田
別別
・・
鹿鹿
我我
別別
がが
いい
るる
。。
四四
二二
〇〇

年年
代代
でで
ああ
るる
。。

すす
るる
とと
武武
内内
宿宿
禰禰
後後
裔裔
氏氏
族族
とと
そそ
のの
関関
連連
氏氏
族族
のの
世世
代代
はは
ここ
うう
なな
るる
。。



-- -- -- --

葦葦
田田
宿宿ﾈﾈ

武武
内内
宿宿
禰禰-- -- -- -- -- -- -- --

葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦-- -- -- -- -- -- -- --

的的
戸戸
田田

羽羽
田田
八八
代代

曽曽
我我
石石
川川

平平
群群
木木
莵莵

-- -- -- --

紀紀
角角

（（
味味
師師
内内
宿宿
禰禰
））

-- -- ((

味味
師師
内内
宿宿
禰禰)) -- -- -- -- -- --

木木
羅羅
斤斤
資資

荒荒
田田
別別

-- -- -- --
鹿鹿
我我
別別

言言
うう
なな
れれ
ばば
ここ
のの
伝伝
承承
はは
世世
代代
をを
意意
図図
的的
にに
混混
乱乱
ささ
せせ
たた
。。
そそ
のの
理理
由由
はは
主主
とと

しし
てて
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
とと
木木
羅羅
斤斤
資資
のの
二二
人人
をを
しし
てて
、、
いい
くく
つつ
かか
のの
事事
績績
のの
主主
役役
にに
しし

たた
てて
たた
ここ
とと
にに
よよ
るる
。。
同同
時時
にに
そそ
のの
活活
躍躍
年年
代代
もも
ささ
かか
のの
ぼぼ
っっ
たた
。。
要要
すす
るる
にに
大大

王王
氏氏
がが
そそ
うう
しし
たた
よよ
うう
にに
、、
ここ
のの
二二
つつ
のの
氏氏
族族
もも
自自
らら
のの
出出
自自
をを
悠悠
久久
にに
ささ
かか
のの

ぼぼ
らら
せせ
るる
べべ
くく
編編
集集
にに
作作
為為
をを
施施
しし
たた
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。

ここ
のの
ここ
とと
かか
らら
、、
そそ
のの
後後
のの
とと
くく
にに
五五
世世
紀紀
のの
書書
紀紀
のの
記記
録録
はは
ここ
れれ
をを
理理
解解
しし

やや
すす
くく
なな
るる
。。
しし
かか
しし
ここ
のの
後後
裔裔
氏氏
族族
をを
もも
っっ
てて
しし
てて
もも
武武
内内
宿宿
禰禰
そそ
のの
もも
のの
はは

なな
んん
らら
明明
らら
かか
にに
なな
らら
なな
いい
。。

武武
内内
宿宿
禰禰
にに
つつ
いい
てて
、、
ここ
れれ
以以
上上
のの
考考
証証
にに
たた
るる
史史
料料
はは
なな
いい
。。
しし
たた
がが
っっ
てて

どど
ここ
かか
別別
のの
視視
点点
でで
ここ
れれ
をを
見見
直直
ささ
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。
武武
内内
宿宿
禰禰
をを
追追
求求
すす

るる
ここ
とと
がが
、、
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
にに
まま
でで
到到
達達
しし
うう
るる
のの
かか
とと
いい
うう
点点
はは
、、
依依
然然
とと
しし
てて
不不

分分
明明
でで
ああ
るる
。。

発発
想想
をを
転転
換換
しし
よよ
うう
。。



ここ
ここ
にに
二二
人人
のの
人人
物物
をを
登登
場場
ささ
せせ
るる
。。

気気
長長
宿宿
禰禰
王王
とと
葛葛
城城
高高
額額
媛媛
でで
ああ
るる
。。

<<

息息
お
き

長長
宿宿
禰禰

な
が
の
す
く
ね

王王
お
う>>

気気
長長
宿宿
禰禰
王王
はは
書書
紀紀
・・
古古
事事
記記
にに
よよ
れれ
ばば
、、
とと
もも
にに
開開
化化
のの
曽曽
孫孫
でで
ああ
るる
。。

葛葛
城城
高高
額額
媛媛

か
つ
ら
ぎ
の
た
か
ぬ
か
ひ
め

はは
書書
紀紀
にに
出出
自自
がが
なな
くく
、、
古古
事事
記記
にに
新新
羅羅
のの
王王
子子
天天
日日
矛矛
のの
子子
孫孫

とと
いい
うう
。。

ここ
のの
二二
人人
のの
間間
にに
息息
長長
帯帯
比比
売売
がが
生生
まま
れれ
るる
。。
古古
事事
記記
はは
ほほ
かか
にに
虚虚
空空
津津
比比
売売

そ

ら

つ

ひ

め

とと
息息

お
き

長長
日日
子子

な

が

ひ

こ

王王
お
う

のの
二二
人人
をを
数数
ええ
るる
。。
事事
績績
はは
なな
にに
もも
なな
いい
。。
ここ
のの
二二
人人
はは
気気
長長
足足

姫姫
すす
なな
わわ
ちち
神神
功功
のの
両両
親親
とと
しし
てて
のの
みみ
ここ
ここ
にに
登登
場場
すす
るる
。。

気気
長長
氏氏
はは
謎謎
のの
氏氏
族族
とと
言言
わわ
れれ
てて
いい
るる
。。
確確
かか
なな
のの
はは
允允
恭恭
のの
時時
、、
すす
でで
にに
近近

江江
坂坂
田田
ああ
るる
いい
はは
都都
祁祁

つ

げ

にに
播播
拠拠
しし
てて
、、
允允
恭恭
のの
后后
忍忍
坂坂
大大
中中
姫姫
がが
そそ
ここ
かか
らら
出出
たた
。。

そそ
のの
後後
継継
体体
もも
そそ
のの
類類
縁縁
かか
らら
出出
たた
。。
まま
たた
継継
体体
のの
時時
息息
長長
真真
手手
王王
のの
女女

麻麻
績績
郎郎
女女

お
み
の
い
ら
つ
め

をを
妃妃
とと
しし
てて
荳荳

さ
さ

角角げ

皇皇
女女
をを
生生
んん
だだ
。。
敏敏
達達
もも
まま
たた
息息
長長
真真
手手
王王
のの
女女
広広

ひ
ろ

姫姫
ひ
め

をを
立立
てて
てて
后后
とと
しし
たた
。。

ここ
のの
最最
後後
のの
伝伝
承承
はは
とと
くく
にに
混混
乱乱
しし
てて
いい
るる
よよ
うう
にに
見見
ええ
るる
がが
、、
正正
しし
いい
とと
すす

れれ
ばば
広広
姫姫
のの
方方
でで
ああ
りり
、、
王王
室室
にに
おお
いい
てて
はは
初初
めめ
てて
のの
大大
后后
でで
ああ
っっ
たた
可可
能能
性性
がが

指指
摘摘
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
そそ
のの
敏敏
達達
とと
広広
姫姫
のの
子子
がが
押押

坂坂

彦彦

人人

お
し
さ
か
の
ひ
こ
ひ
と
の

大大
兄兄

お
ほ
え

でで
ああ
りり
、、

天天
智智

て
ん
ち

・・
天天
武武

て
ん
む

にに
とと
っっ
てて
はは
、、
そそ
のの
父父
舒舒

じ
ょ

明明
め
い

をを
通通
じじ
てて
祖祖
父父
にに
ああ
たた
るる
。。

押押
坂坂

お
し
さ
か

はは
忍忍
坂坂
でで
ああ
りり
、、
先先
のの
允允
恭恭
のの
大大
后后
忍忍

坂坂

お
し
さ
か
の

大大

中中

お
ほ
な
か
つ

姫姫
ひ
め

のの
本本
拠拠
地地
でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
地地
はは
一一
時時
允允
恭恭
もも
いい
たた
とと
思思
わわ
れれ
るる
かか
らら
（（
隅隅
田田
八八
幡幡
画画
鏡鏡
））、、
そそ
のの
後後
代代
々々

大大
王王
家家
でで
管管
掌掌
ささ
れれ
てて
きき
たた
可可
能能
性性
もも
ああ
るる
がが
、、
要要
すす
るる
にに
気気
長長
氏氏
のの
所所
領領
でで
ああ

りり
つつ
づづ
けけ
たた
可可
能能
性性
もも
ああ
るる
。。

舒舒
明明
がが
息息

お
き

長長

足足

な
が
た
ら
し

広広
ひ
ろ

額額
ぬ
か

とと
いい
いい
、、
そそ
のの
后后
でで
舒舒
明明
のの
没没
後後
、、
皇皇

こ
う

極極
ぎ
ょ
く

次次
いい
でで
重重
祚祚

じ
ゅ
う
そ

しし
てて
斉斉

さ
い

明明
め
い

とと
なな
っっ
たた

宝宝
た
か
ら

皇皇
女女
はは
、、
諡諡
しし
てて
天天

あ
め

豊豊
と
よ

財財
た
か
ら

重重
日日
足足

い
か
し
ひ
た
ら
し

姫姫
ひ
め

とと
いい
うう
。。
足足
はは

神神
功功
以以
来来
のの
半半
島島
とと
のの
関関
りり
でで
ああ
りり
、、
舒舒
明明
のの
そそ
れれ
はは
ささ
らら
にに
気気
長長
氏氏
のの
名名
をを
残残

しし
たた
もも
のの
でで
ああ
るる
。。

朝朝
廷廷
のの
気気
長長
氏氏
にに
対対
すす
るる
扱扱
いい
はは
そそ
のの
後後
もも
丁丁
重重
でで
、、
天天
武武
一一
三三
年年
（（
六六
八八
四四
））



にに
はは
息息
長長
公公
にに
八八
草草
のの
姓姓
のの
最最
高高
にに
位位
置置
すす
るる
真真
人人

ま
ひ
と

のの
姓姓
をを
与与
ええ
てて
いい
るる
。。
しし
かか

しし
葛葛
城城
氏氏
やや
曽曽
我我
氏氏
のの
よよ
うう
にに
大大
臣臣
でで
ああ
っっ
たた
ここ
とと
はは
なな
いい
。。
誄誄

る
い

なな
どど
をを
よよ
くく
すす

るる
のの
はは
、、
天天
智智
・・
天天
武武
系系
のの
大大
王王
のの
時時
代代
でで
ああ
っっ
たた
かか
らら
でで
、、
そそ
のの
政政
治治
力力
やや
武武

力力
がが
多多
とと
ささ
れれ
たた
訳訳
でで
はは
なな
いい
。。
強強
いい
てて
いい
うう
なな
らら
血血
筋筋
をを
珍珍
重重
ささ
れれ
たた
よよ
うう
にに

見見
ええ
るる
。。

気気
長長
氏氏
はは
ここ
れれ
をを
よよ
くく
咀咀
嚼嚼
しし
てて
おお
かか
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。

気気
長長
氏氏
はは
もも
とと
もも
とと
近近
江江
でで
はは
なな
くく
山山
城城
のの
豪豪
族族
でで
ああ
っっ
たた
とと
思思
うう
。。
そそ
のの
姻姻

族族
とと
しし
てて
のの
嚆嚆
矢矢
がが
、、
たた
ぶぶ
んん
垂垂
仁仁
のの
后后
日日
葉葉
酢酢
媛媛

ひ

ば

す

ひ

め

でで
ああ
っっ
たた
。。
彦彦
坐坐
のの
子子
丹丹
波波

道道
主主
王王
のの
女女
とと
いい
うう
がが
、、
そそ
のの
出出
自自
にに
関関
しし
てて
ここ
うう
いい
うう
話話
がが
ああ
るる
。。

日日
葉葉
酢酢
姫姫
がが
先先
にに
妃妃
とと
しし
てて
入入
っっ
たた
時時
、、
そそ
のの
妹妹
のの
淳淳
葉葉
田田
瓊瓊
入入
媛媛

ぬ

は

た

に

い

り

ひ

め

・・

真真
砥砥
野野
媛媛

ま

と

の

ひ

め

・・
薊薊
瓊瓊
入入
媛媛

あ
ざ
み
に
い
り
ひ
め

・・
竹竹
野野
媛媛

た
か
の
ひ
め

もも
後後
宮宮
にに
入入
れれ
たた
がが
、、
竹竹
野野
媛媛
だだ
けけ
はは
不不
器器
量量

をを
理理
由由
にに
里里
にに
帰帰
ささ
れれ
たた
。。
葛葛
野野

か
づ
の

でで
自自
らら
輿輿

こ
し

よよ
りり
落落
ちち
てて
死死
にに
、、
そそ
のの
地地
をを
堕堕

お
ち

国国
く
に

とと
いい
いい
、、
後後
にに
なな
まま
っっ
てて
弟弟
国国
とと
いい
うう
とと
ああ
るる
。。
葛葛
野野
もも
弟弟
国国
もも
山山
城城
でで
ああ
るる
。。

古古
事事
記記
でで
はは
ここ
れれ
をを
円円
野野
日日
売売
（（
真真
砥砥
野野
媛媛
））
のの
話話
しし
とと
しし
てて
、、
山山
代代
のの
相相
楽楽
にに

至至
っっ
てて
死死
んん
だだ
とと
いい
うう
。。

日日
葉葉
酢酢
媛媛
とと
そそ
のの
姉姉
妹妹
のの
本本
居居

う
ぶ
す
な

がが
山山
城城
でで
ああ
っっ
たた
証証
拠拠
でで
ああ
るる
。。
もも
っっ
とと
もも
丹丹

波波
道道
主主
のの
系系
統統
だだ
けけ
がが
山山
城城
にに
ああ
っっ
たた
のの
でで
はは
なな
いい
。。

そそ
のの
父父
とと
いい
うう
彦彦
坐坐
はは
、、
開開
化化
とと
和和
珥珥
氏氏
のの
女女
とと
のの
王王
子子
でで
、、
古古
事事
記記
にに
よよ
れれ

ばば
（（
書書
記記
にに
はは
なな
いい
））
山山
代代
のの
苅苅

が
り

幡幡
は
た

戸戸と

弁弁べ

をを
娶娶
りり
大大

俣俣

お
ほ
ま
た
の

王王
お
う

をを
、、
同同
族族
丸丸
邇邇

わ

に

のの
袁袁を

祁祁け

都都つ

比比ひ

売売め

をを
娶娶
っっ
てて
山山
代代
のの
大大
筒筒
木木

お
ほ
つ
つ
き
の

王王
お
う

をを
、、
沙沙
本本

さ

ほ

のの
大大

お
ほ

闇闇
く
ら

見見み

戸戸と

売売め

をを
娶娶
りり
、、
沙沙
本本
毘毘

さ

ほ

び

古古こ

・・
沙沙
本本
毘毘
売売

さ

ほ

び

め

をを
、、近近
近近
江江
のの
息息

お
き

長長
水水
依依
比比
売売

な
が
み
ず
よ
り
ひ
め

をを
娶娶
っっ
てて
比比
古古
多多
多多
須須
美美
知知
能能
宇宇
斯斯

ひ

こ

た

た

す

み

ち

の

う

し

の

王王
お
う

（（
道道ち

主主
ぬ
し
の

王王
お
う

））・・
水水
之之

み
ず
の

穂穂
ほ
の

真真ま

若若
わ
か
の

王王
お
う

をを
生生
んん
だだ
とと
いい
うう
。。

そそ
のの
道道
主主
王王
のの
子子
がが
日日
葉葉
酢酢
媛媛
姉姉
妹妹
でで
、、
山山
城城
にに
本本
拠拠
をを
もも
ちち
、、
水水
穂穂
真真
若若
王王

はは
近近
近近
江江
のの
安安
値値
のの
祖祖
でで
ああ
るる
とと
いい
うう
。。

ここ
のの
文文
脈脈
はは
おお
かか
しし
なな
とと
ここ
ろろ
がが
ああ
るる
。。
狭狭
穂穂
姫姫
とと
日日
葉葉
酢酢
媛媛
のの
関関
係係
でで
ああ
るる
。。

後後
のの
垂垂
仁仁
はは
はは
じじ
めめ
狭狭
穂穂
姫姫
をを
后后
とと
しし
たた
がが
、、
狭狭
穂穂
彦彦
のの
乱乱
でで
狭狭
穂穂
姫姫
がが
そそ
のの
兄兄

とと
燃燃
ええ
るる
稲稲
城城
のの
なな
かか
でで
死死
んん
だだ
後後
はは
、、
日日
葉葉
酢酢
をを
立立
てて
てて
后后
とと
しし
たた
とと
いい
うう
。。

とと
ここ
ろろ
がが
そそ
のの
狭狭
穂穂
姫姫
はは
彦彦
坐坐
のの
子子
でで
、、
日日
葉葉
酢酢
媛媛
はは
彦彦
坐坐
のの
子子
丹丹
波波
道道
主主
王王
のの

女女
でで
ああ
っっ
たた
とと
いい
うう
のの
でで
ああ
るる
。。



ここ
れれ
をを
鑑鑑
みみ
るる
にに
彦彦
坐坐
とと
丹丹
波波
道道
主主
はは
おお
そそ
らら
くく
父父
子子
でで
なな
くく
兄兄
弟弟
でで
ああ
ろろ
うう
。。

水水
穂穂
真真
若若
もも
まま
たた
そそ
のの
弟弟
でで
ああ
るる
。。

すす
るる
とと
ここ
ここ
にに
出出
てて
くく
るる
彦彦
坐坐
・・
丹丹
波波
道道
主主
・・
水水
穂穂
真真
若若
のの
三三
人人
はは
、、
狭狭
穂穂
彦彦
・・

狭狭
穂穂
姫姫
のの
いい
たた
添添
下下
ああ
るる
いい
はは
長長
狭狭
、、
日日
葉葉
酢酢
媛媛
のの
いい
たた
南南
山山
城城
、、
そそ
しし
てて
近近
江江

安安
のの
地地
にに
基基
盤盤
をを
もも
つつ
。。
ささ
らら
にに
道道
主主
王王
のの
本本
貫貫
とと
いい
うう
丹丹
波波
もも
そそ
のの
係係
累累
のの
及及

ぶぶ
とと
ここ
ろろ
とと
すす
れれ
ばば
、、
ここ
れれ
らら
のの
併併
せせ
たた
勢勢
威威
はは
、、
すす
なな
わわ
ちち
添添
・・
山山
城城
かか
らら
近近

江江
・・
越越
・・
丹丹
波波
にに
至至
るる
広広
域域
のの
勢勢
力力
をを
、、
ほほ
ぼぼ
一一
通通
りり
のの
系系
統統
でで
結結
びび
つつ
けけ
てて
いい

るる
ここ
とと
にに
なな
るる
。。

ここ
のの
系系
統統
がが
気気
長長
氏氏
でで
ああ
っっ
たた
とと
思思
うう
。。

そそ
のの
立立
場場
をを
もも
うう
すす
ここ
しし
はは
っっ
きき
りり
ささ
せせ
てて
おお
きき
たた
いい
。。
おお
そそ
らら
くく
三三
人人
とと
みみ

らら
れれ
るる
ここ
のの
兄兄
弟弟
のの
出出
自自
はは
、、
南南
山山
城城
のの
内内

う
ち

（（
有有
智智
））
ああ
るる
いい
はは
宇宇
治治

う

ぢ

でで
、、
そそ
ここ

はは
たた
とと
ええ
ばば
奥奥

お
く

城城き

（（
瀛瀛
））
とと
呼呼
ばば
れれ
たた
。。「「
奥奥
磯磯
城城
」」
のの
意意
でで
ああ
るる
。。
神神
武武
のの
時時
代代
、、

添添
にに
はは
新新
城城

に
い
き

とと
いい
うう
氏氏
族族
もも
いい
たた
。。

そそ
のの
祖祖
はは
ここ
ここ
でで
はは
問問
ええ
なな
いい
がが
、、
彦彦
坐坐
・・
丹丹
波波
道道
主主
・・
水水
穂穂
真真
若若
のの
三三
人人
はは
、、

時時
にに
勢勢
威威
ああ
るる
氏氏
族族
のの
第第
二二
世世
代代
にに
ああ
たた
るる
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。
考考
霊霊
・・
考考
元元
とと
同同
世世

代代
なな
のの
でで
ああ
るる
。。
そそ
しし
てて
垂垂
仁仁
のの
時時
代代
にに
、、
彦彦
坐坐
のの
女女
とと
丹丹
波波
道道
主主
のの
女女
がが
王王
后后

のの
座座
をを
相相
次次
いい
でで
襲襲
っっ
たた
がが
、、
彦彦
坐坐
のの
女女
はは
反反
乱乱
をを
理理
由由
にに
攻攻
めめ
滅滅
ぼぼ
ささ
れれ
たた
のの

でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
事事
件件
がが
日日
葉葉
酢酢
媛媛
のの
登登
場場
のの
契契
機機
でで
ああ
れれ
ばば
、、
ここ
れれ
はは
丹丹
波波
道道
主主
がが
そそ
のの

勢勢
威威
でで
すす
でで
にに
彦彦
坐坐
をを
陵陵
駕駕
しし
たた
ここ
とと
をを
意意
味味
すす
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。
もも
っっ
とと
もも
彦彦
坐坐

がが
早早
世世
しし
てて
いい
るる
可可
能能
性性
もも
考考
ええ
らら
れれ
るる
。。
ここ
れれ
はは
そそ
のの
被被
葬葬
者者
らら
しし
いい
巨巨
大大
古古

墳墳
のの
築築
造造
時時
期期
かか
らら
推推
測測
ささ
れれ
るる
がが
、、
詳詳
しし
くく
はは
ここ
ここ
でで
述述
べべ
なな
いい
。。

すす
るる
とと
ここ
ここ
にに
丹丹
波波
道道
主主
がが
山山
城城
のの
奥奥
城城
のの
一一
族族
のの
宗宗
家家
とと
なな
っっ
たた
。。
ここ
のの
人人

物物
はは
古古
事事
記記
でで
はは
「「
丹丹
波波
比比
古古
多多
多多
須須
美美
知知
能能
宇宇
斯斯
」」
とと
書書
かか
れれ
るる
。。
ここ
のの
「「
比比

古古
多多
多多
須須
」」
はは
要要
すす
るる
にに
「「
彦彦
立立
」」
でで
はは
なな
いい
かか
とと
思思
うう
。。
そそ
しし
てて
気気
長長
とと
称称
しし

たた
。。
奥奥
城城
長長
でで
ああ
るる
。。
長長
のの
称称
はは
添添
のの
長長
狭狭
にに
由由
来来
すす
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。

大大
王王
氏氏
にに
おお
いい
てて
はは
そそ
のの
姻姻
族族
（（
特特
定定
婚婚
姻姻
氏氏
族族
））
はは
まま
ずず
磯磯
城城
氏氏
でで
ああ
っっ
たた
。。

そそ
のの
後後
はは
十十
市市
氏氏
でで
ああ
っっ
たた
。。
ここ
のの
間間
一一
時時
期期
尾尾
張張
氏氏
とと
穂穂
積積
氏氏
がが
ああ
っっ
たた
がが
大大

勢勢
はは
かか
わわ
るる
ここ
とと
なな
くく
、、
気気
長長
氏氏
つつ
いい
でで
葛葛
城城
氏氏
へへ
とと
つつ
なな
がが
るる
。。
十十
市市
氏氏
かか
らら



気気
長長
氏氏
へへ
交交
替替
しし
てて
いい
くく
契契
機機
はは
、、
おお
そそ
らら
くく
垂垂
仁仁
のの
即即
位位
でで
ああ
るる
。。

そそ
のの
宗宗
家家
もも
はは
じじ
めめ
彦彦
坐坐
でで
、、
垂垂
仁仁
のの
后后
にに
狭狭
穂穂
姫姫
をを
出出
しし
たた
。。
狭狭
穂穂
姫姫
はは
皇皇

族族
でで
かか
つつ
春春
日日
のの
出出
とと
いい
うう
がが
、、
文文
脈脈
かか
らら
すす
れれ
ばば
むむ
ろろ
んん
そそ
うう
でで
はは
なな
いい
。。
彦彦

坐坐
のの
豪豪
族族
とと
しし
てて
のの
勢勢
威威
にに
、、
おお
そそ
らら
くく
春春
日日
のの
一一
族族
がが
荷荷
担担
しし
たた
そそ
れれ
でで
ああ
りり
、、

兄兄
狭狭
穂穂
彦彦
がが
垂垂
仁仁
とと
王王
位位
をを
争争
っっ
たた
とと
いい
うう
挿挿
話話
もも
本本
筋筋
がが
違違
っっ
てて
いい
たた
でで
ああ
ろろ

うう
。。垂垂

仁仁
はは
ここ
れれ
をを
滅滅
ぼぼ
しし
てて
王王
位位
にに
のの
ぼぼ
っっ
たた
。。
垂垂
仁仁
のの
和和
風風
謚謚
、、
活活
目目
入入
彦彦
五五

十十
狭狭
茅茅
のの
名名
はは
すす
なな
わわ
ちち
生生
駒駒
入入
彦彦
のの
意意
味味
でで
ああ
ろろ
うう
。。
生生
駒駒
とと
はは
後後
のの
矢矢
田田
のの

地地
でで
、、
饒饒
速速

に
ぎ
は
や

日日ひ

氏氏し

（（
物物
部部
氏氏
））
のの
本本
拠拠
地地
でで
ああ
っっ
たた
。。
生生
駒駒
征征
服服
王王
でで
ああ
るる
。。
五五

十十
狭狭
茅茅
のの
名名
はは
、、
添添
すす
なな
わわ
ちち
狭狭
穂穂
彦彦
・・
狭狭
穂穂
姫姫
のの
ああ
っっ
たた
長長
狭狭
のの
地地
をを
席席
捲捲
しし

たた
事事
績績
にに
よよ
るる
。。

垂垂
仁仁
のの
宮宮
城城
はは
むむ
ろろ
んん
磯磯
城城
にに
ああ
っっ
たた
がが
、、
王王
陵陵
はは
狭狭
城城
盾盾
列列
（（
佐佐
紀紀

さ

き

楯楯
列列

た
た
な
み

））

にに
営営
まま
れれ
たた
。。
ここ
れれ
はは
とと
くく
にに
留留
意意
しし
てて
おお
きき
たた
いい
。。
そそ
のの
後後
のの
狭狭
城城
のの
巨巨
大大
墳墳

墓墓
群群
はは
大大
和和
盆盆
地地
北北
部部
いい
わわ
ゆゆ
るる
添添
のの
地地
にに
ああ
るる
。。
ここ
のの
王王
陵陵
のの
地地
をを
管管
掌掌
しし
たた

のの
がが
和和
珥珥
・・
春春
日日
氏氏
でで
ああ
っっ
たた
とと
すす
るる
のの
はは
適適
切切
でで
はは
なな
いい
。。

ここ
れれ
だだ
けけ
のの
規規
模模
のの
墳墳
墓墓
をを
築築
きき
得得
るる
豪豪
族族
はは
、、
磯磯
城城
氏氏
やや
十十
市市
氏氏
ああ
るる
いい
はは

葛葛
城城
氏氏
にに
匹匹
敵敵
しし
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。
山山
城城
をを
地地
盤盤
にに
近近
江江
・・
越越
へへ
とと
触触
手手
をを

延延
ばば
しし
てて
いい
たた
気気
長長
氏氏
がが
辛辛
うう
じじ
てて
ここ
れれ
がが
でで
きき
るる
豪豪
族族
のの
一一
にに
違違
いい
なな
いい
。。

気気
長長
氏氏
はは
垂垂
仁仁
のの
時時
代代
、、
磯磯
城城
氏氏
やや
十十
市市
氏氏
にに
替替
わわ
っっ
てて
登登
場場
しし
、、
新新
たた
なな
姻姻

族族
とと
しし
てて
のの
地地
位位
をを
確確
立立
しし
たた
のの
だだ
とと
思思
うう
。。
ここ
のの
画画
期期
をを
強強
くく
注注
視視
すす
れれ
ばば
、、

気気
長長
氏氏
のの
背背
景景
もも
ああ
るる
程程
度度
明明
らら
かか
にに
思思
ええ
るる
。。

書書
記記
のの
神神
武武
紀紀
にに
ここ
うう
書書
かか
れれ
てて
いい
るる
ここ
とと
がが
参参
考考
にに
なな
るる
。。
神神
武武
即即
位位
前前
記記
、、

大大
和和
平平
定定
のの
終終
わわ
っっ
たた
翌翌
年年
己己
未未
のの
年年
三三
月月
のの
記記
事事
でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
時時
にに
層層そ

富富ほ

県県
のの
波波
多多

は
た
の

丘丘
お
か

岬岬
さ
き

にに
新新
城城

に
い
き

戸戸と

畔畔べ

とと
いい
うう
者者
ああ
りり
。。
まま
たた

和和
珥珥

わ
に
の

坂坂
下下

さ
か
も
と

にに
居居
勢勢

こ

せ

祝祝
は
ふ
り

とと
いい
うう
者者
ああ
りり
。。
臍臍

ほ
そ

見見み

長長
柄柄

な
が
ら
の

丘丘
お
か

岬岬
さ
き

にに
猪猪い

祝祝
は
ふ
り

とと
いい

うう
者者
ああ
りり
。。
ここ
のの
三三
処処
のの
土土
蜘蜘
蛛蛛
なな
おお
そそ
のの
勇勇
刀刀
をを
恃恃
みみ
てて
不不
背背
来来
庭庭
。。

天天
皇皇
すす
なな
わわ
ちち
偏偏

か
た

帥帥
い
く
さ

をを
遣遣
わわ
しし
皆皆
誅誅
ささ
しし
たた
もも
うう
。。



臍臍
見見
はは
穂穂
積積
でで
ああ
ろろ
うう
。。
ここ
のの
文文
脈脈
がが
山山
のの
辺辺
をを
北北
かか
らら
南南
へへ
辿辿
っっ
てて
いい
るる
たた

めめ
にに
、、
長長
柄柄
はは
大大
和和
山山
のの
辺辺
のの
長長
柄柄
にに
違違
いい
なな
いい
。。
まま
たた
和和
珥珥
坂坂
下下
はは
和和
珥珥
のの
本本

貫貫
地地
とと
いい
うう
べべ
きき
地地
でで
、、
現現
在在
もも
変変
わわ
らら
なな
いい
がが
、、
居居
勢勢
のの
音音
はは
ここ
とと
にに
よよ
るる
とと

春春
日日
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。
層層
富富
のの
波波
多多
のの
地地
はは
不不
祥祥
でで
ああ
るる
がが
、、
文文
脈脈
かか
らら
しし
てて
和和

珥珥
のの
北北
すす
なな
わわ
ちち
添添
下下
郡郡
のの
うう
ちち
でで
ああ
ろろ
うう
。。
ここ
のの
記記
述述
はは
ああ
きき
らら
かか
にに
北北
かか
らら

南南
へへ
とと
下下
っっ
てて
いい
るる
。。
注注
目目
すす
べべ
きき
はは
新新
城城
とと
いい
うう
呼呼
称称
でで
ああ
ろろ
うう
。。
磯磯
城城
のの
城城

がが
ここ
のの
氏氏
族族
のの
本本
来来
のの
姓姓
氏氏
でで
ああ
れれ
ばば
、、
新新
城城
とと
はは
そそ
のの
分分
かか
れれ
にに
違違
いい
なな
いい
。。

そそ
もも
そそ
もも
磯磯
城城
氏氏
はは
三三
世世
紀紀
半半
ばば
以以
来来
、、
三三
輪輪
山山
山山
麓麓
にに
ああ
っっ
てて
吉吉
備備
とと
深深
いい

関関
りり
がが
ああ
っっ
たた
。。
直直
載載
にに
いい
ええ
ばば
吉吉
備備
のの
一一
族族
がが
大大
和和
にに
侵侵
出出
しし
てて
、、
弥弥
生生
以以
来来

そそ
ここ
にに
勢勢
力力
をを
もも
っっ
てて
いい
たた
唐唐

か
ら

古古こ

・・
鍵鍵

か
ぎ

遺遺
跡跡

い
せ
き

のの
主主
宰宰
者者
をを
追追
っっ
てて
、、
纒纒

ま
き

向向
む
く

にに
巨巨
大大

なな
拠拠
点点
をを
つつ
くく
っっ
たた
のの
でで
ああ
るる
。。
三三
世世
紀紀
のの
半半
ばば
のの
出出
来来
事事
でで
ああ
ろろ
うう
。。
銅銅
鐸鐸
のの

文文
化化
をを
滅滅
ぼぼ
しし
たた
のの
もも
磯磯
城城
氏氏
だだ
とと
思思
うう
。。

そそ
のの
たた
めめ
にに
磯磯
城城
氏氏
はは
そそ
のの
発発
生生
のの
とと
きき
かか
らら
吉吉
備備
とと
のの
不不
断断
のの
交交
流流
がが
ああ
っっ

たた
。。
そそ
のの
交交
通通
はは
当当
然然
山山
のの
辺辺
かか
らら
山山
城城
をを
経経
てて
摂摂
津津

せ
っ
つ

・・
播播
磨磨

は
り
ま

をを
抜抜
けけ
てて
いい
くく
道道

でで
ああ
っっ
たた
。。
従従
っっ
てて
そそ
ここ
そそ
ここ
のの
交交
通通
のの
要要
地地
にに
磯磯
城城
氏氏
のの
拠拠
点点
もも
ああ
っっ
たた
。。

新新
城城
とと
いい
うう
まま
つつ
ろろ
わわ
ぬぬ
部部
族族
はは
、、
磯磯
城城
氏氏
がが
そそ
のの
弟弟
磯磯
城城
（（
黒黒
速速
））
をを
もも
っっ

てて
大大
王王
氏氏
とと
結結
んん
だだ
とと
きき
、、
ここ
れれ
をを
了了
とと
しし
なな
いい
、、
ああ
るる
いい
はは
すす
るる
必必
要要
がが
なな
かか

っっ
たた
磯磯
城城
氏氏
のの
分分
流流
でで
ああ
っっ
たた
とと
思思
うう
。。
特特
にに
大大
和和
のの
北北
部部
にに
いい
たた
者者
をを
そそ
うう
言言

っっ
たた
。。
当当
然然
そそ
のの
時時
、、
そそ
ここ
をを
越越
ええ
たた
他他
のの
分分
かか
れれ
もも
、、
山山
城城
かか
らら
摂摂
津津
にに
かか
けけ

てて
存存
在在
しし
たた
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。
気気
長長
氏氏
はは
必必
ずず
しし
もも
新新
城城
氏氏
そそ
のの
もも
のの
でで
はは
なな
いい
とと

思思
うう
がが
、、
一一
つつ
のの
例例
にに
はは
なな
るる
。。

そそ
れれ
がが
先先
にに
触触
れれ
たた
「「
奥奥
城城
」」
でで
ああ
るる
。。
奥奥
磯磯
城城
のの
意意
でで
ああ
ろろ
うう
。。
書書
紀紀
にに
はは

「「
瀛瀛
（（
おお
きき
））」」
とと
もも
書書
かか
れれ
てて
いい
るる
。。
気気
長長
氏氏
のの
イイ
メメ
ーー
ジジ
がが
湧湧
いい
てて
きき
たた
よよ
うう

にに
思思
うう
。。

そそ
もも
そそ
もも
気気
長長
氏氏
がが
単単
にに
南南
山山
城城
つつ
いい
でで
近近
江江
坂坂
田田
のの
豪豪
族族
のの
一一
でで
ああ
っっ
たた
らら
、、

葛葛
城城
氏氏
やや
そそ
のの
後後
のの
曽曽
我我
氏氏
とと
わわ
たた
りり
ああ
っっ
てて
王王
統統
にに
繋繋
がが
るる
ここ
とと
はは
出出
来来
なな
かか

っっ
たた
。。
磯磯
城城
氏氏
はは
大大
王王
氏氏
のの
大大
和和
にに
入入
っっ
たた
そそ
のの
画画
期期
以以
来来
のの
姻姻
族族
でで
ああ
りり
、、
そそ



のの
たた
めめ
にに
そそ
のの
後後
裔裔
はは
結結
局局
七七
世世
紀紀
のの
天天
智智
・・
天天
武武
のの
時時
代代
まま
でで
姻姻
族族
でで
ああ
りり
つつ

づづ
けけ
たた
のの
にに
違違
いい
なな
いい
。。
ちち
なな
みみ
にに
継継
体体
はは
そそ
のの
近近
江江
坂坂
田田
のの
気気
長長
氏氏
のの
擁擁
しし
たた

大大
王王
氏氏
かか
らら
出出
たた
。。

姻姻
族族
とと
いい
うう
のの
はは
、、
王王
家家
にに
独独
占占
的的
にに
后后
をを
出出
すす
特特
権権
氏氏
族族
をを
いい
うう
。。
因因
みみ
にに

ここ
のの
姻姻
族族
のの
概概
念念
にに
もも
とと
づづ
けけ
ばば
、、
磯磯
城城
氏氏
やや
葛葛
城城
氏氏
にに
比比
肩肩
しし
てて
曽曽
我我
氏氏
がが
大大

王王
家家
のの
大大
臣臣
とと
しし
てて
政政
務務
をを
管管
掌掌
しし
つつ
つつ
、、
そそ
のの
外外
戚戚
とと
なな
っっ
てて
威威
をを
張張
っっ
たた
事事

実実
もも
納納
得得
がが
いい
くく
。。
いい
わわ
ゆゆ
るる
中中
国国
風風
のの
外外
戚戚
なな
のの
でで
はは
なな
いい
。。
王王
族族
とと
姻姻
族族
とと

いい
うう
相相
互互
依依
存存
のの
思思
想想
なな
のの
でで
ああ
るる
。。
曽曽
我我
氏氏
はは
すす
なな
わわ
ちち
稲稲
目目
のの
時時
代代
、、
葛葛
木木

のの
女女
をを
娶娶
っっ
てて
馬馬
子子
・・
堅堅
塩塩
媛媛
・・
小小
姉姉
君君
をを
生生
んん
だだ
。。
馬馬
子子
のの
権権
勢勢
もも
、、
堅堅
塩塩
媛媛

とと
小小
姉姉
君君
がが
欽欽
明明
のの
妃妃
とと
なな
りり
ええ
たた
のの
もも
、、
そそ
のの
母母
のの
出出
自自
がが
葛葛
木木
氏氏
でで
ああ
っっ
たた

かか
らら
だだ
とと
思思
うう
。。

ささ
てて
、、
気気
長長
宿宿
禰禰
王王
にに
戻戻
ろろ
うう
。。

<<

加加
羅羅
のの
地地
のの
伝伝
承承>>

気気
長長
宿宿
禰禰
王王
はは
書書
紀紀
にに
よよ
れれ
ばば
開開
化化
のの
曽曽
孫孫
でで
ああ
りり
、、
古古
事事
記記
のの
息息
長長
宿宿
禰禰
王王

はは
、、
開開
化化
のの
子子
日日
子子
坐坐
のの
子子
山山
代代
大大
筒筒
木木
真真
若若
王王
のの
子子
伽伽
邇邇
米米
雷雷
のの
子子
でで
ああ
るる
。。

日日
子子
坐坐
とと
大大
筒筒
木木
のの
母母
はは
丸丸
迩迩
、、
伽伽
邇邇
米米
雷雷
とと
息息
長長
宿宿
禰禰
王王
のの
母母
はは
丹丹
波波
でで
ああ
るる
。。

息息
長長
宿宿
禰禰
王王

-- -- -- -- -- --

息息
長長
帯帯
比比
売売

-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

虚虚
空空
津津
比比
売売

-- -- -- -- -- --

息息
長長
日日
子子
王王

葛葛
城城
高高
額額
比比
売売



息息
長長
宿宿
禰禰
王王
がが
天天
之之
日日
矛矛
のの
末末
裔裔
でで
ああ
るる
葛葛
城城
高高
額額
比比
売売
をを
娶娶
っっ
てて
、、
息息
長長
帯帯

比比
売売
・・
虚虚
空空
津津
比比
売売
・・
息息
長長
日日
子子
王王
をを
生生
んん
だだ
。。
息息
長長
帯帯
比比
売売
はは
すす
なな
わわ
ちち
神神
功功

でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
伝伝
承承
はは
山山
代代
とと
丹丹
波波
とと
がが
輻輻
湊湊
すす
るる
がが
、、
丹丹
波波
のの
出出
とと
いい
うう
息息
長長
宿宿
禰禰
王王

のの
母母
高高
材材
比比
売売

た

か

ぎ

ひ

め

のの
名名
はは
山山
代代
のの
地地
名名
でで
ああ
りり
、、
伽伽
邇邇

か

に

米米め

もも
まま
たた
そそ
うう
でで
ああ
りり
、、
筒筒

木木
はは
言言
うう
まま
でで
もも
なな
いい
。。
従従
っっ
てて
ここ
のの
一一
連連
のの
姓姓
名名
はは
ほほ
ぼぼ
山山
代代
にに
限限
るる
。。

一一
方方
葛葛
城城
高高
額額
比比
売売
はは
天天
之之
日日
矛矛
がが
多多
遅遅
摩摩
にに
定定
着着
しし
てて
後後
、、
そそ
のの
地地
でで
のの
土土

着着
婚婚
にに
よよ
っっ
てて
五五
世世
のの
孫孫
でで
ああ
るる
高高
額額
比比
売売
がが
生生
まま
れれ
るる
。。
ここ
のの
場場
合合
葛葛
城城
のの
名名

はは
そそ
のの
血血
筋筋
にに
由由
来来
しし
なな
いい
かか
らら
、、
すす
なな
わわ
ちち
後後
世世
のの
謚謚
でで
ああ
るる
。。

ここ
のの
謚謚
がが
一一
つつ
のの
論論
拠拠
でで
ああ
りり
、、
高高
額額
比比
売売
はは
必必
ずず
やや
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
とと
かか
かか
わわ

るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。
史史
実実
とと
しし
てて
のの
葛葛
城城
のの
名名
のの
嚆嚆
矢矢
はは
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
にに
ほほ
かか
なな
らら
なな

いい
。。
書書
紀紀
にに
おお
けけ
るる
襲襲
津津
彦彦
とと
気気
長長
足足
姫姫
とと
のの
関関
連連
記記
事事
がが
、、
同同
世世
代代
のの
そそ
れれ
にに

見見
らら
れれ
るる
ここ
とと
をを
加加
味味
しし
てて
ここ
れれ
をを
見見
れれ
ばば
、、
すす
なな
わわ
ちち
高高
額額
比比
売売
はは
襲襲
津津
彦彦
のの

母母
のの
世世
代代
にに
ああ
たた
るる
のの
でで
ああ
るる
。。

高高
額額
比比
売売
がが
気気
長長
足足
姫姫
のの
母母
とと
しし
てて
記記
録録
ささ
れれ
、、
かか
つつ
そそ
のの
出出
自自
がが
半半
島島
でで
ああ

っっ
たた
ここ
とと
をを
仮仮
託託
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
天天
之之
日日
矛矛
をを
もも
ちち
だだ
しし
たた
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。
同同
じじ

くく
息息
長長
宿宿
禰禰
王王
はは
そそ
のの
出出
自自
がが
山山
代代
にに
ああ
っっ
たた
ここ
とと
をを
仮仮
託託
しし
てて
いい
るる
のの
にに
違違
いい

なな
いい
。。

しし
てて
みみ
れれ
ばば
ここ
れれ
らら
のの
関関
係係
はは
一一
言言
でで
片片
付付
くく
。。

葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
のの
父父
がが
武武
内内
宿宿
禰禰
でで
ああ
れれ
ばば
、、
比比
古古
布布
都都
押押
之之
信信
がが
木木
国国
造造
のの
祖祖

宇宇
豆豆
比比
古古
のの
妹妹
山山
下下
影影
日日
売売
をを
娶娶
っっ
てて
武武
内内
宿宿
禰禰
をを
生生
んん
だだ
、、
とと
いい
うう
伝伝
承承
がが
ここ

ここ
にに
生生
きき
るる
。。
すす
なな
わわ
ちち
山山
下下
影影
比比
売売
はは
木木
氏氏
なな
らら
ぬぬ
宇宇
治治
（（
内内
））
のの
息息
長長
氏氏
でで

ああ
りり
、、
武武
内内
宿宿
禰禰
はは
そそ
のの
母母
のの
血血
のの
なな
かか
にに
息息
長長
氏氏
のの
そそ
れれ
をを
もも
っっ
てて
いい
たた
。。

古古
来来
、、
人人
にに
とと
っっ
てて
はは
本本
居居
（（
産産
土土
））
のの
地地
名名
ここ
そそ
諱諱
でで
ああ
っっ
たた
。。
本本
名名
のの
ここ

とと
でで
ああ
るる
。。

すす
べべ
てて
のの
大大
王王
のの
王王
子子
がが
、、
そそ
のの
母母
のの
地地
たた
るる
本本
居居
まま
たた
養養
育育
ささ
れれ
たた
氏氏
族族
のの

名名
をを
もも
っっ
てて

諱諱
い
み
な

とと
しし
たた
ここ
とと
をを
想想
ええ
ばば
いい
いい
。。
曽曽
我我
馬馬
子子
もも
まま
たた
曽曽
我我
大大
臣臣
でで



なな
くく
嶋嶋
大大
臣臣
とと
呼呼
ばば
れれ
たた
のの
でで
ああ
るる
。。
武武
内内
宿宿
禰禰
はは
、、
そそ
のの
本本
居居
をを
もも
っっ
てて
、、
気気

長長
宿宿
禰禰
とと
もも
名名
告告
っっ
たた
のの
だだ
とと
思思
うう
。。
そそ
のの
元元
名名
ここ
そそ
内内
宿宿
禰禰
でで
ああ
っっ
たた
。。
武武
はは

むむ
ろろ
んん
武武
威威
をを
いい
うう
美美
称称
でで
ああ
るる
。。

そそ
のの
後後
武武
内内
宿宿
禰禰
はは
葛葛
城城
にに
還還
っっ
てて
本本
拠拠
とと
しし
たた
。。
葛葛
城城
のの
宇宇
智智
郡郡
はは
山山
城城
綴綴

喜喜
のの
内内
にに
由由
来来
すす
るる
でで
ああ
ろろ
うう
．．

事事
態態
はは
収収
斂斂
しし
てて
いい
くく
とと
思思
うう
。。

武武
内内
宿宿
禰禰
はは
気気
長長
宿宿
禰禰
でで
ああ
りり
、、
すす
なな
わわ
ちち
気気
長長
足足
姫姫
そそ
のの
人人
のの
父父
でで
ああ
っっ
たた
。。

ささ
ささ
やや
かか
なな
傍傍
証証
だだ
がが
、、
息息
長長
宿宿
禰禰
王王
のの
子子
とと
しし
てて
、、
息息
長長
帯帯
比比
売売
とと
とと
もも
にに

古古
事事
記記
にに
併併
記記
ささ
れれ
るる
虚虚
空空
津津
比比
売売
はは
、、
ソソ
ララ
ツツ
でで
なな
くく
カカ
ララ
ツツ
とと
訓訓
むむ
べべ
きき
でで

ああ
ろろ
うう
。。
加加
羅羅
津津
比比
売売
のの
意意
でで
ああ
るる
。。
気気
長長
足足
姫姫
のの
母母
、、
葛葛
城城
高高
額額
比比
売売
もも
まま
たた

加加
羅羅
城城
のの
高高
額額
比比
売売
のの
意意
でで
ああ
ろろ
うう
。。

ああ
らら
たた
めめ
てて
いい
うう
がが
、、
襲襲
津津
彦彦
以以
前前
にに
おお
いい
てて
のの
葛葛
城城
のの
名名
称称
はは
書書
紀紀
とと
古古
事事

記記
をを
通通
じじ
てて
、、
三三
者者
しし
かか
いい
なな
いい
。。
葛葛
城城
高高
額額
比比
売売
とと
古古
事事
記記
のの
開開
化化
記記
にに
いい
うう

葛葛
城城
垂垂
水水
宿宿
禰禰
、、
そそ
しし
てて
葛葛
城城
高高
千千
那那
毘毘
売売
でで
ああ
るる
。。

葛葛
城城
垂垂
水水
宿宿
禰禰
はは
そそ
のの
子子
にに
鷲鷲
比比
売売
がが
ああ
りり
、、
開開
化化
とと
のの
ああ
いい
だだ
にに
建建
豊豊
波波
豆豆

羅羅
和和
気気
をを
生生
んん
だだ
。。
波波
豆豆
羅羅
はは
弁弁
羅羅
（（
カカ
ルル
ララ
））
でで
ああ
ろろ
うう
。。
但但
馬馬
のの
垂垂
水水
にに
、、

のの
ちち
のの
葛葛
城城
のの
勢勢
力力
がが
進進
出出
しし
てて
いい
たた
ここ
とと
をを
示示
唆唆
すす
るる
。。
しし
たた
がが
っっ
てて
ここ
のの
葛葛

城城
はは
後後
世世
かか
らら
のの
仮仮
託託
とと
いい
っっ
てて
いい
いい
。。

葛葛
城城
高高
千千
那那
毘毘
売売
はは
、、
味味
師師
内内
宿宿
禰禰
のの
母母
でで
ああ
るる
。。
武武
内内
宿宿
禰禰
のの
異異
母母
弟弟
とと
いい

うう
がが
、、
ここ
ここ
にに
葛葛
城城
高高
千千
那那
毘毘
売売
とと
いい
うう
のの
はは
、、
前前
後後
のの
文文
脈脈
とと
しし
てて
分分
かか
りり
にに

くく
いい
。。
古古
事事
記記
はは
むむ
ろろ
んん
説説
明明
もも
しし
なな
いい
。。
高高
千千
那那
毘毘
売売
はは
つつ
まま
りり
はは
高高
額額
比比
売売

のの
ここ
とと
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。
とと
すす
れれ
ばば
味味
師師
内内
宿宿
禰禰
はは
武武
内内
宿宿
禰禰
のの
弟弟
でで
なな
くく
子子
でで

ああ
るる
。。

しし
かか
しし
、、
ここ
のの
二二
つつ
のの
葛葛
城城
のの
名名
をを
棚棚
にに
ああ
げげ
れれ
ばば
、、
葛葛
城城
高高
額額
比比
売売
とと
葛葛
城城

襲襲
津津
彦彦
のの
名名
はは
、、
書書
紀紀
とと
古古
事事
記記
のの
なな
かか
にに
唐唐
突突
にに
ああ
らら
わわ
れれ
るる
。。
前前
者者
がが
とと
くく

にに
唐唐
突突
でで
ああ
りり
、、
かか
つつ
後後
者者
のの
葛葛
城城
のの
姓姓
がが
、、「「
弁弁
羅羅
城城
」」
にに
由由
来来
しし
てて
まま
たた
そそ
のの

母母
のの
出出
自自
をを
いい
うう
なな
らら
、、
ここ
のの
二二
者者
はは
必必
ずず
かか
かか
わわ
りり
がが
ああ
るる
でで
ああ
ろろ
うう
。。

息息
長長
宿宿
禰禰
すす
なな
わわ
ちち
武武
内内
宿宿
禰禰
はは
しし
かか
しし
いい
つつ
半半
島島
にに
交交
渉渉
をを
もも
っっ
たた
のの
でで
ああ

ろろ
うう
かか
。。



先先
述述
のの
よよ
うう
にに
そそ
れれ
はは
応応
神神
九九
年年
すす
なな
わわ
ちち
仲仲
哀哀
七七
年年
（（
三三
九九
八八
））
でで
ああ
っっ
たた
。。

神神
功功
がが
仲仲
哀哀
のの
后后
とと
なな
っっ
てて
七七
年年
のの
とと
きき
でで
ああ
るる
。。
ここ
のの
時時
神神
功功
がが
二二
〇〇
代代
前前
半半

でで
ああ
るる
とと
すす
れれ
ばば
、、
そそ
のの
誕誕
生生
はは
三三
七七
〇〇
年年
代代
でで
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。
葛葛
城城
高高

額額
比比
売売
をを
娶娶
っっ
たた
もも
のの
はは
三三
六六
〇〇
年年
代代
にに
半半
島島
にに
いい
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
かか
っっ
たた
。。

武武
内内
宿宿
禰禰
はは
そそ
のの
とと
きき
半半
島島
にに
いい
なな
いい
。。

当当
然然
のの
帰帰
結結
とと
しし
てて
そそ
のの
時時
代代
半半
島島
でで
活活
躍躍
しし
たた
大大
和和
出出
身身
のの
人人
物物
はは
、、
ほほ
かか

なな
らら
ぬぬ
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
おお
よよ
びび
そそ
のの
亦亦
名名
とと
みみ
らら
れれ
るる
千千
熊熊
長長
彦彦
でで
ああ
っっ
たた
。。

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
はは
神神
功功
四四
六六
年年
（（
三三
六六
六六
））
かか
らら
五五
二二
年年
（（
三三
七七
二二
））
にに
かか
けけ
てて
とと
、、

まま
たた
そそ
れれ
以以
後後
もも
半半
島島
でで
軍軍
事事
的的
にに
干干
渉渉
しし
たた
人人
物物
でで
ああ
るる
。。
しし
たた
がが
っっ
てて
、、
葛葛

城城
襲襲
津津
彦彦
のの
葛葛
城城
がが
「「
加加
羅羅
城城
」」
にに
、、
すす
なな
わわ
ちち
そそ
のの
母母
でで
ああ
るる
「「
加加
羅羅
」」
姫姫
にに

由由
来来
すす
るる
なな
らら
、、
そそ
のの
父父
はは
そそ
のの
加加
羅羅
姫姫
をを
半半
島島
でで
娶娶
っっ
たた
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
にに
ほほ
かか
なな

らら
なな
いい
。。

ささ
らら
にに
いい
ええ
ばば
そそ
のの
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
のの
斯斯
摩摩
はは
後後
のの
葛葛
城城
のの
地地
名名
でで
ああ
っっ
たた
。。
すす
なな

わわ
ちち
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
はは
葛葛
城城
氏氏
のの
祖祖
でで
ああ
っっ
たた
。。
ここ
ここ
にに
同同
じじ
くく
そそ
のの
祖祖
でで
ああ
っっ
たた
とと

記記
録録
ささ
れれ
るる
武武
内内
宿宿
禰禰
とと
のの
かか
かか
わわ
りり
もも
まま
たた
ああ
きき
らら
かか
でで
ああ
るる
。。

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
はは
武武
内内
宿宿
禰禰
でで
ああ
っっ
たた
。。

論論
理理
的的
なな
結結
論論
でで
ああ
るる
。。
空空
論論
のの
怖怖
れれ
もも
なな
くく
はは
なな
いい
のの
でで
ここ
ここ
ろろ
しし
てて
噛噛
みみ

くく
だだ
いい
てて
もも
らら
いい
たた
いい
。。

そそ
のの
母母
のの
血血
のの
たた
めめ
にに
息息
長長
宿宿
禰禰
とと
もも
いい
っっ
たた
。。
神神
功功
即即
位位
前前
年年
記記
（（
四四
〇〇
〇〇
））

にに
現現
れれ
るる
神神
功功
とと
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
はは
、、
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
がが
加加
羅羅
のの
地地
かか
らら
娶娶
っっ
たた
女女
かか
らら

生生
まま
れれ
たた
兄兄
妹妹
でで
ああ
っっ
たた
。。
三三
七七
〇〇
年年
代代
前前
半半
にに
誕誕
生生
しし
たた
とと
すす
れれ
ばば
、、
四四
〇〇
〇〇

年年
前前
後後
にに
はは
二二
〇〇
代代
後後
半半
のの
年年
齢齢
でで
ああ
るる
。。
神神
功功
はは
そそ
のの
九九
年年
前前
にに
仲仲
哀哀
のの
后后
とと

なな
っっ
たた
かか
らら
、、
一一
〇〇
代代
のの
後後
半半
にに
当当
たた
るる
。。
古古
事事
記記
のの
記記
述述
のの
しし
かか
たた
かか
らら
すす
れれ

ばば
、、
神神
功功
がが
姉姉
でで
襲襲
津津
彦彦
がが
弟弟
でで
ああ
っっ
たた
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
。。

すす
なな
わわ
ちち
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
はは
四四
つつ
のの
名名
をを
もも
つつ
。。
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
・・
千千
熊熊
長長
彦彦
・・
武武
内内
宿宿

禰禰
・・
気気
長長
宿宿
禰禰
がが
そそ
れれ
でで
ああ
るる
。。
そそ
しし
てて
気気
長長
足足
姫姫
とと
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
をを
生生
んん
だだ
。。

補補
足足
しし
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
ここ
とと
がが
ああ
るる
。。

識識
麻麻
那那
那那
加加
比比
跪跪
はは
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
ここ
とと
でで
ああ
るる
とと
いい
うう
前前
提提
をを
、、
すす
らら
りり
とと
流流
しし

てて
しし
まま
っっ
たた
。。
書書
紀紀
はは
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
にに
つつ
いい
てて
はは
「「
そそ
のの
姓姓
をを
知知
らら
ずず
」」
とと
いい
いい
、、



千千
熊熊
長長
彦彦
にに
つつ
いい
てて
はは
「「
百百
済済
記記
にに
いい
うう
識識
麻麻
那那
那那
加加
比比
跪跪
はは
蓋蓋
しし
ここ
れれ
かか
」」
とと

いい
っっ
てて
、、
ここ
れれ
をを
区区
別別
しし
てて
いい
るる
。。
ここ
のの
文文
脈脈
でで
はは
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
はは
千千
熊熊
長長
彦彦
なな
のの

でで
はは
なな
いい
がが
、、
そそ
もも
そそ
もも
書書
紀紀
はは
百百
済済
記記
のの
人人
名名
をを
大大
和和
のの
そそ
れれ
にに
当当
てて
はは
めめ
るる

ここ
とと
をを
しし
なな
かか
っっ
たた
。。「「
蓋蓋
しし
ここ
れれ
かか
」」
とと
いい
うう
註註
はは
例例
外外
的的
とと
いい
っっ
てて
いい
いい
。。

たた
とと
ええ
ばば
沙沙
至至
比比
跪跪
すす
らら
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
とと
いい
っっ
てて
いい
るる
わわ
けけ
でで
はは
なな
いい
。。
そそ
のの

類類
似似
をを
利利
用用
しし
てて
、、
一一
運運
ささ
かか
のの
ぼぼ
らら
せせ
るる
手手
だだ
てて
にに
しし
てて
いい
るる
のの
でで
ああ
っっ
てて
、、

事事
実実
はは
襲襲
津津
彦彦
でで
なな
くく
幸幸
彦彦
すす
なな
わわ
ちち
玉玉
田田
宿宿
禰禰
でで
ああ
っっ
たた
。。
しし
たた
がが
っっ
てて
書書
紀紀

はは
百百
済済
記記
のの
大大
和和
出出
自自
のの
人人
物物
はは
、、
ここ
れれ
をを
そそ
のの
記記
載載
のの
まま
まま
にに
つつ
かか
うう
のの
をを
原原

則則
とと
しし
てて
いい
るる
。。
識識
麻麻
那那
那那
加加
比比
跪跪
にに
つつ
いい
てて
はは
百百
済済
記記
のの
みみ
なな
らら
ずず
大大
和和
にに
もも

伝伝
承承
がが
ああ
りり
、、
重重
要要
なな
人人
物物
とと
しし
てて
そそ
のの
動動
向向
をを
描描
かか
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
かか
っっ
たた
。。

とと
りり
ああ
ええ
ずず
和和
訳訳
がが
必必
要要
でで
ああ
りり
、、
もも
っっ
とと
もも
字字
面面
にに
ああ
うう
千千
熊熊
長長
彦彦
をを
選選
んん
だだ
。。

つつ
まま
るる
とと
ここ
ろろ
ここ
ここ
にに
千千
熊熊
長長
彦彦
とと
しし
てて
出出
てて
くく
るる
名名
はは
、、
書書
紀紀
のの
編編
者者
にに
ああ

っっ
てて
識識
麻麻
那那
那那
加加
比比
跪跪
とと
書書
いい
てて
いい
るる
ここ
とと
とと
同同
じじ
なな
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。
本本
来来
はは
斯斯

摩摩
中中
彦彦
まま
たた
はは
せせ
いい
ぜぜ
いい
濁濁
点点
をを
つつ
けけ
てて
斯斯
摩摩
長長
彦彦
とと
訳訳
すす
べべ
きき
でで
ああ
っっ
たた
。。

だだ
かか
らら
筋筋
道道
はは
ここ
うう
なな
るる
。。
半半
島島
にに
突突
出出
しし
たた
大大
和和
のの
最最
初初
のの
将将
軍軍
はは
斯斯
摩摩
宿宿

禰禰
とと
いい
っっ
たた
。。
しし
かか
しし
そそ
のの
後後
のの
動動
勢勢
はは
大大
和和
のの
記記
録録
にに
薄薄
くく
、、
もも
っっ
ぱぱ
らら
百百
済済

記記
をを
援援
用用
しし
たた
。。
援援
用用
すす
るる
にに
ああ
たた
っっ
てて
はは
、、
書書
紀紀
のの
編編
者者
のの
史史
料料
にに
忠忠
実実
たた
るる

べべ
きき
思思
想想
をを
もも
っっ
てて
、、
識識
麻麻
那那
那那
加加
比比
跪跪
のの
名名
でで
ここ
れれ
をを
一一
貫貫
しし
たた
のの
でで
ああ
るる
。。

宿宿
禰禰
とと
いい
うう
称称
号号
もも
かか
なな
らら
ずず
後後
のの
もも
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。
ここ
のの
時時
代代
のの
「「
宿宿
禰禰
」」

がが
書書
紀紀
・・
古古
事事
記記
をを
通通
じじ
てて
葛葛
城城
もも
しし
くく
はは
武武
内内
宿宿
禰禰
後後
裔裔
氏氏
族族
にに
限限
らら
れれ
てて
いい

るる
ここ
とと
をを
思思
いい
だだ
せせ
ばば
よよ
いい
。。
そそ
のの
例例
外外
のの
一一
つつ
がが
息息
長長
宿宿
禰禰
王王
でで
ああ
りり
、、
そそ
のの

たた
めめ
にに
武武
内内
宿宿
禰禰
とと
のの
具具
体体
的的
なな
関関
係係
がが
問問
わわ
れれ
たた
のの
でで
ああ
るる
。。

宿宿
禰禰
はは
少少
兄兄
（（
すす
くく
なな
ええ
））
かか
らら
きき
たた
とと
いい
うう
。。
しし
かか
しし
とと
くく
にに
葛葛
城城
氏氏
にに
後後

代代
まま
でで
そそ
のの
名名
がが
残残
るる
ここ
とと
をを
考考
ええ
れれ
ばば
、、
ここ
れれ
はは
韓韓
語語
のの
村村
（（
すす
くく
））
にに
かか
かか

わわ
りり
がが
ああ
ろろ
うう
。。
村村
主主
のの
よよ
うう
なな
意意
味味
でで
ああ
るる
。。
葛葛
城城
のの
名名
とと
宿宿
禰禰
のの
名名
はは
半半
島島

由由
来来
とと
いい
うう
根根
をを
もも
つつ
ここ
とと
にに
おお
いい
てて
、、
一一
体体
のの
もも
のの
なな
のの
でで
ああ
ろろ
うう
。。

関関
連連
記記
事事
かか
ひひ
とと
つつ
残残
っっ
てて
いい
るる
。。

神神
功功
紀紀
四四
七七
年年
条条
にに
神神
功功
がが
天天
神神
にに
「「
百百
済済
とと
新新
羅羅
へへ
のの
問問
責責
をを
誰誰
にに
すす
るる
かか
」」

にに
つつ
いい
てて
のの
神神
意意
をを
問問
うう
たた
時時
、、
天天
神神
はは
「「
武武
内内
宿宿
禰禰
をを
しし
てて

議議
は
か
り
こ
と

をを
行行
わわ
しし



めめ
よよ
。。
因因よ

りり
てて
千千
熊熊
長長
彦彦
をを
以以
っっ
てて
使使
者者
とと
せせ
ばば
、、
當當

ま
さ

にに
所所
願願

ね
が
ひ

のの
如如
くく
なな
らら
んん
」」

とと
いい
っっ
たた
。。
千千
熊熊
長長
彦彦
がが
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
でで
ああ
りり
、、
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
がが
いい
まま
考考
証証
をを
進進
めめ
るる

とと
おお
りり
武武
内内
宿宿
禰禰
でで
ああ
れれ
ばば
、、
ここ
のの
文文
脈脈
はは
、、
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
にに
半半
島島
のの
全全
権権
をを
与与
ええ

たた
ここ
とと
をを
表表
明明
すす
るる
。。

内内
はは
山山
城城
綴綴
喜喜

つ
づ
き

のの
地地
名名
とと
いい
っっ
たた
。。
内内
臣臣
とと
いい
うう
言言
葉葉
はは
別別
のの
起起
源源
でで
ああ
ろろ
うう

がが
もも
とと
もも
とと
地地
名名
とと
のの
連連
動動
がが
ああ
っっ
たた
のの
でで
はは
なな
かか
ろろ
うう
かか
。。
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
のの
斯斯
摩摩

はは
そそ
のの
父父
系系
をを
いい
いい
、、
武武
内内
はは
母母
系系
のの
出出
自自
をを
いい
うう
通通
称称
でで
ああ
りり
、、
そそ
のの
名名
はは
中中

彦彦
まま
たた
はは
長長
彦彦
とと
いい
っっ
たた
。。
千千
熊熊
とと
いい
うう
名名
のの
人人
物物
はは
存存
在在
しし
なな
いい
。。
葛葛
城城
のの
名名

もも
いい
まま
だだ
なな
かか
っっ
たた
。。

ひひ
とと
つつ
留留
意意
すす
べべ
きき
はは
、、
葛葛
城城
襲襲
津津
彦彦
がが
そそ
のの
母母
のの
血血
筋筋
をを
もも
っっ
てて
葛葛
城城
とと
称称

しし
たた
のの
でで
ああ
れれ
ばば
、、
葛葛
城城
のの
姓姓
はは
襲襲
津津
彦彦
一一
代代
のの
もも
のの
でで
、、
そそ
のの
後後
裔裔
のの
一一
族族
はは

元元
のの
斯斯
摩摩
をを
姓姓
とと
しし
たた
のの
でで
ああ
るる
。。

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
にに
つつ
いい
てて
のの
追追
跡跡
はは
ここ
れれ
でで
終終
ええ
よよ
うう
。。
正正
直直
なな
とと
ここ
ろろ
いい
くく
つつ
かか

のの
問問
題題
をを
ああ
ええ
てて
迂迂
回回
しし
てて
ここ
ここ
にに
至至
っっ
たた
感感
もも
ああ
るる
。。
大大
枠枠
でで
有有
為為
のの
結結
論論
にに

いい
たた
っっ
たた
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
ここ
とと
でで
ひひ
とと
まま
ずず
満満
足足
しし
たた
いい
。。

ここ
ここ
でで
第第
一一
章章
をを
終終
わわ
るる
とと
すす
れれ
ばば
、、
ここ
のの
大大
和和
ああ
るる
いい
はは
斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
とと
半半
島島

とと
のの
かか
かか
わわ
りり
のの
なな
かか
でで
、、
もも
うう
ひひ
とと
つつ
先先
のの
時時
代代
のの
情情
景景
がが
髣髣
髴髴
とと
しし
てて
くく
るる
。。

気気
長長
足足
姫姫
のの
新新
羅羅
征征
討討
とと
いい
うう
伝伝
承承
でで
ああ
るる
。。
史史
実実
とと
しし
てて
のの
可可
能能
性性
がが
疑疑
わわ

れれ
てて
いい
るる
書書
紀紀
のの
もも
っっ
とと
もも
有有
名名
なな
伝伝
承承
でで
ああ
るる
。。

気気
長長
足足
姫姫
のの
話話
そそ
のの
もも
のの
はは
単単
純純
なな
古古
代代
英英
雄雄
潭潭

え
い
ゆ
う
た
ん

にに
過過
ぎぎ
なな
いい
。。
文文
脈脈
はは
仲仲
哀哀

のの
后后
とと
しし
てて
、、
熊熊
襲襲
のの
征征
伐伐
にに
筑筑
紫紫
へへ
向向
かか
っっ
たた
がが
、、
神神
託託
がが
ああ
りり
、、
熊熊
襲襲
にに
かか

かか
わわ
りり
おお
らら
ずず
、、
黄黄
金金
のの
国国
新新
羅羅
をを
攻攻
めめ
よよ
とと
ああ
りり
、、
仲仲
哀哀
はは
ここ
れれ
をを
信信
じじ
ずず
神神

霊霊
にに
うう
たた
れれ
てて
死死
んん
だだ
。。

気気
長長
足足
姫姫
はは
ここ
のの
神神
託託
をを
信信
じじ
、、
仲仲
哀哀
のの
喪喪
をを
秘秘
しし
てて
熊熊
襲襲
をを
平平
らら
げげ
、、
そそ
のの

足足
でで
新新
羅羅
をを
攻攻
めめ
るる
。。
そそ
のの
城城
をを
落落
とと
しし
、、
新新
羅羅
王王
をを
降降
伏伏
ささ
せせ
てて
そそ
のの
王王
子子
をを

人人
質質
にに
しし
てて
凱凱
旋旋
すす
るる
。。

ここ
のの
文文
脈脈
にに
唯唯
一一
動動
機機
がが
語語
らら
れれ
るる
とと
すす
れれ
ばば
、、
神神
託託
しし
かか
なな
いい
がが
、、
むむ
ろろ
んん

そそ
うう
なな
のの
でで
はは
なな
いい
。。
新新
羅羅
城城
まま
でで
攻攻
めめ
ここ
むむ
とと
いい
うう
神神
功功
のの
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
はは
、、

前前
後後
のの
文文
脈脈
かか
らら
しし
てて
常常
軌軌
をを
逸逸
しし
てて
いい
るる
よよ
うう
にに
みみ
ええ
るる
。。
行行
動動
にに
異異
常常
がが
みみ



らら
れれ
るる
。。
だだ
かか
らら
ここ
れれ
にに
史史
実実
がが
ふふ
くく
まま
れれ
るる
とと
すす
れれ
ばば
、、
必必
ずず
そそ
れれ
なな
りり
のの
理理

由由
がが
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。

黄黄
金金
のの
国国
はは
すす
なな
わわ
ちち
鉄鉄
をを
いい
出出
すす
国国
でで
ああ
りり
、、
気気
長長
足足
姫姫
のの
動動
機機
はは
そそ
のの
益益

権権
をを
奪奪
取取
すす
るる
ここ
とと
にに
ああ
っっ
たた
とと
思思
うう
。。
そそ
のの
益益
権権
はは
しし
かか
しし
時時
のの
大大
和和
のの
政政
権権

とと
しし
てて
はは
、、
なな
きき
にに
等等
しし
いい
かか
又又
はは
突突
出出
すす
るる
もも
のの
でで
はは
なな
かか
っっ
たた
。。
大大
和和
のの
そそ

れれ
はは
、、
せせ
いい
ぜぜ
いい
九九
州州
のの
倭倭
人人
がが
古古
来来
そそ
ここ
にに
参参
画画
しし
、、
そそ
れれ
をを
支支
配配
しし
始始
めめ
たた

部部
外外
者者
のの
後後
追追
いい
でで
しし
かか
なな
かか
っっ
たた
。。

だだ
かか
らら
気気
長長
足足
姫姫
のの
行行
動動
はは
、、
ここ
れれ
とと
はは
一一
線線
をを
画画
すす
でで
ああ
ろろ
うう
。。
ああ
りり
うう
べべ

きき
唯唯
一一
のの
動動
機機
はは
、、
すす
なな
わわ
ちち
そそ
のの
母母
のの
血血
にに
由由
来来
しし
たた
。。

斯斯
摩摩
宿宿
禰禰
がが
娶娶
りり
、、
気気
長長
足足
姫姫
のの
母母
とと
なな
っっ
たた
弁弁

べ
ん

辰辰
し
ん

のの
血血
筋筋
でで
ああ
るる
。。
気気
長長
足足

姫姫
はは
ここ
のの
血血
筋筋
のの
故故
にに
、、
むむ
ろろ
んん
存存
在在
すす
るる
継継
承承
者者
とと
しし
てて
、、
弁弁
辰辰
のの
地地
にに
おお
けけ

るる
新新
羅羅
のの
專專
往往
にに
対対
しし
強強
硬硬
なな
主主
張張
がが
でで
きき
たた
のの
でで
ああ
るる
。。

そそ
れれ
がが
神神
功功
のの
、、
不不
可可
解解
にに
しし
てて
異異
常常
なな
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
にに
つつ
いい
てて
のの
解解
でで
ああ
るる

とと
思思
うう
のの
でで
ああ
るる
。。


